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はじめに

このマニュアルでは、ローカルエリアネットワークや広域ネットワークを介して
SolarisTMオペレーティングシステム (Solaris OS)をリモートでインストールする方法に
ついて説明します。

このマニュアルには、システムハードウェアや周辺装置を設定する方法は記載され
ていません。

注 –この Solarisリリースでは、SPARC®および x86系列のプロセッサアーキテク
チャー (UltraSPARC®、SPARC64、AMD64、Pentium、Xeon EM64T)を使用するシステ
ムをサポートします。サポートされるシステムについては、Solaris 10 Hardware
Compatibility List (http://www.sun.com/bigadmin/hcl)を参照してください。本書で
は、プラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

本書の x86に関連する用語については、以下を参照してください。

■ 「x86」は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品系列を指します。
■ 「x64」は、AMD64または EM64Tシステムに関する 64ビット特有の情報を指し
ます。

■ 「32ビット x86」は、x86をベースとするシステムに関する 32ビット特有の情報
を指します。

サポートされるシステムについては、Solaris 10 Hardware Compatibility Listを参照して
ください。

対象読者
このマニュアルは、Solarisソフトウェアのインストールを担当するシステム管理者
を対象としています。このマニュアルには、ネットワーク環境で複数の Solarisマシ
ンを管理するエンタープライズシステム管理者向けの上級 Solarisインストール情報
が含まれています。

インストールの基本情報については、『Solaris 10 5/08インストールガイド (基本
編)』を参照してください。
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関連情報
表 P–1に、システム管理者向けのマニュアルの一覧を示します。

表 P–1 Solarisをインストールするシステム管理者向けのマニュアル

説明 情報

システム要件または計画の概要に関する情報が必要ですか。あ
るいは、GRUBベースのブート、Solarisゾーン区分技術、また
はRAID-1ボリュームの作成に関する概要が必要ですか。

『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールと
アップグレードの計画)』

DVDまたはCDメディアから 1つのシステムをインストールす
る必要がありますか。Solarisインストールプログラムは、手順
を追ってインストールを案内します。

『Solaris 10 5/08インストールガイド (基本編)』

停止時間をほとんど設けないで、システムをアップグレードし
たり、パッチを適用したりする必要がありますか。Solaris Live
Upgradeを使うことにより、アップグレード時のシステム停止
時間を短縮します。

『Solaris 10 5/08インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』

ネットワークやインターネットを介してセキュリティー保護さ
れたインストールを行う必要がありますか。WANブートを使
用して、リモートクライアントをインストールします。あるい
は、ネットワークインストールイメージからネットワークを介
してインストールする必要がありますか。Solarisインストール
プログラムは、手順を追ってインストールを案内します。

『Solaris 10 5/08インストールガイド (ネットワークイ
ンストール)』

複数のシステムをすばやくインストールしたり、パッチを適用
したりする必要がありますか。Solarisフラッシュソフトウェア
を使用して Solarisフラッシュアーカイブを作成し、クローンシ
ステム上にOSのコピーをインストールします。

『Solaris 10 5/08インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインストール)』

システムのバックアップが必要ですか。 『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステ
ム)』の第 23章「ファイルシステムのバックアップと
復元 (概要)」

トラブルシューティングに関する情報、既知の問題の一覧、ま
たはこのリリース用のパッチの一覧が必要ですか。

『Solarisご使用にあたって』

使用しているシステムが Solaris上で動作することを確認する必
要がありますか。

SPARC:『Solaris Sunハードウェアマニュアル』

このリリースで追加されたパッケージ、削除されたパッケー
ジ、または変更されたパッケージを確認する必要があります
か。

『Solarisパッケージリスト』

使用しているシステムやデバイスが Solaris SPARCベースのシス
テム、x86ベースのシステム、およびその他のサードパー
ティーベンダーで動作するかどうかを確認する必要があります
か。

Solaris Hardware Compatibility List for x86 Platforms

はじめに
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マニュアル、サポート、およびトレーニング
SunのWebサイトでは、次のサービスに関する情報も提供しています。

■ マニュアル (http://jp.sun.com/documentation/)
■ サポート (http://jp.sun.com/support/)
■ トレーニング (http://jp.sun.com/training/)

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–2 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

はじめに
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■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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ネットワーク経由のインストールの計
画
このパートでは、ネットワーク経由のインストールを計画する方法について説明
します。

パ ー ト I
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Solarisインストールの計画についての参
照先

このマニュアルでは、Solaris OSをローカルエリアネットワークまたは広域ネット
ワーク経由でリモートインストールする方法について説明します。

この章では、インストールを正常に完了するための準備について説明します。準備
作業の多くはすべての Solarisインストールに共通しているため、1冊のマスター計画
マニュアルで説明されています。

計画とシステム要件についての参照先
『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』に
は、システム要件と、ファイルシステムを計画するうえでのガイドラインやアップ
グレードの計画などの計画の概要が記載されています。次の一覧に、この計画マ
ニュアルの章構成を示します。

計画マニュアルの章の説明 参照先

この章では、Solarisインストールプログラムの新機能について説明しま
す。

『Solaris 10 5/08インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の第 2
章「Solarisインストールの新機能」

この章では、Solaris OSのインストールやアップグレードを実施する前
に決定するべき内容について説明します。たとえば、ネットワークイン
ストールイメージやDVDメディアをどのようなときに使用するかを判
断するために必要な情報や、すべての Solarisインストールプログラムに
ついての説明を記載しています。

『Solaris 10 5/08インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の第 3
章「Solarisのインストールおよびアップグ
レード (ロードマップ)」

この章では、Solaris OSのインストールやアップグレードに伴うシステ
ム要件について説明します。また、ディスク容量の計画に関しての一般
的な指針や、スワップ空間のデフォルトの割り当てについても説明しま
す。アップグレードの制限についても説明します。

『Solaris 10 5/08インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の第 4
章「システム要件、ガイドライン、および
アップグレード (計画)」

1第 1 章
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計画マニュアルの章の説明 参照先

この章には、システムのインストールやアップグレードに必要な情報の
収集に役立つチェックリストが含まれています。これは、対話式インス
トールを行うときに使うと便利です。このチェックリストでは、対話式
インストールを行うために必要なすべての情報が得られます。

『Solaris 10 5/08インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の第 5
章「インストールやアップグレードの前に収
集すべき情報 (計画)」

マニュアルのこのパートは、Solaris OSのインストールまたはアップグ
レードに関連するいくつかの技術の概要を説明する章が含まれていま
す。これらの技術に関連するガイドラインと要件も含まれています。こ
れらの章には、GRUBベースのブート、Solarisゾーン区分技術、および
インストール時に作成できるRAID-1ボリュームについての情報が含ま
れています。

『Solaris 10 5/08インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』のパー
ト II「GRUB、Solarisゾーン、およびRAID-1
ボリュームに関連するインストールについ
て」

計画とシステム要件についての参照先
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システム構成情報の事前設定 (作業)

この章では、sysidcfgファイルを使用してシステム情報の事前構成を行う方法につ
いて説明します。事前に設定を行うと、Solaris OSをインストールする際に、システ
ム構成情報の入力を求められません。この章では、さらに、電源管理システム情報
の事前設定についても説明します。この章の内容は次のとおりです。

■ 19ページの「システム構成情報を事前設定することの利点」
■ 20ページの「sysidcfgファイルによる事前設定」
■ 40ページの「SPARC:電源管理システム情報の事前設定」

システム構成情報を事前設定することの利点
どのインストール方法でも、周辺機器、ホスト名、IP (インターネットプロトコル)
アドレス、ネームサービスなどのシステム構成情報が必要です。インストールプロ
グラムは、構成情報の入力を求める前に、ほかの場所に格納されている構成情報を
調べます。

システム情報を事前構成するには、2つの方法があります。

表 2–1 事前構成オプション

事前構成ファイルまたは事前構成サー
ビス 説明 参照先

sysidcfgファイル sysidcfgファイル内のキーワー
ドを使用して、ドメイン名、
ネットマスク、DHCP、IPv6な
どのパラメータを事前設定しま
す。

20ページの「sysidcfgファイ
ルによる事前設定」

2第 2 章
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表 2–1 事前構成オプション (続き)
事前構成ファイルまたは事前構成サー
ビス 説明 参照先

ネームサービス ネームサービスにシステム情報
を事前構成する方法で、ホスト
名と IPアドレスを事前設定し
ます。

43ページの「ネームサービス
による事前設定」

DHCP システムがブートするときに
DHCPを使って、TCP/IP
ネットワーク上のホストシステ
ムをネットワーク用に自動的に
設定できます。DHCPは、IPア
ドレスを必要とするクライアン
トに IPアドレスをリースする
ことにより、IPアドレスを管理
します。

47ページの「DHCPサービスに
よるシステム構成情報の事前設
定 (作業)」

事前構成方法の選択の詳細については、41ページの「ネームサービスの選択」を参
照してください。

Solarisインストールプログラムやカスタム JumpStartTMインストールプログラムは、
事前設定されたシステム構成情報を検出すると、その情報の入力を求めることはあ
りません。たとえば、いくつかのシステムがあり、各システムに Solaris最新リリー
スをインストールするたびに時間帯を入力することは避けたい場合があります。こ
の時間帯を sysidcfgファイル中またはネームサービスデータベース中に指定できま
す。Solaris最新リリースのインストール時に、インストールプログラムから時間帯
の入力を求められなくなります。

sysidcfgファイルによる事前設定
sysidcfgファイルに一連のキーワードを指定すると、システムを事前設定できま
す。24ページの「sysidcfgファイルキーワード」は、これらのキーワードを示して
います。

注 – sysidcfgファイルに name_serviceキーワードを指定すると、Solaris OSのインス
トール中にネームサービスが自動的に設定されます。この設定は、site.xmlにすで
に設定されている SMFサービスより優先されます。このため、インストール後に
ネームサービスの再設定が必要になる場合があります。

異なる構成情報を必要とするシステムごとに、固有の sysidcfgファイルを作成する
必要があります。すべてのシステムに同じ時間帯を割り当てる場合は、同じ
sysidcfgファイルを使用して、一連のシステムに時間帯を事前設定することができ

sysidcfgファイルによる事前設定
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ます。ただし、これらの各システムに異なる root (スーパーユーザー)パスワードを
事前設定する場合は、各システムに固有の sysidcfgファイルを作成する必要があり
ます。

sysidcfgファイルは、次のいずれかに置くことができます。

表 2–2 sysidcfgの場所

NFSファイルシステム sysidcfgファイルを共有NFSファイルシステム
に置く場合は、ネットワークからのインストー
ルをシステムに設定するときに、
add_install_client(1M)コマンドの -pオプ
ションを使用する必要があります。-pオプ
ションは、Solaris最新リリースのインストール
時に sysidcfgファイルを検索する場所を指定し
ます。

UFSまたは PCFSフロッピーディスク sysidcfgファイルをフロッピーディスクのルー
ト (/)ディレクトリに置きます。

カスタム JumpStartインストールを実行してい
て、フロッピーディスク上の sysidcfgファイル
を使用する場合は、プロファイルフロッピー
ディスク上に sysidcfgファイルを置く必要があ
ります。プロファイルフロッピーディスクを作
成するには、『Solaris 10 5/08インストールガイ
ド (カスタム JumpStart/上級編)』の「スタンド
アロンシステム用のプロファイルフロッピー
ディスクの作成」を参照してください。

1つのディレクトリまたはフロッピーディスク
には、1つの sysidcfgファイルだけを入れるこ
とができます。複数の sysidcfgファイルを作成
する場合は、各ファイルを異なるディレクトリ
または異なるフロッピーディスクに置く必要が
あります。

HTTPまたはHTTPSサーバー WANブートインストールを実行する場合は、
sysidcfgファイルをWebサーバーのドキュメン
トルートディレクトリに置きます。

ネームサービスまたはDHCPを使用してシステムの事前構成を行うことができま
す。詳細については、第 3章ネームサービスまたはDHCPによる事前構成を参照し
てください。

sysidcfgファイルによる事前設定
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▼ sysidcfg構成ファイルを作成する方法
テキストエディタで、 sysidcfgという名前のファイルを作成し、必要なキーワード
を指定します。

表 2–2の場所のいずれかを使用してクライアントが sysidcfgファイルを利用できる
ようにします。

SPARC: sysidcfgファイル

SPARCベースのシステムで使用される sysidcfgファイルの例を次に示します。この
システムのホスト名、IPアドレス、およびネットマスクは、ネームサービスを編集
することにより、すでに事前設定されています。このファイルにはすべてのシステ
ム構成情報が事前設定されているので、カスタム JumpStartプロファイルを使ってカ
スタム JumpStartインストールを実行できます。この例では、NFSv4ドメイン名は
ネームサービスから自動的に取得されます。この例では service_profileキーワード
は含まれていないため、ネットワークサービスの設定はインストール中に変更され
ません。

keyboard=US-English

system_locale=en_US

timezone=US/Central

terminal=sun-cmd

timeserver=localhost

name_service=NIS {domain_name=marquee.central.example.com

name_server=nmsvr2(172.31.112.3)}

nfs4_domain=dynamic

root_password=m4QPOWNY

network_interface=hme0 {hostname=host1

default_route=172.31.88.1

ip_address=172.31.88.210

netmask=255.255.0.0

protocol_ipv6=no}

security_policy=kerberos {default_realm=example.com

admin_server=krbadmin.example.com

kdc=kdc1.example.com,

kdc2.example.com}

x86: sysidcfgファイル

x86ベースのシステムで使用される sysidcfgファイルの例を次に示します。この例
では、NFSv4ドメイン名が example.comになるように指定されています。このカスタ
ム名は、デフォルトのドメイン名よりも優先されます。また、この例では、ネット
ワークサービスが無効になるか、あるいはローカル接続だけに制限されます。

1

2

例2–1

例2–2

sysidcfgファイルによる事前設定
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keyboard=US-English

timezone=US/Central

timeserver=timehost1

terminal=ibm-pc

service_profile=limited_net

name_service=NIS {domain_name=marquee.central.example.com

name_server=nmsvr2(172.25.112.3)}

nfs4_domain=example.com

root_password=URFUni9

複数のインタフェースを構成する場合の sysidcfgファイル

次の例に挙げる sysidcfgファイルには、eri0および eri1ネットワークインタフェー
スの構成情報が指定されています。eri0インタフェースは 1次ネットワークインタ
フェースとして構成され、eri1は 2次ネットワークインタフェースとして構成され
ます。この例では、NFSv4ドメイン名はネームサービスから自動的に取得されま
す。

timezone=US/Pacific

system_locale=C

terminal=xterms

timeserver=localhost

network_interface=eri0 {primary

hostname=host1

ip_address=192.168.2.7

netmask=255.255.255.0

protocol_ipv6=no

default_route=192.168.2.1}

network_interface=eri1 {hostname=host1-b

ip_address=192.168.3.8

netmask=255.255.255.0

protocol_ipv6=no

default_route=NONE}

root_password=JE2C35JGZi4B2

security_policy=none

name_service=NIS {domain_name=domain.example.com

name_server=nis-server(192.168.2.200)}

nfs4_domain=dynamic

インストールの続行

sysidcfgファイルを使ってネットワーク経由のインストールを行うには、インス
トールサーバーを設定し、システムをインストールクライアントとして追加する必
要があります。詳細については、第 4章ネットワークからのインストール (概要)を参
照してください。

例2–3

参考

sysidcfgファイルによる事前設定
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sysidcfgファイルを使ってWANブートインストールを行うには、追加の作業を行う
必要があります。詳細については、第 9章WANブート (概要)を参照してください。

sysidcfgファイルを使ってカスタム JumpStartインストールを行うには、プロファイ
ルと rules.okファイルを作成する必要があります。詳細については、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の第 2章「カスタ
ム JumpStart (概要)」を参照してください。

sysidcfgファイルの詳細は、sysidcfg(4)のマニュアルページを参照してください。

sysidcfgファイルの構文規則
sysidcfgファイルで使用するキーワードには、非依存型と依存型の 2種類がありま
す。依存型キーワードは、非依存型キーワード内でのみ固有であることが保証され
ています。依存型キーワードは、対応する非依存型キーワードによって識別される
場合にのみ存在します。

次の例では、name_serviceが非依存型キーワードであり、domain_nameと
name_serverが依存型キーワードです。

name_service=NIS {domain_name=marquee.central.example.com

name_server=connor(192.168.112.3)}

構文規則 例

非依存型キーワードは任意の順序で指定可能で
す。

pointer=MS-S

display=ati {size=15-inch}

キーワードは、大文字と小文字を区別しません。 TIMEZONE=US/Central

terminal=sun-cmd

関連する非依存型キーワードを結合するには、す
べての依存型キーワードを中括弧 { }で囲みます。

name_service=NIS

{domain_name=marquee.central.example.com

name_server=connor(192.168.112.3)}

値は単一引用符 (')または二重引用符 (“)で囲んで指
定可能です。

network_interface=’none’

network_interfaceを除くすべてのキーワードは、
1回だけ指定可能です。キーワードを複数回指定し
た場合は最初のキーワードだけが有効です。

name_service=NIS

name_service=DNS

sysidcfgファイルキーワード
表 2–3に、sysidcfgファイルでシステム情報を設定するときに使用できるキーワー
ドの一覧を示します。

参照

sysidcfgファイルによる事前設定
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表 2–3 sysidcfgで使用するキーワード

構成情報 キーワード

キー配列とキーボード言語 25ページの「keyboardキーワード」

ネームサービス、ドメイン名、ネームサーバー 26ページの「name_serviceキーワード」

ネットワークインタフェース、ホスト名、IPアドレ
ス、ネットマスク、DHCP、IPv6

30ページの「network_interfaceキーワード」

NFSv4用のドメイン名の定義 35ページの「nfs4_domainキーワード」

rootパスワード 36ページの「root_passwordキーワード」

セキュリティーポリシー 37ページの「security_policyキーワード」

ネットワークセキュリティープロファイル 37ページの「service_profileキーワード」

インストールプログラムとデスクトップで表示する言
語

38ページの「system_localeキーワード」

端末タイプ 38ページの「terminalキーワード」

時間帯 39ページの「timezoneキーワード」

日付と時刻 39ページの「timeserverキーワード」

次の節では、sysidcfgファイルで使用できるキーワードについて説明します。

keyboardキーワード
sysidkdbツールは、使用しているUSB言語とそれに対応するキー配列を設定しま
す。

次の手順で行われます。

■ キーボードが自己識別型である場合は、インストール時にキーボードの言語およ
び配列が自動的に設定されます。

■ キーボードが自己識別型でない場合は、インストール時にユーザーがキーボード
設定の配列を選択できるように、サポートされているキー配列の一覧が sysidkdb

ツールによって提供されます。

注 – PS/2キーボードは自己識別型ではありません。インストール時にキー配列を
選択するように求められます。

keyboardキーワードを使用すると、キーボード言語とそれに対応するキー配列の情
報を設定できます。各言語には、独自のキー配列があります。次の構文を使用し
て、言語とそれに対応する配列を選択します。
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keyboard=keyboard_layout

たとえば、次のエントリでは、ドイツ語用のキーボード言語と対応するキー配列が
設定されます。

keyboard=German

keyboard_layoutには、有効な値を指定する必要があります。有効な値を指定しない
と、インストール時に対話式の応答が必要になります。keyboard_layoutの有効な文
字列は、/usr/share/lib/keytables/type_6/kbd_layoutsファイルに定義されていま
す。

SPARCのみ –以前は、USBキーボードのインストール時の自己識別値を 1としていまし
た。そのため、自己識別型でないキーボードはすべて、インストール時に必ず米国
英語 (U.S. English)キー配列に設定されていました。

キーボードが自己識別型でない場合に、JumpStartインストール時にプロンプトが表
示されないようにするには、sysidcfgファイルでキーボードの言語を選択します。
JumpStartインストールの場合、デフォルトは米国英語 (U.S. English)用です。別の言
語とそれに対応するキー配列を選択するには、前の例に示してあるように、
sysidcfgファイルにキーボードエントリを設定します。

詳細は、sysidcfg(4)および sysidtool(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

name_serviceキーワード
name_serviceキーワードを使用して、システムのネームサービス、ドメイン名、お
よびネームサーバーを構成できます。次の例は、name_serviceキーワードの一般的
な構文を示しています。

name_service=name-service {domain_name=domain-name
name_server=name-server
optional-keyword=value}

name_serviceは 1つの値だけを選択します。次に、domain_nameキーワードと
name_serverキーワードの両方を設定し、必要に応じて、さらに追加のキーワードを
設定します。あるいは、これらのキーワードをまったく設定しなくてもかまいませ
ん。キーワードを 1つも使用しない場合には、中括弧 { }は省略します。
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注 – sysidcfgファイルに name_serviceオプションを指定すると、Solaris OSのインス
トール中にネームサービスが自動的に設定されます。この設定は、site.xmlにすで
に設定されている SMFサービスより優先されます。このため、インストール後に
ネームサービスの再設定が必要になる場合があります。

次の各節では、特定のネームサービスを使用するようシステムを構成するための、
キーワードの構文について説明します。

NIS用の name_serviceキーワードの構文

NISネームサービスを使用するようシステムを構成するには、次の構文を使用しま
す。

name_service=NIS {domain_name=domain-name
name_server=hostname(ip-address)}

domain-name ドメイン名を指定します。

hostname ネームサーバーのホスト名を指定します。

ip-address ネームサーバーの IPアドレスを指定します。

例 2–4 name_serviceキーワードを使用してNISサーバーを指定する

次の例では、ドメイン名 west.example.comのNISサーバーを指定しています。この
サーバーのホスト名は timberで、IPアドレスは 192.168.2.1です。

name_service=NIS {domain_name=west.example.com

name_server=timber(192.168.2.1)}

NISネームサービスの詳細は、『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリ
サービス : DNS、NIS、LDAP編)』を参照してください。

NIS+用の name_serviceキーワードの構文

NISネームサービスを使用するようシステムを構成するには、次の構文を使用しま
す。

name_service=NIS+ {domain_name=domain-name
name_server=hostname(ip-address)}

domain-name ドメイン名を指定します。

hostname ネームサーバーのホスト名を指定します。

ip-address ネームサーバーの IPアドレスを指定します。
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例 2–5 name_serviceキーワードを使用してNIS+サーバーを指定する

次の例では、ドメイン名 west.example.comのNIS+サーバーを指定しています。この
サーバーのホスト名は timberで、IPアドレスは 192.168.2.1です。

name_service=NIS+ {domain_name=west.example.com

name_server=timber(192.168.2.1)}

NIS+ネームサービスの詳細は、『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリ
サービス : NIS+編)』を参照してください。

DNS用の name_serviceキーワードの構文

DNSを使用するようシステムを構成するには、次の構文を使用します。

name_service=DNS {domain_name=domain-name
name_server=ip-address,ip-address,ip-address
search=domain-name,domain-name,domain-name,
domain-name,domain-name,domain-name}

domain_name=domain-name ドメイン名を指定します。

name_server=ip-address DNSサーバーの IPアドレスを指定します。
name_serverキーワードの値として、最大 3個の IPア
ドレスを指定できます。

search=domain-name (省略可能)ネームサービス情報の検索ドメインを追加
するときに指定します。検索ドメイン名は最大 6個指
定できます。各検索エントリの長さは、250文字以下
でなければなりません。

例 2–6 name_serviceキーワードを使用してDNSサーバーを指定する

次の例では、ドメイン名 west.example.comのDNSサーバーを指定しています。この
サーバーの IPアドレスは、10.0.1.10および 10.0.1.20です。example.comおよび
east.example.comが、ネームサービス情報の検索ドメインとして追加されていま
す。

name_service=DNS {domain_name=west.example.com

name_server=10.0.1.10,10.0.1.20

search=example.com,east.example.com}

DNSネームサービスの詳細は、『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリ
サービス : DNS、NIS、LDAP編)』を参照してください。
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LDAP用の name_serviceキーワードの構文

LDAPを使用するようシステムを構成するには、次の構文を使用します。

name_service=LDAP {domain_name=domain_name
profile=profile_name profile_server=ip_address
proxy_dn="proxy_bind_dn" proxy_password=password}

domain_name LDAPサーバーのドメイン名を指定します。

profile_name システムの構成に使用する LDAPプロファイルの名前を指定しま
す。

ip_address LDAPプロファイルサーバーの IPアドレスを指定します。

proxy_bind_dn (省略可能)プロキシバインド識別名を指定します。proxy_bind_dn
の値は、二重引用符で囲む必要があります。

password (省略可能)クライアントのプロキシパスワードを指定します。

例 2–7 name_serviceキーワードを使用してLDAPサーバーを指定する

次の例では、次の構成情報を使用して LDAPサーバーを指定しています。

■ ドメイン名は west.example.comです。
■ defaultという名前の LDAPプロファイルを使用して、システムが構成されます。
■ LDAPサーバーの IPアドレスは 172.31.2.1です。
■ プロキシバインド識別名には、次の情報が設定されます。

■ エントリの共通名は proxyagentです。
■ 組織単位は profileです。
■ このプロキシドメインには、west、example、および comドメイン構成要素が
構成されます。

■ プロキシパスワードは passwordです。

name_service=LDAP {domain_name=west.example.com

profile=default

profile_server=172.31.2.1

proxy_dn="cn=proxyagent,ou=profile,
dc=west,dc=example,dc=com"
proxy_password=password}

LDAPの使用方法の詳細は、『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリ
サービス : DNS、NIS、LDAP編)』を参照してください。
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network_interfaceキーワード
次の作業を実行するには、network_interfaceキーワードを使用します。

■ ホスト名を指定する
■ IPアドレスを指定する
■ デフォルトルーターのアドレスを指定する
■ ネットマスク値を指定する
■ DHCPを使用してネットワークインタフェースを構成する
■ ネットワークインタフェース上で IPv6を有効にする

次の各節では、network_interfaceキーワードを使用してシステムインタフェースを
構成する方法について説明します。

ネットワークに接続しないシステム用の構文

システムのネットワーク接続をオフにするには、network_interface値に noneを設定
します。次に例を示します。

network_interface=none

1つのインタフェースを構成するための構文

network_interfaceキーワードを使用して 1つのインタフェースを構成するときに
は、次の方法を使用します。

■ DHCPを使用する場合 –ネットワーク上のDHCPサーバーを使用して、ネット
ワークインタフェースを構成できます。インストール時にDHCPサーバーを使用
する方法の詳細は、47ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前
設定 (作業)」を参照してください。
DHCPサーバーを使用してシステム上に 1つのインタフェースを構成する場合
は、network_interfaceキーワードに次の構文を使用します。

network_interface=PRIMARY or value
{dhcp protocol_ipv6=yes-or-no}

PRIMARY システム上に存在するインタフェースのうち、最初に
稼働する非ループバックインタフェースを構成するよ
うに指定します。順序は、ifconfigコマンドの表示ど
おりです。稼働しているインタフェースが存在しない
場合には、最初の非ループバックインタフェースが使
用されます。非ループバックインタフェースが見つか
らない場合は、システムはネットワーク接続されませ
ん。
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value hme0や eri1など、特定のインタフェースを構成する
ように指定します。

protocol_ipv6=yes-or-no IPv6を使用してシステムを構成するかどうかを指定し
ます。

WANブートインストールの場合には、この値を
protocol_ipv6=noと設定する必要があります。

■ DHCPを使用しない場合 – DHCPを使用しないでネットワークインタフェースを
構成する場合には、構成情報を sysidcfgファイルに指定できます。DHCPを使用
しないでシステム上に 1つのインタフェースを構成する場合は、次の構文を使用
します。

network_interface=PRIMARY

{hostname=host_name
default_route=ip_address
ip_address=ip_address
netmask=netmask
protocol_ipv6=yes_or_no}

または

network_interface=value
{hostname=host_name
default_route=ip_address
ip_address=ip_address
netmask=netmask
protocol_ipv6=yes_or_no}

PRIMARY
システム上に存在するインタフェースのうち、最初に稼働する非ループバック
インタフェースを構成するように指定します。順序は、ifconfigコマンドの表
示どおりです。稼働しているインタフェースが存在しない場合には、最初の非
ループバックインタフェースが使用されます。非ループバックインタフェース
が見つからない場合は、システムはネットワーク接続されません。

注 –複数のインタフェースを構成する場合は、PRIMARYキーワード値を使用しな
いでください。

value
hme0や eri1など、特定のインタフェースを構成するように指定します。

hostname=host_name
(省略可能)システムのホスト名を指定します。
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default_route=ip_addressまたは default_route=NONE

(省略可能)デフォルトルーターの IPアドレスを指定します。ICMPルーター発
見プロトコルを使用してルーターを自動的に検出する場合には、このキーワー
ドを省略してください。

注 –インストール時にルーターを自動的に検出できない場合、ルーター情報の
入力を求めるメッセージが表示されます。

ip_address=ip_address
(省略可能)システムの IPアドレスを指定します。

netmask=netmask
(省略可能)システムのネットマスク値を指定します。

protocol_ipv6=yes_or_no
(省略可能) IPv6を使用してシステムを構成するかどうかを指定します。

注 –カスタム JumpStartを使用して自動インストールを実行する場合は、
protocol_ipv6キーワードに値を指定する必要があります。

WANブートインストールの場合には、この値を protocol_ipv6=noと設定する
必要があります。

必要に応じて、hostname、ip_address、netmaskキーワードのいずれかを組み合わ
せて設定します。あるいは、これらのキーワードをまったく設定しなくてもかま
いません。どのキーワードも使用しない場合、中括弧 { }は省略します。

例 2–8 network_interfaceキーワードを使用して、DHCPを使用する 1つのインタフェースを構
成する

次の例では、DHCPを使用して eri0ネットワークインタフェースが構成されるよう
に指定しています。IPv6サポートは無効になります。

network_interface=eri0 {dhcp protocol_ipv6=no}

例 2–9 network_interfaceキーワードに構成情報を指定して 1つのインタフェースを構成する

次の例では、インタフェース eri0を次の設定で構成しています。

■ ホスト名は host1に設定されます。
■ IPアドレスは 172.31.88.100に設定されます。
■ ネットマスクは 255.255.255.0に設定されます。
■ IPv6サポートがインタフェース上で無効になります。
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例 2–9 network_interfaceキーワードに構成情報を指定して 1つのインタフェースを構成す
る (続き)

network_interface=eri0 {hostname=host1 ip_address=172.31.88.100

netmask=255.255.255.0 protocol_ipv6=no}

複数のインタフェースを構成するための構文

sysidcfgファイルでは、複数のネットワークインタフェースを構成できます。構成
するインタフェースごとに、network_interfaceエントリを sysidcfgファイルに追加
します。

network_interfaceキーワードを使用して複数のインタフェースを構成するときに
は、次の方法を使用します。

■ DHCPを使用する場合 –ネットワーク上のDHCPサーバーを使用してネットワー
クインタフェースを構成できます。インストール時にDHCPサーバーを使用する
方法の詳細は、47ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定
(作業)」を参照してください。
DHCPサーバーを使用してシステム上のインタフェースを構成する場合は、
network_interfaceキーワードに次の構文を使用します。

network_interface=value {primary

dhcp protocol_ipv6=yes-or-no}

value hme0や eri1など、特定のインタフェースを構成する
ように指定します。

primary (省略可能) valueを 1次インタフェースとして指定しま
す。

protocol_ipv6=yes-or-no IPv6を使用してシステムを構成するかどうかを指定し
ます。

注 – WANブートインストールの場合には、この値を
protocol_ipv6=noと設定する必要があります。

■ DHCPを使用しない場合 – DHCPを使用しないでネットワークインタフェースを
構成する場合には、構成情報を sysidcfgファイルに指定できます。DHCPを使用
しないで複数のインタフェースを構成する場合は、次の構文を使用します。

network_interface=value {primary hostname=host_name
default_route=ip_address または NONE

ip_address=ip_address
netmask=netmask
protocol_ipv6=yes_or_no}
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value
hme0や eri1など、特定のインタフェースを構成するように指定します。

primary

(省略可能) valueを 1次インタフェースとして指定します。

hostname=host_name
(省略可能)システムのホスト名を指定します。

default_route=ip_addressまたは default_route=NONE
(省略可能)デフォルトルーターの IPアドレスを指定します。ICMPルーター発
見プロトコルを使用してルーターを自動的に検出する場合には、このキーワー
ドを省略してください。

sysidcfgファイルで複数のインタフェースを構成する場合は、静的なデフォル
トルートを使用しない 2次インタフェースすべてに対して、それぞれ
default_route=NONEを設定してください。

注 –インストール時にルーターを自動的に検出できない場合、ルーター情報の
入力を求めるメッセージが表示されます。

ip_address=ip_address
(省略可能)システムの IPアドレスを指定します。

netmask=netmask
(省略可能)システムのネットマスク値を指定します。

protocol_ipv6=yes_or_no
(省略可能) IPv6を使用してシステムを構成するかどうかを指定します。

注 –カスタム JumpStartを使用して自動インストールを実行する場合は、
protocol_ipv6キーワードに値を指定する必要があります。

WANブートインストールの場合には、この値を protocol_ipv6=noと設定する
必要があります。

必要に応じて、hostname、ip_address、netmaskキーワードのいずれかを組み合わ
せて設定します。あるいは、これらのキーワードをまったく設定しなくてもかま
いません。どのキーワードも使用しない場合、中括弧 { }は省略します。

同一の sysidcfgファイル内において、一部のインタフェースだけがDHCPを使用す
るように構成し、ほかのインタフェース用には構成情報を直接記述することもでき
ます。
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例 2–10 network_interfaceキーワードを使用して複数のインタフェースを構成する

次の例では、ネットワークインタフェース eri0と eri1を次のように構成していま
す。

■ eri0は、DHCPサーバーを使用して構成されます。eri0の IPv6サポートは無効に
なります。

■ eri1は、1次ネットワークインタフェースです。ホスト名は host1に、IPアドレ
スは 172.31.88.100に、ネットマスクは 255.255.255.0に、それぞれ設定されます。
eri1の IPv6サポートは無効になります。

network_interface=eri0 {dhcp protocol_ipv6=no}

network_interface=eri1 {primary hostname=host1

ip_address=172.146.88.100

netmask=255.255.255.0

protocol_ipv6=no}

nfs4_domainキーワード
インストール時にNFSv4ドメイン名を指定するよう求められないようにするには、
sysidcfgファイルの nfs4_domainキーワードを使用します。このキーワードを使用す
ると、インストール処理時にドメイン名を選択しなくて済みます。次の構文を使用
します。

nfs4_domain=dynamic

または
nfs4_domain=custom_domain_name

dynamic この予約されたキーワードは、ネームサービスの設定に基
づいてNFSv4ドメイン名を動的に取得します。次に例を示
します。

nfs4_domain=dynamic

この例では、ネームサービスからドメイン名を取得できま
す。

予約されたキーワード dynamicには、大文字小文字の区別が
ありません。
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注 –デフォルトでは、NFSv4はシステムのネームサービスか
ら自動的に取得されるドメイン名を使用します。ほとんど
の構成では、このドメイン名で十分です。場合によって
は、マウントポイントがドメイン境界を交差してしまい、
ファイルの所有者が「nobody」のように見えることがあり
ますが、これは、共通のドメイン名が存在しないからで
す。この事態を避けるために、デフォルトのドメイン名を
無効にして、カスタムドメイン名を選択することができま
す。

custom_domain_name この値は、デフォルトのドメイン名より優先されます。

この値は、有効なカスタムドメイン名でなければなりませ
ん。有効なドメイン名は、英数字、ドット、下線、
ダッシュの組み合わせだけで構成されます。最初の文字は
英字にする必要があります。次に例を示します。

nfs4_domain=example.com

この例では、nfsmapidデーモンが使用する値が example.com
になるように設定されます。この選択は、デフォルトのド
メイン名より優先されます。

注 –以前のリリースでは、スクリプトを使って、インストール時にNFSv4ドメイン名
の入力を求められないようにできました。

Solaris 10 OSでの JumpStartインストールでは、対処用の JumpStartサンプルスクリプ
ト set_nfs4_domainを使って、インストール時にNFSv4プロンプトが表示されないよ
うにできました。このスクリプトはもう必要ありません。代わりに、sysidcfgの
キーワード nfs4_domainを使用します。

以前のリリースでは、sysidnfs4プログラムによって /etc/.NFS4inst_state.domain

ファイルが作成されました。このファイルは、インストール時にNFSv4ドメイン名
の入力を求めるプロンプトを抑制するものでした。このファイルはもう作成されま
せん。代わりに、sysidcfgのキーワード nfs4_domainを使用します。

root_passwordキーワード
sysidcfgファイルにシステムの rootパスワードを指定できます。rootパスワードを
指定するには、root_passwordキーワードを次の構文に従って使用します。

root_password=encrypted-password

sysidcfgファイルによる事前設定

Solaris 10 5/08インストールガイド (ネットワークインストール) • 2008年 4月36



encrypted-passwordは、/etc/shadowファイルに設定される暗号化パスワードです。

security_policyキーワード
sysidcfgファイルで security_policyキーワードを使用して、Kerberosネットワーク
認証プロトコルを使用するようにシステムを構成できます。Kerberosを使用するよ
うにシステムを構成する場合には、次の構文を使用します。

security_policy=kerberos {default_realm=FQDN
admin_server=FQDN kdc=FQDN1, FQDN2, FQDN3}

FQDNには、Kerberosのデフォルトレルム、管理サーバー、または鍵配布センター
(Key Distribution Center, KDC)を、完全指定のドメイン名で指定します。KDCは 1つ
以上指定する必要があります (最大 3つまで指定可能)。

システムのセキュリティーポリシーを設定しない場合は、security_policy=NONEと設
定します。

Kerberosネットワーク認証プロトコルの詳細は、『Solarisのシステム管理 (セキュリ
ティサービス)』を参照してください。

例 2–11 security_policyキーワードを使用して、Kerberosを使用するようにシステムを構成す
る

次の例では、次の情報を使用して、Kerberosを使用するようにシステムを構成して
います。

■ Kerberosデフォルトレルムは example.comです。
■ Kerberos管理サーバーは krbadmin.example.comです。
■ KDCは、kdc1.example.comと kdc2.example.comの 2つです。

security_policy=kerberos

{default_realm=example.COM

admin_server=krbadmin.example.com

kdc=kdc1.example.com,

kdc2.example.com}

service_profileキーワード
service_profileキーワードを使用してネットワークサービスを制限すれば、より強
力にセキュリティー保護されたシステムをインストールできます。このセキュリ
ティーオプションを使用できるのは、初期インストールのときだけです。アップグ
レードでは、以前に設定したサービスがそのまま移行されます。

このキーワードを設定するときは、次の構文のいずれかを使用します。

service_profile=limited_net

sysidcfgファイルによる事前設定
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service_profile=open

limited_netは、Secure Shellを除くすべてのネットワークサービスを、無効または
ローカル要求への応答だけに制限するように指定します。インストール後、svcadm

コマンドおよび svccfgコマンドを使用して、任意のネットワークサービスを個別に
有効にすることができます。

openを指定すると、ネットワークサービスはインストール中に変更されません。

service_profileキーワードが sysidcfgファイルにない場合は、インストール中に
ネットワークサービスの状態は変更されません。

ネットワークサービスは、netservices openコマンドを使用するか、SMFコマンド
を使用して個別にサービスを有効にする方法で、インストール後に有効にすること
ができます。詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグ
レードの計画)』の「インストール後のセキュリティー設定の修正」を参照してくだ
さい。

インストール中にネットワークセキュリティーを制限する方法の詳細は、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の「ネットワークセキュリティーの計画」を参照してください。また、次のマ
ニュアルページも参照してください。

■ netservices(1M)

■ svcadm(1M)

■ svccfg(1M)コマンド

system_localeキーワード
system_localeキーワードを使用して、インストールプログラムおよびデスクトップ
の表示言語を指定できます。ロケールを指定するには、次の構文を使用します。

system_locale=locale

localeには、インストールパネルおよび画面を表示する際の使用言語を指定します。
有効なロケール値のリストについては、/usr/lib/localeディレクトリまたは『国際
化対応言語環境の利用ガイド』を参照してください。

terminalキーワード
terminalキーワードを使用して、システムの端末タイプを指定できます。端末タイ
プを指定するには、次の構文を使用します。

terminal=terminal_type
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terminal_typeには、システムの端末タイプを指定します。有効な端末値のリストにつ
いては、/usr/share/lib/terminfoディレクトリのサブディレクトリを参照してくだ
さい。

timezoneキーワード
timezoneキーワードを使用して、システムの時間帯を設定できます。次の構文を使
用します。

timezone=timezone

上の例の timezoneには、システムの時間帯値を指定します。
/usr/share/lib/zoneinfoディレクトリにあるファイル名、またはそのサブディレク
トリにあるファイル名を、時間帯値として設定できます。timezoneの値は、
/usr/share/lib/zoneinfoディレクトリからの相対パス名です。また、有効なOlson
時間帯も指定できます。

例 2–12 timezoneキーワードを使用してシステムの時間帯を構成する

次の例では、システムの時間帯を米国の山岳部標準時に設定しています。

timezone=US/Mountain

/usr/share/lib/zoneinfo/US/Mountainの時間帯情報を使用するようにシステムが構
成されます。

timeserverキーワード
timeserverキーワードを使用して、インストール先のシステムに日付と時刻を設定
するためのシステムを指定できます。

timeserverキーワードを設定するときには、次のいずれかの方法を選択します。

■ システム自体をタイムサーバーとして構成する場合は、timeserver=localhostと
設定します。localhostを指定した場合は、そのシステムの時刻が正しいものと
仮定し、時刻が設定されます。

■ 別のシステムをタイムサーバーとして指定する場合は、timeserverキーワードを
使用して、タイムサーバーのホスト名または IPアドレスを指定します。次の構文
を使用します。

timeserver=hostname

または

timeserver=ip-address

sysidcfgファイルによる事前設定
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hostnameは、タイムサーバーシステムのホスト名です。ip-addressには、タイム
サーバーの IPアドレスを指定します。

SPARC:電源管理システム情報の事前設定
Solaris OSの電源管理システムソフトウェアを使用すると、システムのアイドル状態
が 30分間続いたときに、自動的にシステム状態を保存し電源を切ることができま
す。EPAの省電力 (Energy Star)ガイドラインのバージョン 2に準拠したシステム
(Sun4UTMシステムなど)に Solaris最新リリースをインストールするときは、デフォル
トで電源管理システムソフトウェアもインストールされます。Solarisインストール
プログラムのGUIを使用してインストールする場合、電源管理システムソフト
ウェアを有効にするか無効にするかの指定を求められます。Solarisテキストインス
トーラでは、インストールが完了してシステムがリブートしたあとに、電源管理シ
ステムソフトウェアを有効にするか無効にするかの指定を求められます。

注 –使用するシステムがEnergy Starバージョン 3以降に対応している場合、このプロ
ンプトは表示されません。

対話式インストールを実行している場合は、電源管理システム情報を事前設定して
プロンプトを回避する方法はありません。カスタム JumpStartインストールでは、終
了スクリプトを使ってシステムに /autoshutdownまたは /noautoshutdownファイルを
作成することで、電源管理システム情報を事前設定できます。システムのリブート
時に、/autoshutdownファイルは電源管理システムを有効にし、/noautoshutdown

ファイルは電源管理システムを無効にします。

たとえば、終了スクリプトに次の行を入れておくと電源管理システムソフトウェア
が有効になり、システムリブート後にプロンプトが表示されないようにすることが
できます。

touch /a/autoshutdown

終了スクリプトについては、『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「終了スクリプトの作成」を参照してください。

SPARC:電源管理システム情報の事前設定
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ネームサービスまたはDHCPによる事前
構成

この章では、ネームサービスやDHCPを使用してシステム情報の事前構成を行う手
順について説明します。この章の内容は次のとおりです。

■ 41ページの「ネームサービスの選択」
■ 43ページの「ネームサービスによる事前設定」
■ 47ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業)」

ネームサービスの選択
システム構成情報を事前設定するには、2つの方法があります。システム構成情報は
次の場所に設定できます。

■ sysidcfgファイル (リモートシステムまたはフロッピーディスク上)

注 – sysidcfgファイルに name_serviceオプションを指定すると、Solaris OSのイン
ストール中にネームサービスが自動的に設定されます。この設定は、site.xmlに
すでに設定されている SMFサービスより優先されます。このため、インストール
後にネームサービスの再設定が必要になる場合があります。

■ 自分のサイトで使用しているネームサービスデータベース

■ サイトでDHCPを使用している場合は、サイトのDHCPサーバーで一部のシステ
ム情報の事前構成を行うこともできます。DHCPサーバーを使ってシステム情報
の事前構成を行う方法の詳細については、47ページの「DHCPサービスによるシ
ステム構成情報の事前設定 (作業)」を参照してください。

次の表を使って、システム構成情報の事前設定に sysidcfgファイルを使用するか
ネームサービスデータベースを使用するかを決定してください。

3第 3 章
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表 3–1 システム構成情報を事前設定するための方法

事前設定できるシステム構成情報 sysidcfgファイルでの事前設定の可否 ネームサービスでの事前設定の可否

ネームサービス 可能 可能

ドメイン名 可能 不可

ネームサーバー 可能 不可

ネットワークインタフェース 可能 不可

ホスト名 可能

この情報はシステムに固有なた
め、各システム用に異なる
sysidcfgファイルを作成するよ
りも、ネームサービスを編集し
てください。

可能

IPアドレス 可能

この情報はシステムに固有なた
め、各システム用に異なる
sysidcfgファイルを作成するよ
りも、ネームサービスを編集し
てください。

可能

ネットマスク 可能 不可

DHCP 可能 不可

IPv6 可能 不可

デフォルトルート 可能 不可

rootパスワード 可能 不可

セキュリティーポリシー 可能 不可

インストールプログラムとデスクトップで表示
する言語 (ロケール)

可能 NISまたはNIS+の場合、可能

DNSまたは LDAPの場合、不可

端末タイプ 可能 不可

時間帯 可能 可能

日付と時刻 可能 可能

ネームサービスの選択
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表 3–1 システム構成情報を事前設定するための方法 (続き)
事前設定できるシステム構成情報 sysidcfgファイルでの事前設定の可否 ネームサービスでの事前設定の可否

Webプロキシ 不可

Solarisインストールプログラム
を使ってこの情報を設定できま
すが、その際に sysidcfgファイ
ルやネームサービスは使用でき
ません。

不可

x86:モニタータイプ 可能 不可

x86:キーボード言語、キー配列 可能 不可

x86:グラフィックスカード、発色数、表示解像
度、画面サイズ

可能 不可

x86:ポインティングデバイス、ボタン数、IRQレ
ベル

可能 不可

SPARC:電源管理システム (autoshutdown)

sysidcfgファイルやネームサービスを通して電
源管理システムの事前構成を行うことはできま
せん。詳細は、40ページの「SPARC:電源管理シ
ステム情報の事前設定」を参照してください。

不可 不可

ネームサービスによる事前設定
次の表は、システム構成情報を事前設定するために編集および入力を行う必要があ
るネームサービスデータベースの概要を示したものです。

事前設定するシステム情報 ネームサービスデータベース

ホスト名と IPアドレス hosts

日付と時刻 hosts。インストール対象のシステムに、日付と時刻を提供
するホスト名に続けて timehostという別名を記述します。

時間帯 timezone

ネットマスク netmasks

DNSや LDAPのネームサービスでは、システムのロケールを事前設定することはで
きません。NISやNIS+のネームサービスを使用する場合は、次に挙げるネームサー
ビスの使用手順に従ってシステムのロケールを事前設定します。

ネームサービスによる事前設定
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注 – NISやNIS+を使ってシステムのロケールを正常に事前設定するためには、次の
要件が満たされる必要があります。

■ 次のコマンドを使って、ネットワークからシステムをブートする必要がありま
す。

ok boot net

このコマンドには、いくつかのオプションを指定できます。詳細は、93ページ
の「SPARC:ネットワーク経由でクライアントをインストールする方法 (DVD)」の
手順 2を参照してください。

■ インストール時にNISまたはNIS+サーバーにアクセスできるようになっている
必要があります。

これらの要件が満たされると、インストーラは事前設定された設定値を使用するた
め、インストール時にロケールの入力を求められることはありません。どちらかの
要件が満たされないと、インストール時にインストーラからロケール情報の入力を
求められます。

■ 44ページの「NISを使ってロケールを事前設定する方法」
■ 46ページの「NIS+を使ってロケールを事前設定する方法」

▼ NISを使ってロケールを事前設定する方法
ネームサーバー上で、スーパーユーザーになるか、またはそれと同等の役割になり
ます。

/var/yp/Makefileファイルを編集して、ロケールマップを追加します。

a. 最後の variable.timeシェル手続きの後ろに、次のシェル手続きを追加します。
locale.time: $(DIR)/locale

-@if [ -f $(DIR)/locale ]; then \

sed -e "/^#/d" -e s/#.*$$// $(DIR)/locale \

| awk ’{for (i = 2; i<=NF; i++) print $$i, $$0}’ \

| $(MAKEDBM) - $(YPDBDIR)/$(DOM)/locale.byname; \

touch locale.time; \

echo "updated locale"; \

if [ ! $(NOPUSH) ]; then \

$(YPPUSH) locale.byname; \

echo "pushed locale"; \

else \

: ; \

fi \

else \

1

2
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echo "couldn’t find $(DIR)/locale"; \

fi

b. 文字列 all:を検索し、変数リストの最後に localeという語を挿入します。
all: passwd group hosts ethers networks rpc services protocols \

netgroup bootparams aliases publickey netid netmasks c2secure \

timezone auto.master auto.home locale

c. ファイルの下の方にある同じようなエントリの後に、文字列 locale: locale.time

を新しい行として挿入します。
passwd: passwd.time

group: group.time

hosts: hosts.time

ethers: ethers.time

networks: networks.time

rpc: rpc.time

services: services.time

protocols: protocols.time

netgroup: netgroup.time

bootparams: bootparams.time

aliases: aliases.time

publickey: publickey.time

netid: netid.time

passwd.adjunct: passwd.adjunct.time

group.adjunct: group.adjunct.time

netmasks: netmasks.time

timezone: timezone.time

auto.master: auto.master.time

auto.home: auto.home.time

locale: locale.time

d. ファイルを保存します。

/etc/localeというファイルを作成し、ドメインや特定のシステムごとに 1つずつエ
ントリを作成します。

■ locale domain_nameを入力します。

たとえば次の行は、example.comドメインに対してデフォルト言語として日本語
を指定しています。
ja example.com

注 –使用できるロケール値のリストについては、『国際化対応言語環境の利用ガ
イド』を参照してください。

3
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■ または、locale system_nameを入力します。
たとえば次の例では、myhostというシステムに対してデフォルトロケールとして
ja_JP.UTF-8ロケールを指定しています。
ja_JP.UTF-8 myhost

注 –ロケールは、Solaris DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDに入っています。

マップを作成します。
# cd /var/yp; make

これでドメインまたは localeマップで個別に指定したシステムは、デフォルトのロ
ケールを使用するように設定されました。ここで指定したデフォルトのロケール
は、インストール時に使用されるとともに、システムのリブート後のデスクトップ
でも使用されます。

インストールの続行
NISネームサービスを使ってネットワーク経由のインストールを行うには、インス
トールサーバーを設定し、システムをインストールクライアントとして追加する必
要があります。詳細については、第 4章ネットワークからのインストール (概要)を参
照してください。

NISネームサービスを使ってカスタム JumpStartインストールを行うには、プロ
ファイルと rules.okファイルを作成する必要があります。詳細については、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の第 2章「カスタ
ム JumpStart (概要)」を参照してください。

NISネームサービスの詳細は、『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリ
サービス : DNS、NIS、LDAP編)』のパート III「NISの設定と管理」を参照してくだ
さい。

▼ NIS+を使ってロケールを事前設定する方法
この手順は、NIS+ドメインが設定されていると仮定しています。NIS+ドメインの設
定については、『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス :
DNS、NIS、LDAP編)』を参照してください。

ネームサーバーに、スーパーユーザーまたはNIS+ adminグループのユーザーとして
ログインします。

localeテーブルを作成します。
# nistbladm -D access=og=rmcd,nw=r -c locale_tbl name=SI,nogw=

locale=,nogw= comment=,nogw= locale.org_dir.‘nisdefaults -d‘

4

参考

参照

1

2
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localeに必要なエントリを追加します。
# nistbladm -a name=namelocale=locale comment=comment
locale.org_dir.‘nisdefaults -d‘

name デフォルトのロケールを事前設定するドメイン名または特定のシステム
名。

locale システムにインストールし、システムのリブート後にデスクトップ上で
使用するロケール。使用できるロケール値のリストについては、『国際
化対応言語環境の利用ガイド』を参照してください。

comment コメントフィールド。複数の単語を使ったコメントは、前後を二重引用
符で囲んでください。

注 –ロケールは、Solaris DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDに入っています。

これでドメインまたは localeテーブルで個別に指定したシステムは、デフォルトの
ロケールを使用するように設定されました。ここで指定したデフォルトロケール
は、インストール時に使用されるとともに、システムのリブート後のデスクトップ
でも使用されます。

インストールの続行

NIS+ネームサービスを使ってネットワーク経由のインストールを行うには、インス
トールサーバーを設定し、システムをインストールクライアントとして追加する必
要があります。詳細については、第 4章ネットワークからのインストール (概要)を参
照してください。

NIS+ネームサービスを使ってカスタム JumpStartインストールを行うには、プロ
ファイルと rules.okファイルを作成する必要があります。詳細については、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の第 2章「カスタ
ム JumpStart (概要)」を参照してください。

NIS+ネームサービスの詳細は、『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリ
サービス : NIS+編)』を参照してください。

DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業)
DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol)を使用すると、TCP/IPネットワーク内の
ホストシステムを、ブート時にネットワークに合わせて自動的に構成できます。
DHCPでは、クライアント/サーバーメカニズムが使用されます。サーバーは、クラ
イアントの構成情報を格納、管理し、クライアントの要求に応じてその構成情報を

3

参考

参照

DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業)

第 3章 • ネームサービスまたはDHCPによる事前構成 47



提供します。構成情報には、クライアントの IPアドレスと、クライアントが使用可
能なネットワークサービス情報が含まれます。

DHCPの主な利点は、リースを通して IPアドレス割り当てを管理できることです。
リースを使用すると、使用されていない IPアドレスを回収し、ほかのクライアント
に割り当て直すことができます。この機能によって、1つのサイトで使用する IPア
ドレスプールは、すべてのクライアントに常時アドレスを割り当てた場合に比べ
て、小さくなります。

ネットワーク上のいくつかのクライアントシステムでは、DHCPを使用して Solaris
OSをインストールできます。この機能を使用できるのは、Solaris OSがサポートして
いるすべての SPARCシステムと、Solaris OSを実行するためのハードウェア要件を満
たしている x86システムです。

次の作業マップに、クライアントがDHCPを使用してインストールパラメータを取
得するために必要な作業を示します。

表 3–2 作業マップ: DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定

作業 説明 参照先

インストールサーバーを設定す
る。

Solarisサーバーを設定して、
ネットワークから Solaris OSを
インストールする必要があるク
ライアントをサポートします。

第 4章ネットワークからのイン
ストール (概要)

DHCPを使用してネットワーク
経由で Solarisをインストールで
きるようにクライアントシステ
ムを構成します。

add_install_client -dを使用
して、特定のクラスあるいはマ
シンタイプに属するクライアン
トや特定のクライアント IDに
対して、DHCPネットワークイ
ンストールのサポートを追加し
ます。

Solaris DVDを使用する場合

86ページの「DVDイメージを
使用してネットワークからイン
ストールするシステムの追加」

Solaris CDを使用する場合

129ページの「CDイメージを
使用してネットワークからイン
ストールするシステムの追加」

add_install_client(1M)

DHCPサービスを使用するため
にネットワークを準備します。

DHCPサーバーをどのように構
成するかを決定します。

『Solarisのシステム管理 (IP
サービス)』の第 13章「DHCP
サービスの使用計画 (手順)」

DHCPサーバーを構成します。 DHCPマネージャを使用して
DHCPサーバーを構成します。

『Solarisのシステム管理 (IP
サービス)』の第 14章「DHCP
サービスの構成 (手順)」
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表 3–2 作業マップ: DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (続き)
作業 説明 参照先

インストールパラメータ用の
DHCPオプションとそのオプ
ションを含むマクロを作成しま
す。

DHCPマネージャまたは dhtadm

を使用して、DHCPサーバーが
インストール情報をクライアン
トに渡すときに使用できる、新
しいベンダーオプションとマク
ロを作成します。

49ページの「Solarisインストー
ルパラメータ用のDHCPオプ
ションとマクロの作成」

Solarisインストールパラメータ用のDHCPオプ
ションとマクロの作成
インストールサーバー上で add_install_client -dスクリプトを使用してクライアン
トを追加すると、そのスクリプトはDHCP構成情報を標準出力にレポートします。
この情報は、ネットワークインストール情報をクライアントに伝えるために必要な
オプションとマクロを作成する際に使用できます。

DHCPサービス内のオプションおよびマクロをカスタマイズして、次の種類のイン
ストールを実行できます。

■ 特定のクラスのインストール - DHCPサービスに、特定のクラスのすべてのクラ
イアントのネットワークインストールを行うように指示できます。たとえば、
ネットワーク上のすべての Sun Bladeシステム上で同じインストールを実行するよ
うな DHCPマクロを定義できます。add_install_client -dコマンドの出力を使用
して、特定のクラスのインストールを設定します。

■ 特定のネットワークのインストール - DHCPサービスに、特定のネットワークの
クライアントのネットワークインストールを行うように指示できます。たとえ
ば、192.168.2ネットワークのすべてのシステムが同じインストールを実行するよ
うなDHCPマクロを定義できます。

■ 特定のクライアントのインストール - DHCPサービスに、特定の Ethernetアドレ
スのクライアントのネットワークインストールを行うように指示できます。たと
えば、Ethernetアドレス 00:07:e9:04:4a:bfのクライアント上でインストールを行う
ような DHCPマクロを定義できます。04:4a:bf。add_install_client -d -e

ethernet_addressコマンドの出力を使用して、特定のクライアントのインストール
を設定します。

DHCPサーバーを使用してネットワークインストールを行うようにクライアントを
設定する方法については、次の手順を参照してください。

■ DVDメディアを使用するネットワークインストールについては、86ページ
の「DVDイメージを使用してネットワークからインストールするシステムの追
加」を参照してください。
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■ CDメディアを使用するネットワークインストールについては、129ページ
の「CDイメージを使用してネットワークからインストールするシステムの追
加」を参照してください。

DHCPオプションおよびマクロの値
ネットワークからDHCPクライアントに対してインストールを行うには、ベンダー
カテゴリオプションを作成して、Solaris OSをインストールするために必要な情報を
伝える必要があります。次の表では、DHCPクライアントのインストールに使用で
きる一般的なDHCPオプションを説明します。

■ 表 3–3に一覧表示されている標準的なDHCPオプションを使用して、x86システ
ムの構成およびインストールができます。これらのオプションはプラットフォー
ム固有のものではなく、さまざまな x86システムで Solaris OSをインストールする
のに使用できます。DHCPを使って x86ベースのシステムに Solaris 10リリースを
インストールするには、これらのオプションを使用します。標準的なオプション
の完全な一覧は、dhcp_inittab(4)のマニュアルページを参照してください。

■ 表 3–4では、Sunクライアントシステムのインストールに使用できるオプション
を示しています。この表のベンダークライアントクラスは、各オプションを使用
できるクライアントのクラスを表します。ここに示されているベンダークライア
ントクラスは単なる例です。ネットワークからインストールする必要がある実際
のクライアントについて、クライアントクラスを指定する必要があります。クラ
イアントのベンダークライアントクラスを調べる方法については、『Solarisのシ
ステム管理 (IPサービス)』の「DHCPオプションを使用した作業 (作業マップ)」
を参照してください。

DHCPオプションの詳細は、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「DHCPのオ
プション」を参照してください。

表 3–3 標準的なDHCPオプションの値

オプション名 コード データ型
データの単位数
(Granularity) 最大値 説明

BootFile なし ASCII 1 1 クライアントのブートファイ
ルへのパス

BootSrvA なし IPアドレス 1 1 ブートサーバーの IPアドレ
ス

DNSdmain 15 ASCII 1 0 DNSドメイン名

DNSserv 6 IPアドレス 1 0 DNSネームサーバーの一覧

NISdmain 40 ASCII 1 0 NISドメイン名

NISservs 41 IPアドレス 1 0 NISサーバーの IPアドレス
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表 3–3 標準的なDHCPオプションの値 (続き)

オプション名 コード データ型
データの単位数
(Granularity) 最大値 説明

NIS+dom 64 ASCII 1 0 NIS+ドメイン名

NIS+serv 65 IPアドレス 1 0 NIS+サーバーの IPアドレス

Router 3 IPアドレス 1 0 ネットワークルーターの IP
アドレス

表 3–4 Solarisクライアント用にベンダーカテゴリオプションを作成するための値

名前 コード データ型
データの単位
数 (Granularity) 最大値 ベンダークライアントクラス 説明

次のベンダーカテゴリオプションは、クライアントへの SolarisのインストールをDHCPサーバーでサポートするため
に必須のものです。これらのオプションは、Solarisクライアントの起動スクリプトで使用されます。

注 –ここに示されているベンダークライアントクラスは単なる例です。ネットワークからインストールする必要がある
実際のクライアントについて、クライアントクラスを指定する必要があります。

SrootIP4 2 IPアドレ
ス

1 1 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

ルートサーバーの IPアド
レス

SrootNM 3 ASCIIテキ
スト

1 0 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

ルートサーバーのホスト
名

SrootPTH 4 ASCIIテキ
スト

1 0 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

ルートサーバーにあるク
ライアントのルート
ディレクトリへのパス

SinstIP4 10 IPアドレ
ス

1 1 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

JumpStartインストール
サーバーの IPアドレス

SinstNM 11 ASCIIテキ
スト

1 0 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

インストールサーバーの
ホスト名

SinstPTH 12 ASCIIテキ
スト

1 0 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

インストールサーバーに
あるインストールイメー
ジへのパス

次のオプションは、クライアントの起動スクリプトで使用できますが、必須ではありません。

注 –ここに示されているベンダークライアントクラスは単なる例です。ネットワークからインストールする必要がある
実際のクライアントについて、クライアントクラスを指定する必要があります。

SrootOpt 1 ASCIIテキ
スト

1 0 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

クライアントのルート
ファイルシステム用の
NFSマウントオプション
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表 3–4 Solarisクライアント用にベンダーカテゴリオプションを作成するための値 (続き)

名前 コード データ型
データの単位
数 (Granularity) 最大値 ベンダークライアントクラス 説明

SbootFIL 7 ASCIIテキ
スト

1 0 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

クライアントのブート
ファイルへのパス

SbootRS 9 数値 2 1 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

カーネルを読み込む際に
スタンドアロンのブート
プログラムが使用する
NFS読み込みサイズ

SsysidCF 13 ASCIIテキ
スト

1 0 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

server:/pathという形式で
の、sysidcfgファイルへ
のパス

SjumpsCF 14 ASCIIテキ
スト

1 0 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

server:/pathという形式で
の、JumpStart構成ファイ
ルへのパス

SbootURI 16 ASCIIテキ
スト

1 0 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

スタンドアロンのブート
ファイルへのパスまたは
WANブートファイルへの
パス。スタンドアロンの
ブートファイルの場合
は、次の形式を使用しま
す。

tftp://inetboot.sun4u

WANブートファイルの場
合は、次の形式を使用し
ます。

http://host.domain/path-to-file

このオプションを使用す
ると、BootFileと siaddr

の設定を無効にし、スタ
ンドアロンのブート
ファイルを検出させるこ
とができます。サポート
されているプロトコル
は、tftp (inetboot)および
http (wanboot)です。たと
えば、次の形式を使用し
ます。
tftp://inetboot.sun4u
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表 3–4 Solarisクライアント用にベンダーカテゴリオプションを作成するための値 (続き)

名前 コード データ型
データの単位
数 (Granularity) 最大値 ベンダークライアントクラス 説明

SHTTPproxy 17 ASCIIテキ
スト

1 0 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

ネットワーク上で使用さ
れているプロキシサー
バーの IPアドレスとポー
ト番号。このオプション
が必要なのは、クライア
ントがWANを介して
ブートされる場合で、
ローカルネットワークで
プロキシサーバーが使用
されているときのみで
す。たとえば、次の形式
を使用します。
198.162.10.5:8080

次のオプションは、Solarisクライアントの起動スクリプトで現在は使用されていません。起動スクリプトを編集する場
合だけ、これらのオプションを使用できます。

注 –ここに示されているベンダークライアントクラスは単なる例です。ネットワークからインストールする必要がある
実際のクライアントについて、クライアントクラスを指定する必要があります。

SswapIP4 5 IPアドレ
ス

1 0 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

スワップサーバーの IPア
ドレス

SswapPTH 6 ASCIIテキ
スト

1 0 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

スワップサーバーにある
クライアントのスワップ
ファイルへのパス

Stz 8 ASCIIテキ
スト

1 0 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

クライアントのタイム
ゾーン

Sterm 15 ASCIIテキ
スト

1 0 SUNW.Sun-Blade-1000、
SUNW.Sun-Fire-880、
SUNW.i86pc

端末タイプ

オプションがすでに作成されていれば、これらのオプションを含んだマクロを作成
することができます。次に、クライアントに対する Solarisのインストールをサポー
トするために作成できるマクロの例を示します。

表 3–5 ネットワークインストールクライアントをサポートするマクロの例

マクロ名 含まれるオプションとマクロ

Solaris SrootIP4、SrootNM、SinstIP4、SinstNM

sparc SrootPTH、SinstPTH
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表 3–5 ネットワークインストールクライアントをサポートするマクロの例 (続き)
マクロ名 含まれるオプションとマクロ

sun4u Solarisマクロと sparcマクロ

sun4v Solarisマクロと sparcマクロ

i86pc Solarisマクロ、SrootPTH、SinstPTH、SbootFIL

SUNW.i86pc i86pcマクロ

注 – SUNW.i86pcベンダークライアントクラスは、Solaris 10 3/05リリースおよびその互
換バージョンに対してのみ有効です。

SUNW.Sun-Blade-1000 sun4uマクロ、SbootFIL

SUNW.Sun-Fire-880 sun4uマクロ、SbootFIL

PXEClient:Arch:

00000:UNDI:002001

BootSrvA、BootFile

xxx.xxx.xxx.xxxネットワークア
ドレスマクロ

BootSrvAオプションは既存のネットワークアドレスマクロに追加できます。BootSrvA

の値は tftbootサーバーを示す必要があります。

01client-MAC-addressクライアン
ト固有のマクロ (たとえば、
010007E9044ABF)

BootSrvA、BootFile

上記の表に示されているマクロ名は、ネットワークからインストールする必要のあ
るクライアントのベンダークライアントクラスと一致します。これらの名前は、
ネットワーク上にあるクライアントの例です。クライアントのベンダークライアン
トクラスを調べる方法については、『Solarisのシステム管理 (IPサービ
ス)』の「DHCPオプションを使用した作業 (作業マップ)」を参照してください。

これらのオプションとマクロは、次の方法で作成できます。

■ オプションとマクロをDHCPマネージャで作成します。オプションとマクロを
DHCPマネージャで作成する方法については、55ページの「DHCPマネージャを
使用したインストールオプションとマクロの作成」を参照してください。

■ dhtadmコマンドを使ってオプションとマクロを作成するスクリプトを記述しま
す。これらのオプションとマクロを作成するスクリプトの記述方法については、
57ページの「dhtadmを使用してオプションとマクロを作成するスクリプトの作
成」を参照してください。

特定のクライアントに提供されているベンダーオプションは、オプションコードや
長さの情報も含めて、合計のサイズが 255バイトを超えてはいけません。これは、
現在の Solaris DHCPプロトコルの実装による制限です。一般に、必要最小限のベン
ダー情報を伝えるようにしてください。パス名を必要とするオプションには、短い
パス名を使用してください。長いパス名に対してシンボリックリンクを作成する
と、短いリンク名を使用できます。
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DHCPマネージャを使用したインストールオプションとマクロの
作成
DHCPマネージャを使用して、表 3–4に一覧表示されているオプションおよび表 3–5
に一覧表示されているマクロを作成できます。

▼ Solarisのインストールをサポートするオプションを作成する方法
(DHCPマネージャ)
インストール用のDHCPマクロを作成する前に、次の作業を実行してください。

■ ネットワークインストールサーバーのインストールクライアントとして、DHCP
を使用してインストールするクライアントを追加します。インストールサーバー
にクライアントを追加する方法については、第 4章ネットワークからのインス
トール (概要)を参照してください。

■ DHCPサーバーを構成します。DHCPサーバーの構成を完了していない場合は、
『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の第 13章「DHCPサービスの使用計画
(手順)」を参照してください。

DHCPサーバーシステムでスーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

DHCPマネージャを起動します。
# /usr/sadm/admin/bin/dhcpmgr &

「DHCPマネージャ (DHCP Manager)」ウィンドウが表示されます。

DHCPマネージャで「オプション (Options)」を選択します。

「編集 (Edit)」メニューから「作成 (Create)」を選択します。
「オプションの作成 (Create Option)」パネルが開きます。

最初のオプションのオプション名を入力し、そのオプションに値を入力します。

add_install_clientコマンドの出力結果、表 3–3、および表 3–4を使用して、作成す
る必要があるオプションの名前と値を調べます。ベンダークライアントクラスは推
奨値に過ぎないことに注意してください。DHCPサービスから Solarisインストール
パラメータを取得する必要がある実際のクライアントのタイプを示すクラスを作成
する必要があります。クライアントのベンダークライアントクラスを調べる方法に
ついては、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「DHCPオプションを使用した
作業 (作業マップ)」を参照してください。

すべての値を入力したら、「了解 (OK)」をクリックします。

「オプション (Options)」タブで、今作成したオプションを選択します。

始める前に
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「編集 (Edit)」メニューから「複製 (Duplicate)」を選択します。

「オプションの複製 (Duplicate Option)」パネルが開きます。

別のオプションの名前を入力し、その他の値を適宜変更します。

コード、データ型、データの単位数、最大値は通常は変更する必要があります。こ
れらの値については、表 3–3および表 3–4を参照してください。

すべてのオプションを作成するまで、手順 7から手順 9までを繰り返します。

次の手順の説明に従って、ネットワークインストールクライアントにオプションを
渡すマクロを作成できます。

注 –これらのオプションはすでに Solarisクライアントの /etc/dhcp/inittabファイル
に含まれているので、わざわざ追加する必要はありません。

▼ Solarisのインストールをサポートするマクロを作成する方法
(DHCPマネージャ)
インストール用のDHCPマクロを作成する前に、次の作業を実行してください。

■ ネットワークインストールサーバーのインストールクライアントとして、DHCP
を使用してインストールするクライアントを追加します。インストールサーバー
にクライアントを追加する方法については、第 4章ネットワークからのインス
トール (概要)を参照してください。

■ DHCPサーバーを構成します。DHCPサーバーの構成を完了していない場合は、
『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の第 13章「DHCPサービスの使用計画
(手順)」を参照してください。

■ マクロに使用するDHCPオプションを作成します。DHCPオプションを作成する
方法については、55ページの「Solarisのインストールをサポートするオプション
を作成する方法 (DHCPマネージャ)」を参照してください。

DHCPマネージャで「マクロ (Macros)」を選択します。

「編集 (Edit)」メニューから「作成 (Create)」を選択します。

「マクロの作成 (Create Macro)」パネルが開きます。

マクロの名前を入力します。

使用できるマクロ名については、表 3–5を参照してください。

「選択 (Select)」ボタンをクリックします。

「オプションの選択 (Select Option)」パネルが開きます。
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「カテゴリ (Category)」リストで「ベンダー (Vendor)」を選択します。
作成したベンダーオプションがリストされます。

マクロに追加するオプションを選択して、「了解 (OK)」をクリックします。

オプションの値を入力します。

オプションのデータ型については表 3–3および表 3–4を参照してください。
add_install_client -dの報告も参照してください。

すべてのオプションを追加するまで、手順 6から手順 7までを繰り返します。
別のマクロを追加するには、オプション名に Includeと入力し、オプション値にその
マクロ名を入力します。

マクロが完成したら、「了解 (OK)」をクリックします。

インストールの続行

DHCPを使ってネットワーク経由のインストールを行うには、インストールサー
バーを設定し、システムをインストールクライアントとして追加する必要がありま
す。詳細については、第 4章ネットワークからのインストール (概要)を参照してくだ
さい。

DHCPを使ってWANブートインストールを行うには、追加の作業を行う必要があり
ます。詳細については、第 9章WANブート (概要)を参照してください。

DHCPを使ってカスタム JumpStartインストールを行うには、プロファイルと
rules.okファイルを作成する必要があります。詳細については、『Solaris 10 5/08イ
ンストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の第 2章「カスタム JumpStart (概
要)」を参照してください。

DHCPの詳細は、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』のパート III「DHCP」を参
照してください。

dhtadmを使用してオプションとマクロを作成するスクリプトの作
成
例 3–1の例を応用してKornシェルスクリプトを作成し、表 3–3および表 3–4に一覧
表示されているすべてのオプションと、いくつかの便利なマクロを作成できます。
引用符に囲まれたすべての IPアドレスと値を、実際のネットワークの IPアドレス、
サーバー名、およびパスに変更してください。また、Vendor=キーを編集して、使用
するクライアントのクラスを示す必要もあります。add_install_client -dの情報を
使って、スクリプトを変更するために必要なデータを取得します。
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例 3–1 ネットワークインストールをサポートするスクリプトの例

# Solaris ベンダー固有のオプションを読み込みます。
# Sun-Blade-1000、Sun-Fire-880、および i86 プラットフォームのサポートを開始します。
# SUNW.i86pc オプションは Solaris 10 3/05 リリースにのみ適用されます。
# -A を-M に変更すると、値を追加するのではなく、現在の値を上書きします。
dhtadm -A -s SrootOpt -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,1,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s SrootIP4 -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,2,IP,1,1’

dhtadm -A -s SrootNM -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,3,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s SrootPTH -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,4,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s SswapIP4 -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,5,IP,1,0’

dhtadm -A -s SswapPTH -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,6,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s SbootFIL -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,7,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s Stz -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,8,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s SbootRS -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,9,NUMBER,2,1’

dhtadm -A -s SinstIP4 -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,10,IP,1,1’

dhtadm -A -s SinstNM -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,11,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s SinstPTH -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,12,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s SsysidCF -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,13,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s SjumpsCF -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,14,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s Sterm -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,15,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s SbootURI -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,16,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s SHTTPproxy -d \

’Vendor=SUNW.Sun-Blade-1000 SUNW.Sun-Fire-880 SUNW.i86pc,17,ASCII,1,0’

# 役立つマクロ定義をいくつか読み込みます。
# Solaris 汎用のオプションをすべて、この Solaris というマクロに定義します。
dhtadm -A -m Solaris -d \

’:SrootIP4=10.21.0.2:SrootNM="blue2":SinstIP4=10.21.0.2:SinstNM="red5":’
# sparc プラットフォーム固有のオプションをすべて、この sparc というマクロに定義します。
dhtadm -A -m sparc -d \

’:SrootPTH="/export/sparc/root":SinstPTH="/export/sparc/install":’
# sun4u アーキテクチャー固有のオプションをすべて、この sun4u というマクロに定義します。
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例 3–1 ネットワークインストールをサポートするスクリプトの例 (続き)

# (Solaris マクロと sparc マクロも含む)

dhtadm -A -m sun4u -d ’:Include=Solaris:Include=sparc:’

# Solaris on IA32 プラットフォーム固有のパラメータを、この i86pc というマクロに定義します。
# このマクロは Solaris 10 3/05 リリースにのみ適用されます。
dhtadm -A -m i86pc -d \

’:Include=Solaris:SrootPTH="/export/i86pc/root":SinstPTH="/export/i86pc/install"\
:SbootFIL="/platform/i86pc/kernel/unix":’
# Solaris on IA32 マシンは、"SUNW.i86pc" クラスによって識別されます。
# このクラスのメンバーとして識別されるクライアントはすべて、
# SUNW.i86pc というマクロ内のパラメータを認識できます。このマクロには、i86pc マクロが含まれています。
# このクラスは Solaris 10 3/05 リリースにのみ適用されます。
dhtadm -A -m SUNW.i86pc -d ’:Include=i86pc:’

# Sun-Blade-1000 プラットフォームは、
# "SUNW.Sun-Blade-1000" クラスの一部として識別されます。
# このクラスのメンバーとして識別されるクライアントはすべて、
# これらのパラメータを認識できます。
dhtadm -A -m SUNW.Sun-Blade-1000 -d \

’:SbootFIL="/platform/sun4u/kernel/sparcv9/unix":\
Include=sun4u:’

# Sun-Fire-880 プラットフォームは、"SUNW.Sun-Fire-880" クラスの一部として識別されます。
# このクラスのメンバーとして識別されるクライアントはすべて、これらのパラメータを認識できます。
dhtadm -A -m SUNW.Sun-Fire-880 -d \

’:SbootFIL="/platform/sun4u/kernel/sparcv9/unix":Include=sun4u:’
# DHCP サーバーで管理されるトポロジーについて、各ネットワークマクロにブートサーバー IP を追加します。
# ブートサーバーは DHCP サーバーと同じマシンで実行されています。
dhtadm -M -m 10.20.64.64 -e BootSrvA=10.21.0.2

dhtadm -M -m 10.20.64.0 -e BootSrvA=10.21.0.2

dhtadm -M -m 10.20.64.128 -e BootSrvA=10.21.0.2

dhtadm -M -m 10.21.0.0 -e BootSrvA=10.21.0.2

dhtadm -M -m 10.22.0.0 -e BootSrvA=10.21.0.2

# ホスト名がクライアントに返されるようにします。
dhtadm -M -m DHCP-servername -e Hostname=_NULL_VALUE_

# ブートサーバーからブートする PXE クライアント用のマクロを作成します。
# このマクロは Solaris 10 3/05 リリースに適用されます。
dhtadm -A -m PXEClient:Arch:00000:UNDI:002001 -d \

:BootFile=npb.SUNW.i86pc:BootSrvA=10.21.0.2:

# ブートサーバーからブートする PXE クライアント用のマクロを作成します。
# このマクロは Solaris 10 2/06 リリースに適用されます。
dhtadm -A -m PXEClient:Arch:00000:UNDI:002001 -d \

:BootFile=i86pc:BootSrvA=10.21.0.2:

# PXE を使用してネットワークからインストールするように
# Ethernet アドレス 00:07:e9:04:4a:bf の x86 ベースのクライアント用のマクロを作成します。
dhtadm -A -m 010007E9044ABF -d :BootFile=010007E9044ABF:BootSrvA=10.21.0.2:

# この MAC アドレスを持つクライアントはディスクレスクライアントです。
# インストール用のネットワーク範囲設定ルート設定を、クライアントのルートディレクトリで置き換えます。
dhtadm -A -m 0800201AC25E -d \
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例 3–1 ネットワークインストールをサポートするスクリプトの例 (続き)

’:SrootIP4=10.23.128.2:SrootNM="orange-svr-2":SrootPTH="/export/root/10.23.128.12":’

スーパーユーザーになり、dhtadmをバッチモードで実行します。オプションとマク
ロを dhcptabに追加するためのスクリプトの名前を指定します。たとえば、スクリプ
トの名前が netinstalloptionsの場合、次のコマンドを入力します。

# dhtadm -B netinstalloptions

Vendor=文字列に指定されているベンダークライアントクラスを持つクライアント
が、DHCPを使ってネットワーク経由でインストールできるようになります。

dhtadmコマンドの使用方法の詳細については、dhtadm(1M)のマニュアルページを参
照してください。dhcptabファイルの詳細は、dhcptab(4)のマニュアルページを参照
してください。
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ローカルエリアネットワーク経由のイ
ンストール
このパートでは、ローカルエリアネットワーク (LAN)上にあるシステムのイン
ストールを行う方法について説明します。

パ ー ト I I
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ネットワークからのインストール (概要)

この章では、DVDまたはCDメディアからではなくローカルエリアネットワークか
ら Solarisソフトウェアをインストールする場合にネットワークとシステムをどのよ
うに設定する必要があるかを説明します。この章では、次のトピックの概要を示し
ます。

■ 63ページの「ネットワークインストールの概要」
■ 66ページの「x86: PXEを使用したネットワーク経由のブートとインストールの概
要」

広域ネットワーク経由でクライアントをインストールする方法については、
第 9章WANブート (概要)を参照してください。

ネットワークインストールの概要
この節では、ネットワークからインストールを行う前に認識しておくべき事柄を説
明します。ネットワークインストールでは、Solaris最新リリースディスクイメージ
にアクセスできる「インストールサーバー」と呼ばれるシステムから Solarisソフト
ウェアをインストールできます。その場合には、まず Solaris最新リリースDVDまた
はCDメディアの内容をインストールサーバーのハードディスクにコピーする必要が
あります。これで、任意の Solarisインストール方法を使用して Solarisソフトウェア
をネットワーク上でインストールできます。

ネットワークインストールに必要なサーバー
ネットワーク上で Solaris OSをインストールするには、次のサーバーがネットワーク
上に存在する必要があります。

4第 4 章
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■ インストールサーバー – Solaris最新リリースディスクイメージ (CDイメージまた
はDVDイメージ)が格納された、ネットワークに接続されたシステム。このシス
テムからネットワーク上の別のシステムに Solaris最新リリースをインストールで
きます。インストールサーバーを作成するには、次のメディアの 1つからイメー
ジをコピーします。

■ Solaris DVD
■ Solaris SOFTWARE CD

Solaris SOFTWARE CDからイメージをコピーしたあと、インストール要件に応
じて、Solaris LANGUAGES CDのイメージもコピーできます。

単一のインストールサーバーのハードディスクに複数のディスクイメージをコ
ピーすれば、このサーバーから複数の Solarisリリース用および複数のプラット
フォーム用のイメージを提供することができます。たとえば、1台のインストー
ルサーバーに SPARCプラットフォームと x86プラットフォームのディスクイメー
ジを格納できます。

インストールサーバーの作成についての詳細は、次に示す節のいずれかを参照し
てください。

■ 72ページの「SPARC: SPARCまたは x86 DVDメディアを使用して SPARCイン
ストールサーバーを作成する方法」

■ 78ページの「x86: SPARCまたは x86 DVDメディアを使用して x86インストー
ルサーバーを作成する方法」

■ 106ページの「SPARC: SPARC CDメディアまたは x86 CDメディアを使用して
SPARCインストールサーバーを作成する方法」

■ 121ページの「クロスプラットフォームのCDメディアを使用したインストー
ルサーバーの作成」

■ ブートサーバー - OSをインストールするため、同一ネットワークサブネット上の
複数のクライアントシステムに対して、ブートに必要な情報を提供するサーバー
システム。ブートサーバーとインストールサーバーは、通常は同じシステムで
す。ただし、Solaris最新リリースをインストールするシステムがインストール
サーバーとは異なるサブネット上に存在する場合で、DHCPを使用していないと
きは、そのサブネットにブートサーバーが必要です。

1台のブートサーバーで、複数のリリースの Solaris最新リリースブートソフト
ウェア (異なるプラットフォームの Solaris最新リリースブートソフトウェアも含
む)を提供できます。たとえば、SPARCブートサーバーは、SPARCシステムに
Solaris 9と Solaris最新リリースのブートソフトウェアを提供できます。この
SPARCブートサーバーは、x86システムに Solaris最新リリースのブートソフト
ウェアを提供することもできます。
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注 – DHCPを使用する場合は、ブートサーバーを個別に作成する必要はありませ
ん。詳細は、47ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定
(作業)」を参照してください。

ブートサーバーの作成についての詳細は、次に示す節のいずれかを参照してくだ
さい。

■ 84ページの「DVDイメージを使用したサブネット上でのブートサーバーの作
成」

■ 127ページの「CDイメージを使用したサブネット上でのブートサーバーの作
成」

■ (省略可能) DHCPサーバー – DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol)を使用す
るサーバー。DHCPは、インストールに必要なネットワークパラメータを提供し
ます。DHCPサーバーを構成すると、特定のクライアント、特定のネットワーク
のすべてのクライアント、またはクライアントのクラス全体を構成してインス
トールできます。DHCPを使用する場合は、ブートサーバーを個別に作成する必
要はありません。

インストールサーバーの作成後、add_install_client -dコマンドを使用して
ネットワークにクライアントを追加します。-dオプションを指定すると、DHCP
を使用してネットワーク経由で Solarisインストールできるようにクライアントシ
ステムを設定できます。

インストールパラメータ用のDHCPオプションについては、47ページの「DHCP
サービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業)」を参照してください。

■ (省略可能)ネームサーバー –分散ネットワークデータベース (DNS、NIS、NIS+、
LDAPなど)を管理するシステム。これには、同じネットワーク上のユーザーやほ
かのシステムの情報が含まれています。

ネームサーバーの作成方法については、『Solarisのシステム管理 (ネーミングと
ディレクトリサービス : DNS、NIS、LDAP編)』を参照してください。

注 –インストールサーバーとネームサーバーは、同じシステムであっても別のシ
ステムであってもかまいません。

図 4–1は、ネットワークインストールに使用される一般的なサーバー構成を示した
ものです。このネットワーク例にはDHCPサーバーは含まれていません。

ネットワークインストールの概要
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x86: PXEを使用したネットワーク経由のブートとインス
トールの概要

この節では、Preboot Execution Environment (PXE)の概要を示します。

x86: PXEの概要
PXEネットワークブートは、「ダイレクト」なネットワークブートです。クライア
ントシステム上に、ブートメディアがなくても構いません。PXEでは、DHCPを使
用してネットワーク経由で x86クライアントをインストールできます。

PXEネットワークブートは、Intelの Preboot Execution Environment (PXE)仕様を実装
しているデバイスでのみ動作します。システムが PXEネットワークブートをサポー
トしているかどうかを判別するには、ハードウェアのマニュアルを参照してくださ
い。

図 4–1 ネットワークインストールサーバー

x86: PXEを使用したネットワーク経由のブートとインストールの概要
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x86: PXEによるブートに関するガイドライン
PXEを使用してネットワーク経由でブートするには、次のシステムが必要です。

■ インストールサーバー
■ DHCPサーバー
■ PXEをサポートする x86クライアント

PXEを使用してネットワーク経由でクライアントをインストールする準備を行う
際、次の点に注意してください。

■ インストールするクライアントシステムがあるサブネット上には、DHCPサー
バーを 1台だけ設定します。PXEネットワークブートは、複数のDHCPサーバー
があるサブネット上では、正常に実行できません。

■ 初期バージョンの PXEファームウェアには、さまざまな欠陥のあるものがありま
す。特定の PXEアダプタで問題が発生した場合は、アダプタ製造元のWebサイ
トでファームウェアのアップグレード情報を取得してください。詳細について
は、elxl(7D)および iprb(7D)のマニュアルページを参照してください。

x86: PXEを使用したネットワーク経由のブートとインストールの概要

第 4章 • ネットワークからのインストール (概要) 67



68



DVDメディアを使用したネットワークイ
ンストール (作業)

この章では、Solarisソフトウェアをネットワークからインストールする準備として
DVDメディアを使用してネットワークとシステムを設定する方法を説明します。
ネットワークインストールを使用すると、Solaris最新リリースディスクイメージに
アクセスできるシステム (インストールサーバーと呼ばれる)から、ネットワーク上
のほかのシステムに Solarisソフトウェアをインストールできます。その場合には、
まず Solaris最新リリースDVDメディアの内容をインストールサーバーのハード
ディスクにコピーする必要があります。これで、任意の Solarisインストール方法を
使用して Solarisソフトウェアをネットワーク上でインストールできます。

この章の内容は次のとおりです。

■ 70ページの「作業マップ: DVDメディアを使用したネットワークインストール」
■ 72ページの「DVDメディアを用いたインストールサーバーの作成」
■ 84ページの「DVDイメージを使用したサブネット上でのブートサーバーの作
成」

■ 86ページの「DVDイメージを使用してネットワークからインストールするシス
テムの追加」

■ 93ページの「DVDイメージを使用したネットワークからのシステムのインス
トール」

5第 5 章
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注 – Solaris 10 11/06以降のリリースでは、初期インストールのときにネットワークセ
キュリティー設定を変更することができ、Secure Shellを除くすべてのネットワーク
サービスを無効にしたり、応答する要求をローカル要求だけに制限することができ
ます。このセキュリティーオプションを使用できるのは最初のインストールのとき
だけで、アップグレード時には使用できません。アップグレードでは、以前に設定
したサービスがそのまま移行されます。ただし netservicesコマンドを使用すれば、
必要に応じてアップグレード後にネットワークサービスを制限することができま
す。詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの
計画)』の「ネットワークセキュリティーの計画」を参照してください。

ネットワークサービスは、netservices openコマンドを使用するか、SMFコマンド
を使用して個別にサービスを有効にする方法で、インストール後に有効にすること
ができます。詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグ
レードの計画)』の「インストール後のセキュリティー設定の修正」を参照してくだ
さい。

作業マップ: DVDメディアを使用したネットワークイン
ストール

表 5–1 作業マップ: DVDメディアを使用したインストールサーバーの設定

作業 説明 参照先

(x86のみ):システムが
PXEをサポートする
ことを確認します。

ネットワーク経由で x86システムをインス
トールする場合、使用しているマシンがロー
カルブートメディアを使用せずに PXEを使用
してブートできることを確認してください。

使用している x86マシンが PXEをサポートし
ていない場合は、ローカルのDVDかCDから
システムをブートする必要があります。

ハードウェア製造元のマ
ニュアルかシステムの
BIOSを調べてください。

インストール方法を
選択します。

Solaris OSは、複数のインストールまたは
アップグレード方法を提供します。インス
トール環境に最も適した方法を選択してくだ
さい。

『Solaris 10 5/08インス
トールガイド (インストー
ルとアップグレードの計
画)』の「Solarisインス
トール方法の選択」

作業マップ: DVDメディアを使用したネットワークインストール
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表 5–1 作業マップ: DVDメディアを使用したインストールサーバーの設定 (続き)
作業 説明 参照先

システム情報を収集
します。

チェックリストやワークシートを使って、イ
ンストールやアップグレードに必要なすべて
の情報を収集します。

『Solaris 10 5/08インス
トールガイド (インストー
ルとアップグレードの計
画)』の第 5章「インス
トールやアップグレード
の前に収集すべき情報 (計
画)」

(省略可能)システム構
成情報を事前設定し
ます。

インストールやアップグレードの際に情報を
入力する手間を省くために、システム構成情
報を事前に設定しておくことができます。

第 2章システム構成情報
の事前設定 (作業)

インストールサー
バーを作成します。

setup_install_server(1M)コマンドを使用し
て Solaris DVDをインストールサーバーのハー
ドディスクにコピーします。

72ページの「DVDメ
ディアを用いたインス
トールサーバーの作成」

(省略可能)ブートサー
バーを作成します。

インストールサーバーと異なるサブネット上
にあるシステムをネットワークからインス
トールする場合、システムをブートするため
のブートサーバーをサブネット上に作成する
必要があります。ブートサーバーを設定する
には、setup_install_serverコマンドを -bオ
プションを付けて実行します。DHCP
(Dynamic Host Configuration Protocol)を使用す
る場合は、ブートサーバーは必要ありませ
ん。

84ページの「DVDイメー
ジを使用したサブネット
上でのブートサーバーの
作成」

ネットワークからイ
ンストールするシス
テムを追加します。

add_install_clientコマンドを使用して、
ネットワークからインストールする各システ
ムを設定します。インストールする各システ
ムには、ネットワーク上にあるインストール
サーバー、ブートサーバー、および構成情報
を認識させる必要があります。

86ページの「DVDイメー
ジを使用してネットワー
クからインストールする
システムの追加」

(省略可能) DHCPサー
バーを構成します。

DHCPを使用してシステムの構成およびイン
ストールパラメータの設定を行う場合は、
DHCPサーバーを構成して、インストール方
法に適したオプションおよびマクロを作成し
ます。

注 – PXEを使用してネットワークから x86シス
テムをインストールする場合は、DHCPサー
バーを構成する必要があります。

『Solarisのシステム管理
(IPサービス)』の第 13
章「DHCPサービスの使
用計画 (手順)」

47ページの「DHCPサー
ビスによるシステム構成
情報の事前設定 (作業)」

ネットワーク経由で
システムをインス
トールします。

ネットワークからシステムをブートして、イ
ンストールを開始します。

93ページの「DVDイメー
ジを使用したネットワー
クからのシステムのイン
ストール」

作業マップ: DVDメディアを使用したネットワークインストール
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DVDメディアを用いたインストールサーバーの作成
インストールサーバーには、ネットワーク上でシステムをインストールするために
必要なインストールイメージが含まれます。Solarisソフトウェアをネットワークか
らインストールするためには、インストールサーバーを作成する必要があります。
ブートサーバーは必ずしも設定する必要はありません。

■ DHCPを使用してインストールパラメータを設定している場合、あるいは、イン
ストールサーバーとクライアントが同じサブネット上にある場合、ブートサー
バーは必要ありません。

■ インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上に存在せず、DHCPを
使用していない場合は、サブネットごとにブートサーバーを作成する必要があり
ます。サブネットごとにインストールサーバーを作成することもできます。しか
し、インストールサーバーはより多くのディスク容量を必要とします。

注 – Solaris DVDメディアを使用して Solaris 7 OSの稼働するシステム上でインストー
ルサーバーを設定する場合、最初に次のパッチのいずれかを適用する必要がありま
す。

■ Solaris 7オペレーティング環境 (SPARC版) —パッチ ID 107259-03
■ Solaris 7オペレーティング環境 (Intel版) —パッチ ID 107260-03

▼ SPARC: SPARCまたは x86 DVDメディアを使用して
SPARCインストールサーバーを作成する方法

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。メディアの管理にボリュームマネージャーを使用していない場合は、『Solaris
のシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』を参照してください。

インストールサーバーとして使用するシステム上で、スーパーユーザーになるか、
同等の役割になります。

このシステムにはDVD-ROMドライブが必要です。さらに、システムは、このサイ
トのネットワークに接続されネームサービスに登録されている必要があります。
ネームサービスを使用する場合、システムはすでにNIS、NIS+、DNS、または LDAP
のいずれかのサービスに登録されている必要があります。ネームサービスを使用し
ない場合は、サイトのポリシーに従ってシステムの情報を供給する必要がありま
す。

SPARCシステムのドライブに Solaris DVDを挿入します。

1
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DVDイメージをコピーするディレクトリを作成します。
# mkdir -p install_dir_path

マウントされたディスクの Toolsディレクトリに移動します。

■ SPARC DVDメディアの場合、次のように入力します。

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

■ x86 DVDメディアの場合、次のように入力します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

ドライブ内のDVDイメージをインストールサーバーのハードディスクにコピーしま
す。
# ./setup_install_server install_dir_path

install_dir_path DVDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

注 – setup_install_serverコマンドは、Solaris SOFTWAREのディスクイメージをコ
ピーする十分なディスク容量があるかどうかを調べます。利用できるディスク容量
を調べるには、df -klコマンドを使用します。

ほかのシステムがインストールサーバーをマウントできるように設定する必要があ
るかどうかを判断します。

■ インストールサーバーとクライアント (インストールしているシステム)が同じサ
ブネット上にある場合、あるいは、DHCPを使用している場合、ブートサーバー
を作成する必要はありません。手順 7に進みます。

■ インストールサーバーがインストールするシステムと同じサブネット上に存在せ
ず、DHCPを使用していない場合は、次の手順を実行してください。

a. インストールサーバーのイメージへのパスが適切に共有されていることを確認
します。
# share | grep install_dir_path

install_dir_path DVDイメージがコピーされているインストールイメージへ
のパスを指定します。

■ インストールサーバーのディレクトリへのパスが表示されて、anon=0がオ
プションに表示される場合、手順 7に進みます。

■ インストールサーバーのディレクトリのパスが表示されないか、オプ
ション内に anon=0と示されない場合は、次の作業へ進みます。

3

4
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b. 次のエントリを /etc/dfs/dfstabファイルに追加し、ブートサーバーからイン
ストールサーバーが利用できるように設定します。
share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" install_dir_path

c. nfsdデーモンが動作していることを確認します。

■ インストールサーバーで Solaris最新リリースまたはその互換バージョンが
実行されている場合は、次のコマンドを入力します。
# svcs -l svc:/network/nfs/server:default

nfsdデーモンが稼働している場合は、手順 dに進みます。nfsdデーモンが
稼働していない場合は、このデーモンを起動します。

# svcadm enable svc:/network/nfs/server

■ インストールサーバーで Solaris 9 OSまたはその互換バージョンが実行され
ている場合は、次のコマンドを入力します。
# ps -ef | grep nfsd

nfsdデーモンが稼働している場合は、手順 dに進みます。nfsdデーモンが
稼働していない場合は、このデーモンを起動します。

# /etc/init.d/nfs.server start

d. インストールサーバーを共有します。
# shareall

ルート (/)ディレクトリへ移動します。
# cd /

Solaris DVDを取り出します。

(省略可能) setup_install_serverによって作成されたネットインストールイメージ上
のミニルート内のファイルにパッチを適用します。ブートイメージに問題がある場
合は、ファイルにパッチを適用する必要があります。

■ SPARCベースのインストールイメージの場合は、patchadd-cコマンドを使用して
ミニルート内のファイルにパッチを適用します。
# patchadd -C install_dir_path path-to-patch/patch-id

install_dir_path ネットワークインストールのミニルートのパスを指定します。

path-to-patch たとえば /var/sadm/spoolのように、追加するパッチのパスを
指定します。

7
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patch-id 適用するパッチ IDを指定します。

注意 – patchadd -Cを使用する前には必ず、パッチの READMEを読むか、ご購入先に
おたずねください。

■ x86ベースのインストールイメージの場合は、次の手順に従って x86ネットワーク
インストールのミニルートにパッチを適用します。

注 –次の手順では、ネットワーク上に x86プラットフォーム版 Solaris最新リリー
スが実行されているシステムがあり、そのシステムにネットワークを経由してア
クセスできると仮定しています。

a. x86プラットフォーム版 Solaris最新リリースが実行されているシステム上で、
スーパーユーザーとしてログインするか、同等の役割になります。

b. 手順 5で作成したインストールイメージの Toolsディレクトリに移動します。
# cd install-server-path/install-dir-path/Solaris_10/Tools

install-server-path たとえば /net/installserver-1のように、ネットワーク上
のインストールサーバーシステムへのパスを指定します。

c. 新しいインストールイメージを作成し、そのイメージを x86プラットフォーム
版 Solaris最新リリースが実行されているシステム上に置きます。
# ./setup_install_server remote_install_dir_path

remote_install_dir_path 新しいインストールイメージを作成する、x86シス
テム版 Solaris最新リリース上のパスを指定します。

このコマンドにより、x86システム版 Solaris最新リリース上に新しいインス
トールイメージが作成されます。このイメージにパッチを適用するには、この
イメージを x86システム版 Solaris最新リリースが実行されているシステム上に
一時的に置く必要があります。

d. x86システム版 Solaris最新リリース上で、ネットワークインストールのブート
アーカイブを展開します。
# /boot/solaris/bin/root_archive unpackmedia remote_install_dir_path \

destination_dir

remote_install_dir_path x86システム版 Solaris最新リリース上の x86ネット
ワークインストールイメージへのパスを指定しま
す。

destination_dir 展開されたブートアーカイブを含むディレクトリの
パスを指定します。
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e. x86システム版 Solaris最新リリース上で、展開されたブートアーカイブに
パッチを適用します。
# patchadd -C destination_dir path-to-patch/patch-id

path-to-patch たとえば /var/sadm/spoolのように、追加するパッチのパスを
指定します。

patch-id 適用するパッチ IDを指定します。

patchadd -Mコマンドを使用すると、複数のパッチを指定でき
ます。詳細は、patchadd(1M)のマニュアルページを参照して
ください。

注意 – patchadd -Cを使用する前には必ず、パッチの READMEを読むか、ご購入
先におたずねください。

f. x86システム版 Solaris最新リリース上で、x86ブートアーカイブを圧縮しま
す。
# /boot/solaris/bin/root_archive packmedia destination_dir \

remote_install_dir_path

g. パッチを適用したミニルートをインストールサーバー上のインストールイメー
ジにコピーします。
# cp remote_install_dir_path/boot/x86.miniroot \

install-server-path/install_dir_path/boot/x86.miniroot

ブートサーバーを作成する必要があるかどうかを判断します。

■ DHCPを使用しているか、あるいはインストール対象のシステムと同じサブ
ネット上にインストールサーバーが存在する場合は、ブートサーバーを作成する
必要はありません。86ページの「DVDイメージを使用してネットワークからイ
ンストールするシステムの追加」に進みます。

■ DHCPを使用しておらず、インストールサーバーとクライアントが異なるサブ
ネット上にある場合は、ブートサーバーを作成する必要があります。84ページ
の「DVDイメージを使用したサブネット上でのブートサーバーの作成」に進みま
す。

SPARC: SPARC DVDを使用した SPARCインストールサーバーの作成

次の例は、インストールサーバーの /export/home/dvdsparcディレクトリに Solaris
DVDをコピーしてインストールサーバーを作成する方法を示しています。この例で
は、インストールサーバーで Solaris最新リリースが実行されていると仮定します。

10

例5–1

DVDメディアを用いたインストールサーバーの作成

Solaris 10 5/08インストールガイド (ネットワークインストール) • 2008年 4月76



# mkdir -p /export/home/dvdsparc

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

# ./setup_install_server /export/home/dvdsparc

別のブートサーバーが必要な場合、次のコマンドを入力します。

次のパスを /etc/dfs/dfstabファイルに追加します。

share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" /export/home/dvdsparc

nfsdデーモンが稼働しているかどうかを確認します。nfsdデーモンが稼働していな
い場合、このデーモンを起動して共有します。

# svcs -l svc:/network/nfs/server:default

# svcadm enable svc:/network/nfs/server

# shareall

# cd /

x86: x86 DVDを使用した SPARCインストールサーバーの作成

次の例は、インストールサーバーの /export/home/dvdx86ディレクトリに Solaris DVD
をコピーしてインストールサーバーを作成する方法を示しています。この例では、
インストールサーバーで Solaris最新リリースが実行されていると仮定します。

# mkdir -p /export/home/dvdx86

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

# ./setup_install_server /export/home/dvdx86

次のパスを /etc/dfs/dfstabファイルに追加します。

share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" /export/home/dvdx86

nfsdデーモンが稼働しているかどうかを確認します。nfsdデーモンが稼働していな
い場合、このデーモンを起動して共有します。

# svcs -l svc:/network/nfs/server:default

# svcadm enable svc:/network/nfs/server

# shareall

# cd /

インストールの続行

インストールサーバーを設定したあと、クライアントをインストールクライアント
として追加する必要があります。ネットワーク経由でインストールするクライアン

例5–2

参考
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トシステムの追加方法については、87ページの「add_install_clientを実行して
ネットワークからインストールするシステムを追加する方法 (DVD)」を参照してく
ださい。

DHCPを使用しておらず、クライアントシステムがインストールサーバーとは異な
るサブネット上にある場合は、ブートサーバーを作成する必要があります。詳細
は、84ページの「DVDイメージを使用したサブネット上でのブートサーバーの作
成」を参照してください。

setup_install_serverコマンドと add_to_install_serverコマンドの詳細は、
install_scripts(1M)のマニュアルページを参照してください。

▼ x86: SPARCまたは x86 DVDメディアを使用して x86
インストールサーバーを作成する方法

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。メディアの管理にボリュームマネージャーを使用していない場合は、『Solaris
のシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』を参照してください。

インストールサーバーとして使用する x86システム上で、スーパーユーザーになる
か、同等の役割になります。

このシステムにはDVD-ROMドライブが必要です。さらに、システムは、このサイ
トのネットワークに接続されネームサービスに登録されている必要があります。
ネームサービスを使用する場合、システムのネームサービスは、NIS、NIS+、DNS、
LDAPのいずれかでなければなりません。ネームサービスを使用しない場合は、サイ
トのポリシーに従ってシステムの情報を供給する必要があります。

システムのドライブに Solaris DVDを挿入します。

ブートイメージをコピーするディレクトリを作成します。
# mkdir -p install_dir_path

install_dir_path DVDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

マウントされたディスクの Toolsディレクトリに移動します。

■ SPARC DVDメディアの場合、次のように入力します。

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

■ x86 DVDメディアの場合、次のように入力します。

参照
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# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

setup_install_serverコマンドを使用して、ドライブ内のディスクをインストール
サーバーのハードディスクにコピーします。
# ./setup_install_server install_dir_path

install_dir_path DVDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

注 – setup_install_serverコマンドは、Solaris SOFTWAREのディスクイメージをコ
ピーする十分なディスク容量があるかどうかを調べます。利用できるディスク容量
を調べるには、df -klコマンドを使用します。

ほかのシステムがインストールサーバーをマウントできるように設定する必要があ
るかどうかを判断します。

■ インストールサーバーとクライアント (インストールしているシステム)が同じサ
ブネット上にある場合、あるいは、DHCPを使用している場合、ブートサーバー
を作成する必要はありません。手順 7に進みます。

■ インストールサーバーがインストールするシステムと同じサブネット上に存在せ
ず、DHCPを使用していない場合は、次の手順を実行してください。

a. インストールサーバーのイメージへのパスが適切に共有されていることを確認
します。
# share | grep install_dir_path

install_dir_path DVDイメージがコピーされているインストールイメージを
指定します。

■ インストールサーバーのディレクトリへのパスが表示されて、anon=0がオ
プションに表示される場合、手順 7に進みます。

■ インストールサーバーのディレクトリのパスが表示されないか、オプ
ション内に anon=0と示されない場合は、次の作業へ進みます。

b. 次のエントリを /etc/dfs/dfstabファイルに追加し、ブートサーバーからイン
ストールサーバーが利用できるように設定します。
share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" install_dir_path
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c. nfsdデーモンが動作していることを確認します。

■ インストールサーバーで Solaris最新リリースまたはその互換バージョンが
実行されている場合は、次のコマンドを入力します。
# svcs -l svc:/network/nfs/server:default

nfsdデーモンが稼働している場合は、手順 dに進みます。nfsdデーモンが
稼働していない場合は、このデーモンを起動します。

# svcadm enable svc:/network/nfs/server

■ インストールサーバーで Solaris 9 OSまたはその互換バージョンが実行され
ている場合は、次のコマンドを入力します。
# ps -ef | grep nfsd

nfsdデーモンが稼働している場合は、手順 dに進みます。nfsdデーモンが
稼働していない場合は、このデーモンを起動します。

# /etc/init.d/nfs.server start

d. インストールサーバーを共有します。
# shareall

ルート (/)ディレクトリへ移動します。
# cd /

Solaris DVDを取り出します。

(省略可能) setup_install_serverによって作成されたネットインストールイメージ上
のミニルート内のファイルにパッチを適用します。

■ SPARCベースのインストールイメージの場合は、patchadd -Cコマンドを使用して
ミニルート内のファイルにパッチを適用します。
# patchadd -C install_dir_path path-to-patch/patch-id

install_dir_path ネットワークインストールのミニルートのパスを指定します。

path-to-patch たとえば /var/sadm/spoolのように、追加するパッチのパスを
指定します。

patch-id 適用するパッチ IDを指定します。

注意 – patchadd -Cを使用する前には必ず、パッチの READMEを読むか、ご購入先に
おたずねください。
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■ x86ベースのインストールイメージの場合は、次の手順に従って x86ネットワーク
インストールのミニルートにパッチを適用します。

a. インストールサーバーで x86システム版 Solaris最新リリースが実行されていな
い場合は、x86システム版 Solaris最新リリースが実行されているネットワーク
上の別のシステムに、スーパーユーザーとしてログインします。

x86版 Solaris最新リリースのミニルートにパッチを適用するには、使用してい
るシステムで x86システム版 Solaris最新リリースが実行されている必要があり
ます。

インストールサーバーで x86システム版 Solaris最新リリースが実行されている
場合は、手順 dに進んでください。

b. 手順 5で作成したインストールイメージの Toolsディレクトリに移動します。
# cd install-server-path/install-dir-path/Solaris_10/Tools

install-server-path たとえば /net/installserver-1のように、ネットワーク上
のインストールサーバーシステムへのパスを指定します。

c. 新しいインストールイメージを作成し、そのイメージを x86システム版 Solaris
最新リリースが実行されているシステム上に置きます。
# ./setup_install_server remote_install_dir_path

remote_install_dir_path 新しいインストールイメージを作成する、x86シス
テム版 Solaris最新リリース上のパスを指定します。

このコマンドにより、x86システム版 Solaris最新リリース上に新しいインス
トールイメージが作成されます。このイメージにパッチを適用するには、この
イメージを x86システム版 Solaris最新リリースが実行されているシステム上に
一時的に置く必要があります。

d. ネットワークインストールのブートアーカイブを展開します。
# /boot/solaris/bin/root_archive unpackmedia install_dir_path \

destination_dir

install_dir_path x86ネットワークインストールイメージのパスを指定しま
す。手順 cで新しいインストールイメージを作成している場
合は、x86システム版 Solaris最新リリース上のその新しいイ
メージへのパスを指定します。

destination_dir 展開されたブートアーカイブを含むディレクトリのパスを
指定します。

e. 展開されたブートアーカイブにパッチを適用します。
# patchadd -C destination_dir path-to-patch/patch-id
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path-to-patch たとえば /var/sadm/spoolのように、追加するパッチのパスを
指定します。

patch-id 適用するパッチ IDを指定します。

patchadd -Mコマンドを使用すると、複数のパッチを指定でき
ます。詳細は、patchadd(1M)のマニュアルページを参照して
ください。

注意 – patchadd -Cを使用する前には必ず、パッチの READMEを読むか、ご購入
先におたずねください。

f. x86ブートアーカイブを圧縮します。
# /boot/solaris/bin/root_archive packmedia destination_dir \

install_dir_path

g. 必要に応じて、パッチを適用したミニルートをインストールサーバー上のイン
ストールイメージにコピーします。

リモートの x86システム版 Solaris最新リリース上のミニルートにパッチを適用
した場合は、パッチを適用したそのミニルートをインストールサーバーにコ
ピーする必要があります。
# cp remote_install_dir_path/boot/x86.miniroot \

install-server-path/install_dir_path/boot/x86.miniroot

ブートサーバーを作成する必要があるかどうかを判断します。

■ インストールサーバーとクライアント (インストールしているシステム)が同じサ
ブネット上にある場合、あるいは、DHCPを使用している場合、ブートサーバー
を作成する必要はありません。86ページの「DVDイメージを使用してネット
ワークからインストールするシステムの追加」を参照してください。

■ インストールサーバーがインストールするシステムと同じサブネット上に存在せ
ず、DHCPを使用していない場合は、ブートサーバーを作成する必要がありま
す。ブートサーバーの作成方法については、84ページの「DVDイメージを使用
したサブネット上でのブートサーバーの作成」を参照してください。

x86: x86 DVDを使用した x86インストールサーバーの作成

次の例は、インストールサーバーの /export/home/dvdx86ディレクトリに Solaris
Operating System DVD (x86版)をコピーして x86インストールサーバーを作成する方
法を示しています。この例では、インストールサーバーで Solaris最新リリースが実
行されていると仮定します。
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インストールサーバーを設定します。

# mkdir -p /export/home/dvdx86

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

# ./setup_install_server /export/home/dvdx86

次のパスを /etc/dfs/dfstabファイルに追加します。

share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" /export/home/dvdx86

nfsdデーモンが稼働しているかどうかを確認します。nfsdデーモンが稼働していな
い場合、このデーモンを起動して共有します。

# svcs -l svc:/network/nfs/server:default

# svcadm enable svc:/network/nfs/server

# shareall

# cd /

SPARC DVDを使用した x86インストールサーバーの作成

次の例は、インストールサーバーの/export/home/dvdsparcディレクトリに Solaris
Operating System DVD (SPARC版)をコピーして x86インストールサーバーを作成する
方法を示しています。この例では、インストールサーバーで Solaris最新リリースが
実行されていると仮定します。

# mkdir -p /export/home/dvdscparc

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

# ./setup_install_server /export/home/dvdsparc

次のパスを /etc/dfs/dfstabファイルに追加します。

share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" /export/home/dvdsparc

nfsdデーモンが稼働しているかどうかを確認します。nfsdデーモンが稼働していな
い場合、このデーモンを起動して共有します。

# svcs -l svc:/network/nfs/server:default

# svcadm enable svc:/network/nfs/server

# shareall

# cd /

インストールの続行

インストールサーバーを設定したあと、クライアントをインストールクライアント
として追加する必要があります。ネットワーク経由でインストールするクライアン

例5–4
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トシステムの追加方法については、87ページの「add_install_clientを実行して
ネットワークからインストールするシステムを追加する方法 (DVD)」を参照してく
ださい。

DHCPを使用しておらず、クライアントシステムがインストールサーバーとは異な
るサブネット上にある場合は、ブートサーバーを作成する必要があります。詳細
は、127ページの「CDイメージを使用したサブネット上でのブートサーバーの作
成」を参照してください。

setup_install_serverコマンドと add_to_install_serverコマンドの詳細は、
install_scripts(1M)のマニュアルページを参照してください。

DVDイメージを使用したサブネット上でのブートサー
バーの作成

Solarisソフトウェアをネットワークからインストールするためには、インストール
サーバーを作成する必要があります。ブートサーバーは必ずしも設定する必要はあ
りません。ブートサーバーには、ネットワーク上でシステムをブートするために必
要なブートソフトウェアが含まれています。一方、インストールサーバーは Solaris
ソフトウェアのインストールを行います。

■ DHCPを使用してインストールパラメータを設定している場合、あるいは、イン
ストールサーバーとクライアントが同じサブネット上にある場合、ブートサー
バーは必要ありません。86ページの「DVDイメージを使用してネットワークか
らインストールするシステムの追加」に進みます。

■ インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上に存在せず、DHCPを
使用していない場合は、サブネットごとにブートサーバーを作成する必要があり
ます。サブネットごとにインストールサーバーを作成することもできますが、イ
ンストールサーバーはより多くのディスク容量を必要とします。

▼ DVDイメージを使用してサブネット上にブート
サーバーを作成する方法

サブネットのブートサーバーとして使用するシステム上で、スーパーユーザーとし
てログインするか、同等の役割になります。

システムはリモートの Solaris最新リリースディスクイメージ (通常は、インストール
サーバー)にアクセスできる必要があります。ネームサービスを使用する場合、シス
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テムはすでにネームサービスに登録されている必要があります。ネームサービスを
使用しない場合は、サイトのポリシーに従ってシステムの情報を供給する必要があ
ります。

インストールサーバーから Solaris DVDをマウントします。
# mount -F nfs -o ro server_name:path /mnt

server_name: path インストールサーバー名とディスクイメー
ジの絶対パスを指定します。

ブートイメージ用のディレクトリを作成します。
# mkdir -p boot_dir_path

boot_dir_path ブートソフトウェアをコピーするディレクトリを指定します。

Solaris DVDイメージ上の Toolsディレクトリに移動します。
# cd /mnt/Solaris_10/Tools

ブートソフトウェアをブートサーバーにコピーします。
# ./setup_install_server -b boot_dir_path

-b システムをブートサーバーとして設定することを示します。

boot_dir_path ブートソフトウェアをコピーするディレクトリを指定します。

注 – setup_install_serverコマンドは、イメージをコピーする十分なディスク容量が
あるかどうかを調べます。利用できるディスク容量を調べるには、df -klコマンド
を使用します。

ルート (/)ディレクトリへ移動します。
# cd /

インストールイメージをマウント解除します。
# umount /mnt

以上の操作で、ネットワークからインストールするためにシステムを設定する用意
が整いました。86ページの「DVDイメージを使用してネットワークからインストー
ルするシステムの追加」を参照してください。

2

3

4

5

6

7

DVDイメージを使用したサブネット上でのブートサーバーの作成

第 5章 • DVDメディアを使用したネットワークインストール (作業) 85



サブネット上でのブートサーバーの作成 (DVD)

次の例は、ブートサーバーをサブネット上に作成する方法を示したものです。これ
らのコマンドを実行すると、crystalという名前のブートサーバー上の Solaris DVD
イメージからブートソフトウェアがローカルディスク上の /export/home/dvdsparcに
コピーされます。

# mount -F nfs -o ro crystal:/export/home/dvdsparc /mnt

# mkdir -p /export/home/dvdsparc

# cd /mnt/Solaris_10/Tools

# ./setup_install_server -b /export/home/dvdsparc

# cd /

# umount /mnt

インストールの続行

ブートサーバーを設定したあと、クライアントをインストールクライアントとして
追加する必要があります。ネットワーク経由でインストールするクライアントシス
テムの追加方法については、86ページの「DVDイメージを使用してネットワークか
らインストールするシステムの追加」を参照してください。

setup_install_serverコマンドの詳細は、install_scripts(1M)のマニュアルページ
を参照してください。

DVDイメージを使用してネットワークからインストール
するシステムの追加

インストールサーバーとブートサーバー (必要な場合)を作成し終わったら、ネット
ワークからインストールする各システムを設定する必要があります。インストール
する各システムは、次の各項目にアクセスできる必要があります。

■ インストールサーバー
■ ブートサーバー (必要な場合)
■ sysidcfgファイル (sysidcfgファイルを使用してシステム構成情報を事前設定す
る場合)

■ ネームサーバー (ネームサービスを使用してシステム構成情報を事前設定する場
合)

■ プロファイルサーバー上の JumpStartディレクトリにあるプロファイル (カスタム
JumpStartインストールを使用する場合)

例5–5
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インストールサーバーとクライアントの設定には、add_install_clientを使用して
次の作業を実行してください。次の手順の例も参照してください。

■ DHCPを使用して SPARCクライアントのインストールパラメータを設定する場合
は、例 5–6を参照してください。

■ インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上にある場合は、例 5–7
を参照してください。

■ インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上になく、かつ、DHCP
を使用していない場合は、例 5–8を参照してください。

■ DHCPを使用して x86クライアントのインストールパラメータを設定する場合
は、例 5–9を参照してください。

■ x86システムのインストール中に特定のシリアルポートを使用して出力を表示す
る場合は、例 5–10を参照してください。

このコマンドで使用できるオプションについての詳細は、add_install_client(1M)の
マニュアルページを参照してください。

▼ add_install_clientを実行してネットワークから
インストールするシステムを追加する方法 (DVD)
インストールサーバーを作成したら、ネットワークからインストールする各システ
ムを設定する必要があります。

ネットワークからインストールするように x86クライアントを設定するには、次の手
順のように add_install_clientを使用します。

ブートサーバーを使用する場合、インストールサーバーのインストールイメージを
共有していること、および適切なサービスを起動していることを確認します。
「SPARCまたは x86 DVDメディアを使用して SPARCインストールサーバーを作成す
る方法」の手順 6を参照してください。

インストールする各システムは、次の各項目にアクセスできる必要があります。

■ インストールサーバー
■ ブートサーバー (必要な場合)
■ sysidcfgファイル (sysidcfgファイルを使用してシステム構成情報を事前設定す
る場合)

■ ネームサーバー (ネームサービスを使用してシステム構成情報を事前設定する場
合)

始める前に

DVDイメージを使用してネットワークからインストールするシステムの追加

第 5章 • DVDメディアを使用したネットワークインストール (作業) 87



■ プロファイルサーバー上の JumpStartディレクトリにあるプロファイル (カスタム
JumpStartインストールを使用する場合)

インストールサーバーまたはブートサーバー上で、スーパーユーザーになるか、同
等の役割になります。

NIS、NIS+、DNS、または LDAPのネームサービスを使用する場合、インストールする
システムについての次のような情報がネームサービスに追加されていることを確認
します。

■ ホスト名
■ IPアドレス
■ Ethernetアドレス

ネームサービスの詳細は、『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサー
ビス : DNS、NIS、LDAP編)』を参照してください。

このクライアントをインストールサーバーの /etc/ethersファイルに追加します。

a. このクライアント上で ethersアドレスを見つけます。/etc/ethersのマップは、
ローカルファイルから取得します。
# ifconfig -a grep ether

ether 8:0:20:b3:39:1d

b. インストールサーバー上で、エディタを使って /etc/ethersファイルを開きま
す。そのアドレスをリストに追加します。

インストールサーバーの Solaris DVDイメージ上の Toolsディレクトリに移動します。
# cd /install_dir_path/Solaris_10/Tools

install_dir_path Toolsディレクトリのパスを指定します。

ネットワークからインストールするシステムを設定します。
# ./add_install_client -d -s install_server:install_dir_path \

-c jumpstart_server:jumpstart_dir_path -p sysid_server:path \

-t boot_image_path -b "boot-property=value" \

-e ethernet_address client_name platform_group

-d

クライアントがDHCPを使用してネットワークインストールパラメータを取得す
ることを指定します。-dだけを使用した場合、add_install_clientコマンドは、
同じクラスに属するすべてのクライアントシステム (たとえばすべての SPARCク
ライアントマシン)のインストール情報を設定します。特定のクライアントのイン
ストール情報を設定する場合は、-dと -eを併用します。

1
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3
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x86クライアントの場合、このオプションを指定し、PXEネットワークブートを使
用してネットワークからシステムをブートしてください。このオプションを指定
すると、DHCPサーバーに作成する必要のあるDHCPオプションの一覧が出力さ
れます。

DHCPを使用した特定のクラスのインストールの詳細は、49ページの「Solarisイ
ンストールパラメータ用のDHCPオプションとマクロの作成」を参照してくださ
い。

-s install_server:install_dir_path
インストールサーバーの名前とパスを指定します。
■ install_serverは、インストールサーバーのホスト名です。
■ install_dir_pathは、Solaris DVDイメージへの絶対パスです。

-c jumpstart_server :jumpstart_dir_path
カスタム JumpStartインストールの JumpStartディレクトリを指定します。
jumpstart_serverには JumpStartディレクトリがあるサーバーのホスト名を指定しま
す。jumpstart_dir_pathは、JumpStartディレクトリへの絶対パスです。

-p sysid_server :path
システムの構成情報を事前設定するための sysidcfgファイルのパスを指定しま
す。sysid_serverは、このファイルを持っているサーバーの有効なホスト名または
IPアドレスです。pathは、sysidcfgファイルを含むディレクトリの絶対パスで
す。

-t boot_image_path
Solaris最新リリースネットインストールイメージ、CD、またはDVD上の Tools

ディレクトリにあるブートイメージ以外のブートイメージを使用する場合、代替
ブートイメージへのパスを指定します。

-b “boot-property= value”
x86システムのみ:ネットワークからクライアントをブートするときに使用する
ブートプロパティー変数の値を設定できます。-bオプションは、-eオプションと
組み合わせて使用する必要があります。

ブートプロパティーについては、eeprom(1M)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

-e ethernet_address
インストールするクライアントの Ethernetアドレスを指定します。このオプ
ションを指定すると、特定のクライアントが使用するインストール情報 (クライア
ントのブートファイルなど)を設定できます。

ブートファイルの名前に接頭辞 nbp.は使用されません。たとえば、x86ベースの
クライアントに -e 00:07:e9:04:4a:bfを指定した場合、このコマンドによって
ブートファイル 010007E9044ABF.i86pcが /tftpbootディレクトリに作成されま
す。ただし、Solaris最新リリースでは接頭辞 nbp.の付いた従来のブートファイル
もサポートしています。
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DHCPを使用した特定のクライアントのインストールの詳細は、49ページ
の「Solarisインストールパラメータ用のDHCPオプションとマクロの作成」を参
照してください。

client_name
ネットワークからインストールするシステムの名前を指定します。この名前はイ
ンストールサーバーのホスト名ではありません。

platform_group
インストールするシステムのプラットフォームグループを指定します。詳細は、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の「プラットフォーム名とプラットフォームグループ」を参照してくださ
い。

SPARC: DHCPを使用している場合の SPARCインストールサーバー上の
SPARCインストールクライアントの追加方法 (DVD)

次の例は、DHCPを使用してネットワーク上のインストールパラメータを設定して
いるときに、インストールクライアントを追加する方法を示しています。インス
トールクライアントは、basilという名前のUltraTM 5システムです。ファイルシステ
ム /export/home/dvdsparc/Solaris_10/Toolsには、add_install_clientコマンドが
入っています。

DHCPを使用してネットワークインストール用のインストールパラメータを設定す
る方法については、47ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設
定 (作業)」を参照してください。

sparc_install_server# cd /export/home/dvdsparc/Solaris_10/Tools

sparc_install_server# ./add_install_client -d basil sun4u

インストールサーバーと同じサブネット上にあるインストールクライ
アントの追加方法 (DVD)

次の例に、インストールサーバーと同じサブネット上にあるインストールクライア
ントを追加する方法を示します。インストールクライアントは、basilという名前の
Ultra 5システムです。ファイルシステム /export/home/dvdsparcには
add_install_clientコマンドが入っています。

install_server# cd /export/home/dvdsparc/Solaris_10/Tools

install_server# ./add_install_client basil sun4u

ブートサーバーへのインストールクライアントの追加方法 (DVD)

次の例は、ブートサーバーにインストールクライアントを追加する方法を示してい
ます。インストールクライアントは、roseという名前のUltra 5システムです。次の

例5–6

例5–7

例5–8
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コマンドはブートサーバー上で実行します。-sオプションには、
/export/home/dvdsparcに Solaris Operating System DVD (SPARC版)イメージを持って
いる rosemaryという名前のインストールサーバーを指定しています。

boot_server# cd /export/home/dvdsparc/Solaris_10/Tools

boot_server# ./add_install_client -s rosemary:/export/home/dvdsparc rose sun4u

x86: DHCPを使用している場合の x86インストールサーバー上の単一 x86
インストールクライアントの追加方法 (DVD)

次の例は、DHCPを使用してネットワーク上のインストールパラメータを設定して
いるときに、x86インストールクライアントをインストールサーバーに追加する方法
を示しています。

■ -dオプションを指定すると、クライアントのネットワークインストールパラメー
タを構成する際に、DHCPプロトコルが使用されます。PXEネットワークブート
を使用する場合には、DHCPプロトコルを使用する必要があります。

■ -eオプションが指定されているので、Ethernetアドレスが次のものと一致するク
ライアントに対してのみ、インストールが行われます。00:07:e9:04:4a:bf。

■ -sオプションには、rosemaryという名前のインストールサーバーからクライアン
トをインストールすることを指定します。

このサーバーは、/export/home/dvdx86に Solaris Operating System DVD (x86版)イメー
ジを保持しています。

x86_install_server# cd /export/boot/dvdx86/Solaris_10/Tools

x86_install_server# ./add_install_client -d -e 00:07:e9:04:4a:bf \

-s rosemary:/export/home/dvdx86 i86pc

このコマンドは、インストールクライアントとして Ethernetアドレス
00:07:e9:04:4a:bfをクライアントに設定します。ブートファイル
010007E9044ABF.i86pcがインストールサーバー上に作成されます。以前のリリースで
は、このブートファイルは nbp.010007E9044ABF.i86pcと命名されていました。

DHCPを使用してネットワークインストール用のインストールパラメータを設定す
る方法については、47ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設
定 (作業)」を参照してください。

x86:ネットワークインストール時に使用するシリアルコンソールの指
定 (DVD)

次の例は、x86インストールクライアントをインストールサーバーに追加し、インス
トール時に使用するシリアルコンソールを指定する方法を示しています。この例で
は、インストールクライアントは次のように設定されます。

例5–9

例5–10
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■ -dオプションが指定されているので、クライアントはDHCPを使用してインス
トールパラメータを設定します。

■ -eオプションが指定されているので、Ethernetアドレスが次のものと一致するク
ライアントに対してのみ、インストールが行われます。00:07:e9:04:4a:bf。

■ -bオプションが指定されているので、インストールプログラムは入出力デバイス
としてシリアルポート ttyaを使用します。

次のコマンドセットを使用してクライアントを追加します。

install server# cd /export/boot/dvdx86/Solaris_10/Tools

install server# ./add_install_client -d -e "00:07:e9:04:4a:bf" \

-b "console=ttya" i86pc

-bオプションで使用可能なブートプロパティー変数の詳細は、eeprom(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

インストールの続行

DHCPサーバーを使用してネットワーク経由で x86ベースのクライアントをインス
トールする場合は、DHCPサーバーを構成して、add_install_client -dコマンドの
出力で一覧表示されるオプションおよびマクロを作成します。ネットワークインス
トールをサポートするようにDHCPサーバーを構成する方法については、47ページ
の「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業)」を参照してくださ
い。

x86システム: DHCPサーバーを使用していない場合は、ローカルの Solaris OS DVDま
たはCDからシステムをブートする必要があります。

add_install_clientコマンドの詳細は、install_scripts(1M)のマニュアルページを
参照してください。

参考

参照
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DVDイメージを使用したネットワークからのシステムの
インストール

システムをインストールクライアントとして追加したら、クライアントに対して
ネットワークからインストールを行うことができます。この節では、次の作業につ
いて説明します。

■ ネットワーク経由で SPARCシステムのブートおよびインストールを実行する方法
については、 93ページの「SPARC:ネットワーク経由でクライアントをインス
トールする方法 (DVD)」を参照してください。

■ ネットワーク経由で x86システムのブートおよびインストールを実行する方法に
ついては、96ページの「x86: GRUBを使用してネットワーク経由でクライアント
をインストールする方法 (DVD)」を参照してください。

▼ SPARC:ネットワーク経由でクライアントをインス
トールする方法 (DVD)
この手順では、次の作業が完了していることを前提としています。

■ インストールサーバーを設定する。DVDメディアからインストールサーバーを作
成する方法については、72ページの「SPARC: SPARCまたは x86 DVDメディアを
使用して SPARCインストールサーバーを作成する方法」を参照してください。

■ 必要に応じて、ブートサーバーまたはDHCPサーバーを設定する。インストール
対象であるシステムがインストールサーバーとは異なるサブネット上にある場合
は、ブートサーバーを設定するか、DHCPサーバーを使用する必要があります。
ブートサーバーを設定する方法については、84ページの「DVDイメージを使用
したサブネット上でのブートサーバーの作成」を参照してください。ネットワー
クインストールをサポートするようにDHCPサーバーを設定する方法について
は、47ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業)」を
参照してください。

■ インストールに必要な情報を収集し、事前設定する。この作業は、次の方法のい
ずれか 1つ、あるいはいくつかを組み合わせて実行できます。
■ 『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の「インストール用のチェックリスト」を使用して情報を収集します。
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注 –システムに非大域ゾーンが含まれている場合は、アップグレードプログラ
ムまたはパッチを追加するプログラムとして、Solaris Live Upgradeを推奨しま
す。ほかのアップグレードプログラムでは、膨大なアップグレード時間が必要
となる場合があります。これは、アップグレードの実行に要する時間が、イン
ストールされている非大域ゾーンの数に比例して増加するからです。

Solaris Live Upgradeを使ったアップグレード方法については、『Solaris 10 5/08
インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』のパー
ト I「Solaris Live Upgradeによるアップグレード」を参照してください。

■ sysidcfgファイルを作成します (sysidcfgファイルを使用してシステム構成情
報を事前設定する場合)。sysidcfgファイルの作成方法については、20ページ
の「sysidcfgファイルによる事前設定」を参照してください。

■ ネームサーバーを設定します (ネームサービスを使用してシステム構成情報を
事前設定する場合)。ネームサービスを使用して情報を事前設定する方法につ
いては、43ページの「ネームサービスによる事前設定」を参照してくださ
い。

■ プロファイルサーバー上の JumpStartディレクトリにプロファイルを作成しま
す (カスタム JumpStartインストールを使用する場合)。カスタム JumpStartイン
ストールの設定方法については、『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタ
ム JumpStart/上級編)』の第 3章「カスタム JumpStartインストールの準備 (作
業)」を参照してください。

クライアントシステムの電源を入れます。
システムが動作中の場合は、システムの実行レベルを 0にします。

okプロンプトが表示されます。

ネットワークからシステムをブートします。

■ Solarisの対話式インストールGUIを使用してインストールを行うには、次のコマ
ンドを入力します。
ok boot net

■ Solarisの対話式テキストインストーラをデスクトップセッションで使用してイン
ストールを行うには、次のコマンドを入力します。
ok boot net - text

■ Solarisの対話式テキストインストーラをコンソールセッションで使用してインス
トールを行うには、次のコマンドを入力します。
ok boot net - nowin

システムがネットワークからブートします。

1
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システム構成の質問に答えます。

■ すべてのシステム情報が事前設定されている場合は、構成情報の入力は求められ
ません。詳細については、第 2章システム構成情報の事前設定 (作業)を参照して
ください。

■ 事前設定されていないシステム情報がある場合は、『Solaris 10 5/08インストール
ガイド (インストールとアップグレードの計画)』の「インストール用のチェック
リスト」を参照して、構成の質問に答えてください。

注 –キーボードが自己識別型の場合は、インストール時にキー配列が自動的に設
定されます。キーボードが自己識別型でない場合は、インストール時にサポート
されているキー配列の一覧から選択できます。

PS/2キーボードは自己識別型ではありません。インストール時にキー配列を選択
するように求められます。

詳細は、25ページの「keyboardキーワード」を参照してください。

注 –インストール時に、デフォルトのNFSv4ドメイン名を選択できます。あるい
は、カスタムのNFSv4ドメイン名を指定することもできます。詳細は、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の「インストール時に設定可能なNFSv4ドメイン名」を参照してください。

GUIを使用している場合は、システム構成情報の確認が終わると、「ようこそ
(Welcome)」パネルが表示されます。

さらに質問が表示されたら、質問にすべて答えてインストールを完了します。

■ すべてのインストールオプションが事前設定されている場合は、インストールプ
ログラムからインストール情報の入力は求められません。詳細については、
第 2章システム構成情報の事前設定 (作業)を参照してください。

■ 事前設定されていないインストールオプションがある場合は、『Solaris 10 5/08イ
ンストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の「インストール用
のチェックリスト」を参照して、インストールの質問に答えてください。

SolarisインストールGUIによる対話式インストールを完了させる方法については、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (基本編)』の「GRUB付き Solarisインストールプ
ログラムを使用してインストールまたはアップグレードを行う方法」を参照してく
ださい。
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▼ x86: GRUBを使用してネットワーク経由でクライ
アントをインストールする方法 (DVD)
x86システム用の Solarisインストールプログラムでは、GRUBブートローダーが使用
されます。この手順では、GRUBブートローダーを使用してネットワーク経由で x86
システムをインストールする方法を説明します。GRUBブートローダーの概要につ
いては、『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の第 6章「SolarisインストールのためのGRUBベースのブート」を参照してく
ださい。

ネットワーク経由でシステムをインストールするには、ネットワーク経由でブート
するようにクライアントシステムに指示する必要があります。システム BIOSまたは
ネットワークアダプタ BIOSのどちらか一方、またはその両方の BIOS設定プログラ
ムを使うことによって、クライアントシステム上でネットワークブートを使用でき
るようにします。いくつかのシステムでは、ほかのデバイスからのブートよりも先
にネットワークブートが実行されるように、ブートデバイスの優先順位を調整する
必要があります。各設定プログラムに関しては、製造業者のマニュアルを参照する
か、またはブート中に表示される設定プログラムの指示を参照してください。

この手順では、次の作業が完了していることを前提としています。

■ インストールサーバーを設定する。DVDメディアからインストールサーバーを作
成する方法については、78ページの「x86: SPARCまたは x86 DVDメディアを使用
して x86インストールサーバーを作成する方法」を参照してください。

■ 必要に応じて、ブートサーバーまたはDHCPサーバーを設定する。インストール
対象であるシステムがインストールサーバーとは異なるサブネット上にある場合
は、ブートサーバーを設定するか、DHCPサーバーを使用する必要があります。
ブートサーバーを設定する方法については、84ページの「DVDイメージを使用
したサブネット上でのブートサーバーの作成」を参照してください。ネットワー
クインストールをサポートするようにDHCPサーバーを設定する方法について
は、47ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業)」を
参照してください。

■ インストールに必要な情報を収集し、事前設定する。この作業は、次の方法のい
ずれか 1つ、あるいはいくつかを組み合わせて実行できます。
■ 『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の「インストール用のチェックリスト」を使用して情報を収集します。

始める前に
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注 –システムに非大域ゾーンが含まれている場合は、アップグレードプログラ
ムまたはパッチを追加するプログラムとして、Solaris Live Upgradeを推奨しま
す。ほかのアップグレードプログラムでは、膨大なアップグレード時間が必要
となる場合があります。これは、アップグレードの実行に要する時間が、イン
ストールされている非大域ゾーンの数に比例して増加するからです。

Solaris Live Upgradeを使ったアップグレード方法については、『Solaris 10 5/08
インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』のパー
ト I「Solaris Live Upgradeによるアップグレード」を参照してください。

■ sysidcfgファイルを作成します (sysidcfgファイルを使用してシステム構成情
報を事前設定する場合)。sysidcfgファイルの作成方法については、20ページ
の「sysidcfgファイルによる事前設定」を参照してください。

■ ネームサーバーを設定します (ネームサービスを使用してシステム構成情報を
事前設定する場合)。ネームサービスを使用して情報を事前設定する方法につ
いては、43ページの「ネームサービスによる事前設定」を参照してくださ
い。

■ プロファイルサーバー上の JumpStartディレクトリにプロファイルを作成しま
す (カスタム JumpStartインストールを使用する場合)。カスタム JumpStartイン
ストールの設定方法については、『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタ
ム JumpStart/上級編)』の第 3章「カスタム JumpStartインストールの準備 (作
業)」を参照してください。

この手順では、システムをネットワークからブートできることも前提としていま
す。

システムの電源を入れます。

適切な組み合わせでキーを押して、システムBIOSに入ります。

PXE対応ネットワークアダプタの中には、ブート時にしばらく表示されるプロンプ
トに対して特定のキーを押すと、PXEブートを実行する機能を持つものがありま
す。

ネットワークからブートするようにシステムBIOSで指定します。

ブートの優先順位を BIOSで設定する方法については、ハードウェアのマニュアルを
参照してください。

BIOSを終了します。

システムがネットワークからブートします。GRUBメニューが表示されます。

1

2

3

4
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注 –使用しているネットワークインストールサーバーの構成によっては、システムに
表示されるGRUBメニューが次の例と異なる場合があります。

GNU GRUB version 0.95 (631K lower / 2095488K upper memory)

+-----------------------------------------------------------------------------------------------------------+

| Solaris 10 5/08 /cdrom0

| |

| |

+-----------------------------------------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, or ’c’ for a command-line.

適切なインストールオプションを選択します。

■ ネットワーク経由で Solaris OSをインストールするには、メニューから適切な
Solarisエントリを選択して Enterキーを押します。

78ページの「x86: SPARCまたは x86 DVDメディアを使用して x86インストール
サーバーを作成する方法」で設定したネットワークインストールサーバーからイ
ンストールする場合は、このエントリを選択します。

■ 特定のブート引数を指定してネットワーク経由で Solaris OSをインストールする場
合は、次の手順に従います。

インストール中にデバイス構成を変更する場合は、87ページ
の「add_install_clientを実行してネットワークからインストールするシステム
を追加する方法 (DVD)」に説明されているように add_install_clientコマンドを
使用してあらかじめブート引数を設定していないと、特定のブート引数の設定が
必要な場合があります。

a. GRUBメニューで、編集するインストールオプションを選択してから、eキー
を押します。

GRUBメニューに、次のようなブートコマンドが表示されます。
kernel /I86pc.Solaris_10/multiboot kernel/unix \

-B install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot \

module /platform/i86pc/boot_archive

b. 矢印キーを使用して編集するブートエントリを選択してから、eキーを押しま
す。

編集するブートコマンドが、GRUB編集ウィンドウに表示されます。

5
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c. 使用するブート引数またはオプションを入力して、ブートコマンドを編集しま
す。

GRUB編集メニューでは、次のコマンド構文を使用します。
grub edit>kernel /image_directory/multiboot kernel/unix/ \

install [url|ask] -B options install_media=media_type

ブート引数およびコマンド構文の詳細については、表 8–1を参照してくださ
い。

d. 行なった編集を確定してGRUBメニューに戻るには、Enterキーを押します。

GRUBメニューが表示されます。ブートコマンドに行なった編集が表示されま
す。

e. インストールを開始するには、GRUBメニューに bと入力します。

デフォルトのブートディスクが、システムのインストールまたはアップグレードに
必要な条件を満たしているかどうかが検査されます。Solarisインストールがシステ
ム構成を検出できない場合は、不足している情報の入力を求めるプロンプトが表示
されます。

検査が完了すると、インストールの選択画面が表示されます。

インストールの種類を選択します。

インストールの選択画面には、次のオプションが表示されます。

Select the type of installation you want to perform:

1 Solaris Interactive

2 Custom JumpStart

3 Solaris Interactive Text (Desktop session)

4 Solaris Interactive Text (Console session)

5 Apply driver updates

6 Single user shell

Enter the number of your choice followed by the <ENTER> key.

Alternatively, enter custom boot arguments directly.

If you wait 30 seconds without typing anything,

an interactive installation will be started.

■ Solaris OSをインストールするには、次のいずれかの操作を行います。

■ Solarisの対話式インストールGUIを使ってインストールするには、1と入力し
てから Enterキーを押します。

6
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■ デスクトップセッションで対話式テキストインストーラを使ってインストール
するには、3と入力してから Enterキーを押します。

このインストールの種類を選択すると、デフォルトのGUIインストーラを無
効にしてテキストインストーラを実行します。

■ コンソールセッションで対話式テキストインストーラを使ってインストールす
るには、4と入力してから Enterキーを押します。

このインストールの種類を選択すると、デフォルトのGUIインストーラを無
効にしてテキストインストーラを実行します。

自動的なカスタム JumpStartインストール (オプション 2)を実行する場合は、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照してく
ださい。

SolarisインストールGUIおよびテキストインストーラの詳細は、『Solaris 10 5/08
インストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の「システム要件
と推奨事項」を参照してください。

システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されま
す。インストールプログラムが開始します。手順 7に進んでインストールを続行
してください。

■ インストールする前にシステム管理作業を実行する場合は、次のいずれかの操作
を行います。

■ ドライバを更新するか、インストール時更新 (ITU)をインストールする場合
は、更新するためのメディアを挿入して 5を入力し、Enterキーを押します。

使用するシステム上で Solaris OSを実行するために、ドライバの更新または
ITUのインストールが必要になる場合があります。ドライバの更新または ITU
のインストールを行う手順に従ってください。

■ システム管理作業を実行する場合は、6を入力してから、Enterキーを押しま
す。

インストールする前にシステム管理作業を実行する必要がある場合には、シン
グルユーザーシェルを起動します。インストールする前に実行できるシステム
管理作業については、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してくださ
い。

これらのシステム管理作業が完了すると、前の手順で表示されたオプションリス
トが表示されます。インストールを続行する場合は、適切なオプションを選択し
てください。

システム構成の質問に答えます。7
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■ すべてのシステム情報が事前設定されている場合は、構成情報の入力は求められ
ません。詳細については、第 2章システム構成情報の事前設定 (作業)を参照して
ください。

■ 事前設定されていないシステム情報がある場合は、『Solaris 10 5/08インストール
ガイド (インストールとアップグレードの計画)』の「インストール用のチェック
リスト」を参照して、構成の質問に答えてください。

注 –キーボードが自己識別型の場合は、インストール時にキー配列が自動的に設
定されます。キーボードが自己識別型でない場合は、インストール時にサポート
されているキー配列の一覧から選択できます。

詳細は、25ページの「keyboardキーワード」を参照してください。

注 –インストール時に、デフォルトのNFSv4ドメイン名を選択できます。あるい
は、カスタムのNFSv4ドメイン名を指定することもできます。詳細は、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の「インストール時に設定可能なNFSv4ドメイン名」を参照してください。

インストールGUIを使用している場合は、システム構成情報の確認が終わると、
「ようこそ (Welcome)」パネルが表示されます。

さらに質問が表示されたら、質問にすべて答えてインストールを完了します。

■ すべてのインストールオプションが事前設定されている場合は、インストールプ
ログラムからインストール情報の入力は求められません。詳細については、
第 2章システム構成情報の事前設定 (作業)を参照してください。

■ 事前設定されていないインストールオプションがある場合は、『Solaris 10 5/08イ
ンストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の「インストール用
のチェックリスト」を参照して、インストールの質問に答えてください。

システムがネットワーク経由でブートし、インストールされたら、次回以降は
ディスクドライブからブートするようにシステムに指示します。

注 –インストール後にシステムをブートすると、インストール済みのオペレーティン
グシステムの一覧がGRUBメニューに表示されますが、これには新しくインストー
ルした Solaris OSも含まれます。ブートするオペレーティングシステムを選択しま
す。新たに選択を行わなかった場合は、デフォルトの選択が読み込まれます。

8

9
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次の手順

使用するマシンに複数のオペレーティングシステムをインストールする場合、ブー
トするためには、それらのオペレーティングシステムをGRUBブートローダーに認
識させる必要があります。詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「GRUBメ
ニューを編集して Solarisのブート動作を変更する」を参照してください。

SolarisインストールGUIによる対話式インストールを完了させる方法については、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (基本編)』の「GRUB付き Solarisインストールプ
ログラムを使用してインストールまたはアップグレードを行う方法」を参照してく
ださい。

参考

参照
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CDメディアを使用したネットワークイ
ンストール (作業)

この章では、ネットワーク上で Solarisソフトウェアをインストールする準備として
CDメディアを使用してネットワークとシステムを設定する方法を説明します。
ネットワークインストールを使用すると、Solaris最新リリースディスクイメージに
アクセスできるシステム (インストールサーバーと呼ばれる)から、ネットワーク上
のほかのシステムに Solarisソフトウェアをインストールできます。ユーザーは、ま
ずCDメディアの内容をインストールサーバーのハードディスクにコピーする必要が
あります。これで、任意の Solarisインストール方法を使用して Solarisソフトウェア
をネットワーク上でインストールできます。この章の内容は次のとおりです。

■ 104ページの「作業マップ: CDメディアを使用したネットワークインストール」
■ 106ページの「SPARC: CDメディアによる SPARCインストールサーバーの作成」
■ 115ページの「x86: CDメディアによる x86インストールサーバーの作成」
■ 121ページの「クロスプラットフォームのCDメディアを使用したインストール
サーバーの作成」

■ 127ページの「CDイメージを使用したサブネット上でのブートサーバーの作成」
■ 129ページの「CDイメージを使用してネットワークからインストールするシステ
ムの追加」

■ 135ページの「CDイメージを使用したネットワークからのシステムのインストー
ル」

6第 6 章

103



注 – Solaris 10 11/06以降のリリースでは、初期インストールのときにネットワークセ
キュリティー設定を変更することができ、Secure Shellを除くすべてのネットワーク
サービスを無効にしたり、応答する要求をローカル要求だけに制限することができ
ます。このセキュリティーオプションを使用できるのは最初のインストールのとき
だけで、アップグレード時には使用できません。アップグレードでは、以前に設定
したサービスがそのまま移行されます。ただし netservicesコマンドを使用すれば、
必要に応じてアップグレード後にネットワークサービスを制限することができま
す。詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの
計画)』の「ネットワークセキュリティーの計画」を参照してください。

ネットワークサービスは、netservices openコマンドを使用するか、SMFコマンド
を使用して個別にサービスを有効にする方法で、インストール後に有効にすること
ができます。詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグ
レードの計画)』の「インストール後のセキュリティー設定の修正」を参照してくだ
さい。

作業マップ: CDメディアを使用したネットワークインス
トール

表 6–1 作業マップ: CDメディアを使用したインストールサーバーの設定

作業 説明 参照先

(x86のみ):システムが
PXEをサポートする
ことを確認します。

ネットワーク経由で x86システムをインス
トールする場合、使用しているマシンがロー
カルブートメディアを使用せずに PXEを使用
してブートできることを確認してください。

使用している x86マシンが PXEをサポートし
ていない場合は、ローカルのDVDかCDから
システムをブートする必要があります。

ハードウェア製造元のマ
ニュアルかシステムの
BIOSを調べてください。

インストール方法を
選択します。

Solaris OSは、複数のインストールまたは
アップグレード方法を提供します。インス
トール環境に最も適した方法を選択してくだ
さい。

『Solaris 10 5/08インス
トールガイド (インストー
ルとアップグレードの計
画)』の「Solarisインス
トール方法の選択」
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表 6–1 作業マップ: CDメディアを使用したインストールサーバーの設定 (続き)
作業 説明 参照先

システム情報を収集
します。

チェックリストやワークシートを使って、イ
ンストールやアップグレードに必要なすべて
の情報を収集します。

『Solaris 10 5/08インス
トールガイド (インストー
ルとアップグレードの計
画)』の第 5章「インス
トールやアップグレード
の前に収集すべき情報 (計
画)」

(省略可能)システム構
成情報を事前設定し
ます。

インストールやアップグレードの際に情報を
入力する手間を省くために、システム構成情
報を事前に設定しておくことができます。

第 2章システム構成情報
の事前設定 (作業)

インストールサー
バーを作成します。

setup_install_server(1M)コマンドを使用し
て Solaris SOFTWARE - 1 CDをインストール
サーバーのハードディスクにコピーします。

次に、add_to_install_server(1M)コマンドを
使用して、追加の Solaris SOFTWARE CDと
Solaris LANGUAGES CDをインストールサー
バーのハードディスクにコピーします。

■ 106ページの「SPARC:
CDメディアによる
SPARCインストール
サーバーの作成」

■ 115ページの「x86: x86
CDメディアを使用し
て x86インストール
サーバーを作成する
方法」

■ 121ページの「クロス
プラットフォームの
CDメディアを使用し
たインストールサー
バーの作成」

(省略可能)ブートサー
バーを作成します。

インストールサーバーと異なるサブネット上
にあるシステムをネットワークからインス
トールする場合、システムをブートするため
のブートサーバーをサブネット上に作成する
必要があります。ブートサーバーを設定する
には、setup_install_serverコマンドを -bオ
プションを付けて実行します。DHCP
(Dynamic Host Configuration Protocol)を使用す
る場合は、ブートサーバーは必要ありませ
ん。

127ページの「CDイメー
ジを使用したサブネット
上でのブートサーバーの
作成」

ネットワークからイ
ンストールするシス
テムを追加します。

add_install_clientコマンドを使用して、
ネットワークからインストールする各システ
ムを設定します。インストールする各システ
ムには、ネットワーク上にあるインストール
サーバー、ブートサーバー、および構成情報
を認識させる必要があります。

129ページの「CDイメー
ジを使用してネットワー
クからインストールする
システムの追加」
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表 6–1 作業マップ: CDメディアを使用したインストールサーバーの設定 (続き)
作業 説明 参照先

(省略可能) DHCPサー
バーを構成します。

DHCPを使用してシステムの構成およびイン
ストールパラメータの設定を行う場合は、
DHCPサーバーを構成して、インストール方
法に適したオプションおよびマクロを作成し
ます。

注 – PXEを使用してネットワークから x86シス
テムをインストールする場合は、DHCPサー
バーを構成する必要があります。

『Solarisのシステム管理
(IPサービス)』の第 13
章「DHCPサービスの使
用計画 (手順)」

47ページの「DHCPサー
ビスによるシステム構成
情報の事前設定 (作業)」

ネットワーク経由で
システムをインス
トールします。

ネットワークからシステムをブートして、イ
ンストールを開始します。

135ページの「CDイメー
ジを使用したネットワー
クからのシステムのイン
ストール」

SPARC: CDメディアによる SPARCインストールサーバー
の作成

インストールサーバーには、ネットワーク上でシステムをインストールするために
必要なインストールイメージが含まれます。Solarisソフトウェアをネットワークか
らインストールするためには、インストールサーバーを作成する必要があります。
必ずしも個別のブートサーバーを設定する必要はありません。

■ DHCPを使用してインストールパラメータを設定する場合や、インストールサー
バーとクライアントが同じサブネット上に存在する場合は、個別のブートサー
バーは不要です。

■ インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上に存在せず、DHCPを
使用していない場合は、サブネットごとにブートサーバーを作成する必要があり
ます。サブネットごとにインストールサーバーを作成することもできますが、イ
ンストールサーバーはより多くのディスク容量を必要とします。

▼ SPARC: SPARC CDメディアまたは x86 CDメディア
を使用して SPARCインストールサーバーを作成す
る方法
SPARC CDメディアまたは x86 CDメディアを使用して SPARCインストールサーバー
を作成するには、この手順を使用します。
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注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。メディアの管理にボリュームマネージャーを使用していない場合は、『Solaris
のシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』を参照してください。

インストールサーバーとして使用するシステム上で、スーパーユーザーになるか、
同等の役割になります。

このシステムにはCD-ROMドライブが必要です。さらに、システムは、このサイト
のネットワークに接続されネームサービスに登録されている必要があります。ネー
ムサービスを使用する場合は、システムがすでにNIS、NIS+、DNS、LDAPのいずれ
かのネームサービスに登録されていなければなりません。ネームサービスを使用し
ない場合は、サイトのポリシーに従ってシステムの情報を供給する必要がありま
す。

Solaris SOFTWARE - 1 CDをシステムのドライブに挿入します。

CDイメージ用のディレクトリを作成します。
# mkdir -p install_dir_path

install_dir_path CDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

マウントされたディスクの Toolsディレクトリに移動します。

■ Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)からインストールイメージを作成している場合
は、次のコマンドを入力します。
# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

■ Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)からインストールイメージを作成している場合は、
次のコマンドを入力します。
# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

ドライブ内のイメージをインストールサーバーのハードディスクにコピーします。
# ./setup_install_server install_dir_path

install_dir_path CDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

注 – setup_install_serverコマンドは、Solaris SOFTWAREのディスクイメージをコ
ピーする十分なディスク容量があるかどうかを調べます。利用できるディスク容量
を調べるには、df -klコマンドを使用します。
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ほかのシステムがインストールサーバーをマウントできるように設定する必要があ
るかどうかを判断します。

■ インストールサーバーとクライアント (インストールしているシステム)が同じサ
ブネット上にある場合、あるいは、DHCPを使用している場合、ブートサーバー
を作成する必要はありません。手順 7に進みます。

■ インストールサーバーがインストールするシステムと同じサブネット上に存在せ
ず、DHCPを使用していない場合は、次の手順を実行してください。

a. インストールサーバーのイメージへのパスが適切に共有されていることを確認
します。
# share | grep install_dir_path

install_dir_path CDイメージがコピーされているインストールイ
メージへのパスを指定します。

■ インストールサーバーのディレクトリへのパスが表示されて、anon=0がオ
プションに表示される場合、手順 7に進みます。

■ インストールサーバーのディレクトリのパスが表示されないか、オプ
ション内に anon=0と示されない場合は、次の作業へ進みます。

b. 次のエントリを /etc/dfs/dfstabファイルに追加し、インストールサーバーが
利用できるように設定します。
share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" install_dir_path

c. nfsdデーモンが動作していることを確認します。

■ インストールサーバーで Solaris最新リリースまたはその互換バージョンが
実行されている場合は、次のコマンドを入力します。
# svcs -l svc:/network/nfs/server:default

nfsdデーモンが稼働している場合は、手順 dに進みます。nfsdデーモンが
稼働していない場合は、このデーモンを起動します。

# svcadm enable svc:/network/nfs/server

■ インストールサーバーで Solaris 9 OSまたはその互換バージョンが実行され
ている場合は、次のコマンドを入力します。
# ps -ef | grep nfsd

6
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nfsdデーモンが稼働している場合は、手順 dに進みます。nfsdデーモンが
稼働していない場合は、このデーモンを起動します。

# /etc/init.d/nfs.server start

d. インストールサーバーを共有します。
# shareall

ルート (/)ディレクトリへ移動します。
# cd /

Solaris SOFTWARE - 1 CDを取り出します。

Solaris SOFTWARE - 2 CDをシステムのCD-ROMドライブに挿入します。

マウントされたCDの Toolsディレクトリに移動します。

a. Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)からインストールイメージを作成している場合
は、次のコマンドを入力します。
# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

b. Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)からインストールイメージを作成している場合は、
次のコマンドを入力します。
# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

CD-ROMドライブ内のCDをインストールサーバーのハードディスクにコピーしま
す。
# ./add_to_install_server install_dir_path

install_dir_path CDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

ルート (/)ディレクトリへ移動します。
# cd /

Solaris SOFTWARE - 2 CDを取り出します。

インストールする Solaris SOFTWARE CDごとに、手順 9から手順 13を繰り返します。

Solaris LANGUAGES CDをシステムのCD-ROMドライブに挿入します。

マウントされたCDの Toolsディレクトリに移動します。

■ SPARC CDメディアの場合、次のように入力します。
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# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

■ x86 CDメディアの場合、次のように入力します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

CD-ROMドライブ内のCDをインストールサーバーのハードディスクにコピーしま
す。
# ./add_to_install_server install_dir_path

install_dir_path CDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

ルート (/)ディレクトリへ移動します。
# cd /

(省略可能) setup_install_serverによって作成されたネットインストールイメージ上
のミニルート内のファイルにパッチを適用します。ブートイメージに問題がある場
合は、ファイルにパッチを適用する必要があります。

■ SPARCベースのインストールイメージの場合は、patchadd -Cコマンドを使用して
ミニルート内のファイルにパッチを適用します。
# patchadd -C install_dir_path path-to-patch/patch-id

install_dir_path ネットワークインストールのミニルートのパスを指定します。

path-to-patch たとえば /var/sadm/spoolのように、追加するパッチのパスを
指定します。

patch-id 適用するパッチ IDを指定します。

注意 – patchadd -Cを使用する前には必ず、パッチの READMEを読むか、ご購入先に
おたずねください。

■ x86ベースのインストールイメージの場合は、次の手順に従って x86ネットワーク
インストールのミニルートにパッチを適用します。

注 –次の手順では、ネットワーク上に x86システム版 Solaris最新リリースが実行
されているシステムがあり、そのシステムにネットワークを経由してアクセスで
きると仮定しています。

a. x86システム版 Solaris最新リリースが実行されているシステム上で、スーパー
ユーザーとしてログインするか、同等の役割になります。
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b. 手順 4で作成したインストールイメージの Toolsディレクトリに移動します。
# cd install-server-path/install-dir-path/Solaris_10/Tools

install-server-path たとえば /net/installserver-1のように、ネットワーク上
のインストールサーバーシステムへのパスを指定します。

c. 新しいインストールイメージを作成し、そのイメージを x86システム版 Solaris
最新リリースが実行されているシステム上に置きます。
# ./setup_install_server remote_install_dir_path

remote_install_dir_path 新しいインストールイメージを作成する、x86システ
ム版 Solaris最新リリース上のパスを指定します。

このコマンドにより、x86システム版 Solaris最新リリース上に新しいインス
トールイメージが作成されます。このイメージにパッチを適用するには、この
イメージを x86システム版 Solaris最新リリースが実行されているシステム上に
一時的に置く必要があります。

d. x86システム版 Solaris最新リリース上で、ネットワークインストールのブート
アーカイブを展開します。
# /boot/solaris/bin/root_archive unpackmedia remote_install_dir_path \

destination_dir

remote_install_dir_path x86システム版 Solaris最新リリース上の x86ネット
ワークインストールイメージへのパスを指定しま
す。

destination_dir 展開されたブートアーカイブを含むディレクトリの
パスを指定します。

e. x86システム版 Solaris最新リリース上で、展開されたブートアーカイブに
パッチを適用します。
# patchadd -C destination_dir path-to-patch/patch-id

path-to-patch たとえば /var/sadm/spoolのように、追加するパッチのパスを
指定します。

patch-id 適用するパッチ IDを指定します。

patchadd -Mコマンドを使用すると、複数のパッチを指定でき
ます。詳細は、patchadd(1M)のマニュアルページを参照して
ください。

注意 – patchadd -Cを使用する前には必ず、パッチの READMEを読むか、ご購入
先におたずねください。

SPARC: CDメディアによる SPARCインストールサーバーの作成

第 6章 • CDメディアを使用したネットワークインストール (作業) 111



f. x86システム版 Solaris最新リリース上で、x86ブートアーカイブを圧縮しま
す。
# /boot/solaris/bin/root_archive packmedia destination_dir \

remote_install_dir_path

g. パッチを適用したミニルートをインストールサーバー上のインストールイメー
ジにコピーします。
# cp remote_install_dir_path/boot/x86.miniroot \

install-server-path/install_dir_path/boot/x86.miniroot

ブートサーバーを作成する必要があるかどうかを判断します。

■ DHCPを使用しているか、あるいはインストール対象のシステムと同じサブ
ネット上にインストールサーバーが存在する場合は、ブートサーバーを作成する
必要はありません。129ページの「CDイメージを使用してネットワークからイン
ストールするシステムの追加」に進みます。

■ DHCPを使用しておらず、インストールサーバーとクライアントが異なるサブ
ネット上にある場合は、ブートサーバーを作成する必要があります。127ページ
の「CDイメージを使用したサブネット上でのブートサーバーの作成」に進みま
す。

SPARC: SPARC CDメディアを使用して SPARCインストールサーバーを作成
する

次の例は、インストールサーバーの /export/home/cdsparcディレクトリに次のCDを
コピーしてインストールサーバーを作成する方法を示しています。この例では、イ
ンストールサーバーで Solaris最新リリースが実行されていると仮定します。

■ Solaris SOFTWARE CD (SPARC版)
■ Solaris LANGUAGES CD (SPARC版)

Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)をシステムのCD-ROMドライブに挿入します。

# mkdir -p /export/home/cdsparc

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

# ./setup_install_server /export/home/cdsparc

■ 個別のブートサーバーがある場合は、次の手順を追加します。

1. 次のパスを /etc/dfs/dfstabファイルに追加します。

share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" \

/export/home/cdsparc

20
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2. nfsdデーモンが稼働しているかどうかを確認します。nfsdデーモンが稼働し
ていない場合、このデーモンを起動して共有します。

# svcs -l svc:/network/nfs/server:default

# svcadm enable svc:/network/nfs/server

# shareall

3. 引き続き、次の手順を実行します。
■ ブートサーバーが不要であるか、個別のブートサーバーを設定する手順を完了し
ている場合は、作業を続行します。

# cd /

Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)を取り出します。CD-ROMドライブに Solaris
SOFTWARE - 2 CD (SPARC版)を挿入します。

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

# ./add_to_install_server /export/home/cdsparc

# cd /

インストールする Solaris SOFTWARE CDごとに、前述のコマンドを繰り返します。

CD-ROMドライブに Solaris LANGUAGES CD (SPARC版)を挿入します。

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

# ./add_to_install_server /export/home/cdsparc

x86 CDメディアを使用して SPARCインストールサーバーを作成する

次の例を使用して SPARCベースのインストールサーバー上に x86ネットワークイン
ストールイメージを作成します。次の例では、Solaris SOFTWARE CD (x86版)をイン
ストールサーバーの /export/home/cdx86ディレクトリにコピーしてクロスプラット
フォームのインストールサーバーを作成する方法を説明します。この例では、イン
ストールサーバーで Solaris最新リリースが実行されていると仮定します。

■ Solaris SOFTWARE CD (x86版)
■ Solaris LANGUAGES CD (x86版)

Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)をシステムのCD-ROMドライブに挿入します。

# mkdir -p /export/home/cdsparc

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

# ./setup_install_server /export/home/cdsparc

■ 個別のブートサーバーがある場合は、次の手順を追加します。

1. 次のパスを /etc/dfs/dfstabファイルに追加します。
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share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" \

/export/home/cdsparc

2. nfsdデーモンが稼働しているかどうかを確認します。nfsdデーモンが稼働し
ていない場合、このデーモンを起動して共有します。

# svcs -l svc:/network/nfs/server:default

# svcadm enable svc:/network/nfs/server

# shareall

3. 引き続き、次の手順を実行します。
■ ブートサーバーが不要であるか、個別のブートサーバーを設定する手順を完了し
ている場合は、作業を続行します。

# cd /

Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)を取り出します。CD-ROMドライブに Solaris
SOFTWARE - 2 CD (x86版)を挿入します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

# ./add_to_install_server /export/home/cdsparc

# cd /

インストールする Solaris SOFTWARE CD (x86版)ごとに、前述のコマンドを繰り返し
ます。

CD-ROMドライブに Solaris LANGUAGES CD (x86版)を挿入します。

# cd /cdrom/cdrom0/Tools

# ./add_to_install_server /export/home/cdsparc

インストールの続行

インストールサーバーを設定したあと、クライアントをインストールクライアント
として追加する必要があります。ネットワーク経由でインストールするクライアン
トシステムの追加方法については、129ページの「CDイメージを使用してネット
ワークからインストールするシステムの追加」を参照してください。

DHCPを使用しておらず、クライアントシステムがインストールサーバーとは異な
るサブネット上にある場合は、ブートサーバーを作成する必要があります。詳細
は、127ページの「CDイメージを使用したサブネット上でのブートサーバーの作
成」を参照してください。

setup_install_serverコマンドと add_to_install_serverコマンドの詳細は、
install_scripts(1M)のマニュアルページを参照してください。

参考

参照
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x86: CDメディアによる x86インストールサーバーの作成
インストールサーバーには、ネットワーク上でシステムをインストールするために
必要なインストールイメージが含まれます。Solarisソフトウェアをネットワークか
らインストールするためには、インストールサーバーを作成する必要があります。
必ずしも個別のブートサーバーを設定する必要はありません。

■ DHCPを使用してインストールパラメータを設定する場合や、インストールサー
バーとクライアントが同じサブネット上に存在する場合は、個別のブートサー
バーは不要です。

■ インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上に存在せず、DHCPを
使用していない場合は、サブネットごとにブートサーバーを作成する必要があり
ます。サブネットごとにインストールサーバーを作成することもできますが、イ
ンストールサーバーはより多くのディスク容量を必要とします。

▼ x86: x86 CDメディアを使用して x86インストール
サーバーを作成する方法
ここでは、x86 CDメディアを使用して x86インストールサーバーを作成する方法を
説明します。

SPARCネットワークインストールイメージを作成する場合は、106ページ
の「SPARC: SPARC CDメディアまたは x86 CDメディアを使用して SPARCインストー
ルサーバーを作成する方法」を参照してください。

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。メディアの管理にボリュームマネージャーを使用していない場合は、『Solaris
のシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』を参照してください。

インストールサーバーとして使用するシステム上で、スーパーユーザーになるか、
同等の役割になります。

このシステムにはCD-ROMドライブが必要です。さらに、システムは、このサイト
のネットワークに接続されネームサービスに登録されている必要があります。ネー
ムサービスを使用する場合は、システムがすでにNIS、NIS+、DNS、LDAPのいずれ
かのネームサービスに登録されていなければなりません。ネームサービスを使用し
ない場合は、サイトのポリシーに従ってシステムの情報を供給する必要がありま
す。

Solaris SOFTWARE - 1 CDをシステムのドライブに挿入します。
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CDイメージ用のディレクトリを作成します。
# mkdir -p install_dir_path

install_dir_path CDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

マウントされたディスクの Toolsディレクトリに移動します。
# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

上の例では、cdrom0は、Solaris OSのCDメディアが入っているドライブへのパスで
す。

ドライブ内のイメージをインストールサーバーのハードディスクにコピーします。
# ./setup_install_server install_dir_path

install_dir_path CDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

注 – setup_install_serverコマンドは、Solaris SOFTWAREのディスクイメージをコ
ピーする十分なディスク容量があるかどうかを調べます。利用できるディスク容量
を調べるには、df -klコマンドを使用します。

ほかのシステムがインストールサーバーをマウントできるように設定する必要があ
るかどうかを判断します。

■ インストールサーバーとクライアント (インストールしているシステム)が同じサ
ブネット上にある場合、あるいは、DHCPを使用している場合、ブートサーバー
を作成する必要はありません。手順 7に進みます。

■ インストールサーバーがインストールするシステムと同じサブネット上に存在せ
ず、DHCPを使用していない場合は、次の手順を実行してください。

a. インストールサーバーのイメージへのパスが適切に共有されていることを確認
します。
# share | grep install_dir_path

install_dir_path CDイメージがコピーされているインストールイ
メージへのパスを指定します。

■ インストールサーバーのディレクトリへのパスが表示されて、anon=0がオ
プションに表示される場合、手順 7に進みます。

■ インストールサーバーのディレクトリのパスが表示されないか、オプ
ション内に anon=0と示されない場合は、次の作業へ進みます。
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b. 次のエントリを /etc/dfs/dfstabファイルに追加し、インストールサーバーが
利用できるように設定します。
share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" install_dir_path

c. nfsdデーモンが動作していることを確認します。

■ インストールサーバーで Solaris最新リリースまたはその互換バージョンが
実行されている場合は、次のコマンドを入力します。
# svcs -l svc:/network/nfs/server:default

nfsdデーモンが稼働している場合は、手順 dに進みます。nfsdデーモンが
稼働していない場合は、このデーモンを起動します。

# svcadm enable svc:/network/nfs/server

■ インストールサーバーで Solaris 9 OSまたはその互換バージョンが実行され
ている場合は、次のコマンドを入力します。
# ps -ef | grep nfsd

nfsdデーモンが稼働している場合は、手順 dに進みます。nfsdデーモンが
稼働していない場合は、このデーモンを起動します。

# /etc/init.d/nfs.server start

d. インストールサーバーを共有します。
# shareall

ルート (/)ディレクトリへ移動します。
# cd /

Solaris SOFTWARE - 1 CDを取り出します。

Solaris SOFTWARE - 2 CDをシステムのCD-ROMドライブに挿入します。

マウントされたCDの Toolsディレクトリに移動します。
# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

CD-ROMドライブ内のCDをインストールサーバーのハードディスクにコピーしま
す。
# ./add_to_install_server install_dir_path

install_dir_path CDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

7

8

9

10

11

x86: CDメディアによる x86インストールサーバーの作成

第 6章 • CDメディアを使用したネットワークインストール (作業) 117



ルート (/)ディレクトリへ移動します。
# cd /

Solaris SOFTWARE - 2 CDを取り出します。

インストールする Solaris SOFTWARE CDごとに、手順 9から手順 13を繰り返します。

Solaris LANGUAGES CDをシステムのCD-ROMドライブに挿入します。

マウントされたCDの Toolsディレクトリに移動します。
# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

CD-ROMドライブ内のCDをインストールサーバーのハードディスクにコピーしま
す。
# ./add_to_install_server install_dir_path

install_dir_path CDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

ルート (/)ディレクトリへ移動します。
# cd /

setup_install_serverによって作成されたネットインストールイメージ上のミニルー
ト内のファイルにパッチを適用します。ブートイメージに問題がある場合は、
ファイルにパッチを適用する必要があります。次のサブ手順に従って x86ネットワー
クインストールのミニルートにパッチを適用します。

a. インストールサーバーで x86システム版 Solaris最新リリースが実行されていない
場合は、x86システム版 Solaris最新リリースが実行されているネットワーク上の
別のシステムに、スーパーユーザーとしてログインします。

x86版 Solaris最新リリースのミニルートにパッチを適用するには、使用している
システムで x86システム版 Solaris最新リリースが実行されている必要がありま
す。

b. 手順 5で作成したインストールイメージの Toolsディレクトリに移動します。
# cd install-server-path/install-dir-path/Solaris_10/Tools

install-server-path たとえば /net/installserver-1のように、ネットワーク上の
インストールサーバーシステムへのパスを指定します。

c. 新しいインストールイメージを作成し、そのイメージを x86システム版 Solaris最
新リリースが実行されているシステム上に置きます。
# ./setup_install_server remote_install_dir_path
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remote_install_dir_path 新しいインストールイメージを作成する、x86システム
版 Solaris最新リリース上のパスを指定します。

このコマンドにより、x86システム版 Solaris最新リリース上に新しいインストー
ルイメージが作成されます。このイメージにパッチを適用するには、このイメー
ジを x86システム版 Solaris最新リリースが実行されているシステム上に一時的に
置く必要があります。

d. ネットワークインストールのブートアーカイブを展開します。
# /boot/solaris/bin/root_archive unpackmedia install_dir_path \

destination_dir

install_dir_path x86ネットワークインストールイメージのパスを指定します。

destination_dir 展開されたブートアーカイブを含むディレクトリのパスを指定
します。

e. 展開されたブートアーカイブにパッチを適用します。
# patchadd -C destination_dir path-to-patch/patch-id

path-to-patch たとえば /var/sadm/spoolのように、追加するパッチのパスを指
定します。

patch-id 適用するパッチ IDを指定します。

patchadd -Mコマンドを使用すると、複数のパッチを指定できま
す。詳細は、patchadd(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

注意 – patchadd -Cを使用する前には必ず、パッチの READMEを読むか、ご購入先に
おたずねください。

f. x86ブートアーカイブを圧縮します。
# /boot/solaris/bin/root_archive packmedia destination_dir \

install_dir_path

g. 必要に応じて、パッチを適用したミニルートをインストールサーバー上のインス
トールイメージにコピーします。

リモートの x86システム版 Solaris最新リリース上のミニルートにパッチを適用し
た場合は、パッチを適用したそのミニルートをインストールサーバーにコピーす
る必要があります。
# cp remote_install_dir_path/boot/x86.miniroot \

install-server-path/install_dir_path/boot/x86.miniroot
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ブートサーバーを作成する必要があるかどうかを判断します。

■ DHCPを使用しているか、あるいはインストール対象のシステムと同じサブ
ネット上にインストールサーバーが存在する場合は、ブートサーバーを作成する
必要はありません。129ページの「CDイメージを使用してネットワークからイン
ストールするシステムの追加」に進みます。

■ DHCPを使用しておらず、インストールサーバーとクライアントが異なるサブ
ネット上にある場合は、ブートサーバーを作成する必要があります。127ページ
の「CDイメージを使用したサブネット上でのブートサーバーの作成」に進みま
す。

x86: x86 CDメディアによる x86インストールサーバーの作成

次の例は、インストールサーバーの /export/home/cdx86ディレクトリに次のCDをコ
ピーしてインストールサーバーを作成する方法を示しています。この例では、イン
ストールサーバーで Solaris最新リリースが実行されていると仮定します。

■ Solaris SOFTWARE CD (x86版)
■ Solaris LANGUAGES CD (x86版)

Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)をシステムのCD-ROMドライブに挿入します。

インストールサーバーを設定する。

# mkdir -p /export/home/dvdx86

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

# ./setup_install_server /export/home/cdx86

■ 個別のブートサーバーがある場合は、次の手順を追加します。

1. 次のパスを /etc/dfs/dfstabファイルに追加します。

share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" \

/export/home/cdx86

2. nfsdデーモンが稼働しているかどうかを確認します。nfsdデーモンが稼働し
ていない場合、このデーモンを起動して共有します。

# svcs -l svc:/network/nfs/server:default

# svcadm enable svc:/network/nfs/server

# shareall

3. 引き続き、次の手順を実行します。
■ ブートサーバーが不要であるか、個別のブートサーバーを設定する手順を完了し
ている場合は、作業を続行します。
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# cd /

Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)を取り出します。CD-ROMドライブに Solaris
SOFTWARE - 2 CD (x86版)を挿入します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

# ./add_to_install_server /export/home/cdx86

# cd /

インストールする Solaris SOFTWARE CDごとに、前述のコマンドを繰り返します。

CD-ROMドライブに Solaris LANGUAGES CD (x86版)を挿入します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

# ./add_to_install_server /export/home/cdx86

インストールの続行

インストールサーバーを設定したあと、クライアントをインストールクライアント
として追加する必要があります。ネットワーク経由でインストールするクライアン
トシステムの追加方法については、129ページの「CDイメージを使用してネット
ワークからインストールするシステムの追加」を参照してください。

DHCPを使用しておらず、クライアントシステムがインストールサーバーとは異な
るサブネット上にある場合は、ブートサーバーを作成する必要があります。詳細
は、127ページの「CDイメージを使用したサブネット上でのブートサーバーの作
成」を参照してください。

setup_install_serverコマンドと add_to_install_serverコマンドの詳細は、
install_scripts(1M)のマニュアルページを参照してください。

クロスプラットフォームのCDメディアを使用したイン
ストールサーバーの作成

この節では、SPARCシステム上に x86ネットワークインストールイメージを作成す
る方法について説明します。

x86 CDメディアを使用して SPARCインストールサーバーを作成するために、リモー
トの x86システムは必要ありません。詳細については、106ページの「SPARC: SPARC
CDメディアまたは x86 CDメディアを使用して SPARCインストールサーバーを作成
する方法」を参照してください。

参考

参照
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▼ SPARC CDメディアを使用して x86システムに
SPARCインストールサーバーを作成する方法
ここでは、SPARC CDメディアを使用して x86システム上に SPARCインストールサー
バーを作成する手順を説明します。

この手順では、x86-systemはインストールサーバーとなる x86システムを、
remote-SPARC-systemは SPARC CDメディアを使用するリモート SPARCシステムを表
します。

この作業を行うには、次のものが必要です。

■ x86システム
■ CD-ROMドライブを備えた SPARCシステム
■ リモート SPARCシステム用のCDセット

■ Solaris SOFTWARE CD (SPARC版)
■ Solaris LANGUAGES CD (SPARC版)

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。メディアの管理にボリュームマネージャーを使用していない場合は、『Solaris
のシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』を参照してください。

リモート SPARCシステム上で、スーパーユーザーになるか、同等の役割になりま
す。

このシステムにはCD-ROMドライブが必要です。さらに、システムは、このサイト
のネットワークに接続されネームサービスに登録されている必要があります。ネー
ムサービスを使用する場合、システムのネームサービスは、NIS、NIS+、DNS、
LDAPのいずれかでなければなりません。ネームサービスを使用しない場合は、サイ
トのポリシーに従ってシステムの情報を供給する必要があります。

リモート SPARCシステム上で、システムのドライブに Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC
版)を挿入します。

リモート SPARCシステム上で、次のエントリを /etc/dfs/dfstabファイルに追加しま
す。
share -F nfs -o ro,anon=0 /cdrom/cdrom0/s0

share -F nfs -o ro,anon=0 /cdrom/cdrom0/s1

始める前に
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リモート SPARCシステム上で、NFSデーモンを起動します。

■ インストールサーバーで Solaris最新リリースまたはその互換バージョンが実行さ
れている場合は、次のコマンドを入力します。
remote-SPARC-system# svcadm enable svc:/network/nfs/server

■ インストールサーバーで Solaris 9 OSまたはその互換バージョンが実行されている
場合は、次のコマンドを入力します。
remote-SPARC-system# /etc/init.d/nfs.server start

リモート SPARCシステム上で shareコマンドを実行し、ほかのシステムがCDを利用
可能であることを確認します。
remote-SPARC-system# share

- /cdrom/cdrom0/s0 ro,anon=0 " "
- /cdrom/cdrom0/s1 ro,anon=0 " "

前のサンプル出力では、cdrom0は、SPARCベースのシステム上の Solaris最新リリー
スを指します。このテキスト文字列は、Solaris OSのバージョンによって異なりま
す。

SPARCインストールサーバーになる x86システム上で、スーパーユーザーになるか、
同等の役割になります。

CDがリモート x86システム上で適切にエクスポートされていることを確認します。
x86-system# showmount -e remote-SPARC-system
export list for remote-SPARC-system:

/cdrom/cdrom0/s0 (everyone)

/cdrom/cdrom0/s1 (everyone)

x86システム上で、マウントされたディスクの Toolsディレクトリに移動します。
x86-system# cd /net/remote-SPARC-system/cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

x86システム上で、インストールサーバーのハードディスク内の、
setup_install_serverコマンドを使用して作成したディレクトリにドライブ内の
ディスクをコピーします。
x86-system# ./setup_install_server install_dir_path

install_dir_path ディスクイメージをコピーするディレクトリを指定します。空の
ディレクトリを指定してください。

注 – setup_install_serverコマンドは、Solaris SOFTWAREのディスクイメージをコ
ピーする十分なディスク容量があるかどうかを調べます。利用できるディスク容量
を調べるには、df -klコマンドを使用します。
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x86システム上で、トップディレクトリに移動します。
x86-system# cd /

x86システム上で、両方のディレクトリのマウントを解除します。
x86-system# umount /net/remote-SPARC-system/cdrom/cdrom0/s0

x86-system# umount /net/remote-SPARC-system/cdrom/cdrom0/s1

SPARCシステム上で、両方のCD-ROMスライスの共有を解除します。
remote-SPARC-system# unshare /cdrom/cdrom0/s0

remote-SPARC-system# unshare /cdrom/cdrom0/s1

SPARCシステム上で、Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)を取り出します。

Solaris SOFTWARE - 2 CD (SPARC版)を x86システムのCD-ROMドライブに挿入します。

x86システム上で、マウントされたCDの Toolsディレクトリに移動します。
x86-system# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

x86システム上で、CDをインストールサーバーのハードディスクにコピーします。
x86-system# ./add_to_install_server install_dir_path

install_dir_path CDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

Solaris SOFTWARE - 2 CD (SPARC版)を取り出します。

インストールする Solaris SOFTWARE CDごとに、手順 14から手順 17を繰り返します。

x86システム上で、Solaris LANGUAGES CD (SPARC版)を x86システムのCD-ROMドライブ
に挿入し、CDをマウントします。

x86システム上で、マウントされたCDの Toolsディレクトリに移動します。
x86-system# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

x86システム上で、CDをインストールサーバーのハードディスクにコピーします。
x86-system# ./add_to_install_server install_dir_path

install_dir_path CDイメージをコピーするディレクトリを指定します。
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setup_install_serverによって作成されたネットインストールイメージ上のミニルー
ト (Solaris_10/Tools/Boot)にあるファイルにパッチを適用するか決定します。

■ 適用しない場合は、次の手順に進みます。

■ 適用する場合は、patchadd -Cコマンドを使用して、ミニルートにあるファイルに
パッチを適用します。

注意 – patchadd -Cを使用する前には必ず、パッチの READMEを読むか、ご購入先に
おたずねください。

ブートサーバーを作成する必要があるかどうかを判断します。

■ インストールサーバーとクライアント (インストールしているシステム)が同じサ
ブネット上にある場合、あるいは、DHCPを使用している場合、ブートサーバー
を作成する必要はありません。129ページの「CDイメージを使用してネットワー
クからインストールするシステムの追加」を参照してください。

■ インストールサーバーがインストールするシステムと同じサブネット上に存在せ
ず、DHCPを使用していない場合は、ブートサーバーを作成する必要がありま
す。ブートサーバーの作成方法については、127ページの「CDイメージを使用し
てサブネット上にブートサーバーを作成する方法」を参照してください。

SPARC CDメディアを使用して x86システムに SPARCインストールサー
バーを作成する

次の例は、richardsという名前の x86システム上に SPARCインストールサーバーを
作成する方法を示しています。次の SPARC CDが、simpsonという名前のリモート
SPARCシステムから x86インストールサーバーの /export/home/cdsparcディレクト
リにコピーされます。

■ Solaris SOFTWARE CD (SPARC版)
■ Solaris LANGUAGES CD (SPARC版)

この例では、インストールサーバーで Solaris最新リリースが実行されていると仮定
します。

リモート SPARCシステムで、Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)を挿入し、次のコ
マンドを入力します。

simpson (remote-SPARC-system)# share -F nfs -o ro,anon=0 /cdrom/cdrom0/s0

simpson (remote-SPARC-system)# share -F nfs -o ro,anon=0 /cdrom/cdrom0/s1

simpson (remote-SPARC-system)# svcadm enable svc:/network/nfs/server
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x86システムで、次のように入力します。

richards (x86-system)# cd /net/simpson/cdrom/cdrom0/s0//Solaris_10/Tools

richards (x86-system)# ./setup_install_server /export/home/cdsparc

richards (x86-system)# cd /

richards (x86-system)# umount /net/simpson/cdrom/cdrom0/s0/

リモート SPARCシステムで、次のように入力します。

simpson (remote-SPARC-system) unshare /cdrom/cdrom0/s0

simpson (remote-SPARC-system) unshare /cdrom/cdrom0/s1

x86システムで、次のように入力します。

richards (x86-system)# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

richards (x86-system)# ./add_to_install_server /export/home/cdsparc

インストールする Solaris SOFTWARE CD (x86版)ごとに、前述のコマンドを繰り返し
ます。

richards (x86-system)# cd /cdrom/cdrom0/Tools

richards (x86-system)# ./add_to_install_server /export/home/cdsparc

この例では、各コマンドを実行する前に各CDがドライブに挿入され、自動的にマウ
ントされるものとします。各コマンドの実行が終了すると、CDが取り出されます。

インストールの続行

インストールサーバーを設定したあと、クライアントをインストールクライアント
として追加する必要があります。ネットワーク経由でインストールするクライアン
トシステムの追加方法については、129ページの「CDイメージを使用してネット
ワークからインストールするシステムの追加」を参照してください。

DHCPを使用しておらず、クライアントシステムがインストールサーバーとは異な
るサブネット上にある場合は、ブートサーバーを作成する必要があります。詳細
は、127ページの「CDイメージを使用したサブネット上でのブートサーバーの作
成」を参照してください。

setup_install_serverコマンドと add_to_install_serverコマンドの詳細は、
install_scripts(1M)のマニュアルページを参照してください。

参考
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CDイメージを使用したサブネット上でのブートサーバー
の作成

Solarisソフトウェアをネットワークからインストールするためには、インストール
サーバーを作成する必要があります。ブートサーバーは必ずしも設定する必要はあ
りません。ブートサーバーには、ネットワーク上でシステムをブートするために必
要なブートソフトウェアが含まれています。一方、インストールサーバーは Solaris
ソフトウェアのインストールを行います。

■ DHCPを使用してインストールパラメータを設定している場合、あるいは、イン
ストールサーバーとクライアントが同じサブネット上にある場合、ブートサー
バーは必要ありません。129ページの「CDイメージを使用してネットワークから
インストールするシステムの追加」に進みます。

■ インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上に存在せず、DHCPを
使用していない場合は、サブネットごとにブートサーバーを作成する必要があり
ます。サブネットごとにインストールサーバーを作成することもできますが、イ
ンストールサーバーはより多くのディスク容量を必要とします。

▼ CDイメージを使用してサブネット上にブート
サーバーを作成する方法

サブネットのブートサーバーとして使用するシステム上で、スーパーユーザーとし
てログインするか、同等の役割になります。

システムにローカルのCD-ROMドライブが存在するか、あるいはリモートの Solaris
最新リリースディスクイメージ (通常はインストールサーバー上にある)にアクセス
できる必要があります。ネームサービスを使用する場合は、システムがすでにその
ネームサービスに登録されていなければなりません。ネームサービスを使用しない
場合は、サイトのポリシーに従ってシステムの情報を供給する必要があります。

インストールサーバーから Solaris SOFTWARE - 1 CDイメージをマウントします。
# mount -F nfs -o ro server_name:path /mnt

server_name: path インストールサーバー名とディスクイメージの絶対パスを指定
します。

ブートイメージ用のディレクトリを作成します。
# mkdir -p boot_dir_path

boot_dir_path ブートソフトウェアをコピーするディレクトリを指定します。
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Solaris SOFTWARE - 1 CDイメージの Toolsディレクトリへ移動します。
# cd /mnt/Solaris_10/Tools

ブートソフトウェアをブートサーバーにコピーします。
# ./setup_install_server -b boot_dir_path

-b システムをブートサーバーとして設定することを示します。

boot_dir_path ブートソフトウェアをコピーするディレクトリを指定します。

注 – setup_install_serverコマンドは、イメージをコピーする十分なディスク容量が
あるかどうかを調べます。利用できるディスク容量を調べるには、df -klコマンド
を使用します。

ルート (/)ディレクトリへ移動します。
# cd /

インストールイメージをマウント解除します。
# umount /mnt

CDメディアを使用してサブネット上にブートサーバーを作成する

次の例は、ブートサーバーをサブネット上に作成する方法を示したものです。次の
コマンドを実行すると、Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)イメージのブートソフ
トウェアがシステムのローカルディスク (/export/install/boot)にコピーされます。

# mount -F nfs -o ro crystal:/export/install/boot /mnt

# mkdir -p /export/install/boot

# cd /mnt/Solaris_10/Tools

# ./setup_install_server -b /export/install/boot

# cd /

# umount /mnt

この例では、コマンドを実行する前に各ディスクがドライブに挿入され、自動的に
マウントされるものとします。コマンドの実行が終了すると、ディスクが取り出さ
れます。

インストールの続行

ブートサーバーを設定したあと、クライアントをインストールクライアントとして
追加する必要があります。ネットワーク経由でインストールするクライアントシス
テムの追加方法については、129ページの「CDイメージを使用してネットワークか
らインストールするシステムの追加」を参照してください。
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setup_install_serverコマンドの詳細は、install_scripts(1M)のマニュアルページ
を参照してください。

CDイメージを使用してネットワークからインストールす
るシステムの追加

インストールサーバーとブートサーバー (必要な場合)を作成し終わったら、ネット
ワークからインストールする各システムを設定する必要があります。インストール
する各システムは、次の各項目にアクセスできる必要があります。

■ インストールサーバー
■ ブートサーバー (必要な場合)
■ sysidcfgファイル (sysidcfgファイルを使用してシステム構成情報を事前設定す
る場合)

■ ネームサーバー (ネームサービスを使用してシステム構成情報を事前設定する場
合)

■ プロファイルサーバー上の JumpStartディレクトリにあるプロファイル (カスタム
JumpStartインストールを使用する場合)

インストールサーバーとクライアントの設定には、add_install_clientを使用して
次の作業を実行してください。

このコマンドで使用できるオプションについての詳細は、add_install_client(1M)の
マニュアルページを参照してください。

▼ add_install_clientを実行してネットワークから
インストールするシステムを追加する方法 (CD)
インストールサーバーを作成したら、ネットワークからインストールする各システ
ムを設定する必要があります。

ネットワークからインストールするように x86クライアントを設定するには、次の手
順のように add_install_clientを使用します。

ブートサーバーが存在する場合は、インストールサーバーのインストールイメージ
を共有しているか確認してください。「インストールサーバーを作成する方法」の
手順 6を参照してください。

インストールする各システムは、次の各項目にアクセスできる必要があります。

参照
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■ インストールサーバー
■ ブートサーバー (必要な場合)
■ sysidcfgファイル (sysidcfgファイルを使用してシステム構成情報を事前設定す
る場合)

■ ネームサーバー (ネームサービスを使用してシステム構成情報を事前設定する場
合)

■ プロファイルサーバー上の JumpStartディレクトリにあるプロファイル (カスタム
JumpStartインストールを使用する場合)

インストールサーバーまたはブートサーバー上で、スーパーユーザーになるか、同
等の役割になります。

NIS、NIS+、DNS、または LDAPのネームサービスを使用する場合、インストールする
システムについての次のような情報がネームサービスに追加されていることを確認
します。

■ ホスト名
■ IPアドレス
■ Ethernetアドレス

ネームサービスの詳細は、『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサー
ビス : DNS、NIS、LDAP編)』を参照してください。

インストールサーバー上の Solaris最新リリースCDイメージの Toolsディレクトリに
移動します。
# cd /install_dir_path/Solaris_10/Tools

install_dir_path Toolsディレクトリのパスを指定します。

このクライアントをインストールサーバーの /etc/ethersファイルに追加します。

a. このクライアント上で ethersアドレスを見つけます。/etc/ethersのマップは、
ローカルファイルから取得します。
# ifconfig -a grep ether

ether 8:0:20:b3:39:1d

b. インストールサーバー上で、エディタを使って /etc/ethersファイルを開きま
す。そのアドレスをリストに追加します。

ネットワークでインストールするためのシステムを設定します。
# ./add_install_client -d -s install_server:install_dir_path \

-c jumpstart_server:jumpstart_dir_path -p sysid_server:path \
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-t boot_image_path -b "network_boot_variable=value" \

-e ethernet_address client_name platform_group

-d

クライアントがDHCPを使用してネットワークインストールパラメータを取得す
ることを指定します。-dだけを使用した場合、add_install_clientコマンドは、
同じクラスに属するすべてのクライアントシステム (たとえばすべての SPARCク
ライアントマシン)のインストール情報を設定します。特定のクライアントのイン
ストール情報を設定する場合は、-dと -eを併用します。

x86クライアントの場合、このオプションを指定し、PXEネットワークブートを使
用してネットワークからシステムをブートしてください。このオプションを指定
すると、DHCPサーバーに作成する必要のあるDHCPオプションの一覧が出力さ
れます。

DHCPを使用した特定のクラスのインストールの詳細は、49ページの「Solarisイ
ンストールパラメータ用のDHCPオプションとマクロの作成」を参照してくださ
い。

-s install_server:install_dir_path
インストールサーバーの名前とパスを指定します。

■ install_serverは、インストールサーバーのホスト名です。
■ install_dir_pathは、Solaris最新リリースCDイメージの絶対パスです。

-c jumpstart_server :jumpstart_dir_path
カスタム JumpStartインストールの JumpStartディレクトリを指定します。
jumpstart_serverには、JumpStartディレクトリがあるサーバーのホスト名を指定し
ます。jumpstart_dir_pathは、JumpStartディレクトリへの絶対パスです。

-p sysid_server :path
システムの構成情報を事前設定するための sysidcfgファイルのパスを指定しま
す。sysid_serverは、このファイルを持っているサーバーの有効なホスト名または
IPアドレスです。pathは、sysidcfgファイルを含むディレクトリの絶対パスで
す。

-t boot_image_path
Solaris最新リリースネットインストールイメージ、CD、またはDVD上の Tools

ディレクトリにあるブートイメージ以外のブートイメージを使用する場合、代替
ブートイメージへのパスを指定します。

-b “boot-property= value”
x86システムのみ:ネットワークからクライアントをブートするときに使用する
ブートプロパティー変数の値を設定できます。-bは、-eオプションと組み合わせ
て使用する必要があります。

ブートプロパティーについては、eeprom(1M)のマニュアルページを参照してくだ
さい。
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-e ethernet_address
インストールするクライアントの Ethernetアドレスを指定します。このオプ
ションを指定すると、特定のクライアントが使用するインストール情報 (クライア
ントのブートファイルなど)を設定できます。

ブートファイルの名前に接頭辞 nbp.は使用されません。たとえば、x86ベースの
クライアントに -e 00:07:e9:04:4a:bfを指定した場合、このコマンドによって
ブートファイル 010007E9044ABF.i86pcが /tftpbootディレクトリに作成されま
す。ただし、Solaris最新リリースでは接頭辞 nbp.の付いた従来のブートファイル
もサポートしています。

DHCPを使用した特定のクライアントのインストールの詳細は、49ページ
の「Solarisインストールパラメータ用のDHCPオプションとマクロの作成」を参
照してください。

client_name
ネットワークからインストールするシステムの名前を指定します。この名前はイ
ンストールサーバーのホスト名ではありません。

platform_group
インストールするシステムのプラットフォームグループを指定します。プラット
フォームグループの詳細なリストについては、『Solaris 10 5/08インストールガイ
ド (インストールとアップグレードの計画)』の「プラットフォーム名とプラット
フォームグループ」を参照してください。

SPARC: DHCPを使用している場合の SPARCインストールサーバー上の
SPARCインストールクライアントの追加方法 (CD)

次の例は、DHCPを使用してネットワーク上のインストールパラメータを設定して
いるときに、インストールクライアントを追加する方法を示しています。インス
トールクライアントは、basilという名前のUltra 5システムです。ファイルシステム
/export/home/cdsparc/Solaris_10/Toolsには、add_install_clientコマンドが
入っています。

DHCPを使用してネットワークインストール用のインストールパラメータを設定す
る方法については、47ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設
定 (作業)」を参照してください。

sparc_install_server# cd /export/home/cdsparc/Solaris_10/Tools

sparc_install_server# ./add_install_client -d basil sun4u

インストールサーバーと同じサブネット上にあるインストールクライ
アントの追加方法 (CD)

次の例は、インストールサーバーと同じサブネット上にあるインストールクライア
ントを追加する方法を示しています。インストールクライアントは、basilという名

例6–6
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前のUltra 5システムです。ファイルシステム
/export/home/cdsparc/Solaris_10/Toolsには、add_install_clientコマンドが
入っています。

install_server# cd /export/home/cdsparc/Solaris_10/Tools

install_server# ./add_install_client basil sun4u

ブートサーバーへのインストールクライアントの追加方法 (CD)

次の例は、ブートサーバーにインストールクライアントを追加する方法を示してい
ます。インストールクライアントは、roseという名前のUltra 5システムです。次の
コマンドはブートサーバー上で実行します。-sオプションには、
/export/home/cdsparcに Solaris最新リリースCDイメージを持っている rosemaryと
いう名前のインストールサーバーを指定しています。

boot_server# cd /export/home/cdsparc/Solaris_10/Tools

boot_server# ./add_install_client -s rosemary:/export/home/cdsparc rose sun4u

x86: DHCPを使用している場合の x86インストールサーバー上の単一 x86
インストールクライアントの追加方法 (CD)

GRUBブートローダーは SUNW.i86pcのDHCPクラス名は使用しません。次の例で
は、DHCPを使用してネットワークのインストールパラメータを設定している場合
に、x86インストールクライアントをインストールサーバーに追加する方法を説明し
ます。

■ -dオプションを指定すると、クライアントのネットワークインストールパラメー
タを構成する際に、DHCPプロトコルが使用されます。PXEネットワークブート
を使用する場合には、DHCPプロトコルを使用する必要があります。

■ -eオプションが指定されているので、Ethernetアドレスが次のものと一致するク
ライアントに対してのみ、インストールが行われます。00:07:e9:04:4a:bf。

■ -sオプションには、rosemaryという名前のインストールサーバーからクライアン
トをインストールすることを指定します。

このサーバーは、/export/home/cdx86に Solaris Operating System DVD (x86版)イ
メージを保持しています。

x86_install_server# cd /export/boot/cdx86/Solaris_10/Tools

x86_install_server# ./add_install_client -d -e 00:07:e9:04:4a:bf \

-s rosemary:/export/home/cdx86 i86pc

このコマンドは、Ethernetアドレス 00:07:e9:04:4a:bfのクライアントをインストールク
ライアントとして設定します。ブートファイル 010007E9044ABF.i86pcがインストー
ルサーバー上に作成されます。以前のリリースでは、このブートファイルは
nbp.010007E9044ABF.i86pcと命名されていました。
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DHCPを使用してネットワークインストール用のインストールパラメータを設定す
る方法については、47ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設
定 (作業)」を参照してください。

x86:ネットワークインストール時に使用するシリアルコンソールの指
定 (CD)

次の例は、x86インストールクライアントをインストールサーバーに追加し、インス
トール時に使用するシリアルコンソールを指定する方法を示しています。この例で
は、インストールクライアントは次のように設定されます。

■ -dオプションが指定されているので、クライアントはDHCPを使用してインス
トールパラメータを設定します。

■ -eオプションが指定されているので、Ethernetアドレスが次のものと一致するク
ライアントに対してのみ、インストールが行われます。00:07:e9:04:4a:bf。

■ -bオプションが指定されているので、インストールプログラムは入出力デバイス
としてシリアルポート ttyaを使用します。

クライアントを追加します。

install server# cd /export/boot/cdx86/Solaris_10/Tools

install server# ./add_install_client -d -e "00:07:e9:04:4a:bf" \

-b "console=ttya" i86pc

-bオプションで使用可能なブートプロパティー変数の詳細は、eeprom(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

インストールの続行

DHCPサーバーを使用してネットワーク経由で x86ベースのクライアントをインス
トールする場合は、DHCPサーバーを構成して、add_install_client -dコマンドの
出力で一覧表示されるオプションおよびマクロを作成します。ネットワークインス
トールをサポートするようにDHCPサーバーを構成する方法については、47ページ
の「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業)」を参照してくださ
い。

x86システム: DHCPサーバーを使用していない場合は、ローカルの Solaris OS DVDま
たはCDからシステムをブートする必要があります。

add_install_clientコマンドの詳細は、install_scripts(1M)のマニュアルページを
参照してください。
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CDイメージを使用したネットワークからのシステムのイ
ンストール

システムをインストールクライアントとして追加したら、クライアントに対して
ネットワークからインストールを行うことができます。この節では、次の作業につ
いて説明します。

■ ネットワーク経由で SPARCシステムのブートおよびインストールを実行する方法
については、135ページの「SPARC:ネットワーク経由でクライアントをインス
トールする方法 (CD)」を参照してください。

■ ネットワーク経由で x86システムのブートおよびインストールを実行する方法に
ついては、137ページの「x86: GRUBを使用してネットワーク経由でクライアント
をインストールする方法 (CD)」を参照してください。

▼ SPARC:ネットワーク経由でクライアントをインス
トールする方法 (CD)
この手順では、次の作業が完了していることを前提としています。

■ インストールサーバーを設定する。CDメディアからインストールサーバーを作
成する方法については、106ページの「SPARC: SPARC CDメディアまたは x86 CD
メディアを使用して SPARCインストールサーバーを作成する方法」を参照してく
ださい。

■ 必要に応じて、ブートサーバーまたはDHCPサーバーを設定する。インストール
対象であるシステムがインストールサーバーとは異なるサブネット上にある場合
は、ブートサーバーを設定するか、DHCPサーバーを使用する必要があります。
ブートサーバーを設定する方法については、127ページの「CDイメージを使用し
たサブネット上でのブートサーバーの作成」を参照してください。ネットワーク
インストールをサポートするようにDHCPサーバーを設定する方法については、
47ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業)」を参照
してください。

■ インストールに必要な情報を収集し、事前設定する。この作業は、次の方法のい
ずれか 1つ、あるいはいくつかを組み合わせて実行できます。
■ 『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の「インストール用のチェックリスト」を使用して情報を収集します。

■ sysidcfgファイルを作成します (sysidcfgファイルを使用してシステム構成情
報を事前設定する場合)。sysidcfgファイルの作成方法については、20ページ
の「sysidcfgファイルによる事前設定」を参照してください。
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■ ネームサーバーを設定します (ネームサービスを使用してシステム構成情報を
事前設定する場合)。ネームサービスを使用して情報を事前設定する方法につ
いては、43ページの「ネームサービスによる事前設定」を参照してくださ
い。

■ プロファイルサーバー上の JumpStartディレクトリにプロファイルを作成しま
す (カスタム JumpStartインストールを使用する場合)。カスタム JumpStartイン
ストールの設定方法については、『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタ
ム JumpStart/上級編)』の第 3章「カスタム JumpStartインストールの準備 (作
業)」を参照してください。

クライアントシステムの電源を入れます。

システムが動作中の場合は、システムの実行レベルを 0にします。

okプロンプトが表示されます。

ネットワークからシステムをブートします。

■ Solarisの対話式インストールGUIを使用してインストールを行うには、次のコマ
ンドを入力します。
ok boot net

■ Solarisの対話式テキストインストーラをデスクトップセッションで使用してイン
ストールを行うには、次のコマンドを入力します。
ok boot net - text

■ Solarisの対話式テキストインストーラをコンソールセッションで使用してインス
トールを行うには、次のコマンドを入力します。
ok boot net - nowin

システムがネットワークからブートします。

システム構成の質問に答えます。

■ すべてのシステム情報が事前設定されている場合は、構成情報の入力は求められ
ません。詳細については、第 2章システム構成情報の事前設定 (作業)を参照して
ください。

■ 事前設定されていないシステム情報がある場合は、『Solaris 10 5/08インストール
ガイド (インストールとアップグレードの計画)』の「インストール用のチェック
リスト」を参照して、構成の質問に答えてください。

1
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3
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注 –キーボードが自己識別型の場合は、インストール時にキー配列が自動的に設
定されます。キーボードが自己識別型でない場合は、インストール時にサポート
されているキー配列の一覧から選択できます。

PS/2キーボードは自己識別型ではありません。インストール時にキー配列を選択
するように求められます。

詳細は、25ページの「keyboardキーワード」を参照してください。

注 –インストール時に、デフォルトのNFSv4ドメイン名を選択できます。あるい
は、カスタムのNFSv4ドメイン名を指定することもできます。詳細は、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の「インストール時に設定可能なNFSv4ドメイン名」を参照してください。

GUIを使用している場合は、システム構成情報の確認が終わると、「ようこそ
(Welcome)」パネルが表示されます。

さらに質問が表示されたら、質問にすべて答えてインストールを完了します。

■ すべてのインストールオプションが事前設定されている場合は、インストールプ
ログラムからインストール情報の入力は求められません。詳細については、
第 2章システム構成情報の事前設定 (作業)を参照してください。

■ 事前設定されていないインストールオプションがある場合は、『Solaris 10 5/08イ
ンストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の「インストール用
のチェックリスト」を参照して、インストールの質問に答えてください。

SolarisインストールGUIによる対話式インストールを完了させる方法については、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (基本編)』の「GRUB付き Solarisインストールプ
ログラムを使用してインストールまたはアップグレードを行う方法」を参照してく
ださい。

▼ x86: GRUBを使用してネットワーク経由でクライ
アントをインストールする方法 (CD)
x86システム用の Solarisインストールプログラムでは、GRUBブートローダーが使用
されます。この手順では、GRUBブートローダーを使用してネットワーク経由で x86
システムをインストールする方法を説明します。GRUBブートローダーの概要につ
いては、『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の第 6章「SolarisインストールのためのGRUBベースのブート」を参照してく
ださい。

4
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ネットワーク経由でシステムをインストールするには、ネットワーク経由でブート
するようにクライアントシステムに指示する必要があります。システム BIOSまたは
ネットワークアダプタ BIOSのどちらか一方、またはその両方の BIOS設定プログラ
ムを使うことによって、クライアントシステム上でネットワークブートを使用でき
るようにします。いくつかのシステムでは、ほかのデバイスからのブートよりも先
にネットワークブートが実行されるように、ブートデバイスの優先順位を調整する
必要があります。各設定プログラムに関しては、製造業者のマニュアルを参照する
か、またはブート中に表示される設定プログラムの指示を参照してください。

この手順では、次の作業が完了していることを前提としています。

■ インストールサーバーを設定する。CDメディアからインストールサーバーを作
成する方法については、78ページの「x86: SPARCまたは x86 DVDメディアを使用
して x86インストールサーバーを作成する方法」を参照してください。

■ 必要に応じて、ブートサーバーまたはDHCPサーバーを設定する。インストール
対象であるシステムがインストールサーバーとは異なるサブネット上にある場合
は、ブートサーバーを設定するか、DHCPサーバーを使用する必要があります。
ブートサーバーを設定する方法については、84ページの「DVDイメージを使用
したサブネット上でのブートサーバーの作成」を参照してください。ネットワー
クインストールをサポートするようにDHCPサーバーを設定する方法について
は、47ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業)」を
参照してください。

■ インストールに必要な情報を収集し、事前設定する。この作業は、次の方法のい
ずれか 1つ、あるいはいくつかを組み合わせて実行できます。
■ 『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の「インストール用のチェックリスト」を使用して情報を収集します。

■ sysidcfgファイルを作成します (sysidcfgファイルを使用してシステム構成情
報を事前設定する場合)。sysidcfgファイルの作成方法については、20ページ
の「sysidcfgファイルによる事前設定」を参照してください。

■ ネームサーバーを設定します (ネームサービスを使用してシステム構成情報を
事前設定する場合)。ネームサービスを使用して情報を事前設定する方法につ
いては、43ページの「ネームサービスによる事前設定」を参照してくださ
い。

■ プロファイルサーバー上の JumpStartディレクトリにプロファイルを作成しま
す (カスタム JumpStartインストールを使用する場合)。カスタム JumpStartイン
ストールの設定方法については、『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタ
ム JumpStart/上級編)』の第 3章「カスタム JumpStartインストールの準備 (作
業)」を参照してください。

この手順では、システムをネットワークからブートできることも前提としていま
す。

システムの電源を入れます。

始める前に

1
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適切な組み合わせでキーを押して、システムBIOSに入ります。

PXE対応ネットワークアダプタの中には、ブート時にしばらく表示されるプロンプ
トに対して特定のキーを押すと、PXEブートを実行する機能を持つものがありま
す。

ネットワークからブートするようにシステムBIOSで指定します。

ブートの優先順位を BIOSで設定する方法については、ハードウェアのマニュアルを
参照してください。

BIOSを終了します。

システムがネットワークからブートします。GRUBメニューが表示されます。

注 –使用しているネットワークインストールサーバーの構成によっては、システムに
表示されるGRUBメニューが次の例と異なる場合があります。

GNU GRUB version 0.95 (631K lower / 2095488K upper memory)

+-----------------------------------------------------------------------------------------------------------+

| Solaris 10 5/08 /cdrom0

| |

| |

+-----------------------------------------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, or ’c’ for a command-line.

適切なインストールオプションを選択します。

■ ネットワーク経由で Solaris OSをインストールするには、メニューから適切な
Solarisエントリを選択して Enterキーを押します。

78ページの「x86: SPARCまたは x86 DVDメディアを使用して x86インストール
サーバーを作成する方法」で設定したネットワークインストールサーバーからイ
ンストールする場合は、このエントリを選択します。

■ 特定のブート引数を指定してネットワーク経由で Solaris OSをインストールする場
合は、次の手順に従います。

インストール中にデバイス構成を変更する場合は、87ページ
の「add_install_clientを実行してネットワークからインストールするシステム

2
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4
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を追加する方法 (DVD)」に説明されているように add_install_clientコマンドを
使用してあらかじめブート引数を設定していないと、特定のブート引数の設定が
必要な場合があります。

a. GRUBメニューで、編集するインストールオプションを選択してから、eキー
を押します。
GRUBメニューに、次のようなブートコマンドが表示されます。
kernel /I86pc.Solaris_10/multiboot kernel/unix \

-B install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot \

module /platform/i86pc/boot_archive

b. 矢印キーを使用して編集するブートエントリを選択してから、eキーを押しま
す。
編集するブートコマンドが、GRUB編集ウィンドウに表示されます。

c. 使用するブート引数またはオプションを入力して、ブートコマンドを編集しま
す。
GRUB編集メニューでは、次のコマンド構文を使用します。
grub edit>kernel /image_directory/multiboot kernel/unix/ \

install [url|ask] -B options install_media=media_type

ブート引数およびコマンド構文の詳細については、表 8–1を参照してくださ
い。

d. 行なった編集を確定してGRUBメニューに戻るには、Enterキーを押します。
GRUBメニューが表示されます。ブートコマンドに行なった編集が表示されま
す。

e. インストールを開始するには、GRUBメニューに bと入力します。

デフォルトのブートディスクが、システムのインストールまたはアップグレードに
必要な条件を満たしているかどうかが検査されます。Solarisインストールがシステ
ム構成を検出できない場合は、不足している情報の入力を求めるプロンプトが表示
されます。

検査が完了すると、インストールの選択画面が表示されます。

インストールの種類を選択します。
インストールの選択画面には、次のオプションが表示されます。

Select the type of installation you want to perform:

1 Solaris Interactive

2 Custom JumpStart

3 Solaris Interactive Text (Desktop session)

4 Solaris Interactive Text (Console session)

6
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5 Apply driver updates

6 Single user shell

Enter the number of your choice followed by the <ENTER> key.

Alternatively, enter custom boot arguments directly.

If you wait 30 seconds without typing anything,

an interactive installation will be started.

■ Solaris OSをインストールするには、次のいずれかの操作を行います。

■ Solarisの対話式インストールGUIを使ってインストールするには、1と入力し
てから Enterキーを押します。

■ デスクトップセッションで対話式テキストインストーラを使ってインストール
するには、3と入力してから Enterキーを押します。

このインストールの種類を選択すると、デフォルトのGUIインストーラを無
効にしてテキストインストーラを実行します。

■ コンソールセッションで対話式テキストインストーラを使ってインストールす
るには、4と入力してから Enterキーを押します。

このインストールの種類を選択すると、デフォルトのGUIインストーラを無
効にしてテキストインストーラを実行します。

自動的なカスタム JumpStartインストール (オプション 2)を実行する場合は、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照してく
ださい。

SolarisインストールGUIおよびテキストインストーラの詳細は、『Solaris 10 5/08
インストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の「システム要件
と推奨事項」を参照してください。

システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されま
す。インストールプログラムが開始します。手順 7に進んでインストールを続行
してください。

■ インストールする前にシステム管理作業を実行する場合は、次のいずれかの操作
を行います。

■ ドライバを更新するか、インストール時更新 (ITU)をインストールする場合
は、更新するためのメディアを挿入して 5を入力し、Enterキーを押します。

使用するシステム上で Solaris OSを実行するために、ドライバの更新または
ITUのインストールが必要になる場合があります。ドライバの更新または ITU
のインストールを行う手順に従ってください。
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■ システム管理作業を実行する場合は、6を入力してから、Enterキーを押しま
す。
インストールする前にシステム管理作業を実行する必要がある場合には、シン
グルユーザーシェルを起動します。インストールする前に実行できるシステム
管理作業については、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してくださ
い。

これらのシステム管理作業が完了すると、前の手順で表示されたオプションリス
トが表示されます。インストールを続行する場合は、適切なオプションを選択し
てください。

システム構成の質問に答えます。

■ すべてのシステム情報が事前設定されている場合は、構成情報の入力は求められ
ません。詳細については、第 2章システム構成情報の事前設定 (作業)を参照して
ください。

■ 事前設定されていないシステム情報がある場合は、『Solaris 10 5/08インストール
ガイド (インストールとアップグレードの計画)』の「インストール用のチェック
リスト」を参照して、構成の質問に答えてください。

注 –キーボードが自己識別型の場合は、インストール時にキー配列が自動的に設
定されます。キーボードが自己識別型でない場合は、インストール時にサポート
されているキー配列の一覧から選択できます。

詳細は、25ページの「keyboardキーワード」を参照してください。

注 –インストール時に、デフォルトのNFSv4ドメイン名を選択できます。あるい
は、カスタムのNFSv4ドメイン名を指定することもできます。詳細は、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の「インストール時に設定可能なNFSv4ドメイン名」を参照してください。

インストールGUIを使用している場合は、システム構成情報の確認が終わると、
「ようこそ (Welcome)」パネルが表示されます。

さらに質問が表示されたら、質問にすべて答えてインストールを完了します。

■ すべてのインストールオプションが事前設定されている場合は、インストールプ
ログラムからインストール情報の入力は求められません。詳細については、
第 2章システム構成情報の事前設定 (作業)を参照してください。

■ 事前設定されていないインストールオプションがある場合は、『Solaris 10 5/08イ
ンストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の「インストール用
のチェックリスト」を参照して、インストールの質問に答えてください。

7
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システムがネットワーク経由でブートし、インストールされたら、次回以降は
ディスクドライブからブートするようにシステムに指示します。

注 –インストール後にシステムをブートすると、インストール済みのオペレーティン
グシステムの一覧がGRUBメニューに表示されますが、これには新しくインストー
ルした Solaris OSも含まれます。ブートするオペレーティングシステムを選択しま
す。新たに選択を行わなかった場合は、デフォルトの選択が読み込まれます。

次の手順

使用するマシンに複数のオペレーティングシステムをインストールする場合、ブー
トするためには、それらのオペレーティングシステムをGRUBブートローダーに認
識させる必要があります。詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「GRUBメ
ニューを編集して Solarisのブート動作を変更する」を参照してください。

SolarisインストールGUIによる対話式インストールを完了させる方法については、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (基本編)』の「GRUB付き Solarisインストールプ
ログラムを使用してインストールまたはアップグレードを行う方法」を参照してく
ださい。

9

参考

参照
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ネットワーク経由のインストール (例)

この章では、DVDメディアまたはCDメディアを使用して、ネットワーク経由で
Solaris OSをインストールする方法の例を紹介します。

この章の例はすべて、次の条件に基づいています。

■ インストールサーバーが次の要件を満たすこと。
■ ネットワークインストールイメージである。
■ Solaris最新リリースが稼動している。
■ そのサイトのネットワークおよびネームサービスにすでに組み込まれている。

■ インストールに必要な情報はすでに収集し、事前構成を行なってある。詳細は、
『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の
第 5章「インストールやアップグレードの前に収集すべき情報 (計画)」を参照し
てください。

次の追加のオプションのいずれかの例を選択してください。

■ 146ページの「同じサブネット上でのネットワークインストール (例)」
■ インストールクライアントはインストールサーバーと同じサブネット上にあ
る。そのため、ブートサーバーを作成する必要がありません。

■ ネットワークインストールでは、デスクトップセッションでグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)を使用する。

■ 異なるサブネット上でのネットワークインストール (例は今後決定予定)
■ インストールクライアントはインストールサーバーと異なるサブネット上にあ
る。そのため、ブートサーバーを作成する必要があります。

■ ネットワークインストールでは、デスクトップセッションでテキストインス
トーラを使用する。

7第 7 章
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同じサブネット上でのネットワークインストール (例)
この節では、次の例について説明します。

■ 例 7–1: SPARC:同じサブネット上でのインストール (DVDメディアを使用)
■ 例 7–2: SPARC:同じサブネット上でのインストール (CDメディアを使用)
■ 例 7–3: x86:同じサブネット上でのインストール (DVDメディアを使用)
■ 例 7–4: x86:同じサブネット上でのインストール (CDメディアを使用)

例 7–1 SPARC:同じサブネット上でのインストール (DVDメディアを使用)

この例では、SPARC DVDメディアを使用して SPARCインストールサーバーを作成し
ます。

この例は次の条件に基づいています。

■ インストールクライアントはインストールサーバーと同じサブネット上にある。

■ ネットワークインストールでは、デスクトップセッションでグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)を使用する。

■ この例の全般的な条件は、第 7章ネットワーク経由のインストール (例)の冒頭に
示してあります。

1. SPARCインストールサーバーを作成して設定します。
この例では、Solaris DVDをインストールサーバーの /export/home/dvdsparc

ディレクトリにコピーする方法で、インストールサーバーを作成します。

a. SPARCシステムのドライブに Solaris DVDを挿入します。
b. 次のコマンドを使ってDVDイメージを格納するディレクトリを作成します。
次に、マウントしたディスクの Toolsディレクトリに移動します。そのあと、
そのドライブ内のDVDイメージをインストールサーバーのハードディスクに
コピーします。

# mkdir -p /export/home/dvdsparc

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

# ./setup_install_server /export/home/dvdsparc

2. ネットワークインストールイメージを使用してシステムをインストールします。
この例では、Solarisの対話式インストールGUIを使ってインストールします。
a. ネットワークからシステムをブートします。
b. Solarisの対話式インストールGUIを使用してインストールを行うには、次の
コマンドを入力します。

ok bootnet - install

システムはネットワークからインストールされます。

同じサブネット上でのネットワークインストール (例)
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例 7–1 SPARC:同じサブネット上でのインストール (DVDメディアを使用) (続き)

c. システム構成の質問に答えます。すべてのシステム情報が事前設定されている
場合は、構成情報の入力は求められません。

システム構成情報の確認が終わると、「ようこそ (Welcome)」パネルが表示さ
れます。インストールが完了します。

この例で使用しているネットワークインストール手順の詳細な説明については、
第 5章DVDメディアを使用したネットワークインストール (作業)を参照してくださ
い。

例 7–2 SPARC:同じサブネット上でのインストール (CDメディアを使用)

この例では、SPARC CDメディアを使用して SPARCインストールサーバーを作成し
ます。

この例は次の条件に基づいています。

■ インストールクライアントはインストールサーバーと同じサブネット上にある。
■ ネットワークインストールでは、デスクトップセッションでグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)を使用する。

■ この例の全般的な条件は、第 7章ネットワーク経由のインストール (例)の冒頭に
示してあります。

1. SPARCインストールサーバーを作成して設定します。
次の例では、CDメディアをインストールサーバーの /export/home/cdsparc

ディレクトリにコピーしてインストールサーバーを作成する方法を示します。

a. Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)をシステムのCD-ROMドライブに挿入し
ます。

b. 次のコマンドを使ってCDイメージのディレクトリを作成します。次に、マウ
ントしたディスクの Toolsディレクトリに移動し、ドライブ内のイメージをイ
ンストールサーバーのハードディスクにコピーします。

# mkdir -p /export/home/cdsparc

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

# ./setup_install_server /export/home/cdsparc

# cd /

2. インストールするシステムをネットワークから追加します。
a. CD-ROMドライブに Solaris SOFTWARE - 2 CD (SPARC版)を挿入します。
b. 次のコマンドを使用します。まず、マウントしたCDの Toolsディレクトリに
移動します。次に、CD-ROMドライブ内のCDをインストールサーバーのハー
ドディスクにコピーします。さらに、ルート (/)ディレクトリに移動します。

同じサブネット上でのネットワークインストール (例)
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例 7–2 SPARC:同じサブネット上でのインストール (CDメディアを使用) (続き)

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

# ./add_to_install_server /export/home/cdsparc

# cd /

c. インストールする Solaris SOFTWARE CDごとに、前述のコマンドを繰り返し
ます。

d. CD-ROMドライブに Solaris LANGUAGES CD (SPARC版)を挿入します。

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

# ./add_to_install_server /export/home/cdsparc

3. ネットワークインストールイメージを使用してシステムをインストールします。
a. ネットワークからシステムをブートします。
b. Solarisの対話式インストールGUIを使用してインストールを行うには、次の
コマンドを入力します。

ok boot net

システムはネットワークからインストールされます。

c. システム構成の質問に答えます。
システム構成情報の確認が終わると、「ようこそ (Welcome)」パネルが表示さ
れます。インストールが完了します。

この例で使用しているネットワークインストール手順の詳細な説明については、
第 5章DVDメディアを使用したネットワークインストール (作業)を参照してくださ
い。

例 7–3 x86:同じサブネット上でのインストール (DVDメディアを使用)

この例では、x86 DVDメディアを使用して x86インストールサーバーを作成します。

この例は次の条件に基づいています。

■ インストールクライアントはインストールサーバーと同じサブネット上にある。
■ ネットワークインストールでは、デスクトップセッションでグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)を使用する。

■ この例の全般的な条件は、第 7章ネットワーク経由のインストール (例)の冒頭に
示してあります。

1. x86インストールサーバーを作成して設定します。
次の例では、 Solaris Operating System DVD (x86版)をインストールサーバーの
/export/home/dvdx86ディレクトリにコピーして x86インストールサーバーを作成
する方法を示します。

同じサブネット上でのネットワークインストール (例)
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例 7–3 x86:同じサブネット上でのインストール (DVDメディアを使用) (続き)

a. システムのドライブに Solaris DVDを挿入します。

b. 次のコマンドを使用します。まず、ブートイメージを格納するディレクトリを
作成します。次に、マウントしたディスクの Toolsディレクトリに移動しま
す。さらに、setup_install_serverコマンドを使用して、ドライブ内のディス
クをインストールサーバーのハードディスクにコピーします。

# mkdir -p /export/home/dvdx86

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

# ./setup_install_server /export/home/dvdx86

c. 次のパスを /etc/dfs/dfstabファイルに追加します。

share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" /export/home/dvdx86

d. nfsdデーモンが稼働しているかどうかを確認します。nfsdデーモンが稼働し
ていない場合、このデーモンを起動して共有します。

# svcs -l svc:/network/nfs/server:default

# svcadm enable svc:/network/nfs/server

# shareall

# cd /

注 –インストールサーバーで Solaris 9 OSまたはその互換バージョンが実行されて
いた場合は、代わりに次のコマンドを入力します。

# ps -ef | grep nfsd

この古いリリースで nfsdデーモンが実行されていた場合は、次の手順に進みま
す。nfsdデーモンが稼働していない場合は、このデーモンを起動します。

# /etc/init.d/nfs.server start

2. インストールするシステムをネットワークから追加します。

同じサブネット上でのネットワークインストール (例)
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例 7–3 x86:同じサブネット上でのインストール (DVDメディアを使用) (続き)

ファイルシステム /export/home/dvdx86/には、add_install_clientコマンドが含
まれています。インストールクライアントは、basilという名前の x86システムで
す。

a. このクライアントをインストールサーバーの /etc/ethersファイルに追加しま
す。

このクライアント上で ethersアドレスを見つけます。/etc/ethersのマップ
は、ローカルファイルから取得します。

# ifconfig -a grep ether

ether 8:0:20:b3:39:1d

インストールサーバー上で、エディタを使って /etc/ethersファイルを開きま
す。そのアドレスをリストに追加します。

b. 次のコマンドを使用します。まず、Solaris DVDイメージの Toolsディレクトリ
に移動します。次に、クライアントシステムをネットワークからインストール
できるように設定します。

install_server# cd /export/home/dvdx86/Solaris_10/Tools

install_server# ./add_install_client basil i86pc

3. ネットワークインストールイメージを使用してシステムをインストールします。
x86システム用の Solarisインストールプログラムでは、GRUBブートローダーが
使用されます。この例では、GRUBブートローダーを使用して、x86システムを
ネットワーク経由でインストールします。

a. ネットワークからブートするようにシステム BIOSで指定します。
BIOSを終了すると、ネットワークからシステムがインストールされます。
GRUBメニューが表示されます。

b. ネットワーク経由で Solaris OSをインストールするには、メニューから適切な
Solarisエントリを選択して Enterキーを押します。
インストールの選択画面が表示されます。

c. Solarisの対話式インストールGUIを使用してインストールを行うには、1を入
力してから Enterキーを押します。
インストールプログラムが開始します。

d. システム構成の質問に答えます。
システム構成情報の確認が終わると、「ようこそ (Welcome)」パネルが表示さ
れます。

システムがネットワーク経由でブートし、インストールされたら、次回以降は
ディスクドライブからブートするようにシステムに指示します。

同じサブネット上でのネットワークインストール (例)
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例 7–3 x86:同じサブネット上でのインストール (DVDメディアを使用) (続き)

注 –インストール後にシステムをブートすると、インストール済みのオペレー
ティングシステムの一覧がGRUBメニューに表示されますが、これには新し
くインストールした Solaris OSも含まれます。ブートするオペレーティングシ
ステムを選択します。新たに選択を行わなかった場合は、デフォルトの選択が
読み込まれます。

詳細は、次に示す参照先を参照してください。

手順 参照先

この例で使用しているネットワークインストー
ル手順の詳細な説明

第 5章DVDメディアを使用したネットワークイ
ンストール (作業)

SolarisインストールGUIを使用して対話式イン
ストールを完了する方法

『Solaris 10 5/08インストールガイド (基本
編)』の「GRUB付き Solarisインストールプログ
ラムを使用してインストールまたはアップグ
レードを行う方法」

GRUBブートローダーの概要 『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストー
ルとアップグレードの計画)』の第 6章「Solaris
インストールのためのGRUBベースのブート」

例 7–4 x86:同じサブネット上でのインストール (CDメディアを使用)

この例では、x86 CDメディアを使用して x86インストールサーバーを作成します。

この例は次の条件に基づいています。

■ インストールクライアントはインストールサーバーと同じサブネット上にある。

■ ネットワークインストールでは、デスクトップセッションでグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)を使用する。

■ この例の全般的な条件は、第 7章ネットワーク経由のインストール (例)の冒頭に
示してあります。

1. x86インストールサーバーを作成して設定します。

同じサブネット上でのネットワークインストール (例)
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例 7–4 x86:同じサブネット上でのインストール (CDメディアを使用) (続き)

次の手順では、インストールサーバーの /export/home/cdx86ディレクトリに次の
CDをコピーする方法で、インストールサーバーを作成します。
a. Solaris SOFTWARE - 1 CDをシステムのドライブに挿入します。
b. 次のコマンドを使用します。まず、CDイメージのディレクトリを作成し、マ
ウントしたディスクの Toolsディレクトリに移動します。次に、そのドライブ
内のイメージをインストールサーバーのハードディスクにコピーします。

# mkdir -p /export/home/dvdx86

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

# ./setup_install_server /export/home/cdx86

c. Solaris SOFTWARE - 2 CDをシステムのCD-ROMドライブに挿入します。
d. 次のコマンドを使用します。まず、マウントしたCDの Toolsディレクトリに
移動します。次に、CD-ROMドライブ内のCDをインストールサーバーのハー
ドディスクにコピーし、ルート (/)ディレクトリに移動します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

# ./add_to_install_server /export/home/cdx86

# cd /

e. インストールする Solaris SOFTWARE CDごとに、前述のコマンドを繰り返し
ます。

f. Solaris LANGUAGES CDをシステムのCD-ROMドライブに挿入します。
g. 次のコマンドを使用します。まず、マウントしたCDの Toolsディレクトリに
移動します。次に、CD-ROMドライブ内のCDをインストールサーバーのハー
ドディスクにコピーします。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

# ./add_to_install_server /export/home/cdx86

2. インストールするシステムをネットワークから追加します。
この例では、インストールクライアントは basilという名前の x86システムで
す。ファイルシステム /export/home/cdx86/Solaris_10/Toolsには、
add_install_clientコマンドが含まれています。

a. このクライアントをインストールサーバーの /etc/ethersファイルに追加しま
す。このクライアント上で ethersアドレスを見つけます。/etc/ethersの
マップは、ローカルファイルから取得します。

# ifconfig -a grep ether

ether 8:0:20:b3:39:1d

b. インストールサーバー上で、エディタを使って /etc/ethersファイルを開きま
す。そのアドレスをリストに追加します。

同じサブネット上でのネットワークインストール (例)
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例 7–4 x86:同じサブネット上でのインストール (CDメディアを使用) (続き)

c. 次のコマンドを使用します。まず、インストールサーバー上の Solaris最新リ
リース CDイメージの Toolsディレクトリに移動します。次に、インストール
するクライアントシステムをネットワークから追加します。

install_server# cd /export/home/cdx86/Solaris_10/Tools

install_server# ./add_install_client basil i86pc

3. ネットワークインストールイメージを使用してシステムをインストールします。
この手順では、GRUBブートローダーを使用してネットワーク経由で x86システ
ムをインストールする方法を説明します。

a. ネットワークからブートするようにシステム BIOSで指定します。
BIOSを終了すると、ネットワークからシステムがインストールされます。
GRUBメニューが表示されます。

b. ネットワーク経由で Solaris OSをインストールするには、メニューから適切な
Solarisエントリを選択して Enterキーを押します。
インストールの選択画面が表示されます。

c. Solarisの対話式インストールGUIを使用してインストールを行うには、1を入
力してから Enterキーを押します。
インストールプログラムが開始します。

d. システム構成の質問に答えます。
システム構成情報の確認が終わると、「ようこそ (Welcome)」パネルが表示さ
れます。

e. システムがネットワーク経由でブートし、インストールされたら、次回以降は
ディスクドライブからブートするようにシステムに指示します。

注 –インストール後にシステムをブートすると、インストール済みのオペレー
ティングシステムの一覧がGRUBメニューに表示されますが、これには新し
くインストールした Solaris OSも含まれます。ブートするオペレーティングシ
ステムを選択します。新たに選択を行わなかった場合は、デフォルトの選択が
読み込まれます。

詳細は、次に示す参照先を参照してください。

手順 参照先

この例で使用しているネットワークインストー
ル手順の詳細な説明

第 6章CDメディアを使用したネットワークイン
ストール (作業)

同じサブネット上でのネットワークインストール (例)
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例 7–4 x86:同じサブネット上でのインストール (CDメディアを使用) (続き)

手順 参照先

SolarisインストールGUIを使用して対話式イン
ストールを完了する方法

『Solaris 10 5/08インストールガイド (基本
編)』の「GRUB付き Solarisインストールプログ
ラムを使用してインストールまたはアップグ
レードを行う方法」

GRUBブートローダーの概要 『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストー
ルとアップグレードの計画)』の第 6章「Solaris
インストールのためのGRUBベースのブート」

同じサブネット上でのネットワークインストール (例)
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ネットワークからのインストール (コマ
ンドリファレンス)

この章では、ネットワークインストールを設定するときに使用できるコマンドを示
します。この章の内容は、次のとおりです。

■ 155ページの「ネットワークインストールコマンド」
■ 156ページの「x86:インストールのためのGRUBメニューコマンド」

ネットワークインストールコマンド
次の表に、ネットワーク経由で Solarisソフトウェアをインストールするためのコマ
ンドを示します。また、これらのコマンドを使用できるプラットフォームも示しま
す。

コマンド
プラット
フォーム 説明

add_install_client すべて システムに関するネットワークインストール情報を、ネット
ワークからインストールサーバーまたはブートサーバーに追加
するコマンド。詳細は、add_install_client(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

setup_install_server すべて Solaris最新リリースDVDまたはCDをインストールサーバーの
ローカルディスクにコピーするか、ブートソフトウェアをブー
トサーバーにコピーするスクリプト。詳細は、
setup_install_server(1M)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

(CDメディアのみ)
add_to_install_server

すべて CD上のプロダクトツリー内の追加パッケージを、既存のインス
トールサーバー上のローカルディスクにコピーするスクリプ
ト。詳細は、add_to_install_server(1M)のマニュアルページを
参照してください。
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コマンド
プラット
フォーム 説明

mount すべて ファイルシステムをマウントできるようにし、マウントされた
ファイルシステム (Solaris DVDまたは Solaris SOFTWAREと
Solaris LANGUAGES CD上のファイルシステムを含む)を表示す
るコマンド。詳細は、mount(1M)のマニュアルページを参照して
ください。

showmount -e すべて リモートホスト上の共有ファイルシステムすべてをリスト表示
するコマンド。詳細は、showmount(1M)のマニュアルページを参
照してください。

uname -i すべて システムのプラットフォーム名 (SUNW、Ultra-5_10、i86pcなど)
を調べるコマンド。Solarisソフトウェアをインストールするに
は、システムのプラットフォーム名が必要になることがありま
す。詳細は、uname(1)のマニュアルページを参照してくださ
い。

patchadd -C net_install_image すべて setup_install_serverで作成したDVDまたはCDのネットイン
ストールイメージ上にあるミニルート (Solaris_10 /Tools/Boot

)にあるファイルにパッチを追加するコマンド。これにより、
Solarisインストールコマンドとほかのミニルート固有のコマン
ドにパッチを適用できます。net_install_imageはネットインス
トールイメージの絶対パス名です。詳細は、patchadd(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

注意 – patchadd -Cを使用する前には必ず、パッチの READMEを読
むか、ご購入先におたずねください。

reset SPARC システムをリセットし、マシンを再起動するためのOpen Boot
PROMコマンド。また、ブート時に入出力割り込みに関するエ
ラーメッセージが表示された場合は、STOPキーと Aキーを同時
に押し、その後 PROMプロンプト (okまたは >)で resetと入力
します。

banner SPARC モデル名、Ethernetアドレス、インストールされているメモ
リーなどのシステム情報を表示するOpen Boot PROMコマン
ド。PROMプロンプト (okまたは >)でのみ使用可能です。

x86:インストールのためのGRUBメニューコマンド
GRUBメニューのコマンドを編集してシステムのネットワークブートおよびインス
トールをカスタマイズできます。この節では、GRUBメニューのコマンドに挿入で
きるコマンドおよび引数をいくつか説明します。

GRUBメニューでは、プロンプトで bを入力するとGRUBコマンド行にアクセスでき
ます。次の出力のようなコマンド行が表示されます。

x86:インストールのためのGRUBメニューコマンド
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kernel /Solaris_10_x86/multiboot kernel/unix

-B install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot

module /platform/i86pc/boot_archive

このコマンド行を編集してブートおよびインストールをカスタマイズできます。次
の一覧では、使用する可能性のある一般的なコマンドをいくつか説明します。-Bオ
プションと併用できるブート引数の完全な一覧については、eeprom(1M)のマニュア
ルページを参照してください。

注 – -Bオプションで複数の引数を追加するには、それぞれの引数をコンマで区切りま
す。

表 8–1 x86: GRUBメニューのコマンドおよびオプション

コマンドまたはオプション 説明と例

install -Bオプションの前にこのオプションを挿入すると、カスタム JumpStartインストールを
実行できます。

kernel /Solaris_10_x86/multiboot install

-B install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot

module /platform/i86pc/boot_archive

x86:インストールのためのGRUBメニューコマンド
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表 8–1 x86: GRUBメニューのコマンドおよびオプション (続き)
コマンドまたはオプション 説明と例

url|ask カスタム JumpStartファイルの場所を指定するか、場所の入力を求めるプロンプトを表
示します。installオプションとともにいずれかのオプションを挿入します。
■ url -ファイルのパスを指定します。次の場所にあるファイルをURLで指定できま
す。

■ ローカルハードディスク

file://jumpstart_dir_path/compressed_config_file
次に例を示します。

kernel /Solaris_10_x86/multiboot install

file://jumpstart/config.tar

-B install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot

module /platform/i86pc/boot_archive

■ ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー

nfs://server_name:IP_address/jumpstart_dir_path/compressed_config_file
次に例を示します。

kernel /Solaris_10_x86/multiboot install

myserver:192.168.2.1/jumpstart/config.tar

-B install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot

module /platform/i86pc/boot_archive

■ HTTPサーバー

http://server_name:IP_address/jumpstart_dir_path/
compressed_config_file&proxy_info

■ sysidcfgファイルを圧縮構成ファイルに含めた場合は、次の例に示すように
そのファイルを含むサーバーの IPアドレスを指定する必要があります。

kernel /Solaris_10_x86/multiboot install

http://192.168.2.1/jumpstart/config.tar

-B install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot

module /platform/i86pc/boot_archive

■ 圧縮構成ファイルをファイアウォールで防御されたHTTPサーバー上の圧縮
構成ファイルに保存した場合は、ブート時に proxy指示子を使用する必要が
あります(ファイルが配置されたサーバーの IPアドレスを指定する必要はな
い)。プロキシサーバーの IPアドレスは次のように指定します。

kernel /Solaris_10_x86/multiboot install

http://www.shadow.com/jumpstart/config.tar&proxy=131.141.6.151

-B install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot

module /platform/i86pc/boot_archive
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表 8–1 x86: GRUBメニューのコマンドおよびオプション (続き)
コマンドまたはオプション 説明と例

url|ask (続き) ■ ask - installオプションとともに使用すると、システムがブートしてネットワーク
へ接続したあと、インストールプログラムによって圧縮構成ファイルの場所を入力
するプロンプトが表示されます。このオプションを使用すると、完全に自動化され
た JumpStartインストールを行うことはできません。
Returnキーを押してこのプロンプトへの入力を省略すると、Solarisインストールプ
ログラムはネットワークパラメータを対話的に構成します。インストールプログラ
ムは次に、圧縮構成ファイルの場所を尋ねるプロンプトを表示します。
次の例では、カスタム JumpStartを実行してネットワークインストールイメージから
ブートします。システムがネットワークに接続したあと、構成ファイルの場所を入
力するプロンプトが表示されます。

kernel /Solaris_10_x86/multiboot install ask

-B install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot

module /platform/i86pc/boot_archive

dhcp -Bオプションの前にこのオプションを挿入すると、インストールプログラムがDHCP
サーバーを使用してシステムのブートに必要なネットワークインストール情報を取得す
るように指示できます。dhcpでDHCPサーバーの使用を指定しないと、
/etc/bootparamsファイル、またはネームサービスの bootparamsデータベースが使用さ
れます。たとえば、静的 IPアドレスを保持する場合には、dhcpを指定しません。

kernel /Solaris_10_x86/multiboot dhcp

-B install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot

module /platform/i86pc/boot_archive

- text -Bオプションの前にこのオプションを挿入すると、デスクトップセッションでテキスト
ベースのインストールを実行できます。

kernel /Solaris_10_x86/multiboot - text

-B install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot

module /platform/i86pc/boot_archive

- nowin -Bオプションの前にこのオプションを挿入すると、コンソールセッションでテキスト
ベースのインストールを実行できます。

kernel /Solaris_10_x86/multiboot - nowin

-B install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot

module /platform/i86pc/boot_archive

console=serial-console -Bオプションとともにこの引数を使用すると、システムが ttya (COM1)または ttyb

(COM2)のようなシリアルコンソールを使用するように指示できます。

kernel /Solaris_10_x86/multiboot -B console=ttya

install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot

module /platform/i86pc/boot_archive

x86:インストールのためのGRUBメニューコマンド

第 8章 • ネットワークからのインストール (コマンドリファレンス) 159



表 8–1 x86: GRUBメニューのコマンドおよびオプション (続き)
コマンドまたはオプション 説明と例

ata-dma-enabled=[0|1] -Bオプションとともにこの引数を使用すると、インストール中にATA (Advanced
Technology Attachment)または IDE (Integrated Drive Electronics)デバイス、およびDMA
(Direct Memory Access)を有効または無効にできます。

kernel /Solaris_10_x86/multiboot -B ata-dma-enabled=0

install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot

module /platform/i86pc/boot_archive

acpi-enum=[0|1] -Bオプションとともにこの引数を使用すると、ACPI (Advanced Configuration and Power
Interface)電源管理を有効または無効にできます。

kernel /Solaris_10_x86/multiboot -B acpi-enum=0

install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot

module /platform/i86pc/boot_archive

atapi-cd-dma-enabled=[0|1] -Bオプションとともにこの引数を使用すると、インストール中にCDドライブまたは
DVDドライブのDMAを有効または無効にできます。

kernel /Solaris_10_x86/multiboot -B atapi-cd-dma-enabled=0

install_media=192.168.2.1:/export/cdrom0/boot

module /platform/i86pc/boot_archive

注 – DMA 名 atapi は、現在 DMA に使用されている変数名です。この変数は変更されるこ
とがあります。
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広域ネットワーク経由のインストール
このパートでは、WANブートインストールを使用して広域ネットワーク (WAN)
経由でシステムのインストールを行う方法について説明します。

パ ー ト I I I
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WANブート (概要)

この章では、WANブートインストールの概要について説明します。この章の内容は
次のとおりです。

■ 163ページの「WANブートとは」
■ 165ページの「どのような場合にWANブートを使用するか」
■ 165ページの「WANブートのしくみ (概要)」
■ 169ページの「WANブートでサポートされているセキュリティー構成 (概要)」

WANブートとは
WANブートインストールでは、HTTPを使って広域ネットワーク (WAN)経由でソフ
トウェアのブートとインストールを行うことができます。WANブートを使用する
と、大規模な公開ネットワークを介して Solaris OSを SPARCシステムにインストール
できますが、このようなネットワークは基盤の信頼性が低い場合があります。WAN
ブートをセキュリティー機能とともに使用することによって、データの機密性とイ
ンストールイメージの完全性を保護できます。

WANブートインストールでは、暗号化した Solarisフラッシュアーカイブを公開
ネットワークを介してリモートの SPARCクライアントに転送できます。次に、WAN
ブートプログラムは、カスタム JumpStartインストールを実行して、クライアントシ
ステムをインストールします。インストールの完全性を保護するために、非公開鍵
を使ってデータの認証および暗号化を行うことができます。また、デジタル証明書
を使用するようにシステムを構成すると、HTTPS接続を介してインストールデータ
やファイルを転送できます。

WANブートインストールを実行するには、HTTPまたはHTTPS接続を介してWeb
サーバーから次の情報をダウンロードして、SPARCベースのシステムをインストー
ルします。
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■ wanbootプログラム – wanbootプログラムは、WANブートミニルート、クライア
ント構成ファイル、およびインストールファイルを読み込む、二次レベルのブー
トプログラムです。wanbootプログラムは、二次レベルのブートプログラムであ
る ufsbootや inetbootと同様の処理を実行します。

■ WANブートファイルシステム – WANブートは、クライアントシステムをインス
トールするために、いくつものファイルを使ってクライアントの構成やデータの
取得を行います。これらのファイルは、Webサーバーの /etc/netbootディレクト
リに置かれています。wanboot-cgiプログラムは、これらのファイルを 1つの
ファイルシステムとしてクライアントに転送します。このファイルシステムは
WANブートファイルシステムと呼ばれます。

■ WANブートミニルート – WANブートミニルートは、WANブートインストール
を実行するために Solarisミニルートに変更を加えたものです。Solarisミニルート
と同様に、WANブートミニルートには、カーネルのほか、Solaris環境のインス
トールに最低限必要なソフトウェアが格納されています。WANブートミニルー
トには、Solarisミニルートにあるソフトウェアのサブセットが格納されます。

■ カスタム JumpStart構成ファイル – WANブートは、システムをインストールする
ために、sysidcfg、rules.ok、およびプロファイルファイルをクライアントに転
送します。次に、WANブートはこれらのファイルを使って、クライアントシス
テムに対してカスタム JumpStartインストールを実行します。

■ Solarisフラッシュアーカイブ – Solarisフラッシュアーカイブは、マスターシステ
ムからコピーされたファイルの集合体です。このアーカイブは、クライアントシ
ステムをインストールするために使用できます。WANブートは、カスタム
JumpStartインストールを使って、Solarisフラッシュアーカイブをクライアントシ
ステムにインストールします。アーカイブをクライアントシステムにインストー
ルすると、クライアントシステムはマスターシステムとまったく同じ構成になり
ます。

注 – flarcreateコマンドのファイルごとのサイズ制限がなくなっています。各
ファイルのサイズが 4Gバイトを超えていても Solarisフラッシュアーカイブを作
成できます。

詳細については、『Solaris 10 5/08インストールガイド (Solarisフラッシュアーカイ
ブの作成とインストール)』の「大規模なファイルを含むアーカイブの作成」を参
照してください。

次に、カスタム JumpStartインストールを使って、アーカイブをクライアントにイン
ストールします。

上記の情報を転送するとき、鍵とデジタル証明書を使って保護することもできま
す。

WANブートインストールで発生するイベントの順序の詳細については、165ページ
の「WANブートのしくみ (概要)」を参照してください。

WANブートとは
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どのような場合にWANブートを使用するか
WANブートインストールを使用すると、地理的に離れた場所にある SPARCベース
のシステムに対してインストールを実行できます。WANブートを使用すると、公開
ネットワーク経由でのみアクセス可能なリモートのサーバーやクライアントに対し
ても、インストールを実行できます。

ローカルエリアネットワーク (LAN)内にあるシステムに対してインストールを行い
たい場合、WANブートインストールを使用すると、必要以上の構成や管理が必要に
なることがあります。LAN経由でシステムをインストールする方法については、
第 4章ネットワークからのインストール (概要)を参照してください。

WANブートのしくみ (概要)
WANブートは、サーバー、構成ファイル、CGI (Common Gateway Interface)プログラ
ム、およびインストールファイルを組み合わせて使用することによって、SPARC
ベースのリモートクライアントに対してインストールを行います。ここでは、WAN
ブートインストールで発生するイベントの通常の順序について説明します。

WANブートインストールでのイベントの順序
図 9–1は、WANブートインストールで発生するイベントの基本的な順序を示してい
ます。この図で、SPARCベースのクライアントは、構成データとインストール
ファイルを、WebサーバーとインストールサーバーからWAN経由で取得します。

WANブートのしくみ (概要)
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1. 次のいずれかの方法で、クライアントをブートします。

図 9–1 WANブートインストールでのイベントの順序

WANブートのしくみ (概要)
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■ OpenBoot PROM (OBP)のネットワークインタフェース変数を設定することに
よって、ネットワークからブートします。

■ DHCPオプションを使ってネットワークからブートします。
■ ローカルCD-ROMからブートします。

2. クライアントのOBPは、次のどちらかから構成情報を取得します。
■ ユーザーがコマンド行に入力したブート引数の値から
■ ネットワークでDHCPが使用されている場合は、DHCPサーバーから

3. クライアントのOBPは、WANブートの二次レベルのブートプログラム (wanboot)
を要求します。

クライアントのOBPは、wanbootプログラムを次のどちらかからダウンロードし
ます。

■ WANブートサーバーと呼ばれる特別なWebサーバーから、ハイパーテキスト
トランスファープロトコル (HTTP)を使って

■ ローカルCD-ROMから (上記の図には示されていない)

4. wanbootプログラムは、WANブートサーバーに対し、クライアント構成情報を要
求します。

5. wanbootプログラムは、wanboot-cgiプログラムによってWANブートサーバーか
ら転送される構成ファイルをダウンロードします。構成ファイルは、WANブー
トファイルシステムとしてクライアントに転送されます。

6. wanbootプログラムは、WANブートサーバーに対し、WANブートミニルートの
ダウンロードを要求します。

7. wanbootプログラムは、HTTPまたはHTTPSを使って、WANブートサーバーから
WANブートミニルートをダウンロードします。

8. wanbootプログラムは、WANブートミニルートからUNIXカーネルを読み込み、
実行します。

9. UNIXカーネルは、Solarisインストールプログラムで使用できるように、WAN
ブートファイルシステムを見つけてマウントします。

10.インストールプログラムは、インストールサーバーに対し、Solarisフ
ラッシュアーカイブとカスタム JumpStartファイルのダウンロードを要求しま
す。

インストールプログラムは、HTTPまたはHTTPS接続を介して、アーカイブとカ
スタム JumpStartファイルをダウンロードします。

11.インストールプログラムは、カスタム JumpStartインストールを実行して、Solaris
フラッシュアーカイブをクライアントにインストールします。

WANブートのしくみ (概要)
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WANブートインストール時のデータの保護
WANブートインストールでは、ハッシュキー、暗号化鍵、およびデジタル証明書を
使って、インストール中にシステムデータを保護できます。ここでは、WANブート
インストールでサポートされている各種のデータ保護方法について簡単に説明しま
す。

ハッシュキーによるデータ完全性のチェック
WANブートサーバーからクライアントに転送するデータを保護するために、HMAC
(Hashed Message Authentication Code)キーを生成できます。このハッシュキーを、
WANブートサーバーとクライアントの両方にインストールします。WANブート
サーバーはこのキーを使って、クライアントに転送するデータに署名します。クラ
イアントはこのキーを使って、WANブートサーバーから転送されるデータの完全性
を確認します。クライアントにハッシュキーをインストールすると、クライアント
は以降のWANブートインストールにこのキーを使用します。

ハッシュキーの使用方法については、207ページの「(省略可能)ハッシュキーと暗号
化鍵を作成する方法」を参照してください。

暗号化鍵によるデータの暗号化
WANブートインストールでは、WANブートサーバーからクライアントに転送する
データを暗号化できます。WANブートのユーティリティーを使って、3DES (Triple
Data Encryption Standard)またはAES (Advanced Encryption Standard)の暗号化鍵を作成
できます。この鍵を、WANブートサーバーとクライアントの両方に渡します。
WANブートサーバーはこの暗号化鍵を使って、クライアントに転送するデータを暗
号化します。クライアントはこの鍵を使って、インストール時に暗号化されて転送
された構成ファイルとセキュリティーファイルを、復号化できます。

クライアントに暗号化鍵をインストールすると、クライアントは以降のWANブート
インストールにこの鍵を使用します。

サイトで暗号化鍵の使用が許可されていない場合もあります。サイトで暗号化を使
用できるかどうかについては、サイトのセキュリティー管理者に問い合わせてくだ
さい。サイトで暗号化を使用できる場合は、3DES暗号化鍵またはAES暗号化鍵のど
ちらを使用すべきかを、セキュリティー管理者に尋ねてください。

暗号化鍵の使用方法については、207ページの「(省略可能)ハッシュキーと暗号化鍵
を作成する方法」を参照してください。

HTTPSによるデータの保護
WANブートでは、WANブートサーバーとクライアントの間のデータ転送にHTTPS
(Secure Sockets Layerを介したHTTP)を使用できます。HTTPSを使用すると、サー
バーに対して、あるいはサーバーとクライアントの両方に対して、インストール時

WANブートのしくみ (概要)
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に身分証明を行うよう要求できます。また、HTTPSでは、インストール時にサー
バーからクライアントに転送されるデータが暗号化されます。

HTTPSでは、ネットワーク上でデータを交換するシステムに対して、デジタル証明
書による認証が行われます。デジタル証明書は、オンライン通信を行うときにシス
テム (サーバーまたはクライアント)が信頼できるシステムであることを示すための
ファイルです。外部の認証局に依頼してデジタル証明書を取得するか、独自の証明
書と認証局を作成します。

クライアントがサーバーを信頼してサーバーからのデータを受け入れるようにする
には、サーバーにデジタル証明書をインストールする必要があります。次に、この
証明書を信頼するようにクライアントに指示します。サーバーに対して身分証明を
行うよう、クライアントに要求することもできます。そのためには、クライアント
にデジタル証明書を用意します。次に、インストール時にクライアントが証明書を
提出したらその証明書の署名者を受け入れるように、サーバーに指示します。

インストール時にデジタル証明書を使用するには、HTTPSを使用するようにWeb
サーバーを構成する必要があります。HTTPSの使用方法については、Webサーバー
のマニュアルを参照してください。

WANブートインストールでデジタル証明書を使用するための要件については、180
ページの「デジタル証明書の要件」を参照してください。WANブートインストール
でデジタル証明書を使用する方法については、204ページの「(省略可能)サーバー認
証とクライアント認証にデジタル証明書を使用する方法」を参照してください。

WANブートでサポートされているセキュリティー構成
(概要)

WANブートでは、さまざまなレベルのセキュリティーがサポートされています。
WANブートでサポートされているセキュリティー機能を組み合わせて使用すること
で、ネットワークのニーズに対応できます。より安全な構成にするほど、多くの管
理が必要になりますが、システムデータをより広範に保護できます。高いセキュリ
ティーを必要とするシステム、または公開ネットワーク経由でインストールを行う
システムには、170ページの「セキュリティー保護されたWANブートインストール
構成」で説明する構成を選択できます。それほどセキュリティーを必要としないシ
ステム、または半私設のネットワーク上にあるシステムには、170ページの「セ
キュリティー保護されていないWANブートインストール構成」で説明する構成を検
討してください。

ここでは、WANブートインストールのセキュリティーレベルを設定するための各種
構成について簡単に説明します。また、これらの構成に必要なセキュリティーメカ
ニズムについても説明します。

WANブートでサポートされているセキュリティー構成 (概要)
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セキュリティー保護されたWANブートインス
トール構成
この構成は、サーバーとクライアントの間で交換されるデータの完全性を保護し、
内容の機密性を保つために役立ちます。この構成は、HTTPS接続を使用するととも
に、クライアント構成ファイルを暗号化するために 3DESまたはAESアルゴリズムを
使用します。また、この構成では、サーバーはインストール時にクライアントに対
して身分証明を行うよう要求されます。セキュリティー保護されたWANブートイン
ストールを行うには、次のセキュリティー機能が必要です。

■ WANブートサーバーとインストールサーバーで、HTTPSが有効になっているこ
と

■ WANブートサーバーとクライアントに、HMAC SHA1ハッシュキーが、インス
トールされていること

■ WANブートサーバーとクライアントに、3DESまたはAES暗号化鍵がインストー
ルされていること

■ WANブートサーバーに関する認証局のデジタル証明書

インストール時にクライアントの認証も行う場合は、次のセキュリティー機能を使
用する必要があります。

■ WANブートサーバーの非公開鍵
■ クライアントのデジタル証明書

この構成を使ってインストールを行うために必要な作業の一覧については、表 11–1
を参照してください。

セキュリティー保護されていないWANブートイ
ンストール構成
この構成では、管理に必要な労力は最小限に抑えられますが、Webサーバーからク
ライアントへのデータ転送のセキュリティーは最も低くなります。ハッシュキー、
暗号化鍵、およびデジタル証明書を作成する必要はありません。HTTPSを使用する
ようにWebサーバーを構成する必要もありません。ただし、この構成によるインス
トールでは、インストールデータとファイルはHTTP接続を介して転送されるの
で、ネットワーク上での妨害に対して無防備になります。

転送されたデータの完全性をクライアントでチェックできるようにするには、この
構成とともにHMAC SHA1ハッシュキーを使用します。ただし、Solarisフ
ラッシュアーカイブはハッシュキーで保護されません。インストール時にサーバー
とクライアントの間で転送されるアーカイブは、セキュリティー保護されません。

この構成を使ってインストールを行うために必要な作業の一覧については、表 11–2
を参照してください。
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WANブートによるインストールの準備
(計画)

この章では、WANブートインストールを行うためにネットワークを準備する方法に
ついて説明します。この章の内容は次のとおりです。

■ 171ページの「WANブートの要件とガイドライン」
■ 181ページの「WANブートのセキュリティー限界」
■ 181ページの「WANブートインストールに必要な情報の収集」

WANブートの要件とガイドライン
ここでは、WANブートインストールを実行するためのシステム要件について説明し
ます。

表 10–1 WANブートインストールを行うためのシステム要件

システムと説明 要件

WANブートサーバー – wanboot

プログラム、構成ファイルとセ
キュリティーファイル、および
WANブートミニルートを提供す
るWebサーバーです。

■ オペレーティングシステム - Solaris 9 12/03 OS、またはその
互換バージョン

■ Webサーバーとして構成されていること

■ WebサーバーソフトウェアでHTTP 1.1がサポートされてい
ること

■ デジタル証明書を使用する場合は、Webサーバーソフト
ウェアでHTTPSがサポートされていること
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表 10–1 WANブートインストールを行うためのシステム要件 (続き)
システムと説明 要件

インストールサーバー –クライ
アントのインストールに必要な
Solarisフラッシュアーカイブと
カスタム JumpStartファイルを提
供します。

■ ディスク容量 –各 Solarisフラッシュアーカイブに必要な容
量

■ メディアドライブ – CD-ROMドライブまたはDVD-ROMド
ライブ

■ オペレーティングシステム - Solaris 9 12/03 OS、またはその
互換バージョン

WANブートサーバーとは別のシステムで稼働している場合、
インストールサーバーは次の追加要件を満たす必要がありま
す。
■ Webサーバーとして構成されていること

■ WebサーバーソフトウェアでHTTP 1.1がサポートされてい
ること

■ デジタル証明書を使用する場合は、Webサーバーソフト
ウェアでHTTPSがサポートされていること

クライアントシステム – WAN経
由でインストールを行う対象の
リモートシステム

■ メモリー - 512Mバイト以上のRAM

■ CPU – UltraSPARC IIプロセッサ以上

■ ハードディスク – 2Gバイト以上のハードディスク容量

■ OBP – WANブート対応の PROM
適切な PROMを持っていないクライアントには、CD-ROM
ドライブが必要です。
クライアントの PROMがWANブートに対応しているかど
うかを調べる方法については、194ページの「クライアント
OBPでのWANブート対応を確認する方法」を参照してく
ださい。

(省略可能) DHCPサーバー –
DHCPサーバーを使ってクライ
アント構成情報を提供できま
す。

SunOS DHCPサーバーを使用している場合は、次のいずれかの
作業を実行する必要があります。
■ サーバーを EDHCPサーバーにアップグレードします。

■ Sunベンダーオプションの名前を変更して、オプションに
対する 8文字の制限を満たすようにします。WANインス
トール固有の Sunベンダーオプションの詳細については、
226ページの「(省略可能) DHCPによる構成情報の提供」を
参照してください。

DHCPサーバーがクライアントとは異なるサブネットにある場
合は、BOOTPリレーエージェントを構成する必要がありま
す。BOOTPリレーエージェントの構成方法については、
『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の第 14章「DHCPサー
ビスの構成 (手順)」を参照してください。
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表 10–1 WANブートインストールを行うためのシステム要件 (続き)
システムと説明 要件

(省略可能)ログサーバー –デ
フォルトでは、WANインストー
ル時のブートログメッセージお
よびインストールログメッセー
ジは、すべてクライアントのコ
ンソールに表示されます。これ
らのメッセージを別のシステム
に表示するには、ログサーバー
として使用するシステムを指定
します。

Webサーバーとして構成されている必要があります。

注 –インストール時にHTTPSを使用する場合は、WANブート
サーバーと同じシステムにログサーバーを置く必要がありま
す。

(省略可能)プロキシサーバー –イ
ンストールデータとファイルの
ダウンロード時にHTTPプロキ
シを使用するようにWANブート
機能を構成できます。

インストールでHTTPSを使用する場合は、HTTPSトンネリン
グを行うようにプロキシサーバーを構成する必要があります。

Webサーバーソフトウェアの要件とガイドライン
WANブートサーバーとインストールサーバーで使用するWebサーバーソフト
ウェアは、次の要件を満たす必要があります。

■ オペレーティングシステム – WANブートでは、wanboot-cgiというCGI (Common
Gateway Interface)プログラムが、クライアントマシンが受け付ける特定のフォー
マットにデータやファイルを変換します。これらのスクリプトを使用してWAN
ブートインストールを実行するには、Solaris 9 12/03 OSまたはその互換バージョン
でWebサーバーソフトウェアを実行する必要があります。

■ ファイルサイズの制限 – Webサーバーソフトウェアによっては、HTTPを介して
転送できるファイルサイズが制限される場合もあります。Webサーバーのマ
ニュアルを参照して、Solarisフラッシュアーカイブの大きさのファイルを転送で
きることを確認してください。

注 – flarcreateコマンドのファイルごとのサイズ制限がなくなっています。各
ファイルのサイズが 4Gバイトを超えていても Solarisフラッシュアーカイブを作
成できます。

詳細については、『Solaris 10 5/08インストールガイド (Solarisフラッシュアーカイ
ブの作成とインストール)』の「大規模なファイルを含むアーカイブの作成」を参
照してください。

■ SSLサポート – WANブートインストールでHTTPSを使用するには、Webサー
バーソフトウェアで SSLバージョン 3がサポートされている必要があります。
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サーバー構成オプション
WANブートに必要なサーバーの構成をカスタマイズすることで、ネットワークの
ニーズに対応できます。すべてのサーバーを単一のシステムに置くことも、複数の
システムに置くこともできます。

■ 単一のサーバー – WANブートのデータとファイルを 1台のシステムに集中化させ
たい場合は、すべてのサーバーを同じマシンで稼働させることができます。各種
のサーバーを 1台のシステムで管理できるほか、1台のシステムをWebサーバー
として構成するだけで済みます。ただし、単一のサーバーでは、多数のWAN
ブートインストールが同時に発生した場合に、必要なトラフィック量をサポート
できないことがあります。

■ 複数のサーバー –インストールデータとファイルをネットワーク上に分散させた
い場合は、これらのサーバーを複数のマシンで稼働させることができます。たと
えば、中心となるWANブートサーバーを 1台設定し、複数のインストールサー
バーを構成して Solarisフラッシュアーカイブをネットワーク上に分散できます。
インストールサーバーとログサーバーを別々のマシンで稼働させる場合は、どち
らのサーバーもWebサーバーとして構成する必要があります。

ドキュメントルートディレクトリへのインストー
ルファイルと構成ファイルの保存
WANブートインストール時に、wanboot-cgiプログラムによって次のファイルが転
送されます。

■ wanbootプログラム
■ WANブートミニルート
■ カスタム JumpStartファイル
■ Solarisフラッシュアーカイブ

wanboot-cgiプログラムでこれらのファイルを転送できるようにするには、Webサー
バーソフトウェアがアクセスできるディレクトリに、これらのファイルを保存する
必要があります。たとえば、Webサーバーのドキュメントルートにこれらのファイ
ルを置くと、これらのファイルへのアクセスが可能になります。

ドキュメントルートは、Webサーバー上の主要なドキュメントディレクトリであ
り、クライアントに公開するファイルはここに保存します。Webサーバーソフト
ウェアを使って、このディレクトリの名前や構成を変更できます。Webサーバー上
のドキュメントルートディレクトリを設定する方法については、Webサーバーのマ
ニュアルを参照してください。

ドキュメントルートディレクトリにいくつかのサブディレクトリを作成して、それ
ぞれ異なるインストールファイルと構成ファイルを保存することもできます。たと
えば、インストール対象であるクライアントのグループごとに、固有のサブディレ
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クトリを作成します。また、ネットワーク上に何種類かのリリースの Solaris OSをイ
ンストールする場合は、リリースごとにサブディレクトリを作成します。

図 10–1は、ドキュメントルートディレクトリの基本的な構造の例を示しています。
この例で、WANブートサーバーとインストールサーバーは同じマシンに置かれてい
ます。このサーバーでは、Apache Webサーバーソフトウェアが実行されています。

この例のドキュメントディレクトリは、次のような構造を使用しています。

■ /opt/apache/htdocsディレクトリは、ドキュメントルートディレクトリです。

■ WANブートミニルート (miniroot)ディレクトリには、WANブートミニルートが
置かれています。

■ wanbootディレクトリには、wanbootプログラムが置かれています。

■ Solarisフラッシュ (flash)ディレクトリには、クライアントのインストールに必要
なカスタム JumpStartファイルと、サブディレクトリ archivesが置かれていま
す。archivesディレクトリには、Solaris最新リリースのフラッシュアーカイブが
置かれています。

/opt/apache/htdocs

miniroot

miniroot.s10_sparc

wanboot

wanboot.s10_sparc

flash

sysidcfg

rules.ok

profile

begin

finish

archives

sol-10-sparc.flar

図 10–1 ドキュメントルートディレクトリの構造の例
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注 – WANブートサーバーとインストールサーバーがそれぞれ別のシステムで稼働し
ている場合は、flashディレクトリをインストールサーバーに置くこともできます。
WANブートサーバーがこれらのファイルやディレクトリにアクセスできることを確
認してください。

ドキュメントルートディレクトリの作成方法については、Webサーバーのマニュア
ルを参照してください。インストールファイルの作成および保存の方法について
は、209ページの「カスタム JumpStartインストールファイルの作成」を参照してく
ださい。

/etc/netbootディレクトリへの構成情報とセ
キュリティー情報の保存
/etc/netbootディレクトリには、WANブートインストールに必要な、構成情報、非
公開鍵、デジタル証明書、および認証局が保存されます。ここでは、WANブートイ
ンストールをカスタマイズするために /etc/netbootディレクトリ内に作成できる
ファイルとディレクトリについて説明します。

WANブートインストールの適用範囲のカスタマイズ
インストール時に wanboot-cgiプログラムは、WANブートサーバーの /etc/netboot

ディレクトリ内でクライアント情報を検索します。wanboot-cgiプログラムは、この
情報をWANブートファイルシステムに変換してから、WANブートファイルシステ
ムをクライアントに転送します。/etc/netbootディレクトリ内にサブディレクトリ
を作成することで、WANブートインストールの適用範囲をカスタマイズできます。
次のディレクトリ構造を使って、インストール対象のクライアント間で構成情報を
どのように共有するかを定義します。

■ 大域的な構成 -ネットワーク上のすべてのクライアントで構成情報を共有するに
は、共有する構成ファイルを /etc/netbootディレクトリに保存します。

■ ネットワーク固有の構成 -特定のサブネット上のマシンだけで構成情報を共有す
るには、共有する構成ファイルを /etc/netbootディレクトリのサブディレクトリ
に保存します。サブディレクトリは、次の規則に従って名前を付けてください。

/etc/netboot/net-ip

この例で、net-ipはクライアントのサブネットの IPアドレスです。たとえば、
192.168.255.0という IPアドレスを持つサブネット上のすべてのシステムで構成
ファイルを共有するには、/etc/netboot/192.168.255.0というディレクトリを作
成します。その後、このディレクトリに構成ファイルを保存します。
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■ クライアント固有の構成 –特定のクライアントだけでブートファイルシステムを
使用するには、ブートファイルシステムのファイルを /etc/netbootのサブディレ
クトリに保存します。サブディレクトリは、次の規則に従って名前を付けてくだ
さい。

/etc/netboot/net-ip/client-ID

この例で、net-ipはサブネットの IPアドレスです。client-IDは、DHCPサーバーに
よって割り当てられるクライアント IDか、ユーザー指定のクライアント IDで
す。たとえば、サブネット 192.168.255.0にあって 010003BA152A42というクライ
アント IDを持つシステムで、特定の構成ファイルを使用するには、
/etc/netboot/192.168.255.0/010003BA152A42というディレクトリを作成します。
その後、該当するファイルをこのディレクトリに保存します。

/etc/netbootディレクトリにおけるセキュリティー情報と構成情
報の指定
次のファイルを作成して /etc/netbootディレクトリに保存することで、セキュリ
ティー情報と構成情報を指定します。

■ wanboot.conf –このファイルは、WANブートインストール用のクライアント構成
情報を指定します。

■ システム構成ファイル ( system.conf) –このシステム構成ファイルは、クライア
ントの sysidcfgファイルおよびカスタム JumpStartファイルの場所を指定しま
す。

■ keystore –このファイルには、クライアントのHMAC SHA1ハッシュキー、3DES
またはAES暗号化鍵、および SSL非公開鍵が保存されます。

■ truststore –このファイルには、クライアントが信頼すべき、認証局のデジタル
証明書が保存されます。これら信頼できる証明書に従って、クライアントはイン
ストール時にサーバーを信頼します。

■ certstore –このファイルには、クライアントのデジタル証明書が保存されます。

注 – certstoreファイルは、クライアント IDのディレクトリに置く必要がありま
す。/etc/netbootディレクトリのサブディレクトリに関する詳細は、176ページ
の「WANブートインストールの適用範囲のカスタマイズ」を参照してくださ
い。

これらのファイルの作成方法と保存方法については、次の手順を参照してくださ
い。

■ 219ページの「システム構成ファイルを作成する方法」
■ 221ページの「wanboot.confファイルを作成する方法」
■ 207ページの「(省略可能)ハッシュキーと暗号化鍵を作成する方法」
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■ 204ページの「(省略可能)サーバー認証とクライアント認証にデジタル証明書を使
用する方法」

/etc/netbootディレクトリにおけるセキュリティー情報と構成情
報の共有
ネットワーク上のクライアントに対してインストールを行うとき、いくつかのクラ
イアントで、あるいはすべてのサブネットで、セキュリティーファイルと構成
ファイルを共有することもできます。これらのファイルを共有するには、
/etc/netboot/net-ip/client-ID、/etc/netboot/net-ip、および /etc/netbootの各ディレ
クトリに構成情報を置きます。インストール時に、wanboot-cgiプログラムはこれら
のディレクトリから構成情報を検索し、クライアントに最もよく適合する構成情報
を使用します。

wanboot-cgiプログラムは、次の順序でクライアント情報を検索します。

1. /etc/netboot/net-ip/client-ID – wanboot-cgiプログラムはまず、クライアントマシ
ンに固有の構成情報を検索します。/etc/netboot/net-ip/client-IDディレクトリに
すべてのクライアント構成情報が揃っている場合、wanboot-cgiプログラムが
/etc/netbootディレクトリのほかの場所の構成情報を検索することはありませ
ん。

2. /etc/netboot/net-ip –必要な情報が /etc/netboot/net-ip/client-IDディレクトリに
揃っていない場合、wanboot-cgiプログラムは /etc/netboot/net-ipディレクトリ
でサブネット構成情報を検索します。

3. /etc/netboot -必要な情報が /etc/netboot/net-ipディレクトリにも見つからない
場合、wanboot-cgiプログラムは /etc/netbootディレクトリで大域的な構成情報
を検索します。

図 10–2は、/etc/netbootディレクトリを設定してWANブートインストールをカス
タマイズする方法を示しています。

WANブートの要件とガイドライン
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図 10–2の /etc/netbootディレクトリレイアウトでは、次のようなWANブートイン
ストールを実行できます。

■ クライアント 010003BA152A42に対してインストールを行うときは、
/etc/netboot/192.168.255.0/010003BA152A42ディレクトリにある次のファイルが
wanboot-cgiプログラムによって使用されます。

■ system.conf

■ keystore

■ truststore

■ certstore

次に、/etc/netboot/192.168.255.0ディレクトリにある wanboot.confファイル
が、wanboot-cgiプログラムによって使用されます。

■ 192.168.255.0サブネット上のクライアントに対してインストールを行うときは、
/etc/netboot/192.168.255.0ディレクトリにある wanboot.conf、keystore、およ
び truststoreの各ファイルが、wanboot-cgiプログラムによって使用されます。
次に、/etc/netbootディレクトリにある system.confファイルが、wanboot-cgiプ
ログラムによって使用されます。

■ 192.168.255.0サブネット上にないクライアントマシンに対してインストールを行
うときは、/etc/netbootディレクトリにある次のファイルが、wanboot-cgiプロ
グラムによって使用されます。

■ wanboot.conf

■ system.conf

■ keystore

■ truststore

wanboot.conf

system.conf

keystore

truststore

wanboot.conf

keystore

truststore

system.conf

keystore

truststore

certstore

010003BA152A42

/etc/netboot

192.168.255.0

図 10–2 /etc/netbootディレクトリの例
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wanboot-cgiプログラムの保存
wanboot-cgiプログラムは、WANブートサーバーからクライアントにデータと
ファイルを転送します。このプログラムは、WANブートサーバー上でクライアント
がアクセスできるディレクトリに置く必要があります。たとえば、WANブートサー
バーの cgi-binディレクトリにこのプログラムを置くと、クライアントがこのプログ
ラムにアクセスできるようになります。wanboot-cgiプログラムをCGIプログラムと
して使用するようにWebサーバーソフトウェアを構成する必要がある場合もありま
す。CGIプログラムの要件については、Webサーバーのマニュアルを参照してくだ
さい。

デジタル証明書の要件
WANブートインストールのセキュリティーを高めるには、デジタル証明書を使って
サーバーとクライアントの認証を有効にします。WANブートでは、オンライントラ
ンザクションの間に、デジタル証明書を使ってサーバーまたはクライアントの識別
情報が確立されます。デジタル証明書は認証局 (CA)によって発行されます。これら
の証明書には、シリアル番号、有効期限、証明書所有者の公開鍵のコピー、および
認証局のデジタル署名が含まれています。

サーバーに対して、あるいはサーバーとクライアントの両方に対して、インストー
ル時に認証を行うには、サーバーにデジタル証明書をインストールする必要があり
ます。デジタル証明書を使用するときは、次のガイドラインに従ってください。

■ デジタル証明書を使用する場合、デジタル証明書は PKCS#12 (Public-Key
Cryptography Standards #12)ファイルの一部としてフォーマットされている必要が
あります。

■ 独自の証明書を作成する場合は、PKCS#12ファイルとして作成する必要がありま
す。

■ 第三者機関である認証局から証明書を取得する場合は、PKCS#12フォーマットの
証明書を依頼します。

WANブートインストールで PKCS#12証明書を使用する方法については、204ページ
の「(省略可能)サーバー認証とクライアント認証にデジタル証明書を使用する方
法」を参照してください。
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WANブートのセキュリティー限界
WANブートには各種のセキュリティー機能が用意されていますが、次のような潜在
的問題には対応していません。

■ サービス妨害攻撃 –サービス妨害 (DoS)攻撃にはさまざまな形式がありますが、
その目的はユーザーが特定のサービスにアクセスできないようにすることです。
たとえば、大量のデータでネットワークに負担をかけたり、限られたリソースを
強引に消費したりするDoS攻撃があります。また、システム間で転送中のデータ
に対して操作を加えるDoS攻撃もあります。WANブートでは、DoS攻撃に対す
るサーバーやクライアントの保護は行われません。

■ サーバー上のバイナリの破壊 – WANブートインストールでは、インストールの
実行前にWANブートミニルートや Solarisフラッシュアーカイブの完全性が
チェックされることはありません。インストールを実行する前に、
http://sunsolve.sun.comの Solaris Fingerprint Database (指紋データベース)と比較し
て、Solarisバイナリの完全性を確認してください。

■ 暗号化鍵とハッシュキーの機密性 – WANブートで暗号化鍵やハッシュキーを使
用する場合は、インストール時にキーの値をコマンド行に入力する必要がありま
す。ネットワークに必要な注意事項を守り、キーの値を機密に保つようにしてく
ださい。

■ ネットワークのネームサービスの危殆化 –ネットワークでネームサービスを使用
する場合は、WANブートインストールを実行する前に、ネームサーバーの完全
性を確認してください。

WANブートインストールに必要な情報の収集
WANブートインストールを行うためにネットワークを構成するには、さまざまな情
報を収集する必要があります。WAN経由でのインストールを準備するときに、この
情報を書きとめておくとよいでしょう。

ネットワークについてWANブートインストール情報を記録するには、次のワーク
シートを使用してください。

■ 表 10–2
■ 表 10–3

WANブートインストールに必要な情報の収集
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表 10–2 サーバー情報を収集するためのワークシート

必要な情報 コメント

インストールサーバーの情報
■ インストールサーバー上のWANブート
ミニルートへのパス

■ インストールサーバー上のカスタム
JumpStartファイルへのパス

WANブートサーバーの情報
■ WANブートサーバー上の wanbootプログ
ラムへのパス

■ WANブートサーバー上の wanboot-cgiプ
ログラムのURL

■ WANブートサーバー上の /etc/netboot

階層にあるクライアントのサブディレク
トリへのパス

■ (省略可能) PKCS#12証明書ファイルの
ファイル名

■ (省略可能) WANブートサーバー以外
で、WANインストールに必要なすべて
のマシンのホスト名

■ (省略可能)ネットワークのプロキシサー
バーの IPアドレスとTCPポート番号

オプションサーバーの情報
■ ログサーバー上の bootlog-cgiスクリプ
トのURL

■ ネットワークのプロキシサーバーの IPア
ドレスとTCPポート番号

表 10–3 クライアント情報を収集するためのワークシート

情報 コメント

クライアントのサブネットの IPアドレス

クライアントのルーターの IPアドレス

クライアントの IPアドレス

クライアントのサブネットマスク

クライアントのホスト名

クライアントのMACアドレス

WANブートインストールに必要な情報の収集
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WANブートインストールに必要な情報の収集
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WANブートによるインストール (作業)

この章では、WANブートインストールを行うためにネットワークを準備する方法に
ついて説明します。必要な作業は次のとおりです。

■ 185ページの「広域ネットワーク経由のインストール (作業マップ)」
■ 189ページの「WANブートサーバーの構成」
■ 209ページの「カスタム JumpStartインストールファイルの作成」
■ 219ページの「構成ファイルの作成」
■ 226ページの「(省略可能) DHCPによる構成情報の提供」
■ 202ページの「(省略可能) WANブートログサーバーを構成する方法」

広域ネットワーク経由のインストール (作業マップ)
次の表は、WANブートインストールの準備に必要な作業の一覧です。

■ セキュリティー保護されたWANブートインストールの準備に必要な作業の一覧
については、表 11–1を参照してください。

HTTPSによるセキュリティー保護されたWANブートインストールについては、
170ページの「セキュリティー保護されたWANブートインストール構成」を参照
してください。

■ セキュリティー保護されていないWANブートインストールの準備に必要な作業
の一覧については、表 11–2を参照してください。

セキュリティー保護されていないWANブートインストールについては、170ペー
ジの「セキュリティー保護されていないWANブートインストール構成」を参照
してください。

DHCPサーバーやログサーバーを使用するには、表の末尾にある追加作業を実行す
る必要があります。

11第 1 1 章
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表 11–1 作業マップ:セキュリティー保護されたWANブートインストールを実行するための準
備

作業 説明 参照先

インストールで使用するセ
キュリティー機能を決定しま
す。

セキュリティー機能と構成につ
いて検討し、WANブートイン
ストールで使用するセキュリ
ティーのレベルを決定します。

168ページの「WANブートイ
ンストール時のデータの保護」

169ページの「WANブートで
サポートされているセキュリ
ティー構成 (概要)」

WANブートインストール情報
を収集します。

ワークシートを使って、WAN
ブートインストールの実行に必
要なすべての情報を記録しま
す。

181ページの「WANブートイ
ンストールに必要な情報の収
集」

WANブートサーバーにド
キュメントルートディレクトリ
を作成します。

構成ファイルとインストール
ファイルを提供するために、ド
キュメントルートディレクトリ
と必要に応じてサブディレクト
リを作成します。

190ページの「ドキュメント
ルートディレクトリの作成」

WANブートミニルートを作成
します。

setup_install_serverコマンド
を使って、WANブートミニ
ルートを作成します。

190ページの「SPARC: WAN
ブートミニルートを作成する方
法」

クライアントシステムがWAN
ブートに対応していることを確
認します。

クライアントのOBPを
チェックして、WANブートの
ブート引数がサポートされてい
ることを確認します。

194ページの「クライアント
OBPでのWANブート対応を確
認する方法」

WANブートサーバーに
wanbootプログラムをインス
トールします。

WANブートサーバーのド
キュメントルートディレクトリ
に wanbootプログラムをコピー
します。

195ページの「WANブート
サーバーへの wanbootプログラ
ムのインストール」

WANブートサーバーに
wanboot-cgiプログラムをイン
ストールします。

WANブートサーバーのCGI
ディレクトリに wanboot-cgiプ
ログラムをコピーします。

201ページの「WANブート
サーバーに wanboot-cgiプログ
ラムをコピーする方法」

(省略可能)ログサーバーを構成
します。

ブートおよびインストールのロ
グメッセージを表示するための
専用システムを構成します。

202ページの「(省略可能) WAN
ブートログサーバーを構成する
方法」

/etc/netboot階層を設定しま
す。

WANブートインストールに必
要な構成ファイルとセキュリ
ティーファイルを /etc/netboot

階層に格納します。

198ページの「WANブート
サーバーに /etc/netboot

ディレクトリを作成する」

広域ネットワーク経由のインストール (作業マップ)
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表 11–1 作業マップ:セキュリティー保護されたWANブートインストールを実行するための準
備 (続き)
作業 説明 参照先

WANブートインストールのセ
キュリティーを高めるために、
HTTPSを使用するようにWeb
サーバーを構成します。

HTTPSを使ってWANインス
トールを実行するためのWeb
サーバー要件に合わせます。

203ページの「(省略可能)
HTTPSによるデータの保護」

WANブートインストールのセ
キュリティーを高めるために、
デジタル証明書の形式を変更し
ます。

PKCS#12ファイルを、WANイ
ンストールで使用できるように
非公開鍵と証明書に分割しま
す。

204ページの「(省略可能)サー
バー認証とクライアント認証に
デジタル証明書を使用する方
法」

WANブートインストールのセ
キュリティーを高めるために、
ハッシュキーと暗号化鍵を作成
します。

wanbootutil keygenコマンドを
使って、HMAC SHA1、3DES、
またはAESキーを作成します。

207ページの「(省略可能)
ハッシュキーと暗号化鍵を作成
する方法」

Solarisフラッシュアーカイブを
作成します。

flarcreateコマンドを使って、
クライアントにインストールす
るソフトウェアのアーカイブを
作成します。

210ページの「Solarisフ
ラッシュアーカイブを作成する
方法」

カスタム JumpStartインストー
ル用のインストールファイルを
作成します。

テキストエディタを使って、次
のファイルを作成します。
■ sysidcfg

■ profile

■ rules.ok

■ 開始スクリプト
■ 終了スクリプト

212ページの「sysidcfgファイ
ルを作成する方法」

214ページの「プロファイルを
作成する方法」

216ページの「rulesファイル
を作成する方法」

218ページの「(省略可能)開始
スクリプトと終了スクリプトの
作成」

システム構成ファイルを作成し
ます。

system.confファイルに構成情
報を設定します。

219ページの「システム構成
ファイルを作成する方法」

WANブート構成ファイルを作
成します。

wanboot.confファイルに構成情
報を設定します。

221ページの「wanboot.conf

ファイルを作成する方法」

(省略可能) WANブートインス
トールをサポートするように
DHCPサーバーを構成します。

DHCPサーバーに Sunベンダー
オプションとマクロを設定しま
す。

47ページの「DHCPサービスに
よるシステム構成情報の事前設
定 (作業)」

広域ネットワーク経由のインストール (作業マップ)
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表 11–2 作業マップ:セキュリティー保護されていないWANブートインストールを実行するた
めの準備

作業 説明 参照先

インストールで使用するセ
キュリティー機能を決定しま
す。

セキュリティー機能と構成につ
いて検討し、WANブートイン
ストールで使用するセキュリ
ティーのレベルを決定します。

168ページの「WANブートイ
ンストール時のデータの保護」

169ページの「WANブートで
サポートされているセキュリ
ティー構成 (概要)」

WANブートインストール情報
を収集します。

ワークシートを使って、WAN
ブートインストールの実行に必
要なすべての情報を記録しま
す。

181ページの「WANブートイ
ンストールに必要な情報の収
集」

WANブートサーバーにド
キュメントルートディレクトリ
を作成します。

構成ファイルとインストール
ファイルを提供するために、ド
キュメントルートディレクトリ
と必要に応じてサブディレクト
リを作成します。

190ページの「ドキュメント
ルートディレクトリの作成」

WANブートミニルートを作成
します。

setup_install_serverコマンド
を使って、WANブートミニ
ルートを作成します。

190ページの「SPARC: WAN
ブートミニルートを作成する方
法」

クライアントシステムがWAN
ブートに対応していることを確
認します。

クライアントのOBPを
チェックして、WANブートの
ブート引数がサポートされてい
ることを確認します。

194ページの「クライアント
OBPでのWANブート対応を確
認する方法」

WANブートサーバーに
wanbootプログラムをインス
トールします。

WANブートサーバーのド
キュメントルートディレクトリ
に wanbootプログラムをコピー
します。

195ページの「WANブート
サーバーへの wanbootプログラ
ムのインストール」

WANブートサーバーに
wanboot-cgiプログラムをイン
ストールします。

WANブートサーバーのCGI
ディレクトリに wanboot-cgiプ
ログラムをコピーします。

201ページの「WANブート
サーバーに wanboot-cgiプログ
ラムをコピーする方法」

(省略可能)ログサーバーを構成
します。

ブートおよびインストールのロ
グメッセージを表示するための
専用システムを構成します。

202ページの「(省略可能) WAN
ブートログサーバーを構成する
方法」

/etc/netboot階層を設定しま
す。

WANブートインストールに必
要な構成ファイルとセキュリ
ティーファイルを /etc/netboot

階層に格納します。

198ページの「WANブート
サーバーに /etc/netboot

ディレクトリを作成する」

広域ネットワーク経由のインストール (作業マップ)
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表 11–2 作業マップ:セキュリティー保護されていないWANブートインストールを実行するた
めの準備 (続き)
作業 説明 参照先

(省略可能)ハッシュキーを作成
します。

wanbootutil keygenコマンドを
使って、HMAC SHA1キーを作
成します。

セキュリティー保護されていな
いインストールで、データの完
全性をチェックする場合は、こ
の作業を実行してHMAC SHA1
ハッシュキーを作成します。

207ページの「(省略可能)
ハッシュキーと暗号化鍵を作成
する方法」

Solarisフラッシュアーカイブを
作成します。

flarcreateコマンドを使って、
クライアントにインストールす
るソフトウェアのアーカイブを
作成します。

210ページの「Solarisフ
ラッシュアーカイブを作成する
方法」

カスタム JumpStartインストー
ル用のインストールファイルを
作成します。

テキストエディタを使って、次
のファイルを作成します。
■ sysidcfg

■ プロファイル
■ rules.ok

■ 開始スクリプト
■ 終了スクリプト

212ページの「sysidcfgファイ
ルを作成する方法」

214ページの「プロファイルを
作成する方法」

216ページの「rulesファイル
を作成する方法」

218ページの「(省略可能)開始
スクリプトと終了スクリプトの
作成」

システム構成ファイルを作成し
ます。

system.confファイルに構成情
報を設定します。

219ページの「システム構成
ファイルを作成する方法」

WANブート構成ファイルを作
成します。

wanboot.confファイルに構成情
報を設定します。

221ページの「wanboot.conf

ファイルを作成する方法」

(省略可能) WANブートインス
トールをサポートするように
DHCPサーバーを構成します。

DHCPサーバーに Sunベンダー
オプションとマクロを設定しま
す。

47ページの「DHCPサービスに
よるシステム構成情報の事前設
定 (作業)」

WANブートサーバーの構成
WANブートサーバーは、WANブートインストール時にブートデータと構成データ
を提供するWebサーバーです。WANブートサーバーのシステム要件の一覧につい
ては、表 10–1を参照してください。

ここでは、WANブートインストールを行うためにWANブートサーバーを構成する
方法について説明します。必要な作業は次のとおりです。

■ 190ページの「ドキュメントルートディレクトリの作成」

WANブートサーバーの構成
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■ 190ページの「WANブートミニルートの作成」
■ 195ページの「WANブートサーバーへの wanbootプログラムのインストール」
■ 198ページの「WANブートサーバーに /etc/netbootディレクトリを作成する」
■ 201ページの「WANブートサーバーへのWANブートCGIプログラムのコピー」
■ 203ページの「(省略可能) HTTPSによるデータの保護」

ドキュメントルートディレクトリの作成
構成ファイルとインストールファイルを提供するには、WANブートサーバーのWeb
サーバーソフトウェアがこれらのファイルにアクセスできるようにする必要があり
ます。たとえば、WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリにこれら
のファイルを置くと、これらのファイルへのアクセスが可能になります。

構成ファイルとインストールファイルの提供にドキュメントルートディレクトリを
使用するには、このディレクトリを作成する必要があります。ドキュメントルート
ディレクトリの作成方法については、Webサーバーのマニュアルを参照してくださ
い。ドキュメントルートディレクトリの設計方法については、174ページの「ド
キュメントルートディレクトリへのインストールファイルと構成ファイルの保存」
を参照してください。

このディレクトリの設定例については、253ページの「ドキュメントルートディレク
トリの作成」を参照してください。

ドキュメントルートディレクトリを作成したあと、WANブートミニルートを作成し
ます。手順については、190ページの「WANブートミニルートの作成」を参照して
ください。

WANブートミニルートの作成
WANブートでは、WANブートインストール用に変更された特別な Solarisミニルー
トが使用されます。WANブートミニルートには、Solarisミニルートにあるソフト
ウェアのサブセットが格納されます。WANブートインストールを実行するには、
Solaris DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDから、このミニルートをWANブート
サーバーにコピーする必要があります。-wオプションを指定して
setup_install_serverコマンドを実行し、Solarisソフトウェアのメディアからシステ
ムのハードディスクにWANブートミニルートをコピーします。

▼ SPARC: WANブートミニルートを作成する方法
次の手順では、SPARCメディアを使って SPARC WANブートミニルートを作成しま
す。x86ベースのサーバーから SPARC WANブートミニルートを提供するには、まず
SPARCマシンにミニルートを作成する必要があります。次に、作成したミニルート
を、x86ベースのサーバーのドキュメントルートディレクトリにコピーします。
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この手順では、WANブートサーバーでボリュームマネージャーを実行していると仮
定します。ボリュームマネージャーを使用していない場合は、『Solarisのシステム
管理 (デバイスとファイルシステム)』を参照してください。

WANブートサーバーでスーパーユーザーになるか、同等の役割になります。
システムの必要条件は次のとおりです。

■ CD-ROMドライブまたはDVD-ROMドライブを備えていること
■ サイトのネットワークおよびネームサービスに組み込まれていること

ネームサービスを使用する場合は、システムがすでにNIS、NIS+、DNS、LDAP
のいずれかのネームサービスに登録されていなければなりません。ネームサービ
スを使用しない場合は、サイトのポリシーに従ってシステムの情報を供給する必
要があります。

Solaris SOFTWARE - 1 CDまたは Solaris DVDをインストールサーバーのドライブに挿入し
ます。

WANブートミニルートと Solarisインストールイメージを置くためのディレクトリを
作成します。
# mkdir -p wan-dir-path install-dir-path

-p 目的のディレクトリを作成するときに、必要な親ディレクトリも
すべて作成するよう mkdirコマンドに指示します。

wan-dir-path WANブートミニルートの作成先となる、インストールサーバー上
のディレクトリを指定します。このディレクトリには、ミニルー
トを格納できる容量が必要です。ミニルートの標準サイズは 250M
バイトです。

install-dir-path Solarisソフトウェアイメージのコピー先となる、インストールサー
バー上のディレクトリを指定します。この手順の後半で、この
ディレクトリは削除できます。

マウントされたディスクの Toolsディレクトリに移動します。
# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

上の例では、cdrom0は、Solaris OSのメディアが入っているドライブへのパスです。

WANブートミニルートと Solarisソフトウェアイメージを、WANブートサーバーの
ハードディスクにコピーします。
# ./setup_install_server -w wan-dir-path install-dir-path

wan-dir-path WANブートミニルートをコピーするディレクトリを指定します。

install-dir-path Solarisソフトウェアイメージをコピーするディレクトリを指定しま
す。
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注 – setup_install_serverコマンドは、Solaris SOFTWAREのディスクイメージをコ
ピーする十分なディスク容量があるかどうかを調べます。利用できるディスク容量
を調べるには、df -klコマンドを使用します。

setup_install_server -wコマンドは、WANブートミニルートと、Solarisソフト
ウェアのネットワークインストールイメージを作成します。

(省略可能)ネットワークインストールイメージを削除します。
Solarisフラッシュアーカイブを使ってWANインストールを実行する場合、Solarisソ
フトウェアイメージは不要です。ほかのネットワークインストールに使用する予定
がない場合は、ネットワークインストールイメージを削除して、ディスクの空き領
域を増やすことができます。ネットワークインストールイメージを削除するには、
次のコマンドを入力します。
# rm -rf install-dir-path

次のどちらかの方法で、WANブートサーバーがWANブートミニルートにアクセスで
きるようにします。

■ WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリに、WANブートミニルー
トへのシンボリックリンクを作成します。
# cd /document-root-directory/miniroot
# ln -s /wan-dir-path/miniroot .

document-root-directory/miniroot WANブートサーバーのドキュメントルート
ディレクトリにあるディレクトリで、WAN
ブートミニルートにリンクするものを指定し
ます。

/wan-dir-path/miniroot WANブートミニルートへのパスを指定しま
す。

■ WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリに、WANブートミニルー
トを移動します。
# mv /wan-dir-path/miniroot /document-root-directory/miniroot/miniroot-name

wan-dir-path/miniroot WANブートミニルートへのパスを指定し
ます。

/document-root-directory/miniroot/ WANブートサーバーのドキュメントルー
トディレクトリにあるWANブートミニ
ディレクトリへのパスを指定します。

miniroot-name WANブートミニルートの名前を指定しま
す。miniroot.s10_sparcのように、わかり
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やすい名前をファイルに付けます。

WANブートミニルートの作成

setup_install_server(1M)に -wオプションを指定して実行することで、WANブート
ミニルートと Solarisソフトウェアイメージを、wanserver-1の
/export/install/Solaris_10ディレクトリにコピーします。

wanserver-1に接続されているメディアドライブに Solaris SOFTWAREのメディアを
挿入します。次のコマンドを入力します。

wanserver-1# mkdir -p /export/install/cdrom0

wanserver-1# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

wanserver-1# ./setup_install_server -w /export/install/cdrom0/miniroot \

/export/install/cdrom0

WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリ (/opt/apache/htdocs/)に、
WANブートミニルートを移動します。この例では、WANブートミニルートの名前
を miniroot.s10_sparcに設定しています。

wanserver-1# mv /export/install/cdrom0/miniroot/miniroot \

/opt/apache/htdocs/miniroot/miniroot.s10_sparc

WANブートインストールの続行

WANブートミニルートを作成したあと、クライアントのOpenBoot PROM (OBP)が
WANブートに対応しているかどうかを確認します。手順については、193ページ
の「クライアントのWANブート対応の確認」を参照してください。

setup_install_serverコマンドの詳細は、install_scripts(1M)のマニュアルページ
を参照してください。

クライアントのWANブート対応の確認
WANブートインストールを自動的に実行するには、クライアントシステムの
OpenBoot PROM (OBP)がWANブートに対応している必要があります。クライアン
トのOBPがWANブートに対応していない場合は、ローカルCDを使って必要なプロ
グラムを提供することで、WANブートインストールを実行できます。

クライアントがWANブートに対応しているかどうかを確認するには、クライアント
のOBP構成変数を調べます。クライアントがWANブートに対応しているかどうか
を調べるには、次の手順に従ってください。

例11–1
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▼ クライアントOBPでのWANブート対応を確認する方法
この手順は、クライアントのOBPがWANブートに対応しているかどうかを調べる
方法を示しています。

スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステム
管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくださ
い。

WANブート対応を表すOBP構成変数を調べます。
# eeprom | grep network-boot-arguments

■ 変数 network-boot-argumentsが表示されるか、上記のコマンドが
network-boot-arguments: data not available という出力を返した場合、OBP は
WANブートインストールに対応しています。WANブートインストールを実行す
る前にOBPを更新する必要はありません。

■ 上記のコマンドから何の出力も得られない場合、OBPはWANブートインストー
ルに対応していません。次のどちらかの作業を実行する必要があります。
■ クライアントのOBPを更新します。クライアントのOBPがWANブートイン
ストールに対応可能な場合は、OBPを更新する方法についてシステムのマ
ニュアルを参照してください。

注 –一部のクライアントOBPはWANブートに対応していません。そのような
クライアントの場合は、次のオプションを使用してください。

■ クライアントのインストールを行うための準備作業が完了したら、Solaris
SOFTWARE CD1またはDVDからWANブートインストールを実行します。こ
のオプションは、現在のOBPがWANブートに対応していないすべての場合
で使用できます。

CD1からクライアントをブートする方法については、246ページの「ローカル
のCDメディアを使ってWANブートインストールを実行する方法」を参照し
てください。WANブートインストールの準備を続行するには、198ページ
の「WANブートサーバーに /etc/netbootディレクトリを作成する」を参照し
てください。

クライアント上でOBPがWANブートに対応しているかどうかを確認す
る

次のコマンドは、クライアントのOBPがWANブートに対応しているかどうかを確
認する方法を示しています。
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# eeprom | grep network-boot-arguments

network-boot-arguments: data not available

この例では、出力に network-boot-arguments: data not available が表示されている
ので、クライアントOBPはWANブートに対応しています。

WANブートインストールの続行

クライアントのOBPがWANブートに対応していることを確認できたら、wanbootプ
ログラムをWANブートサーバーにコピーする必要があります。手順については、
195ページの「WANブートサーバーへの wanbootプログラムのインストール」を参
照してください。

クライアントのOBPがWANブートに対応していない場合は、wanbootプログラムを
WANブートサーバーにコピーする必要はありません。ローカルCDを使ってクライ
アントに wanbootプログラムを提供する必要があります。インストールを続行するに
は、198ページの「WANブートサーバーに /etc/netbootディレクトリを作成する」
を参照してください。

setup_install_serverコマンドの詳細については、第 4章ネットワークからのインス
トール (概要)を参照してください。

WANブートサーバーへの wanbootプログラムのイ
ンストール
WANブートでは、特別な二次レベルのブートプログラム wanbootが、クライアント
のインストールに使用されます。wanbootプログラムは、WANブートインストール
の実行に必要な、WANブートミニルート、クライアント構成ファイル、およびイン
ストールファイルを読み込みます。

WANブートインストールを実行するには、インストール時に wanbootプログラムを
クライアントに提供する必要があります。次の方法で、このプログラムをクライア
ントに提供できます。

■ クライアントの PROMがWANブートに対応している場合は、WANブートサー
バーからクライアントにプログラムを転送できます。WANブートサーバーに
wanbootプログラムをインストールする必要があります。

クライアントの PROMがWANブートに対応しているかどうかを調べる方法につ
いては、194ページの「クライアントOBPでのWANブート対応を確認する方
法」を参照してください。
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■ クライアントの PROMがWANブートに対応していない場合は、ローカルCDを
使ってクライアントにプログラムを提供する必要があります。クライアントの
PROMがWANブートに対応していない場合は、198ページの「WANブートサー
バーに /etc/netbootディレクトリを作成する」に進み、インストールの準備を続
行します。

▼ SPARC: WANブートサーバーに wanbootプログラムをインストール
する方法
この手順は、SolarisメディアからWANブートサーバーに wanbootプログラムをコ
ピーする方法を示しています。

この手順では、WANブートサーバーでボリュームマネージャーを実行していると仮
定します。ボリュームマネージャーを使用していない場合は、『Solarisのシステム
管理 (デバイスとファイルシステム)』を参照してください。

クライアントシステムがWANブートに対応していることを確認します。詳細は、
194ページの「クライアントOBPでのWANブート対応を確認する方法」を参照して
ください。

インストールサーバーでスーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

Solaris SOFTWARE - 1 CDまたは Solaris DVDをインストールサーバーのドライブに挿入し
ます。

Solaris SOFTWARE - 1 CDまたは Solaris DVDの sun4uプラットフォームディレクトリに移
動します。
# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools/Boot/platform/sun4u/

インストールサーバーに wanbootプログラムをコピーします。
# cp wanboot /document-root-directory/wanboot/wanboot-name

document-root-directory WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリ
を指定します。

wanboot-name wanbootプログラムの名前を指定します。
wanboot.s10_sparcのように、わかりやすい名前をファイ
ルに付けます。

次のどちらかの方法で、WANブートサーバーが wanbootプログラムにアクセスできる
ようにします。

■ WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリに、wanbootプログラム
へのシンボリックリンクを作成します。
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# cd /document-root-directory/wanboot
# ln -s /wan-dir-path/wanboot .

document-root-directory/wanboot WANブートサーバーのドキュメントルート
ディレクトリにあるディレクトリで、wanboot

プログラムにリンクするものを指定します。

/wan-dir-path/wanboot wanbootプログラムへのパスを指定します。
■ WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリに、WANブートミニ
ルートを移動します。

# mv /wan-dir-path/wanboot /document-root-directory/wanboot/wanboot-name

wan-dir-path/wanboot wanbootプログラムへのパスを指定します。

/document-root-directory/wanboot/ WANブートサーバのドキュメントルート
ディレクトリにある wanbootプログラム
ディレクトリへのパスを指定します。

wanboot-name wanbootプログラムの名前を指定します。
wanboot.s10_sparcのように、わかりやすい
名前をファイルに付けます。

WANブートサーバーへの wanbootプログラムのインストール

wanbootプログラムをWANブートサーバーにインストールするには、Solaris
SOFTWAREのメディアからWANブートサーバーのドキュメントルートディレクト
リに、このプログラムをコピーします。

wanserver-1に接続されているメディアドライブに Solaris DVDまたは Solaris
SOFTWARE - 1 CDを挿入し、次のコマンドを入力します。

wanserver-1# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools/Boot/platform/sun4u/

wanserver-1# cp wanboot /opt/apache/htdocs/wanboot/wanboot.s10_sparc

この例では、wanbootプログラムの名前を wanboot.s10_sparcに設定しています。

WANブートインストールの続行

WANブートサーバーに wanbootプログラムをインストールしたあと、WANブート
サーバーに /etc/netbootディレクトリを作成する必要があります。手順について
は、198ページの「WANブートサーバーに /etc/netbootディレクトリを作成する」
を参照してください。

wanbootプログラムの概要については、163ページの「WANブートとは」を参照して
ください。
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WANブートサーバーに /etc/netbootディレクト
リを作成する
インストール時にWANブートは、Webサーバーの /etc/netbootディレクトリの内
容を参照して、インストールの実行方法に関する指示を取得します。このディレク
トリには、WANブートインストールに必要な、構成情報、非公開鍵、デジタル証明
書、および認証局が保存されます。インストール時、この情報は wanboot-cgiプログ
ラムによってWANブートファイルシステムに変換されます。その後、wanboot-cgi

プログラムはWANブートファイルシステムをクライアントに転送します。

/etc/netbootディレクトリ内にサブディレクトリを作成することで、WANブートイ
ンストールの適用範囲をカスタマイズできます。次のディレクトリ構造を使って、
インストール対象のクライアント間で構成情報をどのように共有するかを定義しま
す。

■ 大域的な構成 –ネットワーク上のすべてのクライアントで構成情報を共有するに
は、共有する構成ファイルを /etc/netbootディレクトリに保存します。

■ ネットワーク固有の構成 –特定のサブネット上のクライアントだけで構成情報を
共有するには、共有する構成ファイルを /etc/netbootディレクトリのサブディレ
クトリに保存します。サブディレクトリは、次の規則に従って名前を付けてくだ
さい。

/etc/netboot/net-ip

この例で、net-ipはクライアントのサブネットの IPアドレスです。
■ クライアント固有の構成 –特定のクライアントだけでブートファイルシステムを
使用するには、ブートファイルシステムを /etc/netbootディレクトリのサブ
ディレクトリに保存します。サブディレクトリは、次の規則に従って名前を付け
てください。

/etc/netboot/net-ip/client-ID

この例で、net-ipはサブネットの IPアドレスです。client-IDは、DHCPサーバーに
よって割り当てられるクライアント IDか、ユーザー指定のクライアント IDで
す。

これらの構成の詳しい設計方法については、176ページの「/etc/netbootディレクト
リへの構成情報とセキュリティー情報の保存」を参照してください。

次の手順は、/etc/netbootディレクトリを作成する方法を示しています。
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▼ WANブートサーバーに /etc/netbootディレクトリを作成する方
法
/etc/netbootディレクトリを作成するには、次の手順に従ってください。

WANブートサーバーでスーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

/etc/netbootディレクトリを作成します。
# mkdir /etc/netboot

/etc/netbootディレクトリのアクセス権を 700に変更します。
# chmod 700 /etc/netboot

/etc/netbootディレクトリの所有者を、Webサーバーの所有者に変更します。
# chown web-server-user:web-server-group /etc/netboot/

web-server-user Webサーバープロセスの所有者であるユーザーを指定します。

web-server-group Webサーバープロセスの所有者であるグループを指定します。

スーパーユーザーを終了します。
# exit

Webサーバー所有者の役割になります。

/etc/netbootディレクトリに、クライアントのサブディレクトリを作成します。
# mkdir -p /etc/netboot/net-ip/client-ID

-p 目的のディレクトリを作成するときに、必要な親ディレクト
リもすべて作成するよう mkdirコマンドに指示します。

(省略可能) net-ip クライアントのサブネットのネットワーク IPアドレスを指定
します。

(省略可能) client-ID クライアント IDを指定します。クライアント IDは、ユー
ザーが定義した値か、DHCPクライアント IDです。client-ID
ディレクトリは、net-ipディレクトリのサブディレクトリであ
る必要があります。

/etc/netbootディレクトリ内の各サブディレクトリについて、アクセス権を 700に変
更します。
# chmod 700 /etc/netboot/dir-name

dir-name /etc/netbootディレクトリ内のサブディレクトリの名前を指定します。
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WANブートサーバーに /etc/netbootディレクトリを作成する

次の例は、サブネット 192.168.198.0にあるクライアント 010003BA152A42に対応する
/etc/netbootディレクトリの作成方法を示しています。この例では、nobodyという
ユーザーと adminというグループが、Webサーバープロセスを所有しています。

この例のコマンドは、次の処理を行います。

■ /etc/netbootディレクトリを作成します。
■ /etc/netbootディレクトリのアクセス権を 700に変更します。
■ /etc/netbootディレクトリの所有権をWebサーバープロセスの所有者に渡しま
す。

■ Webサーバーユーザーと同じ役割になります。
■ /etc/netbootディレクトリに、サブネット名と同じ名前のサブディレクトリ

192.168.198.0を作成します。
■ このサブネットディレクトリに、クライアント IDと同じ名前のサブディレクト
リを作成します。

■ /etc/netbootのサブディレクトリのアクセス権を 700に変更します。

# cd /

# mkdir /etc/netboot/

# chmod 700 /etc/netboot

# chown nobody:admin /etc/netboot

# exit

server# su nobody

Password:

nobody# mkdir -p /etc/netboot/192.168.198.0/010003BA152A42

nobody# chmod 700 /etc/netboot/192.168.198.0

nobody# chmod 700 /etc/netboot/192.168.198.0/010003BA152A42

WANブートインストールの続行

/etc/netbootディレクトリを作成したあと、WANブートCGIプログラムをWAN
ブートサーバーにコピーする必要があります。手順については、201ページ
の「WANブートサーバーへのWANブートCGIプログラムのコピー」を参照してく
ださい。

/etc/netbootディレクトリの詳しい設計方法については、176ページ
の「/etc/netbootディレクトリへの構成情報とセキュリティー情報の保存」を参照
してください。

例11–4

参考

参照
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WANブートサーバーへのWANブートCGIプログラ
ムのコピー
wanboot-cgiプログラムは、WANブートサーバーからクライアントに次のファイル
を転送するデータストリームを作成します。

■ wanbootプログラム
■ WANブートファイルシステム
■ WANブートミニルート

Solaris最新リリースソフトウェアをインストールすると、wanboot-cgiプログラムも
システムにインストールされます。WANブートサーバーがこのプログラムを使用で
きるようにするには、WANブートサーバーの cgi-binディレクトリにこのプログラ
ムをコピーします。

▼ WANブートサーバーに wanboot-cgiプログラムをコピーする方法

WANブートサーバーでスーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

WANブートサーバーに wanboot-cgiプログラムをコピーします。
# cp /usr/lib/inet/wanboot/wanboot-cgi /WAN-server-root/cgi-bin/wanboot-cgi

/WAN-server-root WANブートサーバー上のWebサーバーソフトウェアのルート
ディレクトリを指定します。

WANブートサーバーで、CGIプログラムのアクセス権を 755に変更します。
# chmod 755 /WAN-server-root/cgi-bin/wanboot-cgi

WANブートインストールの続行

WANブートCGIプログラムをWANブートサーバーにコピーしたあと、必要に応じ
てログサーバーを設定できます。手順については、202ページの「(省略可能) WAN
ブートログサーバーを構成する方法」を参照してください。

独立したログサーバーを設定しない場合は、WANブートインストールのセキュリ
ティー機能の設定方法について、203ページの「(省略可能) HTTPSによるデータの保
護」を参照してください。

wanboot-cgiプログラムの概要については、163ページの「WANブートとは」を参照
してください。
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▼ (省略可能) WANブートログサーバーを構成する方
法
デフォルトでは、WANブートログメッセージはすべて、クライアントシステムに表
示されます。このデフォルトの動作により、インストールの問題をすばやくデ
バッグできます。

クライアント以外のシステムでブートログメッセージとインストールログメッセー
ジを記録するには、ログサーバーを設定する必要があります。インストール時に
HTTPSを介してログサーバーを使用するには、WANブートサーバーをログサー
バーとして構成する必要があります。

ログサーバーを構成するには、次の手順を実行します。

ログサーバーのCGIスクリプトディレクトリに bootlog-cgiスクリプトをコピーしま
す。
# cp /usr/lib/inet/wanboot/bootlog-cgi \ log-server-root/cgi-bin

log-server-root/cgi-bin ログサーバーのWebサーバーディレクトリにある cgi-bin

ディレクトリを指定します。

bootlog-cgiスクリプトのアクセス権を 755に変更します。
# chmod 755 log-server-root/cgi-bin/bootlog-cgi

wanboot.confファイル内の boot_loggerパラメータの値を設定します。

wanboot.confファイルに、ログサーバー上の bootlog-cgiスクリプトのURLを指定
します。

wanboot.confファイルのパラメータの設定方法については、221ページ
の「wanboot.confファイルを作成する方法」を参照してください。

インストール時に、ログサーバーの /tmpディレクトリにブートログメッセージとイ
ンストールログメッセージが記録されます。ログファイルの名前は
bootlog.hostnameとなります。hostnameは、クライアントのホスト名です。

HTTPSを介してWANブートインストールを行う場合のログサーバーの
構成

次の例では、WANブートサーバーをログサーバーとして構成します。

# cp /usr/lib/inet/wanboot/bootlog-cgi /opt/apache/cgi-bin/

# chmod 755 /opt/apache/cgi-bin/bootlog-cgi
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WANブートインストールの続行

ログサーバーを設定したあと、必要に応じて、WANブートインストールでデジタル
証明書とセキュリティーキーを使用するように設定できます。WANブートインス
トールのセキュリティー機能の設定方法については、203ページの「(省略可能)
HTTPSによるデータの保護」を参照してください。

(省略可能) HTTPSによるデータの保護
WANブートサーバーからクライアントへの転送データを保護するには、HTTPS
(Secure Sockets Layerを介したHTTP)を使用します。170ページの「セキュリティー保
護されたWANブートインストール構成」に説明されている、より高いセキュリ
ティーで保護されたインストール構成を使用するには、WebサーバーでHTTPSを使
用できるようにする必要があります。

セキュリティー保護されたWANブートを実行しない場合は、この節の手順は省略し
てください。セキュリティー保護されていないインストールの準備を続行するに
は、209ページの「カスタム JumpStartインストールファイルの作成」を参照してく
ださい。

WANブートサーバーのWebサーバーソフトウェアでHTTPSを使用できるようにす
るには、次の作業を実行します。

■ Webサーバーソフトウェアの SSL (Secure Sockets Layer)サポートを有効にします。
SSLサポートとクライアント認証を有効にする手順は、Webサーバーによって異
なります。Webサーバーでこれらのセキュリティー機能を有効にする方法につい
ては、このマニュアルでは説明していません。これらの機能については、次のマ
ニュアルを参照してください。
■ Sun ONE Web Serverおよび iPlanet Web Serverで SSLを有効にする方法について
は、http://docs.sun.comにある Sun ONEおよび iPlanetのマニュアルコレク
ションを参照してください。

■ Apache Webサーバーで SSLを有効にする方法については、
http://httpd.apache.org/docs-project/にあるApache Documentation Projectを参照
してください。

■ 上記以外のWebサーバーソフトウェアを使用している場合は、そのソフト
ウェアのマニュアルを参照してください。

■ WANブートサーバーにデジタル証明書をインストールします。
WANブートでデジタル証明書を使用する方法については、204ページの「(省略可
能)サーバー認証とクライアント認証にデジタル証明書を使用する方法」を参照
してください。

■ 信頼できる証明書をクライアントに提供します。

参考
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信頼できる証明書の作成方法については、204ページの「(省略可能)サーバー認
証とクライアント認証にデジタル証明書を使用する方法」を参照してください。

■ ハッシュキーと暗号化鍵を作成します。

キーの作成方法については、207ページの「(省略可能)ハッシュキーと暗号化鍵を
作成する方法」を参照してください。

■ (省略可能)クライアント認証をサポートするようにWebサーバーソフトウェアを
構成します。

クライアント認証をサポートするようにWebサーバーを構成する方法について
は、Webサーバーのマニュアルを参照してください。

ここでは、WANブートインストールでデジタル証明書とセキュリティーキーを使用
する方法について説明します。

▼ (省略可能)サーバー認証とクライアント認証にデ
ジタル証明書を使用する方法
WANブートインストールでは、PKCS#12ファイルを使って、サーバー認証または
サーバー認証とクライアント認証の両方を伴うインストールをHTTPSで実行できま
す。PKCS#12ファイルを使用するための要件とガイドラインについては、180ページ
の「デジタル証明書の要件」を参照してください。

WANブートインストールで PKCS#12ファイルを使用するには、次の作業を実行しま
す。

■ PKCS#12ファイルを、SSL非公開鍵のファイルと信頼できる証明書のファイルに
分割します。

■ /etc/netbootディレクトリにあるクライアントの truststoreファイルに信頼でき
る証明書を挿入します。信頼できる証明書に従って、クライアントはサーバーを
信頼します。

■ (省略可能) /etc/netbootディレクトリにあるクライアントの keystoreファイル
に、SSL非公開鍵ファイルの内容を挿入します。

wanbootutilコマンドには、上記の作業を実行するためのオプションが用意されてい
ます。

セキュリティー保護されたWANブートを実行しない場合は、この手順は省略してく
ださい。セキュリティー保護されていないインストールの準備を続行するには、209
ページの「カスタム JumpStartインストールファイルの作成」を参照してください。

信頼できる証明書とクライアントの非公開鍵を作成するには、次の手順に従ってく
ださい。

(省略可能) HTTPSによるデータの保護
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PKCS#12ファイルを分割する前に、WANブートサーバーの /etc/netbootディレクト
リに適切なサブディレクトリを作成してください。

■ /etc/netbootディレクトリの概要については、176ページの「/etc/netboot

ディレクトリへの構成情報とセキュリティー情報の保存」を参照してください。
■ /etc/netbootディレクトリの作成方法については、198ページの「WANブート
サーバーに /etc/netbootディレクトリを作成する」を参照してください。

WANブートサーバーで、Webサーバーユーザーと同じ役割になります。

信頼できる証明書をPKCS#12ファイルから抽出します。/etc/netbootディレクトリに
あるクライアントの truststoreファイルに、この証明書を挿入します。
# wanbootutil p12split -i p12cert \

-t /etc/netboot/net-ip/client-ID/truststore

p12split

wanbootutilコマンドのオプションです。PKCS#12ファイルを非公開鍵ファイルと
証明書ファイルに分割します。

-i p12cert
分割する PKCS#12ファイルの名前を指定します。

-t /etc/netboot/net-ip /client-ID/truststore

クライアントの truststoreファイルに証明書を挿入します。net-ipは、クライア
ントのサブネットの IPアドレスです。client-IDは、ユーザーが定義した IDか、
DHCPクライアント IDです。

(省略可能)クライアント認証を要求するかどうかを決定します。

■ 要求しない場合は、207ページの「(省略可能)ハッシュキーと暗号化鍵を作成する
方法」に進みます。

■ 要求する場合は、引き続き次の手順を実行します。

a. クライアントの certstoreにクライアントの証明書を挿入します。
# wanbootutil p12split -i p12cert -c \

/etc/netboot/net-ip/client-ID/certstore -k keyfile

p12split

wanbootutilコマンドのオプションです。PKCS#12ファイルを非公開鍵
ファイルと証明書ファイルに分割します。

-i p12cert
分割する PKCS#12ファイルの名前を指定します。

始める前に
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-c /etc/netboot/net-ip/ client-ID/certstore

クライアントの certstoreにクライアントの証明書を挿入します。net-ip
は、クライアントのサブネットの IPアドレスです。client-IDは、ユーザー
が定義した IDか、DHCPクライアント IDです。

-k keyfile
PKCS#12ファイルの分割によって作成する、クライアントの SSL非公開鍵
ファイルの名前を指定します。

b. クライアントの keystoreに非公開鍵を挿入します。
# wanbootutil keymgmt -i -k keyfile \

-s /etc/netboot/net-ip/client-ID/keystore -o type=rsa

keymgmt -i

クライアントの keystoreに SSL非公開鍵を挿入します

-k keyfile
前の手順で作成したクライアントの非公開鍵ファイルの名前を指定します

-s /etc/netboot/net-ip/client-ID/keystore

クライアントの keystoreへのパスを指定します

-o type=rsa

キータイプとしてRSAを指定します

サーバー認証用の信頼できる証明書を作成する

次の例では、サブネット 192.168.198.0にあるクライアント 010003BA152A42に対し
て、PKCS#12ファイルを使ってインストールを行います。このコマンド例は、
client.p12という名前の PKCS#12ファイルから証明書を抽出します。このコマンド
は次に、この信頼できる証明書の内容を、クライアントの truststoreファイルに挿
入します。

これらのコマンドを実行する前に、まずWebサーバーユーザーと同じユーザー役割
になる必要があります。この例の場合、Webサーバーユーザー役割は nobodyです。

server# su nobody

Password:

nobody# wanbootutil p12split -i client.p12 \

-t /etc/netboot/192.168.198.0/010003BA152A42/truststore

nobody# chmod 600 /etc/netboot/192.168.198.0/010003BA152A42/truststore

WANブートインストールの続行

デジタル証明書を作成したあと、ハッシュキーと暗号化鍵を作成します。手順につ
いては、207ページの「(省略可能)ハッシュキーと暗号化鍵を作成する方法」を参照
してください。

例11–6
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信頼できる証明書の作成方法については、wanbootutil(1M)のマニュアルページを参
照してください。

▼ (省略可能)ハッシュキーと暗号化鍵を作成する方
法
HTTPSを使ってデータを転送するには、HMAC SHA1ハッシュキーと暗号化鍵を作
成する必要があります。半私設のネットワーク上でインストールを行うときなど、
インストールデータの暗号化が不要な場合もあります。HMAC SHA1ハッシュキーを
使用すると、wanbootプログラムの完全性を確認できます。

wanbootutil keygenコマンドを使用すると、これらのキーを生成し、/etc/netbootの
適切なディレクトリに保存できます。

セキュリティー保護されたWANブートを実行しない場合は、この手順は省略してく
ださい。セキュリティー保護されていないインストールの準備を続行するには、209
ページの「カスタム JumpStartインストールファイルの作成」を参照してください。

ハッシュキーと暗号化鍵を作成するには、次の手順に従ってください。

WANブートサーバーで、Webサーバーユーザーと同じ役割になります。

HMAC SHA1マスターキーを作成します。
# wanbootutil keygen -m

keygen -m WANブートサーバーのHMAC SHA1マスターキーを作成します。

このマスターキーから、クライアントのHMAC SHA1ハッシュキーを作成します。
# wanbootutil keygen -c -o [net=net-ip,{cid=client-ID,}]type=sha1

-c クライアントのハッシュキーをマスターキーから作成し
ます。

-o wanbootutil keygenコマンドに追加オプションが含まれ
ていることを示します。

(省略可能) net=net-ip クライアントのサブネットの IPアドレスを指定します。
netオプションを指定しない場合、キーは
/etc/netboot/keystoreファイルに保存され、すべての
WANブートクライアントで使用可能になります。

(省略可能) cid=client-ID クライアント IDを指定します。クライアント IDは、
ユーザーが定義した IDか、DHCPクライアント IDで
す。cidオプションの前には、net=に有効な値を指定す
る必要があります。netオプションを指定し、cidオプ
ションを指定しない場合、キーは

参照
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/etc/netboot/net-ip/keystoreファイルに保存されます。
このキーは、net-ipサブネットにあるすべてのWANブー
トクライアントで使用可能になります。

type=sha1 クライアントのHMAC SHA1ハッシュキーを作成するよ
う、wanbootutil keygenユーティリティーに指示しま
す。

クライアントの暗号化鍵を作成する必要があるかどうかを決定します。

HTTPSを介してWANブートインストールを実行するには、暗号化鍵を作成する必
要があります。クライアントがWANブートサーバーとHTTPS接続を確立する前
に、WANブートサーバーは、暗号化されたデータと情報をクライアントに転送しま
す。クライアントは暗号化鍵を使ってこの情報を復号化し、インストール時にこの
情報を使用することができます。

■ サーバー認証を伴う、より高いセキュリティーで保護されたWANインストール
をHTTPSで実行する場合は、次の手順に進みます。

■ wanbootプログラムの完全性チェックだけを行う場合は、暗号化鍵を作成する必
要はありません。手順 6に進みます。

クライアントの暗号化鍵を作成します。
# wanbootutil keygen -c -o [net=net-ip,{cid=client-ID,}]type=key-type

-c クライアントの暗号化鍵を作成します。

-o wanbootutil keygenコマンドに追加オプションが含まれ
ていることを示します。

(省略可能) net=net-ip クライアントのネットワーク IPアドレスを指定します。
netオプションを指定しない場合、キーは
/etc/netboot/keystoreファイルに保存され、すべての
WANブートクライアントで使用可能になります。

(省略可能) cid=client-ID クライアント IDを指定します。クライアント IDは、
ユーザーが定義した IDか、DHCPクライアント IDで
す。cidオプションの前には、net=に有効な値を指定す
る必要があります。netオプションを指定し、cidオプ
ションを指定しない場合、キーは
/etc/netboot/net-ip/keystoreファイルに保存されます。
このキーは、net-ipサブネットにあるすべてのWANブー
トクライアントで使用可能になります。

type=key-type クライアントの暗号化鍵を作成するよう、wanbootutil

keygenユーティリティーに指示します。key-typeには、
3desまたは aesという値を指定できます。
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クライアントシステムにキーをインストールします。

クライアントにキーをインストールする方法については、230ページの「クライアン
トに対するキーのインストール」を参照してください。

HTTPSを介してWANブートインストールを実行するために必要なキー
を作成する

次の例では、WANブートサーバーのHMAC SHA1マスターキーを作成します。また
この例では、サブネット 192.168.198.0にあるクライアント 010003BA152A42用に、
HMAC SHA1ハッシュキーと 3DES暗号化鍵を作成します。

これらのコマンドを実行する前に、まずWebサーバーユーザーと同じユーザー役割
になる必要があります。この例の場合、Webサーバーユーザー役割は nobodyです。

server# su nobody

Password:

nobody# wanbootutil keygen -m

nobody# wanbootutil keygen -c -o net=192.168.198.0,cid=010003BA152A42,type=sha1

nobody# wanbootutil keygen -c -o net=192.168.198.0,cid=010003BA152A42,type=3des

WANブートインストールの続行

ハッシュキーと暗号化鍵を作成したあと、インストールファイルを作成する必要が
あります。手順については、209ページの「カスタム JumpStartインストールファイ
ルの作成」を参照してください。

ハッシュキーと暗号化鍵の概要については、168ページの「WANブートインストー
ル時のデータの保護」を参照してください。

ハッシュキーと暗号化鍵の作成方法については、wanbootutil(1M)のマニュアルペー
ジを参照してください。

カスタム JumpStartインストールファイルの作成
WANブートは、カスタム JumpStartインストールを実行して、Solarisフ
ラッシュアーカイブをクライアントにインストールします。カスタム JumpStartは、
あらかじめ作成したプロファイルを使って、複数のシステムのインストールを自動
的にかつ同時に行うことができる、コマンド行インタフェースです。プロファイル
には、どのようにソフトウェアをインストールするかを定義します。さらに、イン
ストール前とインストール後に実行する作業を、シェルスクリプトを使用して指定
することができます。システムのインストールまたはアップグレードにどのプロ
ファイルとスクリプトを使用するかを選択できます。カスタム JumpStartでは、選択
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したプロファイルとスクリプトに基づいて、システムのインストールまたはアップ
グレードが行われます。また、sysidcfgファイルを使用して構成情報を指定するこ
とにより、カスタム JumpStartインストールを完全に自動化することも可能です。

WANブートインストール用のカスタム JumpStartファイルを準備するには、次の作
業を実行します。

■ 210ページの「Solarisフラッシュアーカイブを作成する方法」
■ 212ページの「sysidcfgファイルを作成する方法」
■ 216ページの「rulesファイルを作成する方法」
■ 214ページの「プロファイルを作成する方法」
■ 218ページの「(省略可能)開始スクリプトと終了スクリプトの作成」

カスタム JumpStartインストールの詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド (カ
スタム JumpStart/上級編)』の第 2章「カスタム JumpStart (概要)」を参照してくださ
い。

▼ Solarisフラッシュアーカイブを作成する方法
Solarisフラッシュインストール機能を利用すると、マスターシステムと呼ばれるシ
ステム上の Solaris OSを、単一の参照用インストールイメージとして使用できます。
また、マスターシステムのイメージを複製して、Solarisフラッシュアーカイブを作
成できます。ネットワーク内のほかのシステムにこの Solarisフラッシュアーカイブ
をインストールすることで、クローンシステムを作成できます。

ここでは、Solarisフラッシュアーカイブの作成方法について説明します。

■ Solarisフラッシュアーカイブを作成する前に、マスターシステムのインストール
を行う必要があります。
■ マスターシステムのインストール方法については、『Solaris 10 5/08インストー
ルガイド (Solarisフラッシュアーカイブの作成とインストール)』の「マスター
システムへのインストール」を参照してください。

■ Solarisフラッシュアーカイブの詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド
(Solarisフラッシュアーカイブの作成とインストール)』の第 1章「Solarisフ
ラッシュ (概要)」を参照してください。

■ ファイルサイズに関連する問題:
Webサーバーソフトウェアのマニュアルを参照して、Solarisフラッシュアーカイ
ブの大きさのファイルを転送できることを確認してください。
■ Webサーバーソフトウェアのマニュアルを参照して、Solarisフラッシュアーカ
イブの大きさのファイルを転送できることを確認してください。
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■ flarcreateコマンドのファイルごとのサイズ制限がなくなっています。各
ファイルのサイズが 4Gバイトを超えていても Solarisフラッシュアーカイブを
作成できます。

詳細については、『Solaris 10 5/08インストールガイド (Solarisフラッシュアー
カイブの作成とインストール)』の「大規模なファイルを含むアーカイブの作
成」を参照してください。

マスターシステムをブートします。

できるだけ静的な状態でマスターシステムを稼働させます。可能であれば、システ
ムをシングルユーザーモードで実行してください。これが不可能な場合、アーカイ
ブするアプリケーションおよび大量のオペレーティングシステムリソースを必要と
するアプリケーションを停止します。

flarcreateコマンドを使用して、アーカイブを作成します。
# flarcreate -n name [optional-parameters] document-root/flash/filename

name アーカイブに指定する名前です。指定する nameは、
content_nameキーワードの値になります。

optional-parameters flarcreateコマンドには、Solarisフラッシュアーカイブをカス
タマイズするためのオプションをいくつか指定できます。こ
れらのオプションの詳細な説明は、『Solaris 10 5/08インストー
ルガイド (Solarisフラッシュアーカイブの作成とインストー
ル)』の第 5章「Solarisフラッシュ (リファレンス)」を参照して
ください。

document-root/flash インストールサーバーのドキュメントルートディレクトリに
ある Solarisフラッシュサブディレクトリへのパスです。

filename アーカイブファイルの名前です。

ディスク容量を節約するために、flarcreateコマンドに -cオプションを指定して
アーカイブを圧縮することもできます。ただし、アーカイブを圧縮すると、WAN
ブートインストールのパフォーマンスに影響する場合があります。圧縮されたアー
カイブの作成に関する詳細は、flarcreate(1M)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

■ アーカイブの作成が正常に完了すると、flarcreateコマンドは終了コード 0を返
します。

■ アーカイブの作成が失敗すると、flarcreateコマンドは 0以外の終了コードを返
します。
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WANブートインストール用 Solarisフラッシュアーカイブの作成

この例では、wanserverというホスト名を持つWANブートサーバーシステムのク
ローンを作成して、Solarisフラッシュアーカイブを作成します。このアーカイブは
sol_10_sparcという名前で、マスターシステムから正確にコピーされます。アーカ
イブはマスターシステムの完全な複製です。アーカイブは sol_10_sparc.flarに格納
されます。WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリの
flash/archivesサブディレクトリにこのアーカイブを保存します。

wanserver# flarcreate -n sol_10_sparc \

/opt/apache/htdocs/flash/archives/sol_10_sparc.flar

WANブートインストールの続行

Solarisフラッシュアーカイブを作成したあと、sysidcfgファイルでクライアント情
報を事前設定します。手順については、212ページの「sysidcfgファイルを作成する
方法」を参照してください。

Solarisフラッシュアーカイブの作成方法の詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガ
イド (Solarisフラッシュアーカイブの作成とインストール)』の第 3章「Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成 (作業)」を参照してください。

flarcreateコマンドの詳細は、flarcreate(1M)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

▼ sysidcfgファイルを作成する方法
sysidcfgファイルに一連のキーワードを指定すると、システムを事前設定できま
す。

sysidcfgファイルを作成するには、次の手順に従ってください。

Solarisフラッシュアーカイブを作成します。詳細は、210ページの「Solarisフ
ラッシュアーカイブを作成する方法」を参照してください。

インストールサーバーで、テキストエディタを使って sysidcfgというファイルを作
成します。

必要な sysidcfgのキーワードを入力します。

sysidcfgのキーワードの詳細については、24ページの「sysidcfgファイルキーワー
ド」を参照してください。
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WANブートサーバーがアクセスできる場所に、この sysidcfgファイルを保存しま
す。

このファイルを次のどちらかの場所に保存します。

■ WANブートサーバーとインストールサーバーが同じマシンに置かれている場合
は、WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリの flashサブディレ
クトリにこのファイルを保存します。

■ WANブートサーバーとインストールサーバーがそれぞれ別のマシンに置かれて
いる場合は、インストールサーバーのドキュメントルートディレクトリの flash

サブディレクトリにこのファイルを保存します。

WANブートインストール用の sysidcfgファイル

SPARCベースのシステムで使用される sysidcfgファイルの例を次に示します。この
システムのホスト名、IPアドレス、およびネットマスクは、ネームサービスを編集
することにより、すでに事前設定されています。

network_interface=primary {hostname=wanclient

default_route=192.168.198.1

ip_address=192.168.198.210

netmask=255.255.255.0

protocol_ipv6=no}

timezone=US/Central

system_locale=C

terminal=xterm

timeserver=localhost

name_service=NIS {name_server=matter(192.168.255.255)

domain_name=mind.over.example.com

}

security_policy=none

WANブートインストールの続行

sysidcfgファイルを作成したあと、クライアントのカスタム JumpStartプロファイル
を作成します。手順については、214ページの「プロファイルを作成する方法」を参
照してください。

sysidcfgのキーワードと値の詳細については、20ページの「sysidcfgファイルによ
る事前設定」を参照してください。
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▼ プロファイルを作成する方法
プロファイルは、システムへの Solarisソフトウェアのインストール方法をカスタム
JumpStartプログラムに指示するテキストファイルです。プロファイルには、インス
トール要素 (インストールするソフトウェアグループなど)を指定します。

プロファイルの作成方法の詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「プロファイルの作成」を参照してください。

プロファイルを作成するには、次の手順に従ってください。

クライアント用の sysidcfgファイルを作成します。詳細は、212ページの「sysidcfg

ファイルを作成する方法」を参照してください。

インストールサーバーで、テキストファイルを作成します。ファイルにわかりやす
い名前を付けます。

プロファイルには、システムに Solarisソフトウェアをインストールする際の使用目
的を表すような名前を付けてください。たとえば、basic_install、eng_profile、
user_profileなどのプロファイル名を付けます。

プロファイルにプロファイルキーワードと値を追加します。

プロファイルキーワードと値の一覧については、『Solaris 10 5/08インストールガイ
ド (カスタム JumpStart/上級編)』の「プロファイルキーワードと値」を参照してくだ
さい。

プロファイルキーワードとプロファイル値には、大文字と小文字の区別がありま
す。

WANブートサーバーがアクセスできる場所に、このプロファイルを保存します。
このプロファイルを次のどちらかの場所に保存します。

■ WANブートサーバーとインストールサーバーが同じマシンに置かれている場合
は、WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリの flashサブディレ
クトリにこのファイルを保存します。

■ WANブートサーバーとインストールサーバーがそれぞれ別のマシンに置かれて
いる場合は、インストールサーバーのドキュメントルートディレクトリの flash

サブディレクトリにこのファイルを保存します。

プロファイルの所有者が rootで、そのアクセス権が 644に設定されていることを確
認します。
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(省略可能)プロファイルをテストします。
プロファイルのテストに関する情報については、『Solaris 10 5/08インストールガイ
ド (カスタム JumpStart/上級編)』の「プロファイルのテスト」を参照してください。

HTTPSサーバーから Solarisフラッシュアーカイブを取得する

次の例のプロファイルは、カスタム JumpStartプログラムがセキュリティ保護された
HTTPサーバーから Solarisフラッシュアーカイブを取得するように指定しています。

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type flash_install

archive_location https://192.168.198.2/sol_10_sparc.flar

partitioning explicit

filesys c0t1d0s0 4000 /

filesys c0t1d0s1 512 swap

filesys c0t1d0s7 free /export/home

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

install_type このプロファイルにより、Solarisフラッシュアーカイブがク
ローンシステムにインストールされます。すべてのファイル
は、初期インストールにより上書きされます。

archive_location 圧縮された SolarisフラッシュアーカイブがHTTPSサーバーか
ら取得されます。

partitioning 値が explicitであるため、ファイルシステムスライスは
filesysキーワードによって指定します。ルート (/)のサイズは
Solarisフラッシュアーカイブのサイズに基づいて割り当ててい
ます。swapは、必要なサイズを割り当てた上で、c0t1d0s1上に
インストールされるように設定しています。/export/homeのサ
イズは残りのディスク容量に基づいて決定されます。
/export/homeは c0t1d0s7上にインストールされます。

WANブートインストールの続行

プロファイルを作成したあと、rulesファイルの作成と妥当性検査を行う必要があり
ます。手順については、216ページの「rulesファイルを作成する方法」を参照して
ください。

プロファイルの作成方法の詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「プロファイルの作成」を参照してください。
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プロファイルキーワードと値の詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタ
ム JumpStart/上級編)』の「プロファイルキーワードと値」を参照してください。

▼ rulesファイルを作成する方法
rulesファイルは、Solaris OSのインストール先となる各システムグループのルール
を記述したテキストファイルです。各ルールは 1つ以上のシステム属性にもとづい
てシステムグループを識別し、各グループをプロファイルにリンクします。プロ
ファイルは、グループ内の各システムに Solarisソフトウェアがどのようにインス
トールされるかを定義するテキストファイルです。たとえば、次のルールは
JumpStartプログラムが basic_profプロファイル内の情報を使用し、sun4uプラット
フォームグループを持つすべてのシステムに対してインストールを実行することを
示します。

karch sun4u - basic_prof -

rulesファイルを使用して、カスタム JumpStartインストールに必要な rules.ok

ファイルを作成します。

rulesファイルの作成方法の詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「rulesファイルの作成」を参照してください。

rulesファイルを作成するには、次の手順に従ってください。

クライアント用のプロファイルを作成します。詳細は、214ページの「プロファイル
を作成する方法」を参照してください。

インストールサーバーで、rulesという名前のテキストファイルを作成します。

インストール対象であるシステムのグループごとに、適用するルールを rulesファイ
ルに追加します。

rulesファイルの作成方法の詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「rulesファイルの作成」を参照してください。

インストールサーバーに rulesファイルを保存します。

rulesファイルの妥当性検査を行います。
$ ./check -p path -r file-name

-p path 使用しているシステムの checkスクリプトではなく Solaris最新リリー
スソフトウェアイメージの checkスクリプトを使用して rulesの妥当
性検査を行います。pathは、ローカルディスク、マウントされた
Solaris DVD、または Solaris SOFTWARE - 1 CD上のイメージです。
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システムが以前のバージョンの Solaris OSを実行している場合、この
オプションを使用して、最新バージョンの checkスクリプトを実行し
ます。

-r file_name 名前が rules以外の rulesファイル名を指定します。このオプション
を使用すると、rulesファイルに組み込む前にルールの妥当性を検査
できます。

checkスクリプトを実行すると、rulesファイルの有効性と各プロファイルの有効性
の検査結果が表示されます。エラーが検出されないと、The custom JumpStart

configuration is okと表示されます。checkスクリプトによって rules.okファイル
が作成されます。

WANブートサーバーがアクセスできる場所に、この rules.okファイルを保存しま
す。

このファイルを次のどちらかの場所に保存します。

■ WANブートサーバーとインストールサーバーが同じマシンに置かれている場合
は、WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリの flashサブディレ
クトリにこのファイルを保存します。

■ WANブートサーバーとインストールサーバーがそれぞれ別のマシンに置かれて
いる場合は、インストールサーバーのドキュメントルートディレクトリの flash

サブディレクトリにこのファイルを保存します。

rootが rules.okファイルを所有していて、そのアクセス権が 644に設定されている
ことを確認します。

rulesファイルの作成と妥当性検査

カスタム JumpStartプログラムでは、wanclient-1システム用の正しいインストール
プロファイルを選択するために、rulesファイルが使用されます。rulesという名前
のテキストファイルを作成します。次に、このファイルにキーワードと値を追加し
ます。

クライアントシステムの IPアドレスは 192.168.198.210で、ネットマスクは
255.255.255.0です。networkルールキーワードを使って、カスタム JumpStartプログラ
ムでクライアントのインストールに使用するプロファイルを指定します。

network 192.168.198.0 - wanclient_prof -

この rulesファイルは、wanclient_profを使ってクライアントに Solaris最新リリース
ソフトウェアをインストールするよう、カスタム JumpStartプログラムに指示しま
す。

このルールファイルに wanclient_ruleという名前を付けます。

5

6
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プロファイルと rulesファイルを作成したあと、checkスクリプトを実行して、
ファイルの妥当性を検査します。

wanserver# ./check -r wanclient_rule

checkスクリプトによってエラーが検出されない場合は、rules.okファイルが作成さ
れます。

rules.okファイルを /opt/apache/htdocs/flash/ディレクトリに保存します。

WANブートインストールの続行

rules.okファイルを作成したあと、必要に応じて開始スクリプトと終了スクリプト
を設定できます。手順については、218ページの「(省略可能)開始スクリプトと終了
スクリプトの作成」を参照してください。

開始スクリプトと終了スクリプトを設定しない場合は、219ページの「構成ファイル
の作成」を参照してWANブートインストールを続行します。

rulesファイルの作成方法の詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「rulesファイルの作成」を参照してください。

rulesファイルのキーワードと値の詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド (カ
スタム JumpStart/上級編)』の「ルールキーワードと値の説明」を参照してくださ
い。

(省略可能)開始スクリプトと終了スクリプトの作
成
「開始スクリプト」と「終了スクリプト」は、ユーザーが定義する Bourneシェルス
クリプトで、rulesファイル内で指定します。開始スクリプトは、Solarisソフト
ウェアがシステムにインストールされる前に作業を実行します。終了スクリプト
は、Solarisソフトウェアがシステムにインストールされたあと、システムがリブー
トする前に作業を実行します。これらのスクリプトは、カスタム JumpStartインス
トールで Solarisをインストールするときのみ使用できます。

開始スクリプトを使用すると、派生プロファイルを作成できます。終了スクリプト
を使用すると、ファイル、パッケージ、パッチ、ほかのソフトウェアの追加など、
各種のポストインストール作業を実行できます。

開始スクリプトと終了スクリプトは、インストールサーバー上で sysidcfg、
rules.ok、およびプロファイルの各ファイルと同じディレクトリに保存する必要が
あります。

参考

参照
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■ 開始スクリプトの作成方法の詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド (カス
タム JumpStart/上級編)』の「開始スクリプトの作成」を参照してください。

■ 終了スクリプトの作成方法の詳細は、『Solaris 10 5/08インストールガイド (カス
タム JumpStart/上級編)』の「終了スクリプトの作成」を参照してください。

WANブートインストールの準備を続行するには、219ページの「構成ファイルの作
成」を参照してください。

構成ファイルの作成
WANブートでは、WANブートインストールに必要なデータとファイルの場所が、
次のファイルによって指定されます。

■ システム構成ファイル (system.conf)
■ wanboot.confファイル

ここでは、これら 2つのファイルの作成方法と保存方法について説明します。

▼ システム構成ファイルを作成する方法
システム構成ファイルでは、次のファイルの場所をWANブートインストールプログ
ラムに指示できます。

■ sysidcfgファイル
■ rules.okファイル
■ カスタム JumpStartプロファイル

WANブートは、システム構成ファイルのポインタに従って、クライアントに対して
インストールと構成を行います。

システム構成ファイルは、プレーンテキストファイルで、次の書式に従う必要があ
ります。

設定=値

システム構成ファイルを使って sysidcfg、rules.ok、およびプロファイルの各
ファイルの場所をWANインストールプログラムに指示するには、次の手順を実行し
ます。

システム構成ファイルを作成する前に、WANブートインストール用のインストール
ファイルを作成する必要があります。詳細は、209ページの「カスタム JumpStartイ
ンストールファイルの作成」を参照してください。

始める前に
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WANブートサーバーで、Webサーバーユーザーと同じ役割になります。

テキストファイルを作成します。sys-conf.s10–sparcのように、わかりやすい名前
をファイルに付けます。

このシステム構成ファイルに、次のエントリを追加します。

SsysidCF=sysidcfg-file-URL
sysidcfgファイルが置かれているインストールサーバー上の flashディレクトリ
を指定します。このURLは、212ページの「sysidcfgファイルを作成する方法」
で作成した sysidcfgファイルへのパスと一致するようにしてください。

HTTPSを使ってWANインストールを行う場合は、有効なHTTPS URLを設定して
ください。

SjumpsCF=jumpstart-files-URL
rules.okファイル、プロファイルファイル、および開始スクリプトと終了スクリ
プトが置かれているインストールサーバー上の Solarisフラッシュディレクトリを
指定します。このURLは、214ページの「プロファイルを作成する方法」および
216ページの「rulesファイルを作成する方法」で作成したカスタム JumpStart
ファイルへのパスと一致するようにしてください。

HTTPSを使ってWANインストールを行う場合は、有効なHTTPS URLを設定して
ください。

WANブートサーバーがアクセスできるディレクトリに、このファイルを保存しま
す。

管理上の目的から、WANブートサーバーの /etc/netbootディレクトリにある適切な
クライアントのディレクトリに、このファイルを保存することもできます。

システム構成ファイルのアクセス権を 600に変更します。
# chmod 600 /path/system-conf-file

path システム構成ファイルが置かれているディレクトリへのパスを指
定します。

system-conf-file システム構成ファイルの名前を指定します。

HTTPSを介してWANブートインストールを行う場合のシステム構成
ファイル

次の例のWANブートプログラムは、ポート 1234上のWebサーバー
https://www.example.comで、sysidcfgファイルとカスタム JumpStartファイルを検索
します。インストール時、WebサーバーはHTTPSを使ってデータとファイルを暗号
化します。

1

2

3

4

5
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sysidcfgファイルとカスタム JumpStartファイルは、ドキュメントルートディレクト
リ /opt/apache/htdocsの flashサブディレクトリに置かれています。

SsysidCF=https://www.example.com:1234/flash

SjumpsCF=https://www.example.com:1234/flash

セキュリティー保護されていないWANブートインストールを行う場合
のシステム構成ファイル

次の例で、WANブートプログラムは、Webサーバー http://www.example.comで
sysidcfgファイルとカスタム JumpStartファイルを検索します。Webサーバーは
HTTPを使用するため、インストール時にデータやファイルは保護されません。

sysidcfgファイルとカスタム JumpStartファイルは、ドキュメントルートディレクト
リ /opt/apache/htdocsの flashサブディレクトリに置かれています。

SsysidCF=http://www.example.com/flash

SjumpsCF=http://www.example.com/flash

WANブートインストールの続行

システム構成ファイルを作成したあと、wanboot.confファイルを作成します。手順
については、221ページの「wanboot.confファイルを作成する方法」を参照してくだ
さい。

▼ wanboot.confファイルを作成する方法
wanboot.confファイルは、プレーンテキストの構成ファイルで、WANインストール
を実行するためにWANブートプログラムで使用されます。wanboot-cgiプログラ
ム、ブートファイルシステム、およびWANブートミニルートはすべて、
wanboot.confファイルに保存されている情報を使ってクライアントマシンのインス
トールを行います。

WANブートサーバー上の /etc/netbootディレクトリにある該当のクライアントのサ
ブディレクトリに、この wanboot.confファイルを保存してください。/etc/netboot

ディレクトリを使ってWANブートインストールの適用範囲を定義する方法について
は、198ページの「WANブートサーバーに /etc/netbootディレクトリを作成する」
を参照してください。

WANブートサーバーで Solaris最新リリースが稼働している場合は、
/etc/netboot/wanboot.conf.sampleに wanboot.confファイルの例があります。この例
は、WANブートインストール用のテンプレートとして使用できます。

例11–13

参考
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wanboot.confファイルには、次の情報を指定する必要があります。

情報の種類 説明

WANブートサーバーの情報 ■ WANブートサーバー上の wanbootプログラムへのパス
■ WANブートサーバー上の wanboot-cgiプログラムのURL

インストールサーバーの情報 ■ インストールサーバー上のWANブートミニルートへのパ
ス

■ WANブートサーバー上のシステム構成ファイルへのパ
ス。システム構成ファイルは、sysidcfgファイルとカスタ
ム JumpStartファイルの場所を指定します

セキュリティー情報 ■ WANブートファイルシステムまたはWANブートミニ
ルートの署名タイプ

■ WANブートファイルシステムの暗号化タイプ
■ WANブートインストール時にサーバー認証を行うかどう
か

■ WANブートインストール時にクライアント認証を行うか
どうか

省略可能な情報 ■ WANブートインストール時にクライアントに対して解決
する必要のある、追加のホスト

■ ログサーバー上の bootlog-cgiスクリプトのURL

これらの情報を指定するには、パラメータとその値を次の書式で列挙します。

パラメータ=値

wanboot.confファイルのパラメータと構文については、270ページの「wanboot.conf

ファイルのパラメータと構文」を参照してください。

wanboot.confファイルを作成するには、次の手順に従ってください。

WANブートサーバーで、Webサーバーユーザーと同じ役割になります。

wanboot.confテキストファイルを作成します。
wanboot.confという名前の新しいテキストファイルを作成するか、
/etc/netboot/wanboot.conf.sampleにあるファイル例を使用します。ファイル例を使
用する場合は、パラメータを追加したあとで、ファイルの名前を wanboot.confに変
更してください。

インストール用のパラメータと値を wanboot.confに入力します。
wanboot.confのパラメータと値については、270ページの「wanboot.confファイルの
パラメータと構文」を参照してください。

1

2

3
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/etc/netbootディレクトリの適切なサブディレクトリに wanboot.confファイルを保
存します。

/etc/netbootディレクトリの作成方法については、198ページの「WANブートサー
バーに /etc/netbootディレクトリを作成する」を参照してください。

wanboot.confファイルの妥当性検査を行います。
# bootconfchk /etc/netboot/path-to-wanboot.conf/wanboot.conf

path-to-wanboot.conf WANブートサーバーにあるクライアントの wanboot.conf

ファイルへのパスを指定します

■ wanboot.confファイルが構造的に有効であれば、bootconfchkコマンドは終了
コード 0を返します。

■ wanboot.confファイルが無効であれば、bootconfchkコマンドは 0以外の終了コー
ドを返します。

wanboot.confファイルのアクセス権を 600に変更します。
# chmod 600 /etc/netboot/path-to-wanboot.conf/wanboot.conf

HTTPSを介してWANブートインストールを行う場合の wanboot.conf

ファイル

次の wanboot.confファイル例には、HTTPSを使ったWANインストールを行うため
の構成情報が記述されています。この wanboot.confファイルには、インストールで
3DES暗号化鍵を使用することも指示されています。

boot_file=/wanboot/wanboot.s10_sparc

root_server=https://www.example.com:1234/cgi-bin/wanboot-cgi

root_file=/miniroot/miniroot.s10_sparc

signature_type=sha1

encryption_type=3des

server_authentication=yes

client_authentication=no

resolve_hosts=

boot_logger=https://www.example.com:1234/cgi-bin/bootlog-cgi

system_conf=sys-conf.s10–sparc

この wanboot.confファイルで指定されている構成は次のとおりです。

boot_file=/wanboot/wanboot.s10_sparc

二次レベルのブートプログラムの名前は wanboot.s10_sparcです。このプログラム
は、WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリ内の /wanboot

ディレクトリに置かれています。

4

5

6
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root_server=https://www.example.com:1234/cgi-bin/wanboot-cgi

WANブートサーバー上の wanboot-cgiプログラムの場所は
https://www.example.com:1234/cgi-bin/wanboot-cgiです。URLの httpsという部
分は、このWANブートインストールでHTTPSを使用することを示しています。

root_file=/miniroot/miniroot.s10_sparc

WANブートミニルートの名前は miniroot.s10_sparcです。このミニルートは、
WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリ内の /minirootディレク
トリに置かれています。

signature_type=sha1

wanboot.s10_sparcプログラムとWANブートファイルシステムは、HMAC SHA1
ハッシュキーで署名されます。

encryption_type=3des

wanboot.s10_sparcプログラムとブートファイルシステムは、3DES暗号化鍵で暗
号化されます。

server_authentication=yes

インストール時にサーバー認証が行われます。

client_authentication=no

インストール時にクライアント認証は行われません。

resolve_hosts=

WANインストールの実行に必要な追加のホスト名はありません。必要なファイル
と情報はすべて、WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリに置か
れています。

boot_logger=https://www.example.com:1234/cgi-bin/bootlog-cgi

(省略可能)ブートログメッセージおよびインストールログメッセージが、WAN
ブートサーバー上でHTTPSを使用して記録されます。

WANブートインストールのログサーバーの設定方法については、202ページ
の「(省略可能) WANブートログサーバーを構成する方法」を参照してください。

system_conf=sys-conf.s10–sparc

sysidcfgファイルと JumpStartファイルの場所が記述されたシステム構成ファイル
は、/etc/netbootディレクトリのサブディレクトリに置かれています。システム
構成ファイルの名前は sys-conf.s10–sparcです。

セキュリティー保護されていないWANブートインストールを行う場合
の wanboot.confファイル

次の wanboot.confファイル例には、HTTPを使ったセキュリティーの低いWANイン
ストールを行うための構成情報が記述されています。この wanboot.confファイルに
は、インストールで暗号化鍵やハッシュキーを使用しないことも指示されていま
す。

例11–15
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boot_file=/wanboot/wanboot.s10_sparc

root_server=http://www.example.com/cgi-bin/wanboot-cgi

root_file=/miniroot/miniroot.s10_sparc

signature_type=

encryption_type=

server_authentication=no

client_authentication=no

resolve_hosts=

boot_logger=http://www.example.com/cgi-bin/bootlog-cgi

system_conf=sys-conf.s10–sparc

この wanboot.confファイルで指定されている構成は次のとおりです。

boot_file=/wanboot/wanboot.s10_sparc

二次レベルのブートプログラムの名前は wanboot.s10_sparcです。このプログラム
は、WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリ内の /wanboot

ディレクトリに置かれています。

root_server=http://www.example.com/cgi-bin/wanboot-cgi

WANブートサーバー上の wanboot-cgiプログラムの場所は
http://www.example.com/cgi-bin/wanboot-cgiです。このインストールではHTTPS
を使用しません。

root_file=/miniroot/miniroot.s10_sparc

WANブートミニルートの名前は miniroot.s10_sparcです。このミニルートは、
WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリ内の /minirootサブ
ディレクトリに置かれています。

signature_type=

wanboot.s10_sparcプログラムとWANブートファイルシステムは、ハッシュキー
で署名されません。

encryption_type=

wanboot.s10_sparcプログラムとブートファイルシステムは、暗号化されません。

server_authentication=no

インストール時に、キーや証明書によるサーバー認証は行われません。

client_authentication=no

インストール時に、キーや証明書によるクライアント認証は行われません。

resolve_hosts=

インストールの実行に必要な追加のホスト名はありません。必要なファイルと情
報はすべて、WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリに置かれて
います。

boot_logger=http://www.example.com/cgi-bin/bootlog-cgi

(省略可能) WANブートサーバー上でブートログメッセージおよびインストールロ
グメッセージが記録されます。
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WANブートインストールのログサーバーの設定方法については、202ページ
の「(省略可能) WANブートログサーバーを構成する方法」を参照してください。

system_conf=sys-conf.s10–sparc

sysidcfgファイルと JumpStartファイルの場所が記述されたシステム構成ファイル
は、sys-conf.s10–sparcという名前です。このファイルは、/etc/netbootディレ
クトリにある適切なクライアントのサブディレクトリに置かれています。

WANブートインストールの続行

wanboot.confファイルを作成したあと、必要に応じて、WANブートをサポートする
ようにDHCPサーバーを構成できます。手順については、226ページの「(省略可能)
DHCPによる構成情報の提供」を参照してください。

WANブートインストールでDHCPサーバーを使用しない場合は、228ページの「ク
ライアントOBPの netデバイス別名を確認する方法」を参照してWANブートイン
ストールを続行します。

wanboot.confのパラメータと値については、270ページの「wanboot.confファイルの
パラメータと構文」および wanboot.conf(4)のマニュアルページを参照してくださ
い。

(省略可能) DHCPによる構成情報の提供
ネットワークでDHCPサーバーを使用する場合は、次の情報を提供するように
DHCPサーバーを構成できます。
■ プロキシサーバーの IPアドレス
■ wanboot-cgiプログラムの場所

WANブートインストールでは、次のDHCPベンダーオプションを使用できます。

SHTTPproxy ネットワークのプロキシサーバーの IPアドレスを指定します。

SbootURI WANブートサーバー上の wanboot-cgiプログラムのURLを指定しま
す。

Solaris DHCPサーバーにこれらのベンダーオプションを設定する方法については、
47ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業)」を参照し
てください。

Solaris DHCPサーバーの設定方法の詳細は、『Solarisのシステム管理 (IPサービ
ス)』の第 14章「DHCPサービスの構成 (手順)」を参照してください。

WANブートインストールを続行するには、第 12章SPARC: WANブートによるイン
ストール (作業)を参照してください。

参考

参照
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SPARC: WANブートによるインストール
(作業)

この章では、SPARCベースのクライアントに対してWANブートインストールを実
行する方法について説明します。WANブートインストールの準備方法については、
第 11章WANブートによるインストール (作業)を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

■ 228ページの「WANブートインストールを行うためのクライアントの準備」
■ 236ページの「クライアントのインストール」

作業マップ: WANブートによるクライアントのインス
トール

次の表では、クライアントのインストールをWAN経由で実行するために必要な作業
の一覧を示しています。

表 12–1 作業マップ: WANブートインストールの実行

作業 説明 参照先

WANブートインストールを行
うためにネットワークを準備し
ます。

WANブートインストールの実
行に必要なサーバーとファイル
を設定します。

第 11章WANブートによるイン
ストール (作業)

クライアントのOBPに netデバ
イス別名が正しく設定されてい
ることを確認します。

devaliasコマンドを使って、
netデバイス別名に 1次ネット
ワークインタフェースが設定さ
れていることを確認します。

228ページの「クライアント
OBPの netデバイス別名を確認
する方法」
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表 12–1 作業マップ: WANブートインストールの実行 (続き)
作業 説明 参照先

クライアントにキーを提供しま
す。

OBPの変数を設定するか、イン
ストール時にキーの値を入力す
ることで、クライアントにキー
を提供します。

この作業は、セキュリティー保
護されたインストール構成に必
要です。セキュリティー保護さ
れていないインストールで、
データの完全性をチェックする
場合は、この作業を実行して
HMAC SHA1ハッシュキーをク
ライアントに提供します。

230ページの「クライアントに
対するキーのインストール」

クライアントに対して広域
ネットワーク経由でインストー
ルを実行します。

適切な方法を選択してクライア
ントのインストールを実行しま
す。

237ページの「自動WANブー
トインストールを実行する方
法」

240ページの「対話式WAN
ブートインストールを実行する
方法」

244ページの「DHCPサーバー
を使ってWANブートインス
トールを実行する方法」

246ページの「ローカルのCD
メディアを使ってWANブート
インストールを実行する方法」

WANブートインストールを行うためのクライアントの準
備

クライアントシステムのインストールを行う前に、次の作業を実行してクライアン
トを準備してください。

■ 228ページの「クライアントOBPの netデバイス別名を確認する方法」
■ 230ページの「クライアントに対するキーのインストール」

▼ クライアントOBPの netデバイス別名を確認する
方法
boot netコマンドを使ってWANからクライアントをブートするには、netデバイス
別名にクライアントの主ネットワークデバイスが設定されている必要があります。
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ほとんどのシステムで、この別名はすでに正しく設定されています。ただし、使用
するネットワークデバイスがデバイス別名に設定されていない場合は、別名を変更
する必要があります。

デバイス別名の設定方法の詳細は、『OpenBoot 3.xコマンド・リファレンスマニュア
ル』の「デバイスツリー」を参照してください。

クライアント上で netデバイス別名を確認するには、次の手順に従ってください。

クライアント上で、スーパーユーザー、またはそれと同等の役割になります。

システムを実行レベル 0にします。
# init 0

okプロンプトが表示されます。

okプロンプトで、OBPに設定されているデバイス別名を調べます。
ok devalias

devaliasコマンドは、次の例のような情報を出力します。

screen /pci@1f,0/pci@1,1/SUNW,m64B@2

net /pci@1f,0/pci@1,1/network@c,1

net2 /pci@1f,0/pci@1,1/network@5,1

disk /pci@1f,0/pci@1/scsi@8/disk@0,0

cdrom /pci@1f,0/pci@1,1/ide@d/cdrom@0,0:f

keyboard /pci@1f,0/pci@1,1/ebus@1/su@14,3083f8

mouse /pci@1f,0/pci@1,1/ebus@1/su@14,3062f8

■ インストール時に使用するネットワークデバイスが net別名に設定されている場
合は、別名を設定し直す必要はありません。230ページの「クライアントに対す
るキーのインストール」に進み、インストールを続行します。

■ 使用するネットワークデバイスが net別名に設定されていない場合は、別名を設
定し直す必要があります。次の手順へ進みます。

netデバイス別名を設定します。
次のどちらかのコマンドを使って、netデバイス別名を設定します。

■ このインストールに限り netデバイス別名を変更する場合は、devaliasコマンド
を使用します。

ok devalias net device-path

net device-path デバイス device-pathを net別名に割り当てます
■ netデバイス別名を固定的に変更する場合は、nvaliasコマンドを使用します。

ok nvalias net device-path

1
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net device-path デバイス device-pathを net別名に割り当てます

netデバイス別名の確認と設定変更

次のコマンドは、netデバイス別名を確認して設定し直す方法を示しています。

デバイス別名を調べます。

ok devalias

screen /pci@1f,0/pci@1,1/SUNW,m64B@2

net /pci@1f,0/pci@1,1/network@c,1

net2 /pci@1f,0/pci@1,1/network@5,1

disk /pci@1f,0/pci@1/scsi@8/disk@0,0

cdrom /pci@1f,0/pci@1,1/ide@d/cdrom@0,0:f

keyboard /pci@1f,0/pci@1,1/ebus@1/su@14,3083f8

mouse /pci@1f,0/pci@1,1/ebus@1/su@14,3062f8

/pci@1f,0/pci@1,1/network@5,1というネットワークデバイスを使用する場合は、次
のコマンドを入力します。

ok devalias net /pci@1f,0/pci@1,1/network@5,1

WANブートインストールの続行

netデバイス別名を確認したあと、適切な節を参照してインストールを続行します。

■ インストールでハッシュキーと暗号化鍵を使用する場合は、230ページの「クラ
イアントに対するキーのインストール」を参照してください。

■ キーを使用せずに、セキュリティー保護されていないインストールを実行する場
合は、236ページの「クライアントのインストール」を参照してください。

クライアントに対するキーのインストール
より高いセキュリティーで保護されたWANブートインストールを行う場合や、セ
キュリティー保護されていないインストールでデータの完全性をチェックする場合
は、クライアントにキーをインストールする必要があります。ハッシュキーや暗号
化鍵を使用すると、クライアントに転送されるデータを保護できます。これらの
キーは、次の方法でインストールできます。

■ OBP変数を設定する –クライアントをブートする前に、OBPのネットワークブー
ト引数にキーの値を設定します。これらのキーは、クライアントに対する以降の
WANブートインストールで使用されます。

例12–1

参考
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■ ブート処理中にキーの値を入力する – wanbootプログラムの boot>プロンプトで、
キーの値を設定します。この方法でインストールしたキーは、現在のWANブー
トインストールだけに使用されます。

動作中のクライアントのOBPにキーをインストールすることもできます。動作中の
クライアントにキーをインストールするには、そのシステムが Solaris 9 12/03 OSまた
はその互換バージョンで稼働していることが必要です。

クライアントにキーをインストールするときには、必ずセキュリティー保護された
接続を使用して、キーの値を転送してください。キーの値の機密性を確保するため
に、サイトのセキュリティーポリシーに従ってください。

■ OBPのネットワークブート引数にキーの値を割り当てる方法については、
231ページの「クライアントのOBPにキーをインストールする方法」を参照して
ください。

■ ブート処理中にキーをインストールする方法については、240ページの「対話式
WANブートインストールを実行する方法」を参照してください。

■ 動作中のクライアントのOBPにキーをインストールする方法については、234
ページの「動作中のクライアントにハッシュキーと暗号化鍵をインストールする
方法」を参照してください。

▼ クライアントのOBPにキーをインストールする方法
クライアントをブートする前に、OBPのネットワークブート引数にキーの値を設定
できます。これらのキーは、クライアントに対する以降のWANブートインストール
で使用されます。

クライアントのOBPにキーをインストールするには、次の手順に従ってください。

OBPのネットワークブート引数にキーの値を割り当てるには、次の手順に従ってく
ださい。

WANブートサーバーで、Webサーバーユーザーと同じ役割になります。

クライアントの各キーの値を表示します。
# wanbootutil keygen -d -c -o net=net-ip,cid=client-ID,type=key-type

net-ip クライアントのサブネットの IPアドレスを指定します。

client-ID インストール対象であるクライアントの IDを指定します。クライアント
IDは、ユーザーが定義した IDか、DHCPクライアント IDです。

key-type クライアントにインストールするキーのタイプを指定します。指定でき
るキータイプは、3des、aes、または sha1です。

キーの値が 16進数で表示されます。
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クライアントにインストールする各キータイプについて、上記の手順を繰り返しま
す。

クライアントシステムの実行レベルを 0にします。
# init 0

okプロンプトが表示されます。

クライアントの okプロンプトで、ハッシュキーの値を設定します。
ok set-security-key wanboot-hmac-sha1 key-value

set-security-key クライアントにキーをインストールします

wanboot-hmac-sha1 HMAC SHA1ハッシュキーをインストールするようOBPに指
示します

key-value 手順 2で表示された 16進数の文字列を指定します。

HMAC SHA1ハッシュキーがクライアントのOBPにインストールされます。

クライアントの okプロンプトで、暗号化鍵をインストールします。
ok set-security-key wanboot-3des key-value

set-security-key クライアントにキーをインストールします

wanboot-3des 3DES暗号化鍵をインストールするようOBPに指示します。
AES暗号化鍵を使用する場合は、この値を wanboot-aesにして
ください。

key-value 暗号化鍵を表す 16進数の文字列を指定します。

3DES暗号化鍵がクライアントのOBPにインストールされます。

キーをインストールしたら、クライアントに対するインストールの準備は完了で
す。クライアントシステムのインストール方法については、236ページの「クライア
ントのインストール」を参照してください。

(省略可能)クライアントのOBPにキーが設定されていることを確認します。
ok list-security-keys

Security Keys:

wanboot-hmac-sha1

wanboot-3des

(省略可能)キーを削除するには、次のコマンドを入力します。
ok set-security-key key-type

key-type 削除するキーのタイプを指定します。指定できる値は、
wanboot-hmac-sha1、wanboot-3des、または wanboot-aesです。
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クライアントのOBPに対するキーのインストール

次の例は、クライアントのOBPにハッシュキーと暗号化鍵をインストールする方法
を示しています。

WANブートサーバー上でキーの値を表示します。

# wanbootutil keygen -d -c -o net=192.168.198.0,cid=010003BA152A42,type=sha1

b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463

# wanbootutil keygen -d -c -o net=192.168.198.0,cid=010003BA152A42,type=3des

9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04

上記の例では、次の情報が使用されています。

net=192.168.198.0

クライアントのサブネットの IPアドレスを指定します。

cid=010003BA152A42

クライアント IDを指定します。

b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463

クライアントのHMAC SHA1ハッシュキーの値です。

9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04

クライアントの 3DES暗号化鍵の値です。

インストールでAES暗号化鍵を使用する場合、この暗号化鍵の値を表示するに
は、wanboot-3desを wanboot-aesに変更します。

クライアントシステムにキーをインストールします。

ok set-security-key wanboot-hmac-sha1 b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463

ok set-security-key wanboot-3des 9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04

上記のコマンドは、次の処理を実行します。

■ b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463という値を持つHMAC SHA1
ハッシュキーをクライアントにインストールします

■ 9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04という値を持つ 3DES暗号化
鍵をクライアントにインストールします

インストールでAES暗号化鍵を使用する場合は、wanboot-3desを wanboot-aesに
変更します。

WANブートインストールの続行

クライアントにキーをインストールしたら、クライアントに対するWANインストー
ルの準備は完了です。手順については、236ページの「クライアントのインストー
ル」を参照してください。

例12–2

参考
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キーの値を表示する方法については、wanbootutil(1M)のマニュアルページを参照し
てください。

▼ 動作中のクライアントにハッシュキーと暗号化鍵をインストール
する方法
wanbootプログラムの boot>プロンプトで、動作中のシステムにキーの値を設定でき
ます。この方法でインストールしたキーは、現在のWANブートインストールだけに
使用されます。

動作中のクライアントのOBPにハッシュキーと暗号化鍵をインストールするには、
次の手順に従ってください。

この手順では、次のように仮定します。

■ クライアントシステムの電源は入っている。
■ Secure Shell (ssh)などのセキュリティー保護された接続を介してクライアントにア
クセスできる。

WANブートサーバーで、Webサーバーユーザーと同じ役割になります。

クライアントの各キーの値を表示します。
# wanbootutil keygen -d -c -o net=net-ip,cid=client-ID,type=key-type

net-ip クライアントのサブネットの IPアドレスを指定します。

client-ID インストール対象であるクライアントの IDを指定します。クライアント
IDは、ユーザーが定義した IDか、DHCPクライアント IDです。

key-type クライアントにインストールするキーのタイプを指定します。指定でき
るキータイプは、3des、aes、または sha1です。

キーの値が 16進数で表示されます。

クライアントにインストールする各キータイプについて、上記の手順を繰り返しま
す。

クライアントマシン上で、スーパーユーザー、またはそれと同等の役割になりま
す。

動作中のクライアントマシンに、必要なキーをインストールします。
# /usr/lib/inet/wanboot/ickey -o type=key-type
> key-value

key-type クライアントにインストールするキーのタイプを指定します。指定でき
るキータイプは、3des、aes、または sha1です。

参照

始める前に
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key-value 手順 2で表示された 16進数の文字列を指定します。

クライアントにインストールする各キータイプについて、上記の手順を繰り返しま
す。

キーをインストールしたら、クライアントに対するインストールの準備は完了で
す。クライアントシステムのインストール方法については、236ページの「クライア
ントのインストール」を参照してください。

動作中のクライアントシステムのOBPに対するキーのインストール

次の例は、動作中のクライアントのOBPにキーをインストールする方法を示してい
ます。

WANブートサーバー上でキーの値を表示します。

# wanbootutil keygen -d -c -o net=192.168.198.0,cid=010003BA152A42,type=sha1

b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463

# wanbootutil keygen -d -c -o net=192.168.198.0,cid=010003BA152A42,type=3des

9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04

上記の例では、次の情報が使用されています。

net=192.168.198.0

クライアントのサブネットの IPアドレスを指定します。

cid=010003BA152A42

クライアント IDを指定します。

b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463

クライアントのHMAC SHA1ハッシュキーの値です。

9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04

クライアントの 3DES暗号化鍵の値です。

インストールでAES暗号化鍵を使用する場合、この暗号化鍵の値を表示するに
は、type=3desを type=aesに変更します。

動作中のクライアントのOBPにキーをインストールします。

# /usr/lib/inet/wanboot/ickey -o type=sha1 b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463

# /usr/lib/inet/wanboot/ickey -o type=3des 9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04

上記のコマンドは、次の処理を実行します。

■ b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463という値を持つHMAC SHA1
ハッシュキーをクライアントにインストールします

■ 9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04という値を持つ 3DES暗号化
鍵をクライアントにインストールします

6

例12–3

WANブートインストールを行うためのクライアントの準備

第 12章 • SPARC: WANブートによるインストール (作業) 235



WANブートインストールの続行

クライアントにキーをインストールしたら、クライアントに対するWANインストー
ルの準備は完了です。手順については、236ページの「クライアントのインストー
ル」を参照してください。

キーの値を表示する方法については、wanbootutil(1M)のマニュアルページを参照し
てください。

動作中のシステムにキーをインストールする方法については、ickey(1M)のマニュア
ルページを参照してください。

クライアントのインストール
WANブートインストールを行うためのネットワークの準備が完了したら、システム
のインストール方法を次の中から選択できます。

表 12–2 クライアントのインストール方法

方法 説明 参照先

自動インストール クライアントにキーをインス
トールしたりクライアント構成
情報を設定したりしてからクラ
イアントをブートする場合は、
このインストール方法を使用し
ます。

■ インストール前にクライア
ントにキーをインストール
する方法については
230ページの「クライアン
トに対するキーのインス
トール」を参照してくださ
い。

■ 自動インストールの実行方
法については、237ページ
の「自動WANブートイン
ストールを実行する方法」
を参照してください。

対話式インストール ブート処理中にクライアント構
成情報を設定する場合は、この
インストール方法を使用しま
す。

240ページの「対話式WAN
ブートインストールを実行する
方法」

参考

参照

クライアントのインストール

Solaris 10 5/08インストールガイド (ネットワークインストール) • 2008年 4月236



表 12–2 クライアントのインストール方法 (続き)
方法 説明 参照先

DHCPサーバーを使ったインス
トール

インストール時にクライアント
構成情報を提供するように
ネットワークのDHCPサーバー
を構成した場合は、このインス
トール方法を使用します。

■ WANブートインストール
をサポートするように
DHCPサーバーを構成する
方法については、226ペー
ジの「(省略可能) DHCPに
よる構成情報の提供」を参
照してください。

■ インストール時にDHCP
サーバーを使用する方法に
ついては、244ページ
の「DHCPサーバーを
使ってWANブートインス
トールを実行する方法」を
参照してください。

ローカルのCDメディアを
使ったインストール

クライアントのOBPがWAN
ブートに対応していない場合
は、Solaris SOFTWARE CDの
ローカルコピーからクライアン
トをブートします。

■ クライアントのOBPが
WANブートに対応してい
るかどうかを調べる方法に
ついては、194ページ
の「クライアントOBPでの
WANブート対応を確認す
る方法」を参照してくださ
い。

■ Solaris SOFTWARE CDの
ローカルコピーを使ってク
ライアントのインストール
を行う方法については、
246ページの「ローカルの
CDメディアを使ってWAN
ブートインストールを実行
する方法」を参照してくだ
さい。

▼ 自動WANブートインストールを実行する方法
インストールを実行する前にクライアントにキーをインストールしたりクライアン
ト構成情報を設定したりする場合は、このインストール方法を使用します。この場
合、WANからクライアントをブートし、自動的にインストールを実行できます。
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この手順では、すでにクライアントのOBPにキーをインストールしてあるか、また
はセキュリティー保護されないインストールを実行していると仮定します。インス
トール前にクライアントにキーをインストールする方法については、230ページ
の「クライアントに対するキーのインストール」を参照してください。

クライアントシステムが動作中の場合は、システムの実行レベルを 0にします。
# init 0

okプロンプトが表示されます。

クライアントシステムの okプロンプトで、OBPのネットワークブート引数を設定し
ます。
ok setenv network-boot-arguments host-ip=client-IP,
router-ip=router-ip,subnet-mask=mask-value,
hostname=client-name,http-proxy=proxy-ip:port,
file=wanbootCGI-URL

注 –このコマンド例には、読みやすいように改行が挿入されています。実際には、改
行を挿入せずにコマンド全体を入力してください。

setenv network-boot-arguments 次のブート引数を設定するようOBPに指示し
ます

host-ip=client-IP クライアントの IPアドレスを指定します

router-ip=router-ip ネットワークルーターの IPアドレスを指定し
ます

subnet-mask=mask-value サブネットマスクの値を指定します

hostname=client-name クライアントのホスト名を指定します

(省略可能) http-proxy=proxy-ip:port ネットワークのプロキシサーバーの IPアドレ
スとポートを指定します

file=wanbootCGI-URL Webサーバー上の wanboot-cgiプログラムの
URLを指定します

クライアントをブートします。
ok boot net - install

net - install ネットワークブート引数を使ってWANからブートするよう、クラ
イアントに指示します
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クライアントのインストールがWAN経由で実行されます。WANブートプログラム
に必要なインストール情報が見つからない場合、不足している情報の入力を求める
プロンプトが wanbootプログラムから表示されます。プロンプトに追加情報を入力し
ます。

自動WANブートインストール

次の例では、マシンのブート前に、クライアントシステム myclientのネットワーク
ブート引数を設定します。この例では、クライアントにハッシュキーと暗号化鍵が
すでにインストールされていると仮定します。WANからブートする前にキーをイン
ストールする方法については、230ページの「クライアントに対するキーのインス
トール」を参照してください。

ok setenv network-boot-arguments host-ip=192.168.198.136,

router-ip=192.168.198.129,subnet-mask=255.255.255.192

hostname=myclient,file=http://192.168.198.135/cgi-bin/wanboot-cgi

ok boot net - install

Resetting ...

Sun Blade 100 (UltraSPARC-IIe), No Keyboard

Copyright 1998-2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.

OpenBoot 4.x.build_28, 512 MB memory installed, Serial #50335475.

Ethernet address 0:3:ba:e:f3:75, Host ID: 83000ef3.

Rebooting with command: boot net - install

Boot device: /pci@1f,0/network@c,1 File and args: - install

次の変数が設定されます。

■ クライアントの IPアドレスは 192.168.198.136に設定されます。
■ クライアントのルーター IPアドレスは 192.168.198.129に設定されます。
■ クライアントのサブネットマスクは 255.255.255.192に設定されます。
■ クライアントのホスト名は seahagに設定されます。
■ wanboot-cgiプログラムは http://192.168.198.135/cgi-bin/wanboot-cgiに置かれ
ています。

ネットワークブート引数を設定する方法については、set(1)のマニュアルページを
参照してください。
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システムをブートする方法については、boot(1M)のマニュアルページを参照してく
ださい。

▼ 対話式WANブートインストールを実行する方法
インストール時にコマンド行からクライアントにキーをインストールしたりクライ
アント構成情報を設定したりする場合は、このインストール方法を使用します。

この手順では、WANインストールでHTTPSを使用していると仮定します。セ
キュリティー保護されないインストールを実行する場合で、キーを使用しないとき
は、クライアントのキーの表示やインストールを行わないでください。

WANブートサーバーで、Webサーバーユーザーと同じ役割になります。

クライアントの各キーの値を表示します。
# wanbootutil keygen -d -c -o net=net-ip,cid=client-ID,type=key-type

net-ip インストール対象であるクライアントのサブネットの IPアドレスを指定
します。

client-ID インストール対象であるクライアントの IDを指定します。クライアント
IDは、ユーザーが定義した IDか、DHCPクライアント IDです。

key-type クライアントにインストールするキーのタイプを指定します。指定でき
るキータイプは、3des、aes、または sha1です。

キーの値が 16進数で表示されます。

クライアントにインストールする各キータイプについて、上記の手順を繰り返しま
す。

クライアントシステムが動作中の場合は、システムの実行レベルを 0にします。

クライアントシステムの okプロンプトで、OBPのネットワークブート引数を設定し
ます。
ok setenv network-boot-arguments host-ip=client-IP,router-ip=router-ip,
subnet-mask=mask-value,hostname=client-name,
http-proxy=proxy-ip:port,bootserver=wanbootCGI-URL

注 –このコマンド例には、読みやすいように改行が挿入されています。実際には、改
行を挿入せずにコマンド全体を入力してください。
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setenv network-boot-arguments 次のブート引数を設定するようOBPに指示し
ます

host-ip=client-IP クライアントの IPアドレスを指定します

router-ip=router-ip ネットワークルーターの IPアドレスを指定し
ます

subnet-mask=mask-value サブネットマスクの値を指定します

hostname=client-name クライアントのホスト名を指定します

(省略可能) http-proxy=proxy-ip:port ネットワークのプロキシサーバーの IPアドレ
スとポートを指定します

bootserver=wanbootCGI-URL Webサーバー上の wanboot-cgiプログラムの
URLを指定します

注 – bootserver変数のURL値にHTTPS URLを
指定することはできません。URLは http://

で開始する必要があります。

クライアントの okプロンプトで、システムをブートします。
ok boot net -o prompt - install

net -o prompt - install ネットワークからブートとインストールを行うよう、ク
ライアントに指示します。wanbootプログラムは、クラ
イアント構成情報の入力を求める boot>プロンプトを表
示します。

boot>プロンプトが表示されます。

暗号化鍵をインストールします。
boot> 3des=key-value

3des=key-value 手順 2で表示された 3DES暗号化鍵の 16進数の文字列を指定しま
す。

AES暗号化鍵を使用する場合は、次のコマンドを使用してくださ
い。

boot> aes=key-value

ハッシュキーをインストールします。
boot> sha1=key-value

sha1=key-value 手順 2で表示されたハッシュキーの値を指定します。
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次のコマンドを入力して、ブート処理を続行します。
boot> go

クライアントのインストールがWAN経由で実行されます。

プロンプトが表示されたら、クライアント構成情報をコマンド行に入力します。

WANブートプログラムに必要なインストール情報が見つからない場合、不足してい
る情報の入力を求めるプロンプトが wanbootプログラムから表示されます。プロンプ
トに追加情報を入力します。

対話式WANブートインストール

次の例では、インストール時に wanbootプログラムから、クライアントシステムの
キーの値を入力するようプロンプトが表示されます。

WANブートサーバー上でキーの値を表示します。

# wanbootutil keygen -d -c -o net=192.168.198.0,cid=010003BA152A42,type=sha1

b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463

# wanbootutil keygen -d -c -o net=192.168.198.0,cid=010003BA152A42,type=3des

9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04

上記の例では、次の情報が使用されています。

net=192.168.198.0

クライアントのサブネットの IPアドレスを指定します。

cid=010003BA152A42

クライアント IDを指定します。

b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463

クライアントのHMAC SHA1ハッシュキーの値です。

9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04

クライアントの 3DES暗号化鍵の値です。

インストールでAES暗号化鍵を使用する場合、この暗号化鍵の値を表示するに
は、type=3desを type=aesに変更します。

クライアントのOBPのネットワークブート引数を設定します。

ok setenv network-boot-arguments host-ip=192.168.198.136,

router-ip=192.168.198.129,subnet-mask=255.255.255.192,hostname=myclient,

bootserver=http://192.168.198.135/cgi-bin/wanboot-cgi

次の変数が設定されます。

■ クライアントの IPアドレスは 192.168.198.136に設定されます。
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■ クライアントのルーター IPアドレスは 192.168.198.129に設定されます。
■ クライアントのサブネットマスクは 255.255.255.192に設定されます。
■ クライアントのホスト名は myclientに設定されます。

■ wanboot-cgiプログラムは http://192.168.198.135/cgi-bin/wanboot-cgiに置かれ
ています。

クライアントのブートとインストールを実行します。

ok boot net -o prompt - install

Resetting ...

Sun Blade 100 (UltraSPARC-IIe), No Keyboard

Copyright 1998-2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.

OpenBoot 4.x.build_28, 512 MB memory installed, Serial #50335475.

Ethernet address 0:3:ba:e:f3:75, Host ID: 83000ef3.

Rebooting with command: boot net -o prompt

Boot device: /pci@1f,0/network@c,1 File and args: -o prompt

boot> 3des=9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04

boot> sha1=b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463

boot> go

上記のコマンドは、次の処理を実行します。

■ 9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04という値を持つ 3DES暗号化
鍵をクライアントにインストールします

■ b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463という値を持つHMAC SHA1
ハッシュキーをクライアントにインストールします

■ インストールを開始します

キーの値を表示する方法については、wanbootutil(1M)のマニュアルページを参照し
てください。

ネットワークブート引数を設定する方法については、set(1)のマニュアルページを
参照してください。

システムをブートする方法については、boot(1M)のマニュアルページを参照してく
ださい。
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▼ DHCPサーバーを使ってWANブートインストール
を実行する方法
WANブートオプションをサポートするようにDHCPサーバーを構成した場合、
DHCPサーバーを使ってインストール時にクライアント構成情報を提供できます。
WANブートインストールをサポートするようにDHCPサーバーを構成する方法につ
いては、226ページの「(省略可能) DHCPによる構成情報の提供」を参照してくださ
い。

この手順では、次のように仮定します。

■ クライアントシステムが動作中である。
■ すでにクライアントにキーをインストールしてあるか、またはセキュリティー保
護されないインストールを実行している。

インストール前にクライアントにキーをインストールする方法については、
230ページの「クライアントに対するキーのインストール」を参照してくださ
い。

■ SbootURIおよび SHTTPproxy WANブートオプションをサポートするようにDHCP
サーバーを構成してある。

これらのオプションは、WANブートに必要な構成情報をDHCPサーバーで提供
できるようにします。

DHCPサーバーにインストールオプションを設定する方法については、47ページ
の「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業)」を参照してくだ
さい。

クライアントシステムが動作中の場合は、システムの実行レベルを 0にします。
# init 0

okプロンプトが表示されます。

クライアントシステムの okプロンプトで、OBPのネットワークブート引数を設定し
ます。
ok setenv network-boot-arguments dhcp,hostname=client-name

setenv network-boot-arguments 次のブート引数を設定するようOBPに指示しま
す

dhcp DHCPサーバーを使ってクライアントを構成する
よう、OBPに指示します

hostname=client-name クライアントに割り当てるホスト名を指定します

ネットワークからクライアントをブートします。
ok boot net - install
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net - install ネットワークブート引数を使ってWANからブートするよう、クラ
イアントに指示します

クライアントのインストールがWAN経由で実行されます。WANブートプログラム
に必要なインストール情報が見つからない場合、不足している情報の入力を求める
プロンプトが wanbootプログラムから表示されます。プロンプトに追加情報を入力し
ます。

DHCPサーバーを使ったWANブートインストール

次の例では、ネットワーク上のDHCPサーバーからクライアント構成情報が提供さ
れます。この例では、クライアントのホスト名として myclientを要求しています。

ok setenv network-boot-arguments dhcp, hostname=myclient

ok boot net - install

Resetting ...

Sun Blade 100 (UltraSPARC-IIe), No Keyboard

Copyright 1998-2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.

OpenBoot 4.x.build_28, 512 MB memory installed, Serial #50335475.

Ethernet address 0:3:ba:e:f3:75, Host ID: 83000ef3.

Rebooting with command: boot net - install

Boot device: /pci@1f,0/network@c,1 File and args: - install

ネットワークブート引数を設定する方法については、set(1)のマニュアルページを
参照してください。

システムをブートする方法については、boot(1M)のマニュアルページを参照してく
ださい。

DHCPサーバーを構成する方法については、226ページの「(省略可能) DHCPによる
構成情報の提供」を参照してください。
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▼ ローカルのCDメディアを使ってWANブートイン
ストールを実行する方法
クライアントのOBPがWANブートに対応していない場合は、Solaris SOFTWARE - 1
CDをクライアントのCD-ROMドライブに挿入して、インストールを実行できま
す。ローカルCDを使用する場合、クライアントは、WANブートサーバーからでは
なくローカルメディアから wanbootプログラムを取得します。

この手順では、WANインストールでHTTPSを使用していると仮定します。セ
キュリティー保護されないインストールを実行する場合は、クライアントのキーの
表示やインストールを行わないでください。

ローカルCDからWANブートインストールを実行するには、次の手順に従ってくだ
さい。

WANブートサーバーで、Webサーバーユーザーと同じ役割になります。

クライアントの各キーの値を表示します。
# wanbootutil keygen -d -c -o net=net-ip,cid=client-ID,type=key-type

net-ip インストール対象であるクライアントのネットワーク IPアドレスを指定
します。

client-ID インストール対象であるクライアントの IDを指定します。クライアント
IDは、ユーザーが定義した IDか、DHCPクライアント IDです。

key-type クライアントにインストールするキーのタイプを指定します。指定でき
るキータイプは、3des、aes、または sha1です。

キーの値が 16進数で表示されます。

クライアントにインストールする各キータイプについて、上記の手順を繰り返しま
す。

クライアントシステムのCD-ROMドライブに Solaris SOFTWARE - 1 CDを挿入します。

クライアントシステムの電源を入れます。

CDからクライアントをブートします。
ok boot cdrom -o prompt -F wanboot - install

cdrom ローカルCD-ROMからブートするよう、OBPに指示します。

-o prompt クライアント構成情報の入力をユーザーに求めるよう、wanbootプロ
グラムに指示します
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-F wanboot CD-ROMから wanbootプログラムを読み込むよう、OBPに指示します

- install WANブートインストールを実行するよう、クライアントに指示しま
す

クライアントのOBPは、Solaris SOFTWARE - 1 CDから wanbootプログラムを読み込
みます。wanbootプログラムによってシステムがブートされ、boot>プロンプトが表
示されます。

暗号化鍵の値を入力します。
boot> 3des=key-value

3des=key-value 手順 2で表示された 3DES暗号化鍵の 16進数の文字列を指定しま
す。

AES暗号化鍵を使用する場合は、次のコマンドを使用してくださ
い。

boot> aes=key-value

ハッシュキーの値を入力します。
boot> sha1=key-value

sha1=key-value 手順 2で表示されたハッシュキーの 16進数の文字列を指定しま
す。

ネットワークインタフェース変数を設定します。
boot> variable=value[,variable=value*]

boot>プロンプトで、次の変数と値のペアを入力します。

host-ip=client-IP クライアントの IPアドレスを指定します。

router-ip=router-ip ネットワークルーターの IPアドレスを指定し
ます。

subnet-mask=mask-value サブネットマスクの値を指定します。

hostname=client-name クライアントのホスト名を指定します。

(省略可能) http-proxy=proxy-ip:port ネットワークのプロキシサーバーの IPアドレ
スとポート番号を指定します。

bootserver=wanbootCGI-URL Webサーバー上の wanboot-cgiプログラムの
URLを指定します。
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注 – bootserver変数のURL値にHTTPS URLを
指定することはできません。URLは http://

で開始する必要があります。

これらの変数は、次の方法で入力できます。

■ boot>プロンプトで、変数と値のペアを 1組入力し、Returnキーを押します。

boot> host-ip=client-IP
boot> subnet-mask=mask-value

■ boot>プロンプトで、変数と値のすべてのペアを 1行に入力し、Returnキーを押
します。変数と値の各ペアを区切るには、コンマを使用します。

boot> host-ip=client-IP,subnet-mask=mask-value,
router-ip=router-ip,hostname=client-name,
http-proxy=proxy-ip:port,bootserver=wanbootCGI-URL

次のコマンドを入力して、ブート処理を続行します。
boot> go

クライアントのインストールがWAN経由で実行されます。WANブートプログラム
に必要なインストール情報が見つからない場合、不足している情報の入力を求める
プロンプトが wanbootプログラムから表示されます。プロンプトに追加情報を入力し
ます。

ローカルの CDメディアを使ったインストール

次の例では、インストール時にローカルCD上の wanbootプログラムから、クライア
ントのネットワークインタフェース変数を設定するようプロンプトが表示されま
す。

WANブートサーバー上でキーの値を表示します。

# wanbootutil keygen -d -c -o net=192.168.198.0,cid=010003BA152A42,type=sha1

b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463

# wanbootutil keygen -d -c -o net=192.168.198.0,cid=010003BA152A42,type=3des

9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04

上記の例では、次の情報が使用されています。

net=192.168.198.0

クライアントのサブネットの IPアドレスを指定します。

cid=010003BA152A42

クライアント IDを指定します。

10

例12–7

クライアントのインストール
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b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463

クライアントのHMAC SHA1ハッシュキーの値です。

9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04

クライアントの 3DES暗号化鍵の値です。

インストールでAES暗号化鍵を使用する場合、この暗号化鍵の値を表示するに
は、type=3desを type=aesに変更します。

クライアントのブートとインストールを実行します。

ok boot cdrom -o prompt -F wanboot - install

Resetting ...

Sun Blade 100 (UltraSPARC-IIe), No Keyboard

Copyright 1998-2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.

OpenBoot 4.x.build_28, 512 MB memory installed, Serial #50335475.

Ethernet address 0:3:ba:e:f3:75, Host ID: 83000ef3.

Rebooting with command: boot cdrom -F wanboot - install

Boot device: /pci@1f,0/network@c,1 File and args: -o prompt

boot> 3des=9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04

boot> sha1=b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463

boot> host-ip=192.168.198.124

boot> subnet-mask=255.255.255.128

boot> router-ip=192.168.198.1

boot> hostname=myclient

boot> client-id=010003BA152A42

boot> bootserver=http://192.168.198.135/cgi-bin/wanboot-cgi

boot> go

上記のコマンドは、次の処理を実行します。

■ 9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04という値を持つ 3DES暗号化
鍵をクライアントに入力します

■ b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463という値を持つHMAC SHA1
ハッシュキーをクライアントに入力します

クライアントのインストール
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■ クライアントの IPアドレスを 192.168.198.124に設定します
■ クライアントのサブネットマスクを 255.255.255.128に設定します
■ クライアントのルーターの IPアドレスを 192.168.198.1に設定します
■ クライアントのホスト名を myclientに設定します
■ クライアント IDを 010003BA152A42に設定します
■ wanboot-cgiプログラムの場所を http://192.168.198.135/cgi-bin/wanboot-cgi/

に設定します

キーの値を表示する方法については、wanbootutil(1M)のマニュアルページを参照し
てください。

ネットワークブート引数を設定する方法については、set(1)のマニュアルページを
参照してください。

システムをブートする方法については、boot(1M)のマニュアルページを参照してく
ださい。

参照

クライアントのインストール
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SPARC: WANブートによるインストール
(例)

この章では、広域ネットワーク (WAN)経由でクライアントシステムの設定とインス
トールを行う例を示します。この例では、HTTPS接続を介してセキュリティー保護
されたWANブートインストールを実行する方法について説明します。

■ 252ページの「サイトの設定例」
■ 253ページの「ドキュメントルートディレクトリの作成」
■ 253ページの「WANブートミニルートの作成」
■ 253ページの「クライアントOBPでのWANブート対応の確認」
■ 254ページの「WANブートサーバーへの wanbootプログラムのインストール」
■ 254ページの「/etc/netbootディレクトリの作成」
■ 255ページの「WANブートサーバーへの wanboot-cgiプログラムのコピー」
■ 255ページの「(省略可能) WANブートサーバーをログサーバーとして構成」
■ 256ページの「HTTPSを使用するためのWANブートサーバーの構成」
■ 256ページの「クライアントに対する信頼できる証明書の提供」
■ 256ページの「(省略可能)クライアント認証用の非公開鍵と証明書の使用」
■ 257ページの「サーバーとクライアントのキーの作成」
■ 258ページの「Solarisフラッシュアーカイブの作成」
■ 258ページの「sysidcfgファイルの作成」
■ 259ページの「クライアントのプロファイルの作成」
■ 259ページの「rulesファイルの作成と妥当性検査」
■ 260ページの「システム構成ファイルの作成」
■ 260ページの「wanboot.confファイルの作成」
■ 262ページの「OBPの netデバイス別名の確認」
■ 263ページの「クライアントに対するキーのインストール」
■ 264ページの「クライアントのインストール」
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サイトの設定例
図 13–1は、この例で使用するサイトの設定を示しています。

このサイト例には次のような特徴があります。

■ サーバー wanserver-1は、WANブートサーバーおよびインストールサーバーとし
て構成されます。

■ wanserver-1の IPアドレスは 192.168.198.2です。
■ wanserver-1のドメイン名は www.example.comです。

■ wanserver-1では、Solaris最新リリースが稼動しています。
■ wanserver-1では、Apache Webサーバーが稼働しています。wanserver-1のApache
ソフトウェアは、HTTPSをサポートするように構成されています。

■ インストール対象であるクライアントの名前は wanclient-1です。

■ wanclient-1はUltraSPARCIIシステムです。
■ wanclient-1のクライアント IDは 010003BA152A42です。
■ wanclient-1の IPアドレスは 192.168.198.210です。
■ クライアントのサブネットの IPアドレスは 192.168.198.0です。
■ クライアントシステム wanclient-1は、インターネットにアクセスできますが、

wanserver-1が置かれているネットワークには直接接続されていません。

図 13–1 WANブートインストール用のサイト例

サイトの設定例
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■ wanclient-1に対して、新たに Solaris最新リリースソフトウェアをインストール
します。

ドキュメントルートディレクトリの作成
インストールファイルとデータを保存するために、wanserver-1のドキュメントルー
トディレクトリ (/opt/apache/htdocs)に次のディレクトリを作成します。

■ Solarisフラッシュのディレクトリ

wanserver-1# mkdir -p /opt/apache/htdocs/flash/

■ WANブートミニルートのディレクトリ

wanserver-1# mkdir -p /opt/apache/htdocs/miniroot/

■ wanbootプログラムのディレクトリ

wanserver-1# mkdir -p /opt/apache/htdocs/wanboot/

WANブートミニルートの作成
setup_install_server(1M)に -wオプションを指定して実行することで、WANブート
ミニルートと Solarisソフトウェアイメージを、wanserver-1の
/export/install/Solaris_10ディレクトリにコピーします。

wanserver-1に接続されているメディアドライブに Solaris SOFTWAREのメディアを
挿入します。次のコマンドを入力します。

wanserver-1# mkdir -p /export/install/cdrom0

wanserver-1# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

wanserver-1# ./setup_install_server -w /export/install/cdrom0/miniroot \

/export/install/cdrom0

WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリ (/opt/apache/htdocs/)に、
WANブートミニルートを移動します。

wanserver-1# mv /export/install/cdrom0/miniroot/miniroot \

/opt/apache/htdocs/miniroot/miniroot.s10_sparc

クライアントOBPでのWANブート対応の確認
クライアントシステムに次のコマンドを入力して、クライアントのOBPがWAN
ブートに対応しているかどうかを調べます。

WANブートミニルートの作成
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# eeprom | grep network-boot-arguments

network-boot-arguments: data not available

上の例では、出力に network-boot-arguments: data not available が表示されている
ので、クライアントOBPはWANブートに対応しています。

WANブートサーバーへの wanbootプログラムのインス
トール

wanbootプログラムをWANブートサーバーにインストールするには、Solaris
SOFTWAREのメディアからWANブートサーバーのドキュメントルートディレクト
リに、このプログラムをコピーします。

wanserver-1に接続されているメディアドライブに Solaris DVDまたは Solaris
SOFTWARE - 1 CDを挿入し、次のコマンドを入力します。

wanserver-1# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools/Boot/platform/sun4u/

wanserver-1# cp wanboot /opt/apache/htdocs/wanboot/wanboot.s10_sparc

/etc/netbootディレクトリの作成
WANブートサーバーの /etc/netbootディレクトリに、wanclient-1のサブディレク
トリを作成します。WANブートインストールプログラムは、インストール時に、こ
のディレクトリから構成情報とセキュリティー情報を取得します。

wanclient-1は、サブネット 192.168.198.0上にあり、010003BA152A42というクライア
ント IDを持っています。/etc/netbootに wanclient-1用の適切なサブディレクトリ
を作成するには、次の作業を実行します。

■ /etc/netbootディレクトリを作成します。
■ /etc/netbootディレクトリのアクセス権を 700に変更します。
■ /etc/netbootディレクトリの所有権をWebサーバープロセスの所有者に渡しま
す。

■ Webサーバーユーザーと同じ役割になります。
■ /etc/netbootディレクトリに、サブネット名と同じ名前のサブディレクトリ

192.168.198.0を作成します。
■ このサブネットディレクトリに、クライアント IDと同じ名前のサブディレクト
リを作成します。

■ /etc/netbootのサブディレクトリのアクセス権を 700に変更します。

wanserver-1# cd /

wanserver-1# mkdir /etc/netboot/

WANブートサーバーへの wanbootプログラムのインストール
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wanserver-1# chmod 700 /etc/netboot

wanserver-1# chown nobody:admin /etc/netboot

wanserver-1# exit

wanserver-1# su nobody

Password:

nobody# mkdir -p /etc/netboot/192.168.198.0/010003BA152A42

nobody# chmod 700 /etc/netboot/192.168.198.0

nobody# chmod 700 /etc/netboot/192.168.198.0/010003BA152A42

WANブートサーバーへの wanboot-cgiプログラムのコ
ピー

Solaris最新リリースが稼働しているシステムでは、wanboot-cgiプログラムは
/usr/lib/inet/wanboot/ディレクトリに置かれています。WANブートサーバーから
インストールデータを転送できるようにするには、Webサーバーソフトウェアの
ディレクトリにある cgi-binディレクトリに wanboot-cgiプログラムをコピーしま
す。

wanserver-1# cp /usr/lib/inet/wanboot/wanboot-cgi \

/opt/apache/cgi-bin/wanboot-cgi

wanserver-1# chmod 755 /opt/apache/cgi-bin/wanboot-cgi

(省略可能) WANブートサーバーをログサーバーとして構
成

デフォルトでは、WANブートログメッセージはすべて、クライアントシステムに表
示されます。このデフォルトの動作により、インストールの問題をすばやくデ
バッグできます。

WANブートサーバー上でブートメッセージおよびインストールメッセージを表示す
るには、wanserver-1の cgi-binディレクトリに bootlog-cgiスクリプトをコピーし
ます。

wanserver-1# cp /usr/lib/inet/wanboot/bootlog-cgi /opt/apache/cgi-bin/

wanserver-1# chmod 755 /opt/apache/cgi-bin/bootlog-cgi

(省略可能) WANブートサーバーをログサーバーとして構成
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HTTPSを使用するためのWANブートサーバーの構成
WANブートインストールでHTTPSを使用するには、Webサーバーソフトウェアの
SSLサポートを有効にする必要があります。また、WANブートサーバーにデジタル
証明書をインストールすることも必要です。この例では、wanserver-1上のApache
Webサーバーが SSLを使用するように構成されていると仮定しています。この例で
はまた、wanserver-1の識別情報を確立するデジタル証明書および認証局が、すでに
wanserver-1にインストールされていると仮定しています。

SSLを使用するようにWebサーバーソフトウェアを構成する方法については、Web
サーバーのマニュアルを参照してください。

クライアントに対する信頼できる証明書の提供
クライアントに対して身分証明を行うようサーバーに要求することで、HTTPSを介
してサーバーからクライアントに転送されるデータを保護できます。サーバー認証
を有効にするには、信頼できる証明書をクライアントに提供します。信頼できる証
明書に従って、クライアントはインストール時にサーバーの識別情報を確認しま
す。

信頼できる証明書をクライアントに提供するには、Webサーバーユーザーと同じ
ユーザー役割になる必要があります。その後、証明書を分割して、信頼できる証明
書を抽出します。次に、/etc/netbootディレクトリにあるクライアントの
truststoreファイルに、信頼できる証明書を挿入します。

この例では、Webサーバーユーザー役割 nobodyになります。続いて、cert.p12とい
う名前の、サーバーの PKCS#12証明書を分割して、/etc/netbootディレクトリにあ
る wanclient-1用のディレクトリに、信頼できる証明書を挿入します。

wanserver-1# su nobody

Password:

wanserver-1# wanbootutil p12split -i cert.p12 -t \

/etc/netboot/192.168.198.0/010003BA152A42/truststore

(省略可能)クライアント認証用の非公開鍵と証明書の使
用

インストール時にデータをさらに保護するために、wanserver-1に対して身分証明を
行うよう wanclient-1に要求することもできます。WANブートインストールでクラ
イアント認証を有効にするには、/etc/netbootディレクトリのクライアントのサブ
ディレクトリに、クライアントの証明書と非公開鍵を挿入します。

クライアントに非公開鍵と証明書を提供するには、次の手順に従います。

HTTPSを使用するためのWANブートサーバーの構成
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■ Webサーバーユーザーと同じ役割になります
■ PKCS#12ファイルを、非公開鍵とクライアント証明書に分割します
■ クライアントの certstoreファイルに証明書を挿入します
■ クライアントの keystoreファイルに非公開鍵を挿入します

この例では、Webサーバーユーザー役割 nobodyになります。続いて、cert.p12とい
う名前の、サーバーの PKCS#12証明書を分割します。/etc/netbootディレクトリに
ある wanclient-1用のサブディレクトリに、証明書を挿入します。wanclient.keyと
いう名前を付けた非公開鍵を、クライアントの keystoreファイルに挿入します。

wanserver-1# su nobody

Password:

wanserver-1# wanbootutil p12split -i cert.p12 -c \

/etc/netboot/192.168.198.0/010003BA152A42/certstore -k wanclient.key

wanserver-1# wanbootutil keymgmt -i -k wanclient.key \

-s /etc/netboot/192.168.198.0/010003BA152A42/keystore \

-o type=rsa

サーバーとクライアントのキーの作成
サーバーとクライアントの間で転送されるデータを保護するには、ハッシュキーと
暗号化鍵を作成します。サーバーはハッシュキーを使って、wanbootプログラムの完
全性を保護します。サーバーは暗号化鍵を使って、構成データとインストールデー
タを暗号化します。クライアントはハッシュキーを使って、ダウンロードした
wanbootプログラムの完全性を確認します。クライアントは暗号化鍵を使って、イン
ストール時にデータを復号化します。

まず、Webサーバーユーザーと同じ役割になります。この例の場合、Webサーバー
ユーザー役割は nobodyです。

wanserver-1# su nobody

Password:

次に、wanbootutil keygenコマンドを使用して、wanserver-1のHMAC SHA1マス
ターキーを作成します。

wanserver-1# wanbootutil keygen -m

次に、wanclient-1のハッシュキーと暗号化鍵を作成します。

wanserver-1# wanbootutil keygen -c -o net=192.168.198.0,cid=010003BA152A42,type=sha1

wanserver-1# wanbootutil keygen -c -o net=192.168.198.0,cid=010003BA152A42,type=3des

上記のコマンドは、wanclient-1のHMAC SHA1ハッシュキーと 3DES暗号化鍵を作
成します。192.168.198.0は wanclient-1のサブネット、010003BA152A42は
wanclient-1のクライアント IDです。

サーバーとクライアントのキーの作成
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Solarisフラッシュアーカイブの作成
この例では、wanserver-1マスターシステムのクローンを作成することで、Solarisフ
ラッシュアーカイブを作成します。このアーカイブは sol_10_sparcという名前で、
マスターシステムから正確にコピーされます。アーカイブはマスターシステムの完
全な複製です。アーカイブは sol_10_sparc.flarに格納されます。WANブートサー
バーのドキュメントルートディレクトリの flash/archivesサブディレクトリにこの
アーカイブを保存します。

wanserver-1# flarcreate -n sol_10_sparc \

/opt/apache/htdocs/flash/archives/sol_10_sparc.flar

sysidcfgファイルの作成
wanclient-1システムを事前設定するには、キーワードと値を sysidcfgファイルに指
定します。wanserver-1のドキュメントルートディレクトリの適切なサブディレクト
リにこのファイルを保存します。

例 13–1 client-1システム用の sysidcfgファイル

wanclient-1用の sysidcfgファイルの例を次に示します。このシステムのホスト名、
IPアドレス、およびネットマスクは、ネームサービスを編集することにより、すで
に事前設定されています。このファイルは、/opt/apache/htdocs/flash/ディレクト
リに置かれます。

network_interface=primary {hostname=wanclient-1

default_route=192.168.198.1

ip_address=192.168.198.210

netmask=255.255.255.0

protocol_ipv6=no}

timezone=US/Central

system_locale=C

terminal=xterm

timeserver=localhost

name_service=NIS {name_server=matter(192.168.254.254)

domain_name=leti.example.com

}

security_policy=none

Solarisフラッシュアーカイブの作成

Solaris 10 5/08インストールガイド (ネットワークインストール) • 2008年 4月258



クライアントのプロファイルの作成
wanclient-1システム用に、wanclient_1_profという名前のプロファイルを作成しま
す。wanclient_1_profファイルには次のようなエントリがあり、wanclient-1システ
ムに Solaris最新リリースソフトウェアをインストールするように定義しています。

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type flash_install

archive_location https://192.168.198.2/flash/archives/cdrom0.flar

partitioning explicit

filesys c0t1d0s0 4000 /

filesys c0t1d0s1 512 swap

filesys c0t1d0s7 free /export/home

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

install_type このプロファイルにより、Solarisフラッシュアーカイブがク
ローンシステムにインストールされます。すべてのファイル
は、初期インストールにより上書きされます。

archive_location 圧縮された Solarisフラッシュアーカイブが wanserver-1から取
得されます。

partitioning 値が explicitであるため、ファイルシステムスライスは
filesysキーワードによって指定します。ルート (/)のサイズは
Solarisフラッシュアーカイブのサイズに基づいて割り当ててい
ます。swapは、必要なサイズを割り当てた上で、c0t1d0s1上に
インストールされるように設定しています。/export/homeのサ
イズは残りのディスク容量に基づいて決定されます。
/export/homeは c0t1d0s7上にインストールされます。

rulesファイルの作成と妥当性検査
カスタム JumpStartプログラムでは、wanclient-1システム用の正しいインストール
プロファイルを選択するために、rulesファイルが使用されます。rulesという名前
のテキストファイルを作成します。次に、このファイルにキーワードと値を追加し
ます。

wanclient-1システムの IPアドレスは 192.168.198.210で、ネットマスクは
255.255.255.0です。networkルールキーワードを使って、カスタム JumpStartプログラ
ムで wanclient-1のインストールに使用するプロファイルを指定します。

network 192.168.198.0 - wanclient_1_prof -

rulesファイルの作成と妥当性検査
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この rulesファイルは、wanclient_1_profを使って wanclient-1に Solaris最新リリー
スソフトウェアをインストールするよう、カスタム JumpStartプログラムに指示しま
す。

このルールファイルに wanclient_ruleという名前を付けます。

プロファイルと rulesファイルを作成したあと、checkスクリプトを実行して、
ファイルの妥当性を検査します。

wanserver-1# ./check -r wanclient_rule

checkスクリプトによってエラーが検出されない場合は、rules.okファイルが作成さ
れます。

rules.okファイルを /opt/apache/htdocs/flash/ディレクトリに保存します。

システム構成ファイルの作成
システム構成ファイルを作成して、インストールサーバー上の sysidcfgファイルと
カスタム JumpStartファイルの場所を記述します。WANブートサーバーがアクセス
できるディレクトリに、このファイルを保存します。

次の例では、wanboot-cgiプログラムは、WANブートサーバーのドキュメントルー
トディレクトリ内で sysidcfgファイルとカスタム JumpStartファイルを検索します。
WANブートサーバーのドメイン名は https://www.example.comです。WANブート
サーバーはHTTPSを使用するように構成されているため、インストール時にデータ
とファイルが保護されます。

この例では、システム構成ファイルは sys-conf.s10–sparcという名前で、WANブー
トサーバーの /etc/netbootディレクトリ内に保存されます。sysidcfgファイルとカ
スタム JumpStartファイルは、ドキュメントルートディレクトリの flashサブディレ
クトリに置かれています。

SsysidCF=https://www.example.com/flash/

SjumpsCF=https://www.example.com/flash/

wanboot.confファイルの作成
WANブートは、wanboot.confファイルに記述されている構成情報を使ってクライア
ントマシンのインストールを行います。テキストエディタを使って wanboot.conf

ファイルを作成します。WANブートサーバー上の /etc/netbootディレクトリにある
該当のクライアントのサブディレクトリに、このファイルを保存します。

システム構成ファイルの作成
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次の wanclient-1用の wanboot.confファイルには、HTTPSを使ってWANインストー
ルを行うための構成情報が記述されています。このファイルはWANブートに対し
て、HMAC SHA1ハッシュキーと 3DES暗号化鍵を使ってデータを保護することも指
示しています。

boot_file=/wanboot/wanboot.s10_sparc

root_server=https://www.example.com/cgi-bin/wanboot-cgi

root_file=/miniroot/miniroot.s10_sparc

signature_type=sha1

encryption_type=3des

server_authentication=yes

client_authentication=no

resolve_hosts=

boot_logger=

system_conf=sys-conf.s10–sparc

この wanboot.confファイルで指定されている構成は次のとおりです。

boot_file=/wanboot/wanboot.s10_sparc

wanbootプログラムの名前は wanboot.s10_sparcです。このプログラムは、
wanserver-1のドキュメントルートディレクトリ内の wanbootディレクトリに置か
れています。

root_server=https://www.example.com/cgi-bin/wanboot-cgi

wanserver-1上の wanboot-cgiプログラムの場所は
https://www.example.com/cgi-bin/wanboot-cgiです。URLの httpsという部分
は、このWANブートインストールでHTTPSを使用することを示しています。

root_file=/miniroot/miniroot.s10_sparc

WANブートミニルートの名前は miniroot.s10_sparcです。ミニルートは、
wanserver-1のドキュメントルートディレクトリ内の minirootディレクトリに置
かれています。

signature_type=sha1

wanbootプログラムとWANブートファイルシステムは、HMAC SHA1
ハッシュキーで署名されます。

encryption_type=3des

wanbootプログラムとWANブートファイルシステムは、3DES暗号化鍵で暗号化
されます。

server_authentication=yes

インストール時にサーバー認証が行われます。

client_authentication=no

インストール時にクライアント認証は行われません。

wanboot.confファイルの作成
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注 – 256ページの「(省略可能)クライアント認証用の非公開鍵と証明書の使用」の
作業を実行した場合、このパラメータの設定は client_authentication=yesとして
ください

resolve_hosts=

WANインストールの実行に必要な追加のホスト名はありません。wanboot-cgiプ
ログラムに必要なホスト名はすべて、wanboot.confファイルとクライアント証明
書に指定されています。

boot_logger=

ブートログメッセージとインストールログメッセージがシステムコンソール上に
表示されます。255ページの「(省略可能) WANブートサーバーをログサーバーと
して構成」でログサーバーを構成済みの場合で、WANブートサーバー上にも
WANブートメッセージを表示するときは、このパラメータを
boot_logger=https://www.example.com/cgi-bin/bootlog-cgi と設定します。

system_conf=sys-conf.s10–sparc

sysidcfgファイルとカスタム JumpStartファイルの場所を指定するシステム構成
ファイルは、sys-conf.s10–sparcという名前で、wanserver-1の /etc/netboot

ディレクトリに置かれています。

この例では、wanserver-1の /etc/netboot/192.168.198.0/010003BA152A42ディレクト
リに wanboot.confファイルを保存します。

OBPの netデバイス別名の確認
boot netコマンドを使ってWANからクライアントをブートするには、netデバイス
別名にクライアントの主ネットワークデバイスが設定されている必要があります。
クライアントの okプロンプトに devaliasコマンドを入力して、net別名に主ネット
ワークデバイス /pci@1f,0/pci@1,1/network@c,1が設定されていることを確認しま
す。

ok devalias

screen /pci@1f,0/pci@1,1/SUNW,m64B@2

net /pci@1f,0/pci@1,1/network@c,1

net2 /pci@1f,0/pci@1,1/network@5,1

disk /pci@1f,0/pci@1/scsi@8/disk@0,0

cdrom /pci@1f,0/pci@1,1/ide@d/cdrom@0,0:f

keyboard /pci@1f,0/pci@1,1/ebus@1/su@14,3083f8

mouse /pci@1f,0/pci@1,1/ebus@1/su@14,3062f8

上記の出力例では、主ネットワークデバイス /pci@1f,0/pci@1,1/network@c,1が net

別名に割り当てられています。別名を設定し直す必要はありません。

OBPの netデバイス別名の確認
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クライアントに対するキーのインストール
257ページの「サーバーとクライアントのキーの作成」で、インストール時にデータ
を保護するためのハッシュキーと暗号化鍵を作成しました。インストール時に
wanserver-1から転送されるデータをクライアントが復号化できるようにするには、
これらのキーを wanclient-1にインストールします。

wanserver-1上でキーの値を表示します。

wanserver-1# wanbootutil keygen -d -c -o net=192.168.198.0,cid=010003BA152A42,type=sha1

b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463

wanserver-1# wanbootutil keygen -d -c -o net=192.168.198.0,cid=010003BA152A42,type=3des

9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04

上記の例では、次の情報が使用されています。

net=192.168.198.0

クライアントのサブネットの IPアドレスを指定します。

cid=010003BA152A42

クライアント IDを指定します。

b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463

クライアントのHMAC SHA1ハッシュキーの値です。

9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04

クライアントの 3DES暗号化鍵の値です。

インストールでAES暗号化鍵を使用する場合、この暗号化鍵の値を表示するに
は、type=3desを type=aesに変更します。

wanclient-1の okプロンプトで、キーをインストールします。

ok set-security-key wanboot-hmac-sha1 b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463

ok set-security-key wanboot-3des 9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04

上記のコマンドは、次の処理を実行します。

■ b482aaab82cb8d5631e16d51478c90079cc1d463という値を持つHMAC SHA1
ハッシュキーを wanclient-1にインストールします

■ 9ebc7a57f240e97c9b9401e9d3ae9b292943d3c143d07f04という値を持つ 3DES暗号化
鍵を wanclient-1にインストールします

クライアントに対するキーのインストール
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クライアントのインストール
自動インストールを実行するには、wanclient-1の okプロンプトでネットワークブー
ト引数を設定してから、クライアントをブートします。

ok setenv network-boot-arguments host-ip=192.168.198.210,

router-ip=192.168.198.1,subnet-mask=255.255.255.0,hostname=wanclient-1,

file=http://192.168.198.2/cgi-bin/wanboot-cgi

ok boot net - install

Resetting ...

Sun Blade 100 (UltraSPARC-IIe), No Keyboard

Copyright 1998-2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.

OpenBoot 4.x.build_28, 512 MB memory installed, Serial #50335475.

Ethernet address 0:3:ba:e:f3:75, Host ID: 83000ef3.

Rebooting with command: boot net - install

Boot device: /pci@1f,0/network@c,1 File and args: - install

<time unavailable> wanboot progress: wanbootfs: Read 68 of 68 kB (100%)

<time unavailable> wanboot info: wanbootfs: Download complete

Fri Jun 20 09:16:06 wanboot progress: miniroot: Read 166067 of 166067 kB (100%)

Fri Jun 20Tue Apr 15 09:16:06 wanboot info: miniroot: Download complete

SunOS Release 5.10 Version WANboot10:04/11/03 64-bit

Copyright 1983-2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.

Use is subject to license terms.

Configuring devices.

次の変数が設定されます。

■ クライアントの IPアドレスは 192.168.198.210に設定されます。
■ クライアントのルーター IPアドレスは 192.168.198.1に設定されます。
■ クライアントのサブネットマスクは 255.255.255.0に設定されます。
■ クライアントのホスト名は wanclient-1に設定されます。
■ wanboot-cgiプログラムは http://192.168.198.2/cgi-bin/wanboot-cgiに置かれて
います。

クライアントのインストールがWAN経由で実行されます。wanbootプログラムに必
要なインストール情報が見つからない場合は、不足している情報の入力を求めるプ
ロンプトが表示されることがあります。

クライアントのインストール
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WANブート (リファレンス)

この章では、WANインストールの実行に使用するコマンドとファイルについて簡単
に説明します。

■ 265ページの「WANブートインストールのコマンド」
■ 268ページの「OBPコマンド」
■ 269ページの「システム構成ファイルの設定と構文」
■ 270ページの「wanboot.confファイルのパラメータと構文」

WANブートインストールのコマンド
次の表では、WANインストールの実行に使用するコマンドについて説明します。

■ 表 14–1
■ 表 14–2

表 14–1 WANブートのインストールファイルと構成ファイルの準備

作業と説明 コマンド

インストールサーバーのローカ
ルディスク上の、install-dir-path
に Solarisインストールイメージ
をコピーし、wan-dir-pathに
WANブートミニルートをコピー
します。

setup_install_server –w wan-dir-path install-dir-path

14第 1 4 章
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表 14–1 WANブートのインストールファイルと構成ファイルの準備 (続き)
作業と説明 コマンド

name.flarという名前の Solaris
フラッシュアーカイブを作成し
ます。
■ nameは、アーカイブの名前
です。

■ optional-parametersは、アー
カイブのカスタマイズに使用
できる省略可能なパラメータ
です。

■ document-rootは、インストー
ルサーバーのドキュメント
ルートディレクトリへのパス
です。

■ filenameは、アーカイブの名
前です。

flarcreate – n name [ optional-parameters]
document-root/flash/ filename

rulesという名前のカスタム
JumpStart rulesファイルの妥当
性を検査します。

./check -r rules

wanboot.confファイルの妥当性
を検査します。
■ net-ipは、クライアントのサ
ブネットの IPアドレスで
す。

■ client-IDは、ユーザーが定義
した IDか、DHCPクライア
ント IDです。

bootconfchk /etc/netboot/net-ip/ client-ID/wanboot.conf

クライアントOBPでWANブー
トインストールのサポートを確
認します。

eeprom | grep network-boot-arguments

表 14–2 WANブートのセキュリティーファイルの準備

作業と説明 コマンド

WANブートサーバーのHMAC SHA1マスター
キーを作成します。

wanbootutil keygen -m

WANブートインストールのコマンド
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表 14–2 WANブートのセキュリティーファイルの準備 (続き)
作業と説明 コマンド

クライアントのHMAC SHA1ハッシュキーを
作成します。
■ net-ipは、クライアントのサブネットの IP
アドレスです。

■ client-IDは、ユーザーが定義した IDか、
DHCPクライアント IDです。

wanbootutil keygen -c -o net=net-ip,cid=
client-ID,type=sha1

クライアントの暗号化鍵を作成します。
■ net-ipは、クライアントのサブネットの IP
アドレスです。

■ client-IDは、ユーザーが定義した IDか、
DHCPクライアント IDです。

■ key-typeは、3desまたは aesです。

wanbootutil keygen -c -o net=net-ip,cid=
client-ID,type=key-type

PKCS#12証明書ファイルを分割し、クライア
ントの truststoreに証明書を挿入します。
■ p12certは、PKCS#12証明書ファイルの名前
です。

■ net-ipは、クライアントのサブネットの IP
アドレスです。

■ client-IDは、ユーザーが定義した IDか、
DHCPクライアント IDです。

wanbootutil p12split -i p12cert -t

/etc/netboot/net-ip/client-ID/truststore

PKCS#12証明書ファイルを分割し、クライア
ントの certstoreにクライアント証明書を挿入
します。
■ p12certは、PKCS#12証明書ファイルの名前
です。

■ net-ipは、クライアントのサブネットの IP
アドレスです。

■ client-IDは、ユーザーが定義した IDか、
DHCPクライアント IDです。

■ keyfileは、クライアントの非公開鍵の名前
です。

wanbootutil p12split -i p12cert -c

/etc/netboot/net-ip/client-ID/certstore -k keyfile

分割した PKCS#12ファイルから、クライアン
トの keystoreにクライアントの非公開鍵を挿
入します。
■ keyfileは、クライアントの非公開鍵の名前
です。

■ net-ipは、クライアントのサブネットの IP
アドレスです。

■ client-IDは、ユーザーが定義した IDか、
DHCPクライアント IDです。

wanbootutil keymgmt -i -k keyfile -s

/etc/netboot/net-ip/client-ID/keystore -o

type=rsa

WANブートインストールのコマンド
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表 14–2 WANブートのセキュリティーファイルの準備 (続き)
作業と説明 コマンド

HMAC SHA1ハッシュキーの値を表示します。
■ net-ipは、クライアントのサブネットの IP
アドレスです。

■ client-IDは、ユーザーが定義した IDか、
DHCPクライアント IDです。

wanbootutil keygen -d -c -o net=net-ip,cid=
client-ID,type=sha1

暗号化鍵の値を表示します。
■ net-ipは、クライアントのサブネットの IP
アドレスです。

■ client-IDは、ユーザーが定義した IDか、
DHCPクライアント IDです。

■ key-typeは、3desまたは aesです。

wanbootutil keygen -d -c -o net=net-ip,cid=
client-ID,type=key-type

動作中のシステムにハッシュキーまたは暗号
化鍵を挿入します。key-typeには、sha1、
3des、または aesという値を指定できます。

/usr/lib/inet/wanboot/ickey -o type=key-type

OBPコマンド
次の表は、WANブートインストールを実行するためにクライアントの okプロンプ
トに入力するOBPコマンドの一覧です。

表 14–3 WANブートインストール用のOBPコマンド

作業と説明 OBPコマンド

自動WANブートインストールを開始します。 boot net – install

対話式WANブートインストールを開始しま
す。

boot net –o prompt - install

ローカルCDからWANブートインストールを開
始します。

boot cdrom –F wanboot - install

WANブートインストールを開始する前に
ハッシュキーをインストールします。key-value
は、16進数で表したハッシュキーの値です。

set-security-key wanboot-hmac-sha1 key-value

WANブートインストールを開始する前に暗号
化鍵をインストールします。
■ key-typeは、wanboot-3desまたは

wanboot-aesです。
■ key-valueは、16進数で表した暗号化鍵の値
です。

set-security-key key-type key-value

OBPコマンド
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表 14–3 WANブートインストール用のOBPコマンド (続き)
作業と説明 OBPコマンド

OBPにキーの値が設定されていることを確認し
ます。

list-security-keys

WANブートインストールを開始する前にクラ
イアント構成変数を設定します。
■ client-IPは、クライアントの IPアドレスで
す。

■ router-ipは、ネットワークルーターの IPア
ドレスです。

■ mask-valueは、サブネットマスクの値です。
■ client-nameは、クライアントのホスト名で
す。

■ proxy-ipは、ネットワークのプロキシサー
バーの IPアドレスです。

■ wanbootCGI-pathは、Webサーバー上の
wanbootCGIプログラムへのパスです。

setenv network-boot-arguments host-ip=

client-IP,router-ip=router-ip,subnet-mask=
mask-value,hostname=client-name
,http-proxy=proxy-ip,file= wanbootCGI-path

ネットワークデバイス別名を調べます。 devalias

ネットワークデバイス別名を設定します。
device-pathは、主ネットワークデバイスへのパ
スです。

■ 現在のインストールだけに有効な別名を設
定する場合は、devalias net device-path と入
力します。

■ 別名を固定的に設定する場合は、nvvalias

net device-pathと入力します。

システム構成ファイルの設定と構文
システム構成ファイルでは、次のファイルの場所をWANブートインストールプログ
ラムに指示できます。

■ sysidcfg

■ rules.ok

■ カスタム JumpStartプロファイル

システム構成ファイルは、プレーンテキストファイルで、次の書式に従う必要があ
ります。

設定=値

system.confファイルには、次の設定を含める必要があります。

システム構成ファイルの設定と構文
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SsysidCF=sysidcfg-file-URL
この設定は、sysidcfgファイルが置かれているインストールサーバー上のディレ
クトリを指示します。HTTPSを使ってWANインストールを行う場合は、有効な
HTTPS URLを設定してください。

SjumpsCF=jumpstart-files-URL
この設定は、rules.okファイルとプロファイルファイルが置かれているカスタム
JumpStartディレクトリを指示します。HTTPSを使ってWANインストールを行う
場合は、有効なHTTPS URLを設定してください。

WANブートサーバーがアクセスできるディレクトリであればどこにでも、
system.confを保存できます。

wanboot.confファイルのパラメータと構文
wanboot.confファイルは、プレーンテキストの構成ファイルで、WANインストール
を実行するためにWANブートインストールプログラムで使用されます。次のプログ
ラムとファイルは、wanboot.confファイルに記述されている情報を使ってクライア
ントマシンのインストールを行います。

■ wanboot-cgiプログラム
■ WANブートファイルシステム
■ WANブートミニルート

WANブートサーバー上の /etc/netbootディレクトリにある該当のクライアントのサ
ブディレクトリに、この wanboot.confファイルを保存してください。/etc/netboot

ディレクトリを使ってWANブートインストールの適用範囲を定義する方法について
は、198ページの「WANブートサーバーに /etc/netbootディレクトリを作成する」
を参照してください。

wanboot.confファイルに情報を指定するには、パラメータとその値を次の書式で列
挙します。

パラメータ=値

パラメータエントリは 1行に収める必要があります。先頭に #という文字を付加する
ことで、ファイルにコメントを追加できます。

wanboot.confファイルの詳細については、wanboot.conf(4)のマニュアルページを参
照してください。

wanboot.confファイルには、次のパラメータを設定する必要があります。

boot_file=wanboot-path
このパラメータは、wanbootプログラムへのパスを指定します。値は、WANブー
トサーバーのドキュメントルートディレクトリからの相対パスです。

wanboot.confファイルのパラメータと構文
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boot_file=/wanboot/wanboot.s10_sparc

root_server=wanbootCGI-URL /wanboot-cgi

このパラメータは、WANブートサーバー上の wanboot-cgiプログラムのURLを指
定します。
■ クライアント認証やサーバー認証を伴わないWANブートインストールを実行
する場合は、HTTP URLを使用します。

root_server=http://www.example.com/cgi-bin/wanboot-cgi

■ サーバー認証を伴う、あるいはサーバー認証とクライアント認証の両方を伴う
WANブートインストールを実行する場合は、HTTPS URLを使用します。

root_server=https://www.example.com/cgi-bin/wanboot-cgi

root_file=miniroot-path
このパラメータは、WANブートサーバー上のWANブートミニルートへのパスを
指定します。値は、WANブートサーバーのドキュメントルートディレクトリから
の相対パスです。

root_file=/miniroot/miniroot.s10_sparc

signature_type=sha1 | empty
このパラメータは、転送されるデータとファイルの完全性をチェックするために
使用するハッシュキーのタイプを指定します。
■ WANブートインストールでハッシュキーを使って wanbootプログラムを保護
する場合は、値として sha1を設定します。

signature_type=sha1

■ ハッシュキーを使用しない、セキュリティー保護されないWANインストール
の場合、値は空のままにします。

signature_type=

encryption_type=3des | aes | empty
このパラメータは、wanbootプログラムとWANブートファイルシステムの暗号化
に使用する暗号化タイプを指定します。
■ HTTPSを使用するWANブートインストールの場合は、使用する鍵の形式に応
じて 3desまたは aesを設定します。また、signature_typeキーワードの値とし
て sha1を設定する必要があります。

encryption_type=3des

または

encryption_type=aes

wanboot.confファイルのパラメータと構文
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■ 暗号化鍵を使用しない、セキュリティー保護されないWANインストールの場
合、値は空のままにします。

encryption_type=

server_authentication=yes | no

このパラメータは、WANブートインストール時にサーバー認証を行うかどうかを
指定します。

■ サーバー認証を伴う、あるいはサーバー認証とクライアント認証の両方を伴う
WANブートインストールの場合は、yesを設定します。また、signature_type

には sha1、encryption_typeには 3desまたは aes、および root_serverには
HTTPSのURLを設定する必要があります。

server_authentication=yes

■ サーバー認証やクライアント認証を使用しない、セキュリティー保護されない
WANブートインストールの場合は、noを設定します。値を空のままにしても
かまいません。

server_authentication=no

client_authentication=yes | no

このパラメータは、WANブートインストール時にクライアント認証を行うかどう
かを指定します。

■ サーバー認証とクライアント認証を伴うWANブートインストールの場合は、
yesを設定します。また、signature_typeには sha1、encryption_typeには 3des

または aes、および root_serverにはHTTPSのURLを設定する必要がありま
す。

client_authentication=yes

■ クライアント認証を使用しないWANブートインストールの場合は、noを設定
します。値を空のままにしてもかまいません。

client_authentication=no

resolve_hosts=hostname | empty
このパラメータは、インストール時に wanboot-cgiプログラムに対して解決する
必要のある、追加のホストを指定します。

wanboot.confファイルやクライアントの証明書で事前に指定されていないシステ
ムのホスト名を値として設定します。

■ 必要なすべてのホストが wanboot.confファイルまたはクライアントの証明書で
事前に指定されている場合、値は空のままにします。

resolve_hosts=
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■ wanboot.confファイルまたはクライアントの証明書で事前に指定されていない
ホストがある場合は、それらのホスト名を設定します。

resolve_hosts=seahag,matters

boot_logger=bootlog-cgi-path | empty
このパラメータは、ログサーバー上の bootlog-cgiスクリプトのURLを指定しま
す。
■ 専用のログサーバー上でブートログメッセージやインストールログメッセージ
を記録する場合は、ログサーバー上の bootlog-cgiスクリプトのURLを値とし
て設定します。

boot_logger=http://www.example.com/cgi-bin/bootlog-cgi

■ ブートメッセージやインストールメッセージをクライアントのコンソールに表
示する場合、値は空のままにします。

boot_logger=

system_conf=system.conf | custom-system-conf
このパラメータは、sysidcfgファイルとカスタム JumpStartファイルの場所が記述
されている、システム構成ファイルへのパスを指定します。

Webサーバー上の sysidcfgファイルとカスタム JumpStartファイルへのパスを値
として設定します。

system_conf=sys.conf

wanboot.confファイルのパラメータと構文
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付録
このパートでは、リファレンス情報について説明します。

パ ー ト I V
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問題発生時の解決方法 (作業)

この章では、Solaris 10 5/08ソフトウェアのインストール時に発生する可能性のある
エラーメッセージと一般的な問題の一覧を示し、それぞれの問題の解決方法を示し
ます。まず、次のリストを使用して、インストールプロセスのどこで問題が発生し
たか確認してください。

■ 277ページの「ネットワークインストールの設定に関する問題」
■ 278ページの「システムのブートに関する問題」
■ 284ページの「Solaris OSの初期インストール」
■ 287ページの「Solaris OSのアップグレード」

注 –この付録で「ブート可能なメディア」と記載されている場合、これはインストー
ルプログラムおよび JumpStartインストールを意味します。

ネットワークインストールの設定に関する問題
Unknown client “host_name ”
原因: add_install_clientコマンドの host_name引数は、ネームサービス内のホス
トでなければなりません。

対処方法:ホスト host_nameをネームサービスに追加し、add_install_clientコマ
ンドを実行し直してください。

Error: <system name> does not exist in the NIS ethers map

Add it, and rerun the add_install_client command

説明: add_install_clientコマンドを実行すると、上記のエラーが出てコマンドが
失敗します。

原因:インストールサーバーに追加しようとしているクライアントが、サーバーの
/etc/ethersファイルに存在しません。
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対処方法:必要な情報をインストールサーバー上の /etc/ethersファイルに追加
し、add_install_clientコマンドを実行し直してください。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。
2. このクライアント上で ethersアドレスを見つけます。

# ifconfig -a grep ethers

ether 8:0:20:b3:39:1d

3. インストールサーバー上で、エディタを使って /etc/ethersファイルを開きま
す。そのアドレスをリストに追加します。

4. この例のように、クライアント上で add_install_clientをもう一度実行しま
す。

# ./add_install_client bluegill sun4u

システムのブートに関する問題

メディアからのブート時のエラーメッセージ

le0: No carrier - transceiver cable problem

原因:システムがネットワークに接続されていません。

対処方法:ネットワークに接続せずに使用しているシステムの場合は、この
メッセージは無視してください。ネットワークに接続されているシステムの場合
は、Ethernetが正しく接続されているかどうか確認してください。

The file just loaded does not appear to be executable

原因:ブート用の適切なメディアが見つかりません。

対処方法:インストールサーバーからネットワークを介して Solaris 10 5/08ソフト
ウェアをインストールするように正しく設定されているか確認します。たとえ
ば、次のような確認を行います。

■ Solaris DVDまたは Solaris SOFTWARE CDのイメージをインストールサーバー
にコピーした場合は、設定時にシステムのプラットフォームグループを正しく
指定したかどうかを確認します。

■ DVDまたはCDメディアを使用する場合は、Solaris DVDまたは Solaris
SOFTWARE - 1 CDがインストールサーバー上にマウントされていてアクセス
できることを確認します。

boot: cannot open <filename> (SPARC システムのみ)

原因: PROMの boot -fileの値を明示的に指定したときに発生するエラーです。

システムのブートに関する問題
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注 – filenameは、対象となるファイルの名前です。

対処方法:次の手順を実行します。

■ PROMの boot-fileの値を (無指定)に設定変更します。
■ diag-switchが offと trueに設定されているか確認します。

Can’t boot from file/device

原因:インストールメディアがブート可能なメディアを見つけることができませ
ん。

対処方法:次の条件が満たされているか確認します。

■ DVD-ROMまたはCD-ROMドライブがシステムに適切に取り付けられ、電源
が入っている。

■ Solaris DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDがドライブに挿入されている。
■ ディスクに傷や埃が付いていない。

WARNING: clock gained xxx days -- CHECK AND RESET DATE! (SPARC システムのみ)

説明:これは参考情報です。

対処方法:メッセージは無視して、インストールを継続してください。

Not a UFS file system (x86 システムのみ)

原因: Solarisインストールプログラムまたはカスタム JumpStartを使って Solaris最
新リリースソフトウェアをインストールしたとき、ブートドライブを選択しませ
んでした。BIOSを編集してシステムをブートする必要があります。

対処方法: BIOSを選択してブートします。詳細は、BIOSのマニュアルを参照して
ください。

メディアからのブート時の一般的な問題

システムがブートしない。
説明:初めてカスタム JumpStartサーバーを設定する場合、エラーメッセージを返
さないブート問題が発生することがあります。システムについての情報およびシ
ステムがどのようにブートするかを調べるには、-vオプションを指定してブート
コマンドを実行してください。-vオプションを使用すると、ブートコマンドは画
面に詳しいデバッグ情報を表示します。

システムのブートに関する問題
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注 –このフラグを指定しなくてもメッセージは出力されますが、システムログ
ファイルが出力先となります。詳細については、syslogd(1M)を参照してくださ
い。

対処方法: SPARCシステムの場合、okプロンプトで次のコマンドを入力します。

ok boot net -v - install

Toshiba SD-M 1401 DVD-ROM が搭載されたシステムで DVD メディアからのブートが失
敗する
説明:使用しているシステムにファームウェアバージョン 1007のToshiba
SD-M1401 DVD-ROMが搭載されている場合、システムは Solaris DVDからブート
できません。

対処方法: 111649–03以降のパッチを適用してToshiba SD-M1401 DVD-ROMドライ
ブのファームウェアを更新します。このパッチ 111649-03は sunsolve.sun.comから
入手できます。

メモリー増設用以外の PC カードを挿入すると、システムがハングまたはパニックを
起こす。(x86 システムのみ)

原因:メモリー増設用以外のPCカードは、ほかのデバイスが使用するのと同じメ
モリーリソースを使用できません。

対処方法:この問題を解決するには、PCカードのマニュアルを参照してアドレス範
囲を確認してください。

システムがプロンプトを出す前にハングする。(x86 システムのみ)

対処方法:サポートされていないハードウェアです。ハードウェアのマニュアルを
参照してください。

ネットワークからのブート時のエラーメッセージ

WARNING: getfile: RPC failed: error 5 (RPC Timed out).

説明:インストールクライアントのブート要求に対して、ネットワーク上の複数の
サーバーが応答したときに発生するエラーです。インストールクライアントの接
続先のブートサーバーが間違っているため、インストールは停止します。次の原
因が考えられます。

原因: 1このインストールクライアントが登録された /etc/bootparamsファイルが複
数のサーバーに存在する可能性があります。

システムのブートに関する問題
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対処方法: 1ネットワーク上の複数のサーバーの /etc/bootparamsエントリにインス
トールクライアントが登録されていないか調べます。複数のサーバーに登録がさ
れている場合は、インストールに使用するインストールサーバー（またはブート
サーバー）以外のサーバーの /etc/bootparamsファイルから、クライアントの登
録を削除します。

原因: 2複数の /tftpbootまたは /rplbootディレクトリにこのインストールクライ
アントが登録されている可能性があります。

対処方法: 2ネットワーク上の複数のサーバーの /tftpbootまたは /rplbootディレ
クトリにインストールクライアントが登録されていないか調べます。複数のサー
バーに登録されている場合は、インストールに使用するインストールサーバー
（またはブートサーバー）以外のサーバーの /tftpbootまたは /rplbootディレク
トリから、クライアントの登録を削除します。

原因: 3あるサーバーの /etc/bootparamsファイルにこのインストールクライアント
が登録されており、別のサーバーの /etc/bootparamsファイルで、すべてのシス
テムがプロファイルサーバーにアクセスできるように記述されている可能性があ
ります。次のような記述があります。

* install_config=profile_server:path

このエラーは、NISまたはNIS+の bootparamsテーブルにこのような行が存在し
ていても発生します。

対処方法: 3ワイルドカードエントリがネームサービスの bootparamsマップまたは
テーブル (* install_config=など)にある場合は、そのエントリを削除し、ブート
サーバーの /etc/bootparamsファイルに追加します。

No network boot server. Unable to install the system. See installation

instructions. (SPARC システムのみ)

原因:このエラーは、ネットワークからインストールしようとしているシステムで
発生します。このシステムは、適切に設定されていません。

対処方法:ネットワークを介してインストールするようにシステムが適切に設定さ
れているか確認します。129ページの「CDイメージを使用してネットワークから
インストールするシステムの追加」を参照してください。

prom_panic: Could not mount file system (SPARC システムのみ)

原因:このエラーはネットワークから Solarisをインストールしようとしてブートソ
フトウェアが次のものを見つけられない場合に発生します。

■ Solaris DVDまたはインストールサーバー上の Solaris DVDイメージコピー
■ Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはインストールサーバー上の Solaris SOFTWARE -

1 CDイメージコピー
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対処方法:インストール用のソフトウェアがマウントされ共有されるように設定し
てあることを確認します。

■ インストールサーバーのDVD-ROMまたはCD-ROMドライブから Solarisをイ
ンストールする場合は、Solaris DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDが
CD-ROMドライブに挿入されてマウントされていること、および
/etc/dfs/dfstabファイルで共有されるように設定してあることを確認しま
す。

■ インストールサーバーのディスク上にある Solaris DVDイメージまたは Solaris
SOFTWARE - 1 CDイメージのコピーからインストールする場合は、そのコ
ピーのディレクトリパスが /etc/dfs/dfstabファイル内で共有されていること
を確認します。

Timeout waiting for ARP/RARP packet...(SPARC システムのみ)

原因: 1クライアントはネットワークを介してブートしようとしていますが、認識
してくれるシステムを見つけることができません。

対処方法: 1システムのホスト名がNISまたはNIS+のネームサービスに登録されて
いることを確認します。また、ブートサーバーの /etc/nsswitch.confファイル内
の bootparamsの検索順序を確認します。

たとえば、/etc/nsswitch.confファイル内にある次の行は、JumpStartまたは
Solarisインストールプログラムが最初にNISマップから bootparams情報を探すこ
とを示しています。ここで情報が見つからない場合、インストーラはブートサー
バーの /etc/bootparamsファイルを調べます。

bootparams: nis files

原因: 2クライアントの Ethernetアドレスが不正です。

対処方法: 2インストールサーバーの /etc/ethersファイルにあるクライアントの
Ethernetアドレスが正しいことを確認します。

原因: 3カスタム JumpStartインストールでは、特定のサーバーをインストールサー
バーとして使用するようにプラットフォームグループを add_install_clientコマ
ンドによって指定します。add_install_clientを使用する際に不正な構成値を使
用すると、この問題が発生します。たとえば、インストールするマシンが sun4u
であるのに誤って i86pcと指定した場合などが考えられます。

対処方法: 3正しいアーキテクチャー値を使用して add_install_clientを実行し直
します。

ip: joining multicasts failed on tr0 - will use link layer broadcasts for

multicast (x86 システムのみ)

原因:このエラーメッセージは、トークンリングカードを使ってシステムをブート
したときに表示されます。Ethernetのマルチキャストとトークンリングのマルチ
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キャストの動作は異なります。ドライバはこのエラーメッセージを返して、マル
チキャストアドレスが無効なことを知らせます。

対処方法:このエラーメッセージは無視してください。マルチキャストがうまく動
作しなければ、IPは代わりにレイヤーブロードキャストを使用し、インストール
は失敗しません。

Requesting Internet address for Ethernet_Address (x86 システムのみ)

原因:クライアントはネットワークを介してブートしようとしていますが、認識し
てくれるシステムを見つけることができません。

対処方法:システムのホスト名がネームサービスに登録されていることを確認しま
す。システムのホスト名がNISまたはNIS+のネームサービスに登録されている
のに、システムがこのエラーメッセージを表示し続ける場合は、リブートしてみ
てください。

RPC: Timed out No bootparams (whoami) server responding; still trying... (x86 シ
ステムのみ)

原因:クライアントはネットワークからブートしようとしていますが、インストー
ルサーバー上の /etc/bootparamsファイルにエントリを持つシステムを見つける
ことができません。

対処方法:インストールサーバー上で add_install_clientを実行します。これによ
り /etc/bootparamsファイルに適切なエントリが追加され、クライアントは
ネットワークからブートできるようになります。

Still trying to find a RPL server... (x86 システムのみ)

原因:システムはネットワークからブートしようとしていますが、サーバーではこ
のシステムをブートするように設定されていません。

対処方法:インストールサーバー上で、インストールするシステム用に
add_install_clientを実行します。add_install_clientコマンドは、必要な
ネットワークブートプログラムを含む /rplbootディレクトリを設定します。

CLIENT MAC ADDR: FF FF FF FF FF FF (DHCP によるネットワークインストールのみ)

原因: DHCPサーバーが正しく構成されていません。このエラーは、DHCPマネー
ジャ内でオプションやマクロが正しく定義されていない場合に発生する可能性が
あります。

対処方法: DHCPマネージャで、オプションおよびマクロが正しく定義されている
ことを確認します。ルーターオプションが定義されており、その値がネットワー
クインストールで使用するサブネットを正しく表していることを確認します。
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ネットワークからのブート時の一般的な問題

システムはネットワークを介してブートされるが、指定したインストールサーバー
以外のシステムからブートされる。
原因:このクライアントが登録された /etc/bootparamsエントリと /etc/ethersエン
トリが別のシステム上に存在します。

対処方法:ネームサーバー上で、インストールしているシステムの /etc/bootparams

エントリを更新します。このエントリは、次の構文に従う必要があります。

install_system root=boot_server:path install=install_server:path

また、サブネット内で複数のサーバーの bootparamsファイルにインストールクラ
イアントが登録されていないか確認します。

システムがネットワークからブートしない (DHCP によるネットワークインストール
のみ)。
原因: DHCPサーバーが正しく構成されていません。このエラーは、システムが
DHCPサーバーのインストールクライアントとして構成されていない場合に発生
することがあります。

対処方法: DHCPマネージャーソフトウェアで、クライアントシステムのインス
トールオプションとマクロが定義されていることを確認します。詳細について
は、47ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業)」を
参照してください。

Solaris OSの初期インストール
初期インストールが失敗する
対処方法: Solarisのインストールが失敗する場合、インストールを再実行する必要
があります。インストールを再実行するには、Solaris DVD、Solaris SOFTWARE - 1
CD、またはネットワークを利用してシステムをブートする必要があります。

Solarisソフトウェアが部分的にインストールされたあとでは、このソフトウェア
のインストールを解除することはできません。バックアップからシステムを復元
するか、Solarisインストールの処理をもう一度行う必要があります。

/cdrom/sol_Solaris_10/SUNW xxxx/reloc.cpio: Broken pipe

説明:このエラーメッセージは参考情報であり、インストールには影響しません。
パイプへ書き込みをしたときに読み取りプロセスが存在しないと、この状況が発
生します。

対処方法:メッセージは無視して、インストールを継続してください。
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WARNING: CHANGE DEFAULT BOOT DEVICE (x86 システムのみ)

原因:これは参考情報です。システムのBIOSに設定されているデフォルトブート
デバイスが、ブート時に Solaris Device Configuration Assistant (デバイス構成用補
助)を必要とするように設定されている可能性があります。

対処方法:インストールを続行します。Solaris Device Configuration Assistant (デバイ
ス構成用補助)を必要としないデバイスに Solarisソフトウェアをインストールし終
わったら、必要に応じて、BIOSに指定されたシステムのデフォルトのブートデバ
イスを変更します。

x86のみ – localeキーワードを使用して初期インストール用のカスタム JumpStartプロ
ファイルをテストする場合は、pfinstall -Dコマンドでプロファイルをテストすると
失敗します。回避方法については、287ページの「Solaris OSのアップグレード」セク
ションのエラーメッセージ「could not select locale」を参照してください。

▼ x86: IDEディスクの不良ブロックの検査
IDEディスクドライブは、Solarisソフトウェアがサポートするほかのドライブのよう
に、不良ブロックを自動的に無効にしません。IDEディスク上に Solarisをインス
トールする前に、ディスクを検査することをお勧めします。IDEディスクの検査を
行うには、次の手順に従います。

スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。
役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステム
管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくださ
い。

インストールメディアに応じた方法でブートします。

インストールタイプの選択を求めるプロンプトが表示されたら、オプション
6「Single user shell」を選択します。

format(1M)プログラムを起動します。
# format

ディスク面の検査をする IDEディスクドライブを指定します。
# cxdy

cx コントローラ番号

dy デバイス番号

fdiskパーティションが存在するかどうかを確認します。

1

2

3

4
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6
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■ Solaris fdiskパーティションが存在する場合、手順 7へ進みます。
■ Solaris fdiskパーティションが存在しない場合、fdiskコマンドを使用してディス
ク上に Solarisパーティションを作成します。

format> fdisk

次のように入力して、表面解析を開始します。
format> analyze

次のように入力して、現在の設定を確認します。
analyze> config

(省略可能)次のように入力して、設定を変更します。
analyze> setup

次のように入力して、不正ブロックを探します。
analyze> type_of_surface_analysis

type_of_surface_analysis read、write、または compareを指定します。

formatが不良ブロックを発見すると、それらの再マッピングを実行します。

次のように入力して、解析を終了します。
analyze> quit

再マッピングするブロックを指定するかどうか決定します。

■ 指定しない場合は、手順 13へ進みます。
■ 指定する場合は、次のコマンドを入力します。

format> repair

次のように入力して、formatプログラムを終了します。
quit

次のコマンドを入力して、マルチユーザーモードでメディアを再起動します。
# exit

7
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Solaris OSのアップグレード

アップグレード時のエラーメッセージ

No upgradable disks

原因: /etc/vfstabファイルのスワップエントリが原因でアップグレードに失敗し
ました。

対処方法: /etc/vfstabファイルの次の行をコメントにします。

■ アップグレードしないディスク上のスワップファイルとスライスを指定してい
る行

■ 存在しないスワップファイルを指定している行
■ 使用していないスワップスライスを指定している行

usr/bin/bzcat not found

原因:パッチクラスタが必要なために Solaris Live Upgradeが失敗しています。

対処方法: Solaris Live Upgradeのインストールでパッチを使用する必要が生じまし
た。http://sunsolve.sun.comで最新のパッチリストを確認してください。SunSolve
Webサイトで infodoc 72099を検索してください。

Upgradeable Solaris root devices were found, however, no suitable partitions to

hold the Solaris install software were found. Upgrading using the Solaris

Installer is not possible. It might be possible to upgrade using the Solaris

Software 1 CDROM. (x86 システムのみ)

原因:十分な容量がないため、Solaris SOFTWARE - 1 CDでアップグレードできませ
ん。

対処方法:アップグレードするには、512Mバイト以上のスワップスライスを作成
するか、別のアップグレード方法 (Solaris DVDの Solarisインストールプログラ
ム、ネットインストールイメージ、JumpStartなど)を選択します。

ERROR: Could not select locale (x86 システムのみ)

原因: pfinstall -Dコマンドを使用して JumpStartプロファイルをドライランテスト
するとき、次のような条件下ではテストが失敗します。

■ プロファイルに localeキーワードが含まれている。
■ GRUBソフトウェアが含まれているリリースをテストしている。Solaris 10 1/06
以降のリリースでは、GRUBブートローダーにより、システムにインストール
されているさまざまなオペレーティングシステムをGRUBメニューで簡単に
ブートできます。
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GRUBソフトウェアの導入に伴い、ミニルートは圧縮されています。ソフト
ウェアでは、圧縮されたミニルートからロケールのリストを見つけることができ
なくなりました。ミニルートは最小の Solarisルート (/)ファイルシステムであ
り、Solarisインストールメディアに収録されています。

対処方法:次の手順を実行します。次の値を使用してください。

■ MEDIA_DIRは /cdrom/cdrom0/

■ MINIROOT_DIRは $MEDIA_DIR /Solaris_10/Tools/Boot

■ MINIROOT_ARCHIVEは $MEDIA_DIR/boot/x86.miniroot

■ TEMP_FILE_NAMEは /tmp/test

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。
役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシス
テム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照し
てください。

2. ミニルートアーカイブを圧縮解除します。

# /usr/bin/gzcat $MINIROOT_ARCHIVE > $TEMP_FILE_NAME

3. lofiadmコマンドを使用して、ミニルートデバイスを作成します。

# LOFI_DEVICE=/usr/sbin/lofiadm -a $TEMP_FILE_NAME

# echo $LOFI_DEVICE

/dev/lofi/1

4. lofiコマンドを使用して、ミニルートディレクトリの下にミニルートをマウ
ントします。

# /usr/sbin/mount -F ufs $LOFI_DEVICE $MINIROOT_DIR

5. プロファイルをテストします。

# /usr/sbin/install.d/pfinstall -D -c $MEDIA_DIR $path-to-jumpstart_profile

6. テストが完了したら、lofiデバイスのマウントを解除します。

# umount $LOFI_DEVICE

7. lofiデバイスを削除します。

# lofiadm -d $TEMP_FILE_NAME
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アップグレード時の一般的な問題

システム上にアップグレード可能なバージョンの Solaris ソフトウェアが存在する
にもかかわらず、アップグレードオプションが提供されない。
原因: 1 /var/sadmディレクトリがシンボリックリンクであるか、別のファイルシス
テムからマウントされたディレクトリです。

対処方法: 1 /var/sadmディレクトリをルート (/)または /varファイルシステムに移
動します。

原因: 2 /var/sadm/softinfo/INST_RELEASEファイルが存在しません。

対処方法: 2次の形式で新しく INST_RELEASEファイルを作成します。

OS=Solaris

VERSION=x
REV=0

x システム上の Solarisソフトウェアのバージョン

原因: 3 /var/sadm/softinfoに SUNWusrが存在しません。

対処方法: 3初期インストールを行う必要があります。この Solarisソフトウェアは
アップグレードできません。

md ドライバの停止または初期化に失敗する
対処方法:次の手順を実行します。

■ ファイルシステムがRAID-1ボリュームでなければ、vsftabファイル内でコメ
ントにします。

■ ファイルシステムがRAID-1ボリュームであれば、ミラーを解除し、インス
トールし直します。ミラーを解除する方法については、『Solarisボリュームマ
ネージャの管理』の「RAID-1ボリュームの削除 (ミラー化の解除)」を参照し
てください。

Solaris インストールプログラムがファイルシステムをマウントできないため、
アップグレードに失敗する。
原因:アップグレード中、インストールプログラムは、システムの /etc/vfstab

ファイルに記載されているすべてのファイルシステムを、アップグレードしよう
としているルート (/)ファイルシステムにマウントしようとします。インストー
ルプログラムがファイルシステムをマウントできない場合、失敗して終了しま
す。

対処方法:システムの /etc/vfstabファイル内のすべてのファイルシステムがマウ
ントできることを確認します。/etc/vfstabファイル内のマウントできない、あ
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るいは問題の原因になっている可能性があるファイルシステムは、すべてコメン
トにします。Solarisインストールプログラムはアップグレード中、コメントにし
たファイルシステムをマウントしません。アップグレードされるソフトウェアを
含むシステムベースのファイルシステム (たとえば /usr)は、コメントにできませ
ん。

アップグレードが失敗する
説明:システムにアップグレードに対応できるだけの十分なディスク容量がありま
せん。

原因:『Solaris 10 5/08インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の「ディスク容量の再配置を伴うアップグレード」を参照してディスク容量
に問題がないかを確認し、自動配置機能による領域の再配置を行わずに解決でき
るかどうかを調べます。

RAID-1 ボリュームのルート (/) ファイルシステムのアップグレードに関連する問題
対処方法:ルート (/)ファイルシステムが SolarisボリュームマネージャーのRAID-1
ボリュームである場合に、アップグレードの問題が発生するときは、『Solarisボ
リュームマネージャの管理』の第 25章「Solarisボリュームマネージャのトラブル
シューティング (作業)」を参照してください。

▼ 問題発生後にアップグレードを継続する方法
アップグレードに失敗し、システムをブートできない場合があります。このような
状況は、電源の故障やネットワーク接続の障害などが発生した場合に起こる可能性
があります、制御できない場合に発生します。

Solaris DVD、Solaris SOFTWARE - 1 CD、またはネットワークを利用してシステムをリ
ブートします。

インストール用のアップグレードオプションを選択します。

Solaris suninstallプログラムは、システムが部分的にアップグレードされているか
判断し、アップグレードを継続します。

x86: GRUBを使用する場合の Solaris Live Upgradeに
関する問題
x86システムで Solaris Live UpgradeとGRUBブートローダーを使用すると次のような
エラーが発生する可能性があります。

1

2
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ERROR: The media product tools installation directory path-to-installation-directory
does not exist.

ERROR: The media dirctory does not contain an operating system upgrade image.

説明:これらのエラーメッセージは、新しいブート環境をアップグレードするため
に luupgradeコマンドを使用するときに発生します。

原因:古いバージョンの Solaris Live Upgradeが使用されています。システムにイン
ストールした Solaris Live Upgradeパッケージは、メディアおよびメディアに記録
されているリリースと互換性がありません。

対処方法: Solaris Live Upgradeパッケージは、常にアップグレードするリリースのも
のを使用してください。

例:次の例のエラーメッセージは、システムの Solaris Live Upgradeパッケージの
バージョンがメディアのパッケージのバージョンと異なることを示しています。

# luupgrade -u -n s10u1 -s /mnt

Validating the contents of the media </mnt>.

The media is a standard Solaris media.

ERROR: The media product tools installation directory

</mnt/Solaris_10/Tools/Boot/usr/sbin/install.d/install_config> does

not exist.

ERROR: The media </mnt> does not contain an operating system upgrade

image.

ERROR: Cannot find or is not executable: </sbin/biosdev>.

ERROR: One or more patches required by Solaris Live Upgrade has not been

installed.

原因: Solaris Live Upgradeで必要とされる 1つ以上のパッチが、システムにインス
トールされていません。このエラーメッセージでは、欠落しているすべての
パッチを認識しているわけではありません。

対処方法: Solaris Live Upgradeを使用する前に、必要なパッチすべてを必ずインス
トールしてください。http://sunsolve.sun.comを参照して、最新のパッチリストを
使用しているかどうか確認してください。SunSolve Webサイトで infodoc 72099を
検索してください。

ERROR: Device mapping command </sbin/biosdev> failed. Please reboot and try

again.

原因: 1 Solaris Live Upgradeが、以前の管理作業が原因でデバイスをマップできませ
ん。

対処方法: 1システムをリブートして、もう一度 Solaris Live Upgradeを実行します
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原因: 2システムをリブートしても同じエラーメッセージが表示される場合は、2
つ以上の同一ディスクがあります。デバイスのマッピングコマンドがそれらの
ディスクを区別できません。

対処方法: 2ディスクの一方に、新しいダミーの fdiskパーティションを作成しま
す。fdisk(1M)のマニュアルページを参照してください。そのあとで、システム
をリブートします。

Cannot delete the boot environment that contains the GRUB menu

原因: Solaris Live Upgradeには、ブート環境にGRUBメニューが含まれる場合は
ブート環境を削除できないという制限があります。

対処方法: lumake(1M)コマンドまたは luupgrade(1M)コマンドを使用してブート環
境を再使用します。

The file system containing the GRUB menu was accidentally remade. However, the

disk has the same slices as before. For example, the disk was not re-sliced.

原因: GRUBメニューを含むファイルシステムは、システムをブート可能な状態に
維持するために不可欠です。Solaris Live Upgradeコマンドは、GRUBメニューを破
棄しません。ただし、Solaris Live Upgradeコマンド以外のコマンドを使用して
GRUBメニューのあるファイルシステムを誤って再作成または破棄すると、回復
ソフトウェアはGRUBメニューの再インストールを試みます。回復ソフトウェア
は、次のリブート時にGRUBメニューを同じファイルシステムに戻します。たと
えば、ファイルシステムで newfsまたは mkfsコマンドを使用し、誤ってGRUBメ
ニューを破棄してしまったとします。GRUBメニューを正しく復元するには、ス
ライスが次の条件を満たす必要があります。

■ マウント可能なファイルシステムが含まれている
■ スライスが以前に存在していた Solaris Live Upgradeブート環境の一部である

システムをリブートする前に、必要であればスライスを修正します。

対処方法:システムをリブートします。GRUBメニューのバックアップコピーが自
動的にインストールされます。

The GRUB menu’s menu.lst file was accidentally deleted.

対処方法:システムをリブートします。GRUBメニューのバックアップコピーが自
動的にインストールされます。
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▼ Veritas VxVmの実行中に Solaris Live Upgradeを使
用してアップグレードするとシステムパニックが
発生する
Veritas VxVMの実行中に Solaris Live Upgradeを使用してアップグレードを行う場合、
次の手順でアップグレードを行わないと、リブート時にシステムパニックが発生し
ます。この問題は、パッケージが Solarisの最新のパッケージガイドラインに従って
いない場合に発生します。

スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステム
管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくださ
い。

非アクティブブート環境を作成します。『Solaris 10 5/08インストールガイド (Solaris
Live Upgradeとアップグレードの計画)』の「新しいブート環境の作成」を参照してく
ださい。

非アクティブブート環境をアップグレードする前に、非アクティブブート環境上の
既存のVeritasソフトウェアを無効にする必要があります。

a. 非アクティブブート環境をマウントします。
# lumount inactive_boot_environment_name mount_point

次に例を示します。

# lumount solaris8 /mnt

b. 次の例のように、vfstabがあるディレクトリに移動します。
# cd /mnt/etc

c. 次の例のように、非アクティブブート環境の vfstabファイルをコピーします。
# cp vfstab vfstab.501

d. 次の例のように、コピーされた vfstab内のすべてのVeritasファイルシステムエン
トリをコメントにします。
# sed ’/vx\/dsk/s/^/#/g’ < vfstab > vfstab.novxfs

各行の最初の文字が #に変わり、その行がコメント行になります。このコメント
行は、systemファイルのコメント行とは異なります。

1
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e. 次の例のように、変更した vfstabファイルをコピーします。
# cp vfstab.novxfs vfstab

f. 次の例のように、非アクティブブート環境の systemファイルがあるディレクトリ
に移動します。
# cd /mnt/etc

g. 次の例のように、非アクティブブート環境の systemファイルをコピーします。
# cp system system.501

h. drv/vxを含むすべての forceload:エントリをコメントにします。
# sed ’/forceload: drv\/vx/s/^/*/’ <system> system.novxfs

各行の最初の文字が *に変わり、その行がコメント行になります。このコメント
行は、vfstabファイルのコメント行とは異なります。

i. 次の例のように、Veritas install-dbファイルを作成します。
# touch vx/reconfig.d/state.d/install-db

j. 非アクティブブート環境のマウントを解除します。
# luumount inactive_boot_environment_name

非アクティブブート環境をアップグレードします。『Solaris 10 5/08インストールガ
イド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の第 5章「Solaris Live Upgradeに
よるアップグレード (作業)」を参照してください。

非アクティブブート環境をアクティブにします。『Solaris 10 5/08インストールガイ
ド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の「ブート環境のアクティブ化」
を参照してください。

システムをシャットダウンします。
# init 0

非アクティブブート環境をシングルユーザーモードでブートします。
OK boot -s

vxvmまたは VXVMを含むメッセージとエラーメッセージがいくつか表示されますが、
これらは無視してかまいません。非アクティブブート環境がアクティブになりま
す。
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Veritasをアップグレードします。

a. 次の例のように、システムからVeritas VRTSvmsaパッケージを削除します。
# pkgrm VRTSvmsa

b. Veritasパッケージがあるディレクトリに移動します。
# cd /location_of_Veritas_software

c. システムに最新のVeritasパッケージを追加します。
# pkgadd -d ‘pwd‘ VRTSvxvm VRTSvmsa VRTSvmdoc VRTSvmman VRTSvmdev

元の vfstabファイルと systemファイルを復元します。
# cp /etc/vfstab.original /etc/vfstab

# cp /etc/system.original /etc/system

システムをリブートします。
# init 6

x86:既存のサービスパーティションが存在しない
システムでは、デフォルトでサービスパー
ティションが作成されない
診断・サービスパーティションの存在しないシステム上に Solaris最新リリースをイ
ンストールすると、インストールプログラムがデフォルトでサービスパー
ティションを作成しない場合があります。Solarisパーティションと同じディスクに
サービスパーティションを作成する場合、Solaris最新リリースをインストールする
前にサービスパーティションを作り直す必要があります。

サービスパーティションが存在しているシステムに Solaris 8 2/02 OSをインストール
した場合、インストールプログラムがサービスパーティションを保持しなかった可
能性があります。サービスパーティションを保存するように fdiskブートパー
ティションレイアウトを手動で編集しなかった場合、インストールプログラムはイ
ンストール時にサービスパーティションを削除しています。

注 – Solaris 8 2/02 OSのインストール時にサービスパーティションの保持を明示的に指
定しなかった場合、サービスパーティションを作り直して Solaris最新リリースに
アップグレードすることができなくなる可能性があります。
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Solarisパーティションを含むディスクにサービスパーティションを含めたい場合、
次のいずれかの方法を選択してください。

▼ ネットワークインストールイメージまたは Solaris
DVDからのソフトウェアのインストール
ソフトウェアを、ネットインストールイメージからインストールするか、ネット
ワーク経由で Solaris DVDからインストールする場合、次の手順を実行します。

ディスクの内容を削除します。

インストールする前に、システムに応じた診断用CDを使用してサービスパー
ティションを作成します。

サービスパーティションの作成方法の詳細は、ハードウェアのマニュアルを参照し
てください。

ネットワークからシステムをブートします。

「fdiskパーティションのカスタマイズ」画面が表示されます。

「デフォルト」をクリックし、デフォルトのブートディスクパーティションレイア
ウトを読み込みます。

インストールプログラムにより、サービスパーティションが保存され、Solarisパー
ティションが作成されます。

▼ Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはネットワークインス
トールイメージからのインストール
Solarisインストールプログラムを使用して、Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはブート
サーバー上のネットワークインストールイメージからインストールを実行するに
は、次の手順を実行します。

ディスクの内容を削除します。

インストールする前に、システムに応じた診断用CDを使用してサービスパー
ティションを作成します。

サービスパーティションの作成方法の詳細は、ハードウェアのマニュアルを参照し
てください。
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インストールプログラムにより、Solarisパーティションの作成方法を選択するよう
求められます。

システムをブートします。

「残りのディスクを使用して Solaris パーティションを配置します」を選択しま
す。

インストールプログラムにより、サービスパーティションが保存され、Solarisパー
ティションが作成されます。

インストールが完了します。
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リモートからのインストールまたは
アップグレード (作業)

この付録では、DVD-ROMドライブまたはCD-ROMドライブが直接接続されていな
いマシンまたはドメインで、Solarisインストールプログラムを使って Solaris OSをイ
ンストールまたはアップグレードする方法について説明します。

注 –マルチドメインサーバーに Solaris OSをインストール、またはアップグレードす
る場合は、インストールプロセスを開始する前に、システムコントローラまたはシ
ステムサービスプロセッサのマニュアルを参照してください。

SPARC: Solarisインストールプログラムを使用してリモー
トDVD-ROMまたはCD-ROMからインストールまたは
アップグレードする

DVD-ROMまたはCD-ROMドライブが直接接続されていないシステムまたはドメイ
ンサーバーに Solaris OSをインストールする場合は、ほかのシステムに接続されたド
ライブを使用することができます。この場合、両方のシステムが同じサブネット上
に接続されている必要があります。インストール手順は次のとおりです。

付 録 B
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▼ SPARC:リモートDVD-ROMまたはCD-ROMを使用
してインストールまたはアップグレードを行う方
法

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。メディアの管理にボリュームマネージャーを使用していない場合は、『Solaris
のシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』を参照してください。

この手順では、DVD-ROMまたはCD-ROMが接続されているリモートシステムをリ
モートシステムと呼びます。そして、インストールするクライアントをクライアン
トシステムと呼びます。

Solaris OSが動作し、かつDVD-ROMドライブまたはCD-ROMドライブを備えたシステ
ムを特定します。

DVD-ROMドライブまたはCD-ROMドライブが存在するリモートシステムで、ドライ
ブに Solaris DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)を挿入します。

ボリュームマネージャーによってディスクがマウントされます。

リモートシステムで、add_install_clientコマンドが含まれているDVDまたはCDの
ディレクトリに移ります。

■ DVDメディアの場合は、次のように入力します。

remote system# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools

■ CDメディアの場合は、次のように入力します。

remote system# cd /cdrom/cdrom0/s0

リモートシステムで、クライアントとしてインストールするシステムを追加しま
す。

■ DVDメディアの場合は、次のように入力します。

remote system# ./add_install_client \

client_system_name arch

■ CDメディアの場合は、次のように入力します。

remote system# ./add_install_client -s remote_system_name: \

/cdrom/cdrom0/s0 client_system_name arch
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remote_system_name DVD-ROMドライブまたはCD-ROMドライブを備えたシステ
ムの名前

client_system_name インストールするマシンの名前

arch インストールするマシンのプラットフォームグループ (例:
sun4u)。インストールするシステム上で、uname -mコマンド
を実行するとプラットフォームグループが表示されます。

インストールするクライアントシステムをブートします。
client system: ok boot net

インストールが始まります。

必要なら、説明に従ってシステム構成情報を入力します。

■ DVDメディアを使用している場合は、画面の説明に従ってインストールを完了し
ます。ここで作業は終了です。

■ CDメディアを使用している場合は、マシンがリブートされ、Solarisインストー
ルプログラムが始まります。「ようこそ (Welcome)」画面が表示されたあと、
「ネットワークに接続 (Network File System)」を選択すると、「媒体の指定
(Specify Media)」画面が表示されます。手順 7に進みます。

「媒体の指定 (Specify Media)」画面で、「次へ (Next)」をクリックします。
「ネットワークファイルシステムのパスの指定 (Specify Network Filesystem Path)」画
面が表示され、テキストフィールドにインストールパスが示されます。

client_system_ip_address :/cdrom/cdrom0/s0

DVDまたはCDがマウントされているリモートシステムで、ディレクトリを / (root)
に変更します。
remote system# cd /

リモートシステムで、共有されているスライスへのパスがあるかチェックします。
remote system# share

リモートシステムで、手順 9で見つかったパスを使って Solaris DVDまたは Solaris
SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)の共有を解除します。パスが 2つのスライスを指している
場合は、両方のスライスをunshareします。
remote system# unshare absolute_path

absolute_path shareコマンドで表示される絶対パスです。
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この例では、スライス 0と 1の共有が解除されます。

remote system# unshare /cdrom/cdrom0/s0

remote system# unshare /cdrom/cdrom0/s1

インストールするクライアントシステムで、「次へ (Next)」をクリックして Solarisの
インストールを継続します。

Solarisインストールプログラムが Solaris SOFTWARE - 2 CDを挿入するようプロンプトを
表示したら、手順 9から手順 11までを行い、Solaris SOFTWARE - 1 CDの共有解除と
Solaris SOFTWARE - 2 CDのエクスポートおよびインストールを行います。

Solarisインストールプログラムが追加の Solaris SOFTWARE CDを挿入するようプロンプ
トを表示したら、手順 9から手順 11までを行い、Solaris SOFTWARE CDの共有解除と
追加のCDのエクスポートおよびインストールを行います。

Solarisインストールプログラムが Solaris LANGUAGES CDを挿入するようプロンプトを
表示したら、手順 9から手順 11までを行い、Solaris SOFTWARE CDの共有解除と Solaris
LANGUAGES CDのエクスポートおよびインストールを行います。
Solaris LANGUAGES CDをエクスポートすると、CD-ROMがマウントされているシス
テム上にインストール画面が表示されます。Solaris LANGUAGES CDをインストール
する間は、このインストール画面は無視してください。Solaris LANGUAGES CDのイ
ンストールが終了したあとで、このインストール画面を閉じてください。
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用語集

3DES Triple-Data Encryption Standard (Triple DES)の略。168ビットの鍵を提供する対称鍵暗号化
方法。

AES Advanced Encryption Standardの略。対称 128ビットブロックのデータ暗号技術。米国政
府は、2000年の 10月に暗号化標準としてこのアルゴリズムのRijndael方式を採用しまし
た。DESに代わる米国政府の標準として、AESが採用されています。

bootlog-cgiプログラム WANブートインストール時に、リモートクライアントのブートおよびインストールの
コンソールメッセージをWebサーバーで収集し保存できるようにするCGIプログラ
ム。

certstoreファイル 特定のクライアントシステムに関するデジタル証明書を格納しているファイル。SSLネ
ゴシエーションの際、クライアントは証明書ファイルをサーバーに提供するよう要求さ
れることがあります。サーバーはこのファイルを使ってクライアントの識別情報を確認
します。

CGI Common Gateway Interfaceの略。外部プログラムがHTTPサーバーと通信するためのイ
ンタフェース。CGIを使用するプログラムは、CGIプログラムまたはCGIスクリプトと
呼ばれます。通常サーバーでは処理されないフォームや解析されない出力を、CGIプロ
グラムが処理したり解析したりします。

DES Data Encryption Standardの略。対称鍵暗号化方法の 1つ。1975年に開発され、ANSIによ
り 1981年にANSI X.3.92として標準化されました。DESでは 56ビットの鍵を使用しま
す。

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol (動的ホスト構成プロトコル)の略。アプリケー
ション層のプロトコル。TCP/IPネットワーク上の個々のコンピュータつまりクライアン
トが、中央管理を行なっている指定のDHCPサーバーから IPアドレスなどのネット
ワーク構成情報を抽出できるようにします。この機能は、大規模な IPネットワークの保
持、管理によるオーバーヘッドを削減します。

/etc/netbootディレク
トリ

WANブートインストールに必要なクライアント構成情報とセキュリティーデータが格
納されている、WANブートサーバー上のディレクトリ。

/etcディレクトリ 重要なシステム構成ファイルや保守コマンドが収められているディレクトリ。
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/exportファイルシステ
ム

OSサーバー上のファイルシステムで、ネットワーク上のほかのシステムと共有されま
す。たとえば、/exportファイルシステムには、ディスクレスクライアント用のルート
(/)ファイルシステムとスワップ空間、それにネットワーク上のユーザーのホーム
ディレクトリを収めることができます。ディスクレスクライアントは、起動と実行の際
にOSサーバー上の /exportファイルシステムに依存します。

fdiskパーティション x86ベースのシステム上にある特定のオペレーティングシステム専用のディスクドライ
ブの論理パーティション。x86システム上に Solarisソフトウェアをインストールするに
は、1つ以上の Solaris fdiskパーティションを設定する必要があります。x86システムで
は、1台のディスクに最大 4つの fdiskパーティションを作成できます。これらのパー
ティションは、個別のオペレーティングシステムをインストールして使用できます。各
オペレーティングシステムは、独自の fdiskパーティション上に存在しなければなりま
せん。個々のシステムの Solaris fdiskパーティションの数は、1台のディスクにつき 1つ
に限られます。

GRUB x86のみ: GRUB (GNU GRand Unified Bootloader)は、簡単なメニューインタフェースを備
えたオープンソースのブートローダーです。メニューには、システムにインストールさ
れているオペレーティングシステムのリストが表示されます。GRUBを使用すると、
Solaris OS、Linux、またはMicrosoft Windowsなどのさまざまなオペレーティングシステ
ムを、簡単にブートすることができます。

GRUB編集メニュー x86のみ: GRUBメインメニューのサブメニューであるブートメニュー。このメニューに
は、GRUBコマンドが表示されます。これらのコマンドを編集して、ブート動作を変更
できます。

GRUBメインメニュー x86のみ:システムにインストールされているオペレーティングシステムがリストされた
ブートメニュー。このメニューから、BIOSまたは fdiskパーティションの設定を変更す
ることなく、簡単にオペレーティングシステムをブートできます。

HMAC メッセージ認証を行うためのキー付きハッシュ方法。HMACは秘密共有鍵と併用して、
MD5、SHA-1などの繰り返し暗号化のハッシュ関数で使用します。HMACの暗号の強さ
は、基になるハッシュ関数のプロパティーによって異なります。

HTTP (Hypertext Transfer Protocolの略)リモートホストからハイパーテキストオブジェクトを
フェッチするインターネットプロトコル。このプロトコルはTCP/IPにもとづいていま
す。

HTTPS HTTPのセキュリティー保護されたバージョン。SSL (Secure Sockets Layer)を使って実装
されます。

IPv6 IPv6は、現在のバージョン IPv4 (バージョン 4)から拡張されたインターネットプロトコ
ル (IP)のバージョン (バージョン 6)です。定められた移行方法を使用して IPv6を採用す
ると、現在の運用を中断する必要はありません。また、IPv6には、新しいインター
ネット機能用のプラットフォームも用意されています。

JumpStartインストール インストール方法の 1つ。出荷時にインストールされている JumpStartソフトウェアを使
用することによって、Solarisソフトウェアをシステムに自動インストールできます。

/exportファイルシステム
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JumpStartディレクトリ カスタム JumpStartインストールの実行に必要なファイルが含まれているディレクト
リ。プロファイルフロッピーディスクを使用してインストールする場合は、フロッピー
ディスク上のルートディレクトリが JumpStartディレクトリとなります。カスタム
JumpStartインストール用にプロファイルサーバーを使用する場合、必要なカスタム
JumpStartファイルをすべて格納するサーバー上のディレクトリが JumpStartディレクト
リとなります。

Kerberos 強力な秘密鍵暗号方式を使用して、クライアントとサーバーが、セキュリティー保護さ
れていないネットワーク接続で相互を認識できるようにするネットワーク認証プロトコ
ル。

keystoreファイル クライアントとサーバーとで共有される鍵を格納しているファイル。WANブートイン
ストール時に、クライアントシステムは鍵を使って、サーバーから送信されるデータや
ファイルの完全性の確認と復号化を行います。

LAN local area networkの略。接続用のハードウェアとソフトウェアを介して通信できる、近
接したコンピュータシステムの集まり。

LDAP Lightweight Directory Access Protocolの略。LDAPネームサービスクライアントとサーバー
間の通信に使用される標準の拡張可能なディレクトリアクセスプロトコル。

MD5 Message Digest 5の略。デジタル署名などのメッセージ認証に使用する繰り返し暗号化の
ハッシュ関数。1991年にRivest氏によって開発されました。

menu.lstファイル x86のみ:システムにインストールされているすべてのオペレーティングシステムがリス
トされたファイル。このファイルの内容は、GRUBメニューに表示されるオペレー
ティングシステムの一覧を記述したものです。GRUBのメニューから、BIOSまたは
fdiskパーティションの設定を変更することなく、簡単にオペレーティングシステムを
ブートできます。

NIS SunOS 4.0 (以上)のネットワーク情報サービス。ネットワーク上のシステムとユーザーに
関する重要な情報が収められている分散型ネットワークデータベース。NISデータベー
スは、マスターサーバーとすべてのスレーブサーバーに格納されています。

NIS+ SunOS 5.0 (以上)のネットワーク情報サービス。NIS+は、SunOS 4.0 (以上)のネットワー
ク情報サービスであるNISに代わるものです。

/optファイルシステム Sun以外のソフトウェア製品や別製品のソフトウェア用のマウントポイントが収められ
ているファイルシステム。

OSサーバー ネットワーク上のシステムにサービスを提供するシステム。ディスクレスクライアント
にサービスを提供するには、OSサーバーは、ディスクレスクライアントごとに、ルー
ト (/)ファイルシステムとスワップ空間 (/export/root、/export/swap)用のディスク容量
が必要です。

RAID-0ボリューム ストライプ方式または連結方式のボリューム。これらはサブミラーとも呼ばれます。ス
トライプや連結は、ミラーを構築する基本構成ブロックです。

RAID-1ボリューム 同じデータのコピーを複数保持しているボリューム。RAID-1ボリュームは、「サブミ
ラー」と呼ばれる 1つまたは複数のRAID-0ボリュームから構成されます。RAID-1ボ
リュームは「ミラー」と呼ばれることもあります。

RAID-1ボリューム
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rules.okファイル rulesファイルから生成されたファイル。カスタム JumpStartインストールソフトウェア
は、rules.okファイルを使ってシステムとプロファイルを照合します。rules.okファイ
ルは、checkスクリプトを使用して作成しなくてはなりません。

rulesファイル 自動的にインストールするシステムの各グループまたは単一のシステムのルールを含ん
でいるテキストファイル。各ルールは 1つ以上のシステム属性に基づいてシステムグ
ループを識別します。rulesファイルは、各グループをプロファイル (Solarisソフト
ウェアをどのようにしてグループ内の個々のシステムにインストールするかを定めたテ
キストファイル)にリンクします。rulesファイルは、カスタム JumpStartインストール
で使用されます。「プロファイル」も参照してください。

Secure Sockets Layer (SSL)クライアントとサーバーの間にセキュリティー保護された接続を確立するソフト
ウェアライブラリ。HTTPのセキュリティー保護されたバージョンであるHTTPSを実装
するために使用されます。

SHA1 Secure Hashing Algorithmの略。このアルゴリズムは、長さが 264未満の入力に対して演
算を行い、メッセージダイジェストを生成します。

Solaris Live Upgrade アクティブブート環境が稼働している間に複製ブート環境のアップグレードを行うこと
により、稼働中の環境のダウンタイムをなくすことを可能にするアップグレード方法。

Solaris DVDまたはCD
イメージ

システムにインストールされる Solarisソフトウェア。Solaris DVDやCDから、または
Solaris DVDやCDイメージをコピーしたインストールサーバーのハードディスク上から
利用できます。

Solarisインストールプ
ログラム

グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)とコマンド行インタフェース (CLI)を備え
たインストールプログラム。ウィザードパネルに、Solarisソフトウェアやサードパー
ティソフトウェアをインストールする手順が示されます。

Solarisゾーン オペレーティングシステムサービスを仮想化し、安全で隔離されたアプリケーション実
行環境を提供するソフトウェア区分技術。非大域ゾーンを作成すると、そのアプリケー
ション実行環境で実行されるプロセスは、ほかのゾーンから隔離されます。このように
隔離されているので、あるゾーンで実行中のプロセスが、ほかのゾーンで実行中のプロ
セスから監視または操作されることがありません。「大域ゾーン」と「非大域ゾーン」
も参照してください。

Solarisフラッシュ 「マスターシステム」と呼ばれるシステムからファイルのアーカイブを作成する Solaris
インストール機能。このアーカイブを使ってほかのシステムのインストールを行うと、
そのシステムの構成はマスターシステムと同じになります。「アーカイブ」も参照して
ください。

sysidcfgファイル システムを事前設定する特殊な一連のシステム構成キーワードを指定するファイル。

truststoreファイル 1つ以上のデジタル証明書を格納しているファイル。WANブートインストール時に、ク
ライアントシステムは truststoreファイル内のデータを参照して、インストールを実行
しようとしているサーバーの識別情報を確認します。

URL Uniform Resource Locatorの略。サーバーやクライアントがドキュメントを要求するため
に使用するアドレス方式。URLはロケーションとも呼ばれます。URLの形式は
protocol://machine:port/documentです。

rules.okファイル
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たとえば、http://www.example.com/index.htmlはURLの一例です。

/usrファイルシステム スタンドアロンシステムまたはサーバー上のファイルシステム。標準UNIXプログラム
の多くが格納されています。ローカルコピーを保持する代わりに、大きな /usrファイル
システムをサーバーと共有することにより、システム上で Solarisソフトウェアをインス
トールおよび実行するために必要なディスク容量を最小限に抑えることができます。

/varファイルシステム システムの存続期間にわたって変更または増大が予想されるシステムファイルが格納さ
れている (スタンドアロンシステム上の)ファイルシステムまたはディレクトリ。これら
のファイルには、システムログ、viファイル、メールファイル、UUCPファイルなどが
あります。

WAN wide area networkの略。複数のローカルエリアネットワーク (LAN)または地理的に異な
る場所にあるシステムを、電話、光ファイバ、衛星などの回線を使って接続するネット
ワーク。

wanboot-cgiプログラム WANブートインストールで使用されるデータとファイルの取得と転送を行うCGIプロ
グラム。

wanboot.confファイル WANブートインストールに必要な構成情報とセキュリティー設定値を指定するテキス
トファイル。

wanbootプログラム WANブートインストールの実行に必要な、WANブートミニルート、クライアント構成
ファイル、およびインストールファイルを読み込む、二次レベルのブートプログラム。
WANブートインストールでは、wanbootバイナリが、ufsbootまたは inetboot二次ブー
トプログラムと同様の処理を実行します。

WANブートインストー
ル

HTTPまたはHTTPSを使って広域ネットワーク (WAN)を介してソフトウェアをブート
しインストールできるインストール方式。WANブートインストールでは、暗号化され
た Solarisフラッシュアーカイブを公開ネットワークを介して転送し、リモートクライア
ントに対してカスタム JumpStartインストールを実行できます。

WANブートサーバー WANブートインストールで使用される構成ファイルとセキュリティーファイルを提供
するWebサーバー。

WANブートミニルート WANブートインストールを実行するために変更されたミニルート。WANブートミニ
ルートには、Solarisミニルートにあるソフトウェアのサブセットが格納されます。「ミ
ニルート」も参照してください。

アーカイブ マスターシステムからコピーされたファイルの集合体。このファイルには、アーカイブ
の名前や作成した日付など、アーカイブの識別情報が含まれています。アーカイブをシ
ステムにインストールすると、システムはマスターシステムとまったく同じ構成になり
ます。

更新前のマスターイメージと更新されたマスターイメージの相違部分のみを含む Solaris
フラッシュアーカイブを、差分アーカイブとして使用することも可能です。差分アーカ
イブには、クローンシステムで保持、変更、または削除するファイルが含まれます。差
分更新により、指定されたファイルだけが更新されます。また、差分更新を使用可能な
システムは、更新前のマスターイメージとの整合性を保持するソフトウェアを含むシス
テムのみに限定されます。

アーカイブ

307



アップグレード ファイルを既存のファイルとマージし、可能な場合には変更を保持するインストール。

Solaris OSのアップグレードでは、Solaris OSの新しいバージョンがシステムのディスク
上の既存のファイルにマージされます。アップグレードでは、既存の Solaris OSに対し
て行なった変更は可能な限り保存されます。

アップグレードオプ
ション

Solarisインストールプログラムによって提示されるオプション。アップグレード時に
は、新しいバージョンの Solarisとディスク上の既存のファイルが結合されます。前回
Solarisをインストールしてから加えられたローカルの変更内容は、できる限り残されま
す。

暗号化 認められたユーザー以外は情報を使用できないように、情報を判読不可能にして保護す
る処理。暗号化は鍵と呼ばれるコードに基づいて行われ、この鍵は情報の復号化に使用
されます。「復号化」も参照してください。

一次ブートアーカイブ システムで Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイブ。このブート
アーカイブは、一次ブートアーカイブと呼ばれることもあります。「ブートアーカイ
ブ」を参照してください。

インストールサーバー インストール用に、Solaris DVDまたはCDのイメージをネットワーク上のほかのシステ
ムに提供するサーバー (「メディアサーバー」とも呼ばれる)。Solaris DVDまたはCDの
イメージをサーバーのハードディスクにコピーすることによってインストールサーバー
を作成できます。

エンドユーザーシステ
ムサポート

コアシステムサポートソフトウェアグループのほかに、エンドユーザーに推奨するソフ
トウェアが収められているソフトウェアグループ。これには共通デスクトップ環境
(CDE)やDeskSetソフトウェアが含まれます。

開始スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で指定され、Solarisソ
フトウェアがシステムにインストールされる前に作業を実行します。このスクリプト
は、カスタム JumpStartインストールでのみ使用できます。

開発者システムサポー
ト

エンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループのほかに、ソフトウェア開発用
ライブラリ、インクルードファイル、マニュアルページ、およびプログラミングツール
が収められているソフトウェアグループ。

鍵 データの暗号化および復号化に使用されるコード。「暗号化」も参照してください。

カスタム JumpStart ユーザーが定義するプロファイルに基づいて、Solarisソフトウェアをシステムに自動的
にインストールする方法。ユーザーやシステムの種類ごとに、カスタマイズされたプロ
ファイルを作成できます。カスタム JumpStartインストールは、ユーザーが作成する
JumpStartインストールです。

カスタムプローブ
ファイル

rulesファイルと同じ JumpStartディレクトリに存在しなければならないファイルで、次
の 2つのタイプの関数を含む Bourneシェルスクリプト。含む 2つのタイプは、プローブ
と比較です。プローブ関数は、必要な情報を収集し、実際の作業を行なって、定義に対
応した SI_環境変数を設定します。プローブ関数は、プローブキーワードになります。
比較関数は、対応するプローブ関数を呼び出してプローブ関数の出力を比較し、キー
ワードが一致する場合は 0、キーワードが一致しない場合は 1を返します。比較関数は
ルールキーワードになります。「rulesファイル」も参照してください。

アップグレード
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共有可能ファイルシス
テム

/export/homeや /swapのようなユーザー定義のファイルシステム。Solaris Live Upgradeの
使用時に、アクティブブート環境と非アクティブブート環境によって共有されます。共
有可能ファイルシステムは、アクティブブート環境と非アクティブブート環境の両方の
vfstabファイル内に同じマウントポイントを持ちます。このため、アクティブブート環
境内の共有ファイルを更新すると、非アクティブブート環境のデータも更新されます。
共有可能ファイルシステムはデフォルトで共有されますが、ユーザーが宛先スライスを
指定することもできます。この場合、そのファイルシステムがコピーされます。

クライアント 通信用のクライアントサーバーモデルでは、計算機能や大容量のメモリーといったサー
バーの資源にリモートアクセスするプロセスがクライアントに相当します。

クラスタ パッケージ (ソフトウェアモジュール)を論理的に集めたもの。Solarisソフトウェアは複
数の「ソフトウェアグループ」に分割され、それぞれが「クラスタ」と「パッケージ」
から構成されています。

クリティカルファイル
システム

Solaris OSが必要とするファイルシステム。Solaris Live Upgradeを使用するとき、これら
のファイルシステムは、アクティブブート環境と非アクティブブート環境それぞれの
vfstabファイルでは独立したマウントポイントになります。root (/)、/usr、/var、/opt

などがクリティカルファイルシステムの例です。これらのファイルシステムは、必ず
ソースブート環境から非アクティブブート環境にコピーされます。

クローンシステム Solarisフラッシュアーカイブを使用してインストールするシステム。クローンシステム
は、マスターシステムと同一のインストール構成になります。

限定ネットワークシス
テムサポート

Solarisシステム (ネットワークサービスのサポートは一部のみ)をブートし、実行するた
めに必要な最小限のコードを含むソフトウェアグループ。限定ネットワークシステムサ
ポートソフトウェアグループには、テキストベースのマルチユーザーコンソールと、シ
ステム管理ユーティリティーが用意されています。このソフトウェアグループを使用す
ると、システムでネットワークインタフェースを認識できますが、ネットワークサービ
スがアクティブになることはありません。

コアシステムサポート システムで Solaris OSを起動して実行するのに必要な最小限のソフトウェアが収められ
ているソフトウェアグループ。コアには共通デスクトップ環境 (CDE)を実行するために
必要ないくつかのネットワーク用ソフトウェアとドライバが含まれます。CDEソフト
ウェアは、コアには含まれません。

公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される暗号化鍵。

公開鍵暗号化 2つの鍵を使用する暗号方式。その 1つは、全員が知っている公開鍵、もう 1つは、
メッセージの受取人だけが知っている非公開鍵です。

更新 システムにインストールを実行して同じタイプのソフトウェアを変更することまたはそ
のインストール自体。アップグレードとは異なり、更新によりシステムがダウングレー
ドされる場合があります。初期インストールとは異なり、更新を実行するには同じタイ
プのソフトウェアがあらかじめインストールされていなければなりません。

コマンド行 コマンドで始まる文字列。多くの場合、コマンドの後には引数 (オプション、ファイル
名、式などの文字列)が続き、行末 (EOL)文字で終わります。

サーバー 資源を管理し、クライアントにサービスを提供するネットワークデバイス。

サーバー
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サブネット 経路指定を簡単にするため、1つの論理ネットワークを小さな物理ネットワークに分割
する方式。

サブネットマスク サブネットアドレス指定のため、インターネットアドレスからビットを選択するために
使用されるビットマスク。マスクは 32ビットです。インターネットアドレスのネット
ワーク部分と、ローカル部分の 1個以上のビットを選択します。

サブミラー 「RAID-0ボリューム」を参照してください。

差分アーカイブ 更新前のマスターイメージと更新されたマスターイメージの相違部分のみを含む Solaris
フラッシュアーカイブ。差分アーカイブには、クローンシステムで保持、変更、または
削除するファイルが含まれます。差分更新により、指定されたファイルだけが更新され
ます。また、差分更新を使用可能なシステムは、更新前のマスターイメージとの整合性
を保持するソフトウェアを含むシステムのみに限定されます。

時間帯 グリニッジ標準時間を基準に地球の表面を 24の地域に経度分割したもの。

システム構成ファイル (system.conf) WANブートインストールで使用する sysidcfgファイルおよびカスタム
JumpStartファイルの場所を指定するテキストファイル。

終了スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で指定され、Solarisソ
フトウェアがシステムにインストールされてから、システムがリブートされるまでの間
に作業を実行します。このスクリプトは、カスタム JumpStartインストールで使用しま
す。

状態データベース Solarisボリュームマネージャー構成の状態に関する情報を保存するデータベース。状態
データベースは、複製された複数のデータベースコピーの集まりです。各コピーは「状
態データベースの複製」と呼ばれます。状態データベースは、既知の状態データベース
の複製の格納場所と状態をすべて記録しています。

状態データベースの複
製

状態データベースのコピー。複製により、データベース内のデータの有効性が保証され
ます。

初期インストール 現在実行中のソフトウェアを上書きするか、空のディスクを初期化するインストール。

Solaris OSの初期インストールでは、システムのディスク (1つまたは複数)が Solaris OS
の新しいバージョンで上書きされます。システム上で Solaris OSが稼働していない場合
は、初期インストールを行う必要があります。アップグレード可能な Solaris OSがシス
テム上で稼働している場合は、初期インストールを行うとディスクが上書きされ、OS
やローカルの変更内容は保存されません。

ジョブ コンピュータシステムで実行されるユーザー定義の処理。

スーパーユーザー システム上ですべての管理タスクを実行する特権を持つ、特殊なユーザー。スーパー
ユーザーは全ファイルの読み取り権とアクセス権、全プログラムの実行権を持ち、任意
のプロセスに終了シグナルを送ることができます。

スタンドアロン ほかのマシンからのサポートを一切必要としないコンピュータ。

スライス ソフトウェアごとに分割される、ディスク領域の区分。

サブネット
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スワップ領域 メモリーに再ロードできる状態になるまで、メモリー領域の内容を一時的に保持するス
ライスまたはファイル。/swapまたは swapファイルシステムとも呼ばれます。

全体ディストリビュー
ション

Solarisのリリース全体が含まれているソフトウェアグループ。

全体ディストリビュー
ションとOEMサポート

Solarisのリリース全体と、OEMのための追加ハードウェアサポートを含むソフトウェア
グループ。Solarisを SPARC搭載サーバーシステムにインストールする場合は、このソフ
トウェアグループを推奨します。

ゾーン 「非大域ゾーン」を参照してください。

ソフトウェアグループ Solarisソフトウェアの論理グループ (クラスタとパッケージ)。Solarisのインストール時
には、次のいずれかのソフトウェアグループをインストールできます。コアシステムサ
ポート、エンドユーザーシステムサポート、開発者システムサポート、または全体
ディストリビューションです。また、SPARCシステムのみ、全体ディストリビュー
ションとOEMサポートもインストールできます。

大域ゾーン Solarisゾーンでは、大域ゾーンは、システムのデフォルトのゾーンであり、システム全
体の管理に使用されるゾーンでもあります。非大域ゾーンの構成、インストール、管
理、およびアンインストールは、大域ゾーンからのみ行うことができます。物理デバイ
ス、ルーティング、動的再構成 (DR)といったシステムインフラストラクチャーの管理
は、大域ゾーンでのみ行うことができます。大域ゾーンで実行されるプロセスは、適切
な権限が付与されていれば、ほかのゾーンに関連付けられているオブジェクトにもアク
セスできます。「Solarisゾーン」と「非大域ゾーン」も参照してください。

チェックサム 一連のデータ項目を合計した結果。一連のデータ項目を検査するために使用されます。
データ項目は、数値でも、文字列でもよく、文字列の場合はチェックサム計算時に数値
として扱われます。チェックサムの値から、2つのデバイス間の情報交換が正しく行わ
れたかを確認できます。

ディスク
(disc)

磁気ディスク (disk)に対する光学式ディスク。CD (コンパクトディスク)業界では共通の
綴りを使用します。たとえば、CD-ROMやDVD-ROMは光学式ディスクです。

ディスク
(disk)

1枚以上の磁性体の円盤から成るメディアであり、ファイルなどのデータを格納する同
心トラックとセクターで構成されます。「ディスク (disc)」も参照してください。

ディスク構成ファイル ディスクの構造 (たとえば、バイト/セクター、フラグ、スライス)を表現するファイ
ル。ディスク構成ファイルにより、単一システムから pfinstallコマンドを使用して、
サイズの異なるディスク上のプロファイルをテストできます。

ディスクレスクライア
ント

ディスク記憶装置を持たないためサーバーに依存するクライアント。

デジタル証明書 移転や偽造の不可能なデジタルファイルで、通信する両者によって信頼済みの第三者機
関から発行されたもの。

デジタル証明書
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電源管理システム 30分間アイドル状態が続くとシステムの状態を自動的に保存し、電源を切断するソフト
ウェア。米国環境保護庁の省電力 (Energy Star)ガイドライン第 2版に準拠したシステム
に Solarisソフトウェアをインストールすると、デフォルトで電源管理システムソフト
ウェアがインストールされます。デフォルトで電源管理がインストールされているシス
テムの例として、sun4u SPARCベースのシステムがあります。リブート後、電源管理シ
ステムソフトウェアを有効にするかどうかを確認するメッセージが表示されます。

Energy Starガイドラインでは、システムまたはモニターを使用していない場合は、自動
的に「休眠状態」(30ワット以下の消費)に入ることが要求されます。

ドキュメントルート
ディレクトリ

Webサーバーにアクセスするユーザーに公開されるファイル、画像、およびデータが格
納されている、Webサーバーマシン上の階層のルート。

ドメイン インターネットのネーミング階層の一部。ドメインは管理ファイルを共有する、ローカ
ルネットワーク上のシステムグループを表します。

ドメイン名 ローカルネットワーク上のシステムグループに割り当てられた名前であり、管理ファイ
ルを共有します。ネットワーク情報サービス (NIS)のデータベースが正常に動作するた
めにはドメイン名が必要です。ドメイン名は、ピリオドで区切られた一連の構成要素名
から構成されます (たとえば、tundra.mpk.ca.us)。ピリオドで区切られた各構成要素名
は右側に行くにしたがって、全体的な (リモートな)管理権限領域を表します。

認証局
(CA)

CAは、Certificate Authorityの略。デジタル署名および公開鍵と非公開鍵のペアの作成に
使用するデジタル証明書を発行する、公証された第三者機関または企業。CAは、一意
の証明書を付与された個人が当該の人物であることを保証します。

ネームサーバー ネットワーク上のシステムに対してネームサービスを提供するサーバー。

ネームサービス ネットワーク上の全システムに関する重要なシステム情報が収められている分散型
ネットワークデータベース。ネットワーク上のシステムは、これを利用して相互通信を
行います。ネームサービスを使用することによって、ネットワーク全域にわたるシステ
ム情報を保守、管理、または取得できます。ネームサービスを使用しないと、各システ
ムはローカルの /etcファイルにシステム情報のコピーを保持しなければなりません。
Sunは次のネームサービスをサポートしています。LDAP、NIS、およびNIS+です。

ネットワークインス
トール

CD-ROMまたはDVD-ROMドライブがあるシステムからCD-ROMまたはDVD-ROMド
ライブがないシステムにネットワークを介してソフトウェアをインストールする方法。
ネットワークインストールを行うには、「ネームサーバー」と「インストールサー
バー」が必要です。

ネットワークに接続さ
れていないシステム

ネットワークに接続されていない、またはほかのシステムに依存しないシステム。

ネットワークに接続さ
れているシステム

ハードウェアやソフトウェアを介して接続されているシステムのグループ (ホスト)。通
信や情報の共有が可能です。ローカルエリアネットワーク (LAN)とも呼ばれます。シス
テムをネットワークに接続するには、通常、1台以上のサーバーが必要です。

ハードリンク ディスク上のファイルを参照するディレクトリエントリ。複数のハードリンクから同じ
物理ファイルを参照することができます。

電源管理システム
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派生プロファイル カスタム JumpStartインストール時に、開始スクリプトによって動的に作成されるプロ
ファイル。

パッケージ モジュール形式でのインストールを可能にするソフトウェアの集まり。Solarisソフト
ウェアは複数の「ソフトウェアグループ」に分割され、それぞれが「クラスタ」
と「パッケージ」から構成されています。

ハッシュ 入力よりもかなり短い数値を生成する処理によって得られる数値。同じ入力に対して
は、常に同じ値が出力されます。ハッシュ関数は、テーブル検索アルゴリズム、エラー
検出、改ざん検出などに使用できます。改ざん検出に使用する場合は、同じ結果を生成
する別の入力を見つけにくいようなハッシュ関数を選択します。1方向のハッシュ関数
の一例としては、MD5および SHA-1があります。たとえば、メッセージダイジェスト
はディスクファイルなどの可変長入力を受け取り、小さい値に変換します。

ハッシュ化 文字列を変換して、この元の文字列を表す値 (キー)を得る処理。

パッチアナライザ 手作業でも、Solarisインストールプログラム内でも実行できるスクリプト。パッチアナ
ライザは、システムを解析し、Solaris Updateへのアップグレードを行うことで削除され
るパッチがどれであるかを判断します。

パネル ウィンドウ、ダイアログボックス、アプレットの内容を編成するコンテナ。パネルで
は、ユーザーの入力をまとめて受け取り確認することができます。ウィザードでパネル
を使用することで、正しい順序で操作を行い、目的の作業を完了することができます。

非公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される復号化鍵。

非大域ゾーン Solarisオペレーティングシステムの 1つの実体内で作成される、仮想化されたオペレー
ティングシステム環境。非大域ゾーンでは、システムのほかの部分と相互に作用するこ
となく、1つ以上のアプリケーションを実行できます。非大域ゾーンはゾーンとも呼ば
れます。「Solarisゾーン」と「大域ゾーン」も参照してください。

ファイルサーバー ネットワーク上のシステムに対して、ソフトウェアやファイルの記憶領域を提供する
サーバー。

ファイルシステム SunOSTMオペレーティングシステムでは、ユーザーがアクセスできるファイルおよび
ディレクトリから成るツリー構造のネットワークのこと。

ファンクションキー F1、F2、F3などの名前が付いた 10個以上のキーボードキー。これらのキーにはそれぞ
れ特定の機能が割り当てられています。

ブート メモリーにシステムソフトウェアを読み込んで起動すること。

ブート
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ブートアーカイブ x86のみ:ブートアーカイブは、Solaris OSのブートに使用されるクリティカルなファイル
の集まりです。これらのファイルは、ルート (/)ファイルシステムがマウントされる
前、システムの起動中に必要です。システムは、2つのブートアーカイブを維持管理し
ています。
■ システムで Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイブ。このブートアー
カイブは、一次ブートアーカイブと呼ばれることもあります。

■ 一次ブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用されるブートアーカイブ。
このブートアーカイブは、ルート (/)ファイルシステムをマウントすることなくシステム
を起動します。GRUBメニューでは、このブートアーカイブはフェイルセーフと呼ばれま
す。アーカイブの重要な目的は一次ブートアーカイブを再生成することであり、通常、一
次ブートアーカイブがシステムのブートに使用されます。

ブート環境 Solaris OSを操作する上で重要な必須ファイルシステム (ディスクスライスおよびマウン
トポイント)の集まり。ディスクスライスは、同じ 1つのディスク上に存在すること
も、分散された複数のディスク上に存在することもあります。

アクティブなブート環境とは、現在ブートしている環境を指します。単一のアクティブ
なブート環境からだけブートできます。アクティブでないブート環境とは、現在ブート
していないが、次回のリブート時にアクティブ化できる状態にある環境のことを指しま
す。

ブートサーバー 同じネットワークのサブネット上のクライアントシステムに、起動に必要なプログラム
と情報を提供するサーバーシステム。インストールサーバーの存在するサブネットが、
Solarisソフトウェアをインストールする必要があるシステムと異なる場合、ネットワー
クを介してインストールするにはブートサーバーが必要です。

ブートローダー x86のみ:ブートローダーは、システムの電源を入れた後に最初に実行されるソフト
ウェアプログラムです。このプログラムがブートプロセスを開始します。

フェイルセーフブート
アーカイブ

x86のみ:一次ブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用されるブート
アーカイブ。このブートアーカイブは、ルート (/)ファイルシステムをマウントするこ
となくシステムを起動します。このブートアーカイブは、GRUBメニューではフェイル
セーフと呼ばれます。アーカイブの重要な目的は一次ブートアーカイブを再生成するこ
とであり、通常、一次ブートアーカイブがシステムのブートに使用されます。「ブート
アーカイブ」を参照してください。

フォーマット データを一定の構造にしたり、データを保存できるようにディスクをセクターに分割し
たりすること。

フォールバック 以前に動作していた環境に戻すこと。ブート環境のアクティブ化の処理中や、ブート対
象として指定されたブート環境に問題または望ましくない動作が発生する場合には
フォールバックを行います。

復号化 符号化されたデータを平文に変換する処理。「暗号化」も参照してください。

プラットフォームグ
ループ

特定のソフトウェア用にベンダーが定義するハードウェアプラットフォームのグルー
プ。たとえば i86pcや sun4cなどです。

ブートアーカイブ
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プラットフォーム名 uname -iコマンドによって出力される情報。たとえば Ultra 60のプラットフォーム名
は、SUNW,Ultra-60です。

プローブキーワード インストールにカスタム JumpStartを使用する場合、システムに関する属性情報を抽出
する構文要素。プローブキーワードでは、ルールに必要な一致条件の設定およびプロ
ファイルの実行は必要ありません。「ルール」も参照してください。

プロファイル カスタム JumpStartを使用する場合に、Solarisソフトウェアのインストール方法を定義す
るテキストファイル。たとえば、プロファイルでインストールするソフトウェアグルー
プを定義します。各ルールは、そのルールが一致したときにシステムがインストールさ
れる方法を定義してあるプロファイルを指定します。通常は、ルールごとに異なるプロ
ファイルを作成します。しかし、複数のルールで同じプロファイルを使用することも可
能です。「rulesファイル」も参照してください。

プロファイルサーバー すべての重要なカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリに持つサーバー。

プロファイルフ
ロッピーディスク

すべての重要なカスタム JumpStartファイルを、そのルートディレクトリ (JumpStart
ディレクトリ)に持つフロッピーディスク。

ホスト名 システムがネットワーク上のほかのシステムから識別される名前。この名前は、特定の
ドメイン (通常、これは 1つの組織内にあることを意味する)内にある全システム間で固
有でなければなりません。ホスト名は、文字、数字、マイナス符号 (-)を任意に組み合
わせて作成できますが、先頭と末尾にマイナス符号は使用できません。

ボリューム システムで単一の論理デバイスとして扱われる、物理スライスやボリュームの集まり。
ボリュームは、アプリケーションやファイルシステムにとって物理ディスクと同じよう
に機能します。

一部のコマンド行ユーティリティーでは、ボリュームはメタデバイスと呼ばれます。一
般的なUNIX用語では、ボリュームは、「擬似デバイス」または「仮想デバイス」とも
呼ばれます。

マウント マウント要求を行うマシンのディスクまたはネットワーク上のリモートディスクから、
ディレクトリにアクセスするプロセス。ファイルシステムをマウントするには、ローカ
ルシステム上のマウントポイントと、マウントするファイルシステム名 (たとえば /usr)
が必要です。

マウント解除 マシンに接続されたディスクまたはネットワーク上のリモートディスク上のディレクト
リへのアクセスを解除するプロセス。

マウントポイント リモートマシン上に存在するファイルシステムのマウント先となる、ワークステー
ション上のディレクトリ。

マスターシステム Solarisフラッシュアーカイブを作成するシステム。このシステム構成がアーカイブに保
存されます。

マニフェストセク
ション

クローンシステムの検証に使用される Solarisフラッシュアーカイブのセクション。マニ
フェストセクションには、クローンシステムに保持、追加または削除されるシステム上
のファイルが一覧表示されます。このセクションは、情報提供専用です。このセク
ションは、ファイルを内部形式でリストするため、スクリプトの記述には使用できませ
ん。

マニフェストセクション
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ミニルート Solarisインストールメディアに収録されている、起動可能な最小のルート (/)ファイル
システム。ミニルートには、システムをインストールおよびアップグレードするために
必要な Solarisソフトウェアが含まれます。x86システムでは、ミニルートはシステムに
コピーされ、フェイルセーフブートアーカイブとして使用されます。「フェイルセーフ
ブートアーカイブ」を参照してください。

ミラー 「RAID-1ボリューム」を参照してください。

メタデバイス 「ボリューム」を参照してください。

メディアサーバー 「インストールサーバー」を参照してください。

矢印キー 数値キーパッド上にある方向を示す 4つのキーの 1つ。

ユーティリティー コンピュータを購入すると通常無料で提供される、標準プログラム。

リムーバブルメディア
サービス

DVD-ROM、CD-ROM、およびフロッピーディスク上のデータへのアクセスを管理およ
び実行するための手段を提供するプログラム。

ルート 複数の項目から成る階層構造の最上位。ルートは、ほかのすべての項目を子孫として持
つ唯一の項目です。「ルートディレクトリ」または「ルート (/)ファイルシステム」を
参照してください。

ルート
(/)ファイルシステム

ほかのすべてのファイルシステムの元となる最上位ファイルシステム。ルート (/)
ファイルシステムはほかのすべてのファイルシステムがマウントされる元となり、マウ
ント解除されることはありません。ルート (/)ファイルシステムには、カーネル、デバ
イスドライバ、システムの起動 (ブート)に使用されるプログラムなど、システムの稼働
に不可欠なディレクトリやファイルが含まれています。

ルートディレクトリ ほかのすべてのディレクトリの元となる最上位ディレクトリ。

ルール 1つ以上のシステム属性をプロファイルに割り当てる一連の値。ルールは、カスタム
JumpStartインストールで使用されます。

連結 RAID-0ボリューム。複数のスライスが連結された方式では、利用可能な最初のスライ
スがいっぱいになるまでそのスライスにデータが書き込まれます。そのスライスが
いっぱいになると次のスライスに連続してデータが書き込まれます。ミラーに含まれて
いる場合を除き、連結にはデータの冗長性はありません。「RAID-0ボリューム」も参
照してください。

ロケール 同一の言語、風俗、慣習、文化などを共有する地理上または政治上の地域圏 (コミュニ
ティー)。たとえば、米国英語のロケールは en_US、英国英語のロケールは en_UKです。

論理デバイス システムで単一のデバイスとして扱われる、1つまたは複数のディスク上にある物理ス
ライスの集まり。論理デバイスは、Solarisボリュームマネージャーではボリュームと呼
ばれます。ボリュームは、アプリケーションやファイルシステムにとって物理ディスク
と同じように機能します。

ミニルート
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HTTPSによるデータの暗号化, WANブートイン
ストール, 168-169

I
IPv6、事前設定, 42
IPアドレス
事前設定, 42
デフォルトルートの事前設定, 42

IRQレベル、事前設定, 43
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K
Kerberos,事前設定, 42
keystoreファイル
クライアントの非公開鍵の挿入, 256-257
説明, 177

L
le0: No carrier - transceiver cable problemメッセー
ジ, 278

list-security-keysコマンド,構文, 269
locale.org_dirテーブル、エントリの追加, 47

M
Makefileファイル, 44
mountコマンド, 156

N
network-boot-arguments OBP変数

WANブートインストールでの設定, 240
構文, 269

netデバイス別名、確認と設定変更, 230, 262
nistbladmコマンド, 46, 47
No carrier - transceiver cable problemメッセー
ジ, 278

Not a UFS filesystemメッセージ, 278
nvaliasコマンド,構文, 269

O
OBP

netデバイス別名の確認, 230, 262
netデバイス別名の設定, 230
WANブートインストールでの変数の設定, 240
WANブートインストールの要件, 172
WANブート対応の確認, 194, 253-254

OpenBoot PROM,「OBP」を参照

P
PKCS#12ファイル

WANブートインストールの準備, 256-257
WANブートインストールの要件, 180

Preboot Execution Environment (PXE)
BIOSの設定要件, 96, 138
ガイドライン, 67
説明, 66

printenvコマンド, WANブート対応の確
認, 253-254

PXE (Preboot Execution Environment)
BIOSの設定要件, 96, 138
ガイドライン, 67
説明, 66

R
resetコマンド, 156
resolve_hostsパラメータ, 272
root_fileパラメータ, 271
root_serverパラメータ, 270
rootパスワード,事前設定, 42
router-ip変数, 238
RPC Timed outメッセージ, 283
rules, WANブートインストール用の妥当性検
査, 216

rulesファイル, WANブートインストール用の妥当
性検査, 216

S
SbootURI DHCPオプション

WANブートインストールでの使用, 226
説明, 52

Secure Sockets Layer, WANブートインストールで
の使用, 203-209

Secure Sockets Layerを介したHTTP,「HTTPS」を
参照

server_authenticationパラメータ, 272
set-security-keyコマンド

WANブートクライアントへの鍵のインストー
ル, 263

構文, 268
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setenvコマンド,構文, 269
setup_install_server

WANブートインストール用, 190-193
WANブートインストール用の構文, 265
説明, 155

showmountコマンド, 156
SHTTPproxy DHCPオプション

WANブートインストールでの使用, 226
説明, 53

signature_typeパラメータ, 271
SjumpsCFパラメータ, 220, 270
Solarisインストールプログラム
グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)、
開始コマンド (x86ベースのシステム), 99,
141

テキストインストーラ
コンソールセッションでの開始コマンド

(x86ベースのシステム), 100, 141
デスクトップセッションでの開始コマンド

(x86ベースのシステム), 100, 141
SSL, WANブートインストールでの使用, 203-209
SsysidCFパラメータ, 220, 269
subnet-mask変数, 238
sysidcfgファイル

keyboardキーワード、説明, 25-26
name_serviceキーワード、説明, 26-29
network_interfaceキーワード、説明, 30-35
root_passwordキーワード、説明, 36-37
security_policyキーワード、説明, 37
service_profileキーワード、説明, 37-38
system_localeキーワード、説明, 38
terminalキーワード、説明, 38-39
timeserverキーワード、説明, 39-40
timezoneキーワード、説明, 39
WANブート、例, 213
ガイドラインと要件, 20-40
キーワード, 24-40
構文, 24

system_confパラメータ, 273
system.confファイル,「システム構成ファイル」
を参照

T
timed out RPCエラー, 283
transceiver cable problemメッセージ, 278
truststoreファイル
信頼できる証明書の挿入, 256
説明, 177

U
unameコマンド, 156
Unknown client errorメッセージ, 277

V
/var/yp/Makefile, 44
/var/yp/makeコマンド, 46

W
wanboot-cgiプログラム

/etc/netbootディレクトリの検索順序, 178
wanboot.confファイルに指定, 270
WANブートサーバーへのコピー, 201, 255
クライアント構成情報の選択, 178
説明, 176
保存, 180

wanboot.confファイル
WANブートインストール用に作成, 260-262
WANブートインストール用の作成, 270-273
WANブートインストール用の妥当性検
査, 223, 260-262

構文, 270-273
説明, 177, 270-273
例
セキュリティー保護されたWANブートイン
ストール, 223, 261

セキュリティー保護されていないWANブー
トインストール, 224

wanbootutilコマンド
PKCS#12ファイルの分割, 205, 256
暗号化鍵の値の表示, 263
暗号化鍵の作成, 257
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wanbootutilコマンド (続き)
クライアント認証とサーバー認証の構成, 205,
256-257, 257
クライアントのデジタル証明書の挿入, 205,

256-257
クライアントの非公開鍵の挿入, 205, 256-257
信頼できる証明書の挿入, 205, 256
ハッシュキーの値の表示, 263
ハッシュキーの作成, 257

wanbootプログラム
WANブートインストール時に実行される作
業, 167

WANブートインストール用のキーのインス
トール, 241

WANブートサーバーへのインストー
ル, 195-197, 254

説明, 164
ドキュメントルートディレクトリへの保
存, 175

wanbootプログラム、wanboot.confファイルに指
定, 270

WANブートインストール
bootlog-cgiプログラム、wanboot.confファイ
ルに指定, 273

/etc/netbootディレクトリ
アクセス権の設定, 199
作成, 198-200
説明, 176-179
例, 178

rulesファイルの検査, 216
wanboot-cgiプログラム, 201

wanboot.confファイルに指定, 270
WANブートサーバーへのコピー, 201

wanboot-cgiプログラムのコピー, 201
wanboot-cgiプログラムの保存, 180
wanboot.confファイル
構文, 270-273
妥当性検査, 223
パラメータ, 270-273

wanbootutilコマンド
暗号化鍵の作成, 257
信頼できる証明書の作成, 205
ハッシュキーの作成, 257
非公開鍵の作成, 205

WANブートインストール (続き)
wanbootプログラム

wanboot.confファイルに指定, 270
インストール, 195-197
説明, 164
ドキュメントルートディレクトリへの保
存, 175

wanbootプログラムのインストール, 195-197
WANブートミニルート

wanboot.confファイルに指定, 271
作成, 190-193
説明, 164
ドキュメントルートディレクトリへの保
存, 175

Webサーバーの要件, 173
暗号化鍵

wanboot.confファイルに指定, 271
値の表示, 230-236
インストール, 230-236

暗号化鍵のインストール, 230-236
暗号化鍵の機密性の問題, 181
イベントの順序, 165-167
インストールに必要な情報, 181-183
クライアント認証

wanboot.confファイルに指定, 272
要件, 170

クライアントのインストール
インストール方法, 236
必要な作業, 227

クライアントの要件, 172
計画

/etc/netbootディレクトリ, 176-179
インストールファイルの保存, 174
構成ファイルとセキュリティーファイルの
共有, 176-177

構成ファイルとセキュリティーファイルの
保存, 176-179

サーバーレイアウト, 174
システム要件, 171
ドキュメントルートディレクトリ, 174

構成
DHCPサービスのサポート, 226
WANブートサーバー, 189-203
クライアント認証とサーバー認証, 256-257
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WANブートインストール (続き)
構成ファイルとセキュリティーファイル、説
明, 177
構成ファイルとセキュリティーファイルの共有
サブネット全体, 176, 198
特定のクライアント, 177, 198
ネットワーク全体, 176, 198

コマンド, 265-268
サーバー構成、説明, 174
サーバー認証

wanboot.confファイルに指定, 272
要件, 170

サービス妨害攻撃, 181
作成

Solarisフラッシュアーカイブ, 210
開始スクリプト, 218-219
終了スクリプト, 218-219

システム構成ファイル
wanboot.confファイルに指定, 273
構文, 269-270

システム要件, 171
自動インストール, 264
使用する場合, 165
セキュリティー構成、説明, 169-170
セキュリティーの問題, 181
セキュリティー保護された構成
インストール作業, 185
説明, 170
要件, 170

セキュリティー保護されていない構成, 170
説明, 163-164
データの暗号化

HTTPSによる, 168-169, 203-209
暗号化鍵による, 168

データの保護, 168, 169
デジタル証明書、要件, 180
ドキュメントルートディレクトリ
説明, 174
ファイル, 174
例, 175

バイナリの破壊, 181
ハッシュキー

wanboot.confファイルに指定, 271
値の表示, 230-236

WANブートインストール,ハッシュキー (続き)
インストール, 230-236

ハッシュキーのインストール, 230-236
ハッシュキーの機密性の問題, 181
要件

DHCPサービス, 172
SSLバージョンのサポート, 173
WANブートサーバー, 171
Webサーバー, 173
Webサーバーのオペレーティングシステ
ム, 173

Webプロキシ, 173
インストールサーバーのディスク容量, 172
クライアントのCPU, 172
クライアントのOBP, 172
クライアントのディスク容量, 172
クライアントのメモリー, 172
デジタル証明書, 180
ログサーバー, 173

例
DHCPサービスを使ったインストール, 245
/etc/netbootディレクトリ, 178
/etc/netbootディレクトリの作成, 254-255
netデバイス別名の確認, 230, 262
netデバイス別名の設定, 230
OBPへの暗号化鍵のインストール, 232, 263
OBPへのハッシュキーのインストール, 232,

263
rulesファイルの作成, 259-260
Solarisフラッシュアーカイブの作成, 258
sysidcfgファイル, 213
sysidcfgファイルの作成, 258
wanboot-cgiプログラムのコピー, 255
wanboot.confファイル, 223, 224, 260-262
wanbootプログラムのインストール, 254
WANブートミニルートの作成, 253-254
暗号化鍵の作成, 209, 257
暗号の使用, 257
カスタム JumpStartプロファイル, 215
カスタム JumpStartプロファイルの作成, 259
クライアントOBPでの対応の確認, 194,

253-254
クライアント認証の有効化, 256-257
クライアントの証明書の挿入, 206, 256-257
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WANブートインストール,例 (続き)
クライアントの非公開鍵の挿入, 206,
256-257
サーバー認証の有効化, 206, 256-257
作成/etc/netbootディレクトリ, 199
システム構成ファイル, 220, 221
システム構成ファイルの作成, 260
自動インストール, 239, 264
信頼できる証明書の挿入, 206, 256
対話式インストール, 242
デジタル証明書の準備, 256-257
動作中のクライアントに対する暗号化鍵の
インストール, 235

動作中のクライアントに対する
ハッシュキーのインストール, 235

ドキュメントルートディレクトリ, 253
ネットワークの設定, 252-253
ハッシュキーの作成, 209, 257
ローカルCDメディアからのインストー
ル, 248

ログサーバーの構成, 202, 255
ログサーバー、wanboot.confファイルに指
定, 273

WANブートインストール時のデータの暗号化
HTTPSによる, 203-209
デジタル証明書による, 256
非公開鍵による, 256-257

WANブートインストール時のデータの保護
HTTPSによる, 168-169
暗号化鍵による, 168
ハッシュキーによる, 168

WANブートインストールでの機密性の問題, 181
WANブートインストールのセキュリティーの問
題, 181

WANブートインストール用の bootコマンドの構
文, 268

WANブートサーバー
Webサーバーの要件, 173
構成, 189-203
コピーwanboot-cgiプログラム, 201
説明, 171
要件, 171

WANブートファイルシステム,説明, 164

WANブートミニルート
wanboot.confファイルに指定, 271
作成, 190-193, 253-254
説明, 164
ドキュメントルートディレクトリへの保
存, 175

WARNING: CHANGE DEFAULT BOOT
DEVICE, 285

WARNING: clock gained xxx daysメッセージ, 278
Webプロキシ, WANブートインストールの要
件, 173

Webプロキシ、事前設定, 43

あ
アーカイブ

WANブートインストール用のドキュメント
ルートディレクトリへの保存, 175

WANブートによるインストール, 236-250
WANブートプロファイルの例, 215
アーカイブの作成、WANブートインストー
ル, 210

アクセス権, /etc/netbootディレクトリ, 199
アップグレード,アップグレードの失敗, 289
アップグレードの失敗,リブートの問題, 289
暗号化鍵

wanboot.confファイルに指定, 271
WANブートインストール時のデータの暗号
化, 168

インストール
wanbootプログラムによる, 241
インストール方法, 230-236
例, 232, 235, 263

作成, 257
説明, 168

い
インストール

WANブート、説明, 163-164
インストール時更新 (ITU), 99, 140
デバイスドライバ, 99, 140
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インストールサーバー
CDメディアを使用して作成, 107, 115
CDメディアを使用して作成、例, 112, 113, 120,

147, 151
DVDメディアを使用して作成, 72, 78
DVDメディアを使用して作成、例, 76, 77, 82,

83, 146, 148
WANブートインストールの要件, 172
クロスプラットフォームCDメディアを使用し
て作成, 125

クロスプラットフォームCDメディアを使用し
て作成、例, 125

クロスプラットフォームメディアを使用して作
成, 121

サブネット上の, 76
適用できるシステムタイプ, 63-65

インストール時更新 (ITU)、インストール, 99,
140

インストールの開始、x86ベースのシステム, 99,
141

インストールの開始コマンド、x86ベースのシス
テム, 99, 140

インストールの準備
WANブートインストール, 185-226
WANブートインストール用のクライアン
ト, 228-236

システム構成情報の事前設定
方法, 41-43
利点, 19-20

か
カスタム JumpStartインストール

WANブートインストールでの, 209-219
例、WANブートインストールのプロファイ
ル, 215

画面サイズ、事前設定, 43

き
キー,「暗号化鍵、ハッシュキー」を参照
キーボード言語とキー配列、事前設定, 43
キーワード, sysidcfgファイル, 24-40

共有, WANブート構成情報, 178-179

く
クライアント、WANブートインストールの要
件, 172

クライアント認証とサーバー認証, WANブートイ
ンストール用に構成, 256-257

グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)、開
始コマンド (x86ベースのシステム), 99, 141

グラフィックスカード、事前設定, 43

け
計画

WANブートインストール
wanboot-cgiプログラムの保存, 180
Webサーバーの要件, 173
インストールに必要な情報, 181-183
インストールファイルの保存, 174
構成ファイルとセキュリティーファイルの
共有, 178-179

構成ファイルとセキュリティーファイルの
保存, 176-179

サーバーレイアウト, 174
システム要件, 171

こ
構成

DHCPサーバーを構成してインストールをサ
ポート
作業、DVDメディア, 71, 106

WANブートインストール用のDHCPサービ
ス, 226

WANブートサーバー, 189-203
コメント, wanboot.confファイル内, 270
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さ
サーバー

CDメディアを使用したネットワークインス
トールの設定
スタンドアロンインストール, 129

DVDメディアを使用したネットワークインス
トールの設定
スタンドアロンインストール, 86

WANブートインストール
Webサーバーソフトウェアの要件, 173
構成オプション, 174
説明, 171
要件, 171

ネットワークインストールの要件, 63-65
サービス妨害攻撃、WANブートインストー
ル, 181

サイズ、ハードディスク,利用可能な容量, 73
作成

CDメディアを使用してインストールサーバー
を, 105, 107, 115, 147, 151

CDメディアを使用してサブネット上にブート
サーバーを, 105, 127

DVDメディアを使用してインストールサー
バーを, 71, 72, 146, 148

DVDメディアを使用してサブネット上にブー
トサーバーを, 71, 84

/etc/localeファイル, 45
WANブート

/etc/netbootディレクトリ, 198-200
Solarisフラッシュアーカイブ, 210
WANブートミニルート, 190-193
インストールファイル, 209-219
カスタム JumpStartファイル, 209-219
ドキュメントルートディレクトリ, 190

インストールサーバー, 78
クロスプラットフォームCDメディアを使用し
てインストールサーバーを, 125

サブネット
CDメディアを使用してブートサーバーを作
成, 127

DVDメディアを使用してブートサーバーを作
成, 84

インストールサーバー, 82, 125

し
時間帯、事前設定, 42
時刻と日付、事前設定, 42
システム構成情報の事前設定

DHCPによる, 47
sysidcfgファイルによる, 43
電源管理システム, 40
ネームサービスによる, 43
方法の選択, 41-43
利点, 19-20

システム構成ファイル
SjumpsCF設定, 269-270
SsysidCF設定, 269-270
wanboot.confファイルに指定, 273
WANブートインストール用に作成, 260
構文, 269-270
説明, 177
例
セキュリティー保護されたWANブートイン
ストール, 260

セキュリティー保護されていないWANブー
トインストール, 221

セキュリティ保護されたWANブートインス
トール, 220

システム情報、表示, 156
システムのブート,最初に端末とディスプレイを
リセット, 156

出力ファイル, WANブートインストール用の
bootlogファイル, 202

主要なドキュメントディレクトリ,「ドキュメン
トルートディレクトリ」を参照

証明書,「デジタル証明書」を参照
シリアルコンソール, 98, 139

add_install_clientコマンドによる指定, 91,
134

シリアルコンソールの設定, 98, 139
信頼できる証明書, truststoreファイルへの挿
入, 256

せ
セキュリティー

WANブートインストール
説明, 168-169
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セキュリティー保護されたHTTP,「HTTPS」を参
照

セキュリティーポリシー,事前設定, 42

た
妥当性検査

rulesファイル、WANブートインストール用
の, 216

wanboot.confファイル, 223
端末タイプ、事前設定, 42

ち
チェックスクリプト, WANブートインストールの
構文, 266

つ
追加

locale.org_dirテーブルエントリ, 47
データレスクライアント

CDメディアを使用する, 129
DVDメディアを使用する, 86

ネットワークからシステムを, 71, 105

て
ディスク容量、WANブートインストールの要
件, 172

ディレクトリ
/etc/netboot

クライアント間での構成ファイルとセ
キュリティーファイルの共有, 176-177

構成ファイルとセキュリティーファイル、
説明, 177

構成ファイルとセキュリティーファイルの
共有, 178-179

構成ファイルとセキュリティーファイルの
保存, 176-177

説明, 176-179

ディレクトリ, /etc/netboot (続き)
例, 178

/etc/netbootディレクトリ, 198-200
ドキュメントルート
作成, 190, 253
説明, 174
例, 175, 253

テキストインストーラ
コンソールセッションでの開始コマンド (x86
ベースのシステム), 100, 141

デスクトップセッションでの開始コマンド (x86
ベースのシステム), 100, 141

デジタル証明書
WANブートインストール時のデータの保
護, 169

WANブートインストールの準備, 256
WANブートインストールの要件, 180
説明, 169, 180

テスト
WANブート

rulesファイル, 216
wanboot.confファイル, 223

デバイスドライバ、インストール, 99, 140
電源管理システム, 40

と
トークンリングカード、ブートエラー, 282
ドキュメントルートディレクトリ
作成, 190
説明, 174
例, 175, 253

ドメイン名、事前設定, 42
トラストアンカー,「信頼できる証明書」を参照

な
名前/名前の指定

WANブートインストール用のシステム構成
ファイル, 220

システムプラットフォーム名の決定, 156
ホスト名, 132
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に
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